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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。





本作品は本編終了後にカドカワＢＯＯＫＳ『魔王になったので、ダンジョン造って人外娘とほのぼのする』（著：流優）お試し版が収録されています。
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プロローグ　秘神の目覚め









　アリヒトたちを地上に転移させたあと、一人残ったアリアドネは、彼らに向けてかざした手を下げると、胸に抱いた。

　──『アリアドネ』の『地上転送』が発動　→『アリヒト』のパーティを迷宮外に転移

　彼女の身体に回路のような紋様が浮かび上がり、周囲に状況を示す『窓』が浮かび上がる。

「まだ、動いている……この世界の規律は保たれている」

　規律とは何か──迷宮国、そしてこの迷宮における魔法の力と技能を働かせるもの。

　なぜ、迷宮国に迷宮の入り口が集められているのか。なぜ、別世界の人間が死後、迷宮国を訪れることがあるのか──アリアドネは創造されてどれだけの時が経ったのかを忘れているが、生まれてから今まで、教えてもらった記憶はなかった。

　廃棄されたのだから、当然のこと。

　ずっと地の底で、誰も訪れることのないこの部屋で、眠り続けているはずだった。

　しかし、アリヒトは鍵かぎを持って現れた。一度抜き取られ、迷宮の中に気まぐれに放り出されたそれを、アリアドネのネジを巻くために、隠し階段を見つけて持ってくるなどと。

「……これを、人間は……」

　奇跡と言う。あらゆる知的生命体の知識に通じるアリアドネは、その概念を知っている。

　アリヒトたちに加護を与えることで、彼女は彼のライセンスから、自分がどれだけ眠っていたのか正確な時間を知ることができた。

　八百六十年。秘神の眠る迷宮を集めた『箱庭』が作られてから、それだけの時間が流れていた。

　他の秘神たちの覚かく醒せい状況は判明していない。もしアリヒトたちが、先に別の秘神と契約していたら──その時は、この部屋への扉は開かず、眠ったままでいただろう。

　そう思うと、アリアドネの胸に違和感が生まれる。温かく、痛みにも似た──有限の生命を持つ生き物しか抱くことのないはずの、その感情は。

「アリヒト……揺るぎなき、『後衛』。その資質を、見出された者……」

　胸に『起動キー』を差し込まれたとき、アリアドネはアリヒトの精神性に触れた。

　彼はアリアドネと違い、孤独だったわけではない。しかし物心付く前に両親を亡くし、自分もその際に傷を負いながら、ずっと『救えなかった』という未練を胸に残して生きてきた。

　父親の運転する車の後部座席で、彼は母親に抱かれたまま、まだ赤ん坊であるというのにこの世の絶望を凝り固めたような光景を目にしたのだ。

「……これは……水……この、我が……」

　アリアドネは頰を伝うものに気づき、それを手で受け止めた。

　自分の創造主を親と呼ぶことはできない。しかしアリヒトと自分の境遇が、本質的に近しいものであるという事実を、アリアドネは何度か否定を繰り返したあとで肯定する。

「貴方が彼女たちを『後ろから』護るのなら……我は、ここから貴方を護る」

　アリアドネの周囲の空間が歪ゆがむ──そして現れたものは、巨大な機械の腕。

　自分に残された力を、アリヒトたちを護るために使う。アリアドネはアリヒトの声が聞こえるまで、眠らずにおこうと考えていた。神には本来、眠る必要など存在しないのだから。








第一章　八番区の頂点










一　担当官の動揺






　迷宮国、第八番区──この世界に転生した者たちが、最初に訪れる街区。

　俺たちはこの区にある初心者が挑む迷宮、『曙あけぼのの野原』の隠された四層を攻略し、パーティ全員で無事に脱出した。

　一層から町に続く、長い階段。それを上がりきると、迷宮に入る前とは太陽の位置が変わっており、夕方になっていた。広場を歩き、俺たちはギルドのある西の通りに向かう。

「はぁ～、こんなに外の空気って美味しかったんですねー。迷宮の中も、外にいるときと同じくらい明るいし、開放的なんですけど、やっぱり気分が違うっていうか」

　伸びをして嬉うれしそうにするのはミサキ──フルネームはまだ聞いていない──である。彼女は『ギャンブラー』という、運気などを操る技能を持つ職についており、彼女の持つ特殊な技能のおかげで、俺たちは迷宮の隠し階層に入ることができた。

「んん……はぁ、確かに気分はいいわね。四層だけはいかにも『迷宮』っていう雰囲気だったから、やっぱり閉へい塞そく感かんはあったものね」

　そう言って大きく伸びをするのは、五十嵐いがらしさん──前世で同じ会社に勤めていた上司で、今では俺がリーダーを務めるパーティの一員になっている。

　ブラウンの髪をゆるく巻き、転生当初は縦セーターにスカートという服装をしていたが、今は『ヴァルキリー』として『レディアーマー』という装備を身に着けている。白を基調とした鎧よろいの胸の部分は広く開いていて、伸びをした拍子に目立つというか、主張する部分に目が止まりそうになる。

「後あと部べくん、どうしたの？　そんなにじっと見て」

「い、いや、すみません。無事に脱出できて良かったなと、そう思ってまして」

「本当に……アリヒトさんのおかげです。あんな強い魔物を倒すことができたのは」

　そう言って穏やかに微笑むのは、スズナだ。ミサキの幼おさな馴な染じみで、『巫み女こ』の職についている。黒髪の大和撫なでし子こ然とした容姿に、動きやすいように作られた、迷宮国版といえる巫女服姿がよく似合っている。

　四層には、『名前つき』と呼ばれる、固有の名前がついた強力な魔物がいた。『鷲わし頭あたまの巨人兵』──全体攻撃などを使ってくる強敵だったが、全員の連携で何とか倒すことができた。

「…………」

「テレジアもお疲れ様。よく活躍してくれたな」

　俺にとっては最初の仲間であり、元は傭よう兵へいだったリザードマンの少女、テレジア。彼女は俺が労いの言葉をかけると、こく、と頷うなずいた。その素直な反応を見て、仲間たちも微笑ましそうにする。

　リザードマンといっても蜥蜴トカゲと人間の中間の姿というわけではなく、蜥蜴トカゲの着ぐるみを着ているような姿をしている。しかしその装備は武器防具などを除いて外すことができない──それが、亜人である彼女に課せられた制約だ。

　テレジアは『ローグ』という職で、パーティの中衛を務めている。攻撃と回避の両面をこなすことができて、俺が転生した当初から世話になり続けている。

「アリヒトこそ、大丈夫？　最後に使った技能は、魔力の消費が大きかったでしょう」

　そう言って心配してくれるのは、パーティの中で抜きん出てレベルが高い『剣士』の少女、エリーティアだ。しかしゆえあって、彼女は呪いの武器を装備している関係で、『カースブレード』という職に変化してしまっている。

　金色の髪を二つのおさげにした、北欧出身の小柄な少女──その容姿は可か憐れんというほかないが、一度戦闘となればパーティの中で最高のダメージを叩たたき出す、優秀なアタッカーだ。

　この五人を後方から『支援』する技能を持っているのが、『後衛』という職についている俺だ。転生時の職業選択で『後衛』と書いたら、それがそのまま受理されてしまった。

　選択できるだけあって適性はあったのか、初級探索者ノービスの中では、俺たちのパーティは歴代最速のスピードで序列を上げることができている。序列が上がれば生活水準も良くなるため、探索中に強力な魔物に遭遇するという危険こそあれ、生活上の不安はなく、探索に励むことができていた。

「……私も人のことは言えないけど、アリヒトも戦いの中では闘志が前面に出るというか……後ろに居て声をかけてくれると、凄すごく気合が入るわ。これからもお願いね」

「改めてそう言われると照れるが……声掛けは大事だからな」

　その声掛けも『支援高揚』などの、俺が持つ技能を発動させる合図になっているのだが。思えば俺は、戦闘中によく声を張っている。

　迷宮の魔物に油断のできる相手など一匹もいない。俺たちは全ての戦いに勝ち、無事に探索を続け、成さなければならないことがある。

　一つは、一度命を落とし、亜人として蘇よみがえったテレジアを、元の人間の姿に戻すこと。

　もう一つは、五番区の迷宮で魔物に襲われ、生死不明となっているエリーティアの友人を救出することだ。

「えへへー、お兄ちゃんの照れてるところって可愛いじゃないですか。ね、スズちゃん」

「ミ、ミサキちゃん……私に聞かれても、すぐに答えられないっていうか……」

「後部くんって褒められることに慣れてないみたい……あっ、それって私が、褒めて伸ばす上司じゃなかったからなのかしら……」

「い、いや、そういうわけじゃなくて生来の気質ってやつですから」

　ふとすると、五十嵐さんは鬼上司だった頃のことを思い出して申し訳なさそうにする。俺はもう気にしていないが、彼女は前世で俺に厳しくしたことを反省しており、その反動ということもあるのだろうが、転生してパーティを組んでからは見違えるほど優しくなっていた。

「…………」

「……あ、ありがとう。それは褒めてくれてるのか」

　テレジアは背伸びをして、俺の頭をぽふぽふと撫なでてくれる。彼女は亜人となってから言葉を発することができないのだが、こうして意思の疎通は図れている──しかし、十代半ばの少女らしい背格好をしている彼女に撫でられると、照れるというより気恥ずかしかった。




　ギルドの営業時間内に間に合い、俺はルイーザさんが他の探索者の対応を終えるまで待って、昨日と同じ特別室に向かう。

　女性陣は自由行動としてもらって、ギルドの外で待っていてもらう。報告はリーダーの仕事というが、その慣習はこれからも続くらしい。まあ、報告までが探索の醍だい醐ご味みという気がするので、そこは任せてもらっても一向にかまわない。

「すみません、探索が終わったばかりで汗臭いかもしれませんが」

「何をおっしゃいます、汗は探索者の勲章ではありませんか」

　そんなことを笑顔で言われたら、俺のような免疫力のない男でなくとも心が傾いてしまうに違いない。

「……ル、ルイーザさん、どうしました？」

　ルイーザさんは不意に俺に近づく。俺が変に遠慮するから匂いを確かめたのだ──大胆というか、距離の詰め方が自然すぎて困ってしまう。

「ふふっ……それほど気になりませんよ。アトベ様の匂いがしますが」

　仕事に使うファイルで口元を隠しつつ、ルイーザさんが言う。彼女の仕草が、担当官というだけじゃなくて、すっかり友人のように心を許したものになりつつある。

（いつもは胸が開かないように気をつけてるらしいのに、俺と歩き始めた途端、ガードがゆるくなってるんだが……これは、目のやり場に気をつけないとな……）

「すみません、先にお部屋でお待ちいただけますか？　お茶をお持ちいたしますので……それとも、もう飲まれますか？」

「えっ……え、えーと、今はまだ明るいんで……ルイーザさん、今日も一緒に飲みます？」

「よろしいんですか？　いえ、普通にお食事をするだけでも十分なのですが。毎日お飲みになると、身体に響きますものね」

　ルイーザさんは毎日飲みたいタイプらしい。しかし報告の席で酒を出すこともあるとは、ギルドもなかなか豪胆な組織だ。

「……他の方には、お酒をすすめたりはしないんですよ？　アトベ様だけですから」

「い、いや、ははは……」

　参ったな、とかそんなことばかり言っていたら、呆あきれられてしまわないだろうか。こんなとき気の利いた返しが思いつかない自分がもどかしい。

　お茶を淹れに行くルイーザさんの後ろ姿は、柔らかい生地のスカートにくっきりとお尻しりの形が出てしまっており、目のやり場が存在しなかった。初日の清せい楚そな印象から、随分と変化したが──正直を言うなら、功績を上げるほど気に入ってもらえるのならば、今後も頑張り続けることはやぶさかではなかった。




　ルイーザさんの淹れてくれた冷たいハーブティを飲み、一息ついたあとで、俺はライセンスを彼女に提示した。彼女は片眼鏡モノクルを取り出し、胸に手を当てて深呼吸してから、真剣そのものといった表情で画面を見る。

「では、拝見させていただきますね……」





◆今回の探索による成果◆




・『曙の野原』３Ｆに侵入した　40ポイント

・『曙の野原』未踏領域に侵入した　未評価

・『エリーティア』のレベルが９になった　１００ポイント

・『アリヒト』のレベルが４になった　40ポイント

・『テレジア』のレベルが４になった　40ポイント

・『キョウカ』のレベルが３になった　20ポイント

・『スズナ』のレベルが３になった　20ポイント

・『ミサキ』のレベルが２になった　10ポイント

・『ワタダマ』を８体討伐した　40ポイント

・『ドクヤリバチ』を６体討伐した　48ポイント

・『ファングオーク』を12体討伐した　１２０ポイント

・『ゲイズハウンド』を７体討伐した　１４０ポイント

・『プレーンイーター』を１体討伐した　50ポイント

・『★鷲頭の巨人兵』を１体討伐した　未評価

・『テレジア』との信頼関係が変化した　１００ポイント

・『キョウカ』からの信頼度が上がった　50ポイント

・『スズナ』からの信頼度が上がった　50ポイント

・『エリーティア』からの信頼度が上がった　50ポイント

・『ミサキ』との信頼関係が変化した　１００ポイント

・『？？？』を目覚めさせた　未評価

・『？？？』の加護を得た　未評価




探索者貢献度　１０１８＋未評価値

八番区歴代貢献度ランキング　１






「…………」

　ルイーザさんは片眼鏡モノクルを使い、二行目まで見たところで止まっていた。やはり『未踏領域』の表示は刺激が強すぎたのか──どうすれば彼女を起こせるのか。

「……ルイーザさん？」

「ひゃぁん!?」

　弾かれるように反応した拍子に、ルイーザさんの胸が開いた襟口から零れそうなほどにバウンドする。

　しばらく揺れが続いていたが、彼女は顔を一気に赤くすると、そこまで乱れてもいない髪を直し、襟元を整え、咳せき払ばらいをしてからこちらを見た。

「……も、申し訳ありません。私、アトベ様の探索報告を聞くたびに、取り乱してばかりで……きっと、呆れられてしまっていますよね」

「そ、そんなことは……俺たちも自分で驚いてますから。でも、色々と嚙かみ合って、予想もしなかった出来事が起こって。ミサキの運がやたらと良いっていうのが大きいですね」

「ミサキさん……『ギャンブラー』を選択された方ですね。元は、私の後輩が担当していたのですが、最初はやけになって『美人局』と書こうとしたそうです。まだお若いのに、とても破天荒な方ですよね」

　ミサキはやはり、パーティに入ってもらって正解だった。たぶん俺たちと出会ってなかったら、本当に女性の武器を使って世渡りをしていたかもしれない。話してみると思ったより純なところもあるので、見た目がギャルっぽいだけで中身は素直な子だと分かってはいるのだが。

「あ、あの……アトベ様は、その……じょ、女性の、年齢は、気にされたりするんでしょうか」

「年齢ですか？　俺は、そんなに気にしたりしないですね」

「……良かった」

「え？　ルイーザさん、今なんて……」

「これから、お仕事にますます張りが出そうです」

　俺の質問には答えてくれないが、とても嬉しそうなルイーザさん──今まで見た中でも、一番に魅力的な笑顔かもしれない。と、脱線ばかりしていてはいけない。

　彼女に、迷宮で会った秘神のことを話して良いものかどうか。「『？？？』を目覚めさせた」と表示されているので、そこで説明が必要になると思うのだが。

　とりあえず順を追っていくべきだろう。明快なプレゼンをすれば、ルイーザさんにもご理解をいただけるはずだ。

「ルイーザさん、ここに表示されてる『未踏領域』なんですが……」

「はい、私も大変驚きました……この表示を見るのは久しぶりです。これは、到達者が一度もギルドに帰還していないことを意味しています」

「そういうことですか……ルイーザさん、ギルドの方針として、未踏領域が発見されたことについては情報は共有されるんですか？」

「いえ、これからこの室内で話すことは、私とアトベ様のみで共有されます。ギルド上層部に報告するかは、探索者の裁量に委ねられます。ギルドにとって最も回避すべきは、優秀な探索者と敵対することですから、探索において得られた情報を、強制的に供与しなくてはならないという規定はありません」

　それは分からないでもないが、ギルドは探索者に好き勝手にやらせていいのだろうか。

　ギルド上層部の人間が序列上位の探索者より実力的に弱いのであれば、拘束することはできないのかもしれない──しかし俺たちはまだ駆け出しで序列も低く、規定を盾に言うことを聞かせることは無理ではないはずだ。

（それをしないってことは……何よりも、探索者が経験を積んで成長すること、強くなることを奨励してるっていうことか。しかし、それは……）

「……お考えはわかります。そのような方針では、序列上位の方々が叛はん意いを持たれたとき、ギルドで抑制することができなくなる。迷宮国の秩序は崩壊してしまう、誰もがそう思うところでしょう」

「でも、そうはなってない。序列上位でも、探索者はみな勤勉だっていうことですか」

「一概にそうとは言い切れません。ですが序列を上がっていく才能のある探索者たちは、他者を支配して影響力を持つよりも、迷宮に潜ることを優先します。その理由の一つが……『秘めたる神』。アトベ様が、今の段階で発見されるとは思っていませんでしたが、発見し、さらに加護を得られたのですね」

　ルイーザさんは秘神のことを知っている──しかし『曙あけぼのの野原』の隠し階層に眠っていたことは知らない。

　彼女も秘神の詳細までは知らないのかもしれない。そういう存在が迷宮にいるということだけ、ギルドの職員で共有されているのだとすれば、彼女の動揺にも納得がいく。

「アトベ様に、私の知りうることをお話します。迷宮国を作った『創始者』は、世界の各地にある『忘れられた迷宮』を探索させるために、迷宮への転移門を城壁の中に設置しました。つまり迷宮国は、『迷宮の入り口』を城壁の中に集めたあと、国として形成されたということなのです」

「……なぜ、迷宮を集めたんですか？　忘れられたってことは、無価値だとみなされてたってことでしょう」

「そうではありません。迷宮は多くの謎を持ち、最深部の秘宝を守るために障害と魔物を備えています。叡えい智ちと力を持つ探索者だけが、その謎を解き明かすことができる……ですが、挑戦する人が絶えて放棄された迷宮が、無数に存在しています。今も迷宮国には、迷宮の入り口がいつの間にか追加されることがあります。それは、姿を見せなくなった『創始者』の意志を継ぐ人々が、今も壁の外を旅して迷宮を集めているからなのです」

　探索者に攻略を丸投げして、迷宮の入り口を集め続ける──他の世界から魂を呼び寄せ、転生者として生まれ変わらせ、強制的に探索者として、迷宮を探索させる。

　そこまでの力を持つ『創始者』は、秘神に匹敵するか、それ以上の力を持っているのではないかと思う。姿を見せなくなったということは、昔はこの迷宮国に確かに存在していたのだ。

「ここまでは、ギルドの職員となったときに教えられることです。私も、実感を持ってお話できているわけではありません……教科書通りに説明しているようなものです」

「いや、それで十分です。『秘めたる神』は、迷宮国では信奉の対象になってるみたいですが、それはなぜなんですか？」

「探索者に加護を与える存在だからです。同時に、秘神同士で敵対することもあると聞いていますが……加護を得ている探索者が少ないために、幸い八番区では探索者同士の戦いは起きていません」

「八番区では……つまり、上の区では秘神の加護を受けたパーティ同士が戦うこともあるんですね」

「残念ながら。秘神は敬うべき存在ですが、その怒りに触れてはならない神聖なものでもあります。ギルドはどうしても秘神同士が戦わねばならない場合、その場所を提供したり、戦いに介入することもあります。全ては迷宮国を、今のままの形で守るためです」

　秘神同士の戦いがどれだけ激しいものなのかは、今の話で想像がついた。それこそ、『箱開け』の際に起こる事故と同等に、この国にとって危険なものなのだろう。

　アリアドネが敵対する秘神に出会わなければいいが、もし会ったとき、どのように争いを回避するか──それも考えておかなければならない。

「『神探し』は、探索者の究極の目的だというのは分かりました。大それたことは言えませんが、俺も迷宮国がひどいことにならないよう、立ち振る舞いには気をつけます」

「そう言っていただけると助かります。私もできるかぎり、アトべ様のご希望に添えるよう、ギルドから提供できる情報を準備しておきます。他の秘神との契約者が騒動を起こしたときなどは、ギルドに報告されますので、注意喚起を促すことは可能です」

　全面的に協力してくれるというルイーザさん。そこまで聞いて、俺はあることに思い当たった。

　ルイーザさんが昇進したりすれば、彼女もギルド内で裁量が効くようになるのではないだろうか。

「俺たちが功績を上げれば、担当してくれてるルイーザさんにとってプラスになりますか？」

「は、はい……それはもう。担当冒険者が上の区に昇格すると、担当官も一つ昇進しますので……」

「じゃあ、今後も頑張らないといけないですね。俺たちを担当してくれたこと、決して後悔させませんよ。面倒をかけた分だけ、恩返しします」

「……何よりも嬉うれしいお言葉です」

　ルイーザさんは頰を赤らめて微笑む。薄うす紅べにを引いた唇が、部屋の明かりの中で艶つやめいて見える──と、じっと見たらカルマが上がってしまう。

「……カルマは、もう上がらないと思います」

「えっ……」

「い、いえ……何でもありません。私ったら、自意識過剰すぎますね……今日はひとりで、自炊でもして自粛をします。そうでもしないと、アトベ様のパーティの皆様に合わせる顔がありません」

「そ、そうですか……じゃあ、また誘います。それで、この未評価欄ですが……」

「こちらは、私が報告書を書いて直接査定を受けます。貢献度が非常に高くなると思いますので、七番区への昇格試験も受けずにパスすることができますが、いかがなさいますか？」

　フリーパスならそれに越したことはないが、どんな内容なのだろう。危険なものでなければ、どういうものか興味はある。

「試験の内容には興味があります。受けないと、内容は分からないってことになりますか？」

「八番区の迷宮のいずれかを探索して、規定の品物を見つけたり、魔物を討伐するというものになります。試験の度に、指定の迷宮は変更されますので、事前に内容をお伝えすることは、残念ながら……」

「いえ、分かりました。みんなとも相談しますが、基本は受けさせてもらう方向で」

「かしこまりました。では、試験日は二日後になります。明日までに申し込みをお願いいたしますね」

　未評価の四項目について、貢献度がどれくらいになるのかも気になるが、ひとまず七番区への昇格も秒読みと言っていいし、そちらにも関心が向いている。

　次は解体所への収穫の持ち込みだ。倉庫に行って運び屋に運送を頼み、いつもの集合場所──ギルド前の広場で、みんなと合流するとしよう。





二　護ご衛えい犬けん






　ルイーザさんへの報告を終えたあと、俺はどんな技能が追加されているかと楽しみにしつつも、宿舎に帰るまでは確認せず我慢していた。

　万一にもライセンスを覗のぞき見みられてスキルリストを見られると、情報がどう広まるか分からない。

　空腹も限界が近いし、早く皆と合流して食事にしようと思ったのだが──ギルドを出たところで、何やら揉もめ事ごとが起きている。

（あれは……ファルマさんのところの子どもたちと、シルバーハウンド……何か、厄介事に巻き込まれてるのか？）

「このクソ犬が、わざとぶつかってきやがって。どう落とし前つけてくれんだよ？」

　頭に剃そり込みを入れ、肩に入れ墨を入れたいかにも荒くれ者という雰囲気の男が、シルバーハウンドに因縁をつけている。

　銀色の体毛を持つ巨犬は、子どもたち──エイクとプラムの前に立ちはだかり、男と睨にらみ合っている。行き交う人が何も言わないのは、巻き込まれてでも仲裁するには、男が怒気を撒まき散ちらし過ぎているからだろう。

「おい、ちょっと待ってくれ。その子たちは、俺の知り合いだ」

「あぁ？　フン、だったら丁度いい。大事な革靴にこのクソ犬の毛がついちまった。あんたに弁償してもらおうか……金貨三枚だ。それで見逃してやるよ」

（子どもたちに目をつけて、カツアゲしてたのか。救いようがないな）

　俺を見てせびる金額を決めたのだろうが、金貨三枚という大きすぎない額からも、男はせいぜいレベル２か３というところだろう。しかし俺は後衛──仲間を支援するのが役割で、個人の戦闘力はさほど高くない。近いレベルの相手と一対一で戦って、無傷というわけにはいかないだろう。カルマの問題もあるし、こちらから仕掛けられないのは厳しい。

「……ちょっと、子どもたちと話させてもらっていいか」

「ハッ、ガキからも金を集めようってのか？　こっちはどうやって払ってくれても構わねえけどよ、忙しいんだ。早くしろよ」

　恐喝でカルマが上がりそうなものだが、男が巧妙に誘導したらしく、シルバーハウンドが先にぶつかったということになっているらしい。

「あ……っ、うちに来てくれた人……」

「シオンはぶつかってないよ。お兄ちゃんにあの人がぶつかろうとして、シオンは……」

「うるせえぞガキ！　ライセンスには、そのクソ犬が俺に攻撃したって表示されてんだろうが！」

「きゃぁっ……！」

　大人が子どもに対して、当たり屋のように言いがかりをつけている。そういうことを目にして何もしないというのは、俺の主義にはそぐわない。

（町中で喧けん嘩かをすると、カルマが上がって警備兵に捕らえられる……それならどうするか）

　銀色の犬──シオンは、今も油断せず男を見ている。子どもたちの護衛につけられるだけあって、その体たい軀くは二メートル近くもあり、レベルの低い探索者よりも確実に頼りがいのある戦力になることが想像できた。

「……エイク、プラム。少し、シオンの力を俺に貸してくれるか」

「え……か、貸すって、どうしたら……」

「う、うんっ……エイクお兄ちゃん、あれ！　お母さんにもらったやつ！」

　プラムがエイクの半ズボンの尻しりポケットからライセンスを取り出す。そして俺とシオンの影に隠れて操作し、パーティリストを呼び出した。





◆現在の状況◆




・『シオン』を『アリヒト』のパーティメンバーに変更






（よし、上手くいった。これで準備は完了だ）

「……ああ？　ゴチャゴチャやってると思ったら、犬に庇かばって貰もらう気かよ。ダセえな、おまえ」

　男も転生者のようだが、ここまで悪態をつかれると同郷意識も起こらない。

　ここは相手が仕掛けてくるように挑発しなくてはならない──あまりあからさまな悪態も得意ではないが、奴が怒りそうな言葉を選んでみる。

「シオンは何も悪いことをしちゃいない。この子たちに謝れば見逃してやる」

「正義漢気取りが……こっちはチャンスをくれてやってんのによ。俺がこの犬を攻撃しても、一発まではカルマは上がらねえ。それがどういうことかわかるか？」

「犬を傷つけるつもりか？　ライセンスでカルマが上がらなくても、おまえの行為を周りの人たちが許すと思うのか」

「カルマの判定は絶対だ。お前らは指くわえて見てるだけで、何もできやしねえんだよ……っ！」

　男がナイフを取り出し、シオンに突きかかろうとする──ぶつかった程度なのに、向こうが殺すつもりで攻撃してきてもカルマが相殺されるというのか。カルマに縛られて抵抗できないシオンを見せしめにして俺たちを脅そうとは、到底理解しがたい思考回路だ。

　俺はエイクとプラムを後ろに隠し、震えている彼らを少しでも勇気づけるために言う。

「大丈夫だ。心配しなくていい。シオンは絶対に傷つかないからな」





◆現在の状況◆




・『アリヒト』が『支援防御１』を発動　→対象：『シオン』

・『ジャック』の攻撃が『シオン』に命中　ノーダメージ






「うぉっ……!?」

　驚きよう愕がくの声と共に、男の繰り出した刃が、俺の前に出たシオンに触れる前に弾かれる。

「い、今のは何かの間違いだ……支援魔法を使う仲間もいねえ、こいつはただの犬だ……っ」

「なにあいつ、見掛け倒しじゃない？」

「あの犬がめちゃくちゃ強いんじゃないの？」

「ぐっ……て、てめえら好き勝手言いやがって……何もかもてめえのせいだ……っ！」

　男はシオンではなく、俺に標的を変える──だが。

　回り込んで俺を狙おうとしても、シオンは俊敏に反応し、俺と男の間に身体を入れて庇ってくれた。


◆現在の状況◆




・『アリヒト』が『支援防御１』を発動　→対象：『シオン』

・『シオン』が『カバーリング』を発動　→対象：『アリヒト』

・『ジャック』の攻撃が『シオン』に命中　ノーダメージ

・『ジャック』のカルマが上昇

・『シオン』のカルマが減少






「ぐっ……お、俺は悪くねえ！　こいつがいきなりっ……！」

　シオンにはダメージは無いはずだが、俺を庇うために飛び出してきたからか、男は攻撃してしまったと思い込んで慌てる。

　ダメージが無くとも、攻撃を試みた時点で男のカルマが上昇している──ならば、『一撃まで』なら反撃してもいいはずだ。

　ゆらり、とシオンが男を睨みつける。男はそれで威嚇されたと勘違いしたのか、ナイフを握る手に力を込める──だが、そのときには。

「──行けっ、シオン！」





◆現在の状況◆




・『シオン』が『テールカウンター』を発動　→『ジャック』に命中　ノックバック中　支援ダメージ11

・『ジャック』が昏こん倒とう






「んごぉっ……!?」

　目にも留まらぬ早業だった──シオンは豊かな毛で覆われた尻しつ尾ぽを電光石火の速さで繰り出すと、男の横っ面に叩たたきつけるように見舞い、その勢いのままに男が宙を飛んでいく。

　ガポッ、と道の端にあるゴミ箱に頭から突っ込み、男が動かなくなる。そこに、ようやく武装した兵士たちが駆けつける──カルマは相殺されていると思ったのだが、男は容赦なくゴミ箱に入ったまま連行されていった。

「……うわぁぁぁんっ……！」

「よかった……シオンも、お兄ちゃんも、けがしなくて……」

　プラムは俺に飛びついてきて大声で泣き、エイクも必死に涙をこらえながら、俺とシオンの無事を喜んでくれる。

「エイクは強いな。さすが兄貴だ……偉かったぞ」

「うっ……ぐすっ……わぁぁぁぁっ……！」

　エイクも緊張の限界だったのか、頭を撫なでてやると俺の膝ひざにしがみついてくる。怖い思いをしたのだから仕方ない──二人とも、まだ幼いのだから。

「……後部くんったら。その犬が強かったからいいけど、無茶するんだから」

　すぐ近くに待ち合わせ場所があるので、五十嵐さんも騒ぎの様子を見に来たらしい。俺とシオンの共闘も、どうやら見られていたようだ。

「ものすごく強くて、勇気がある犬です。俺もこの犬の勇気に引っ張られたんですよ」

　シオンは今も俺たちを守るように周囲に視線を巡らせている──野次馬をしてるだけで助けようとしない町の人々はどうなのかと思うものの、結果的に彼らが手を出さなかったことで下手に被害を広げずに済んだ。ジャックという男は、最後はやぶれかぶれになっていたから、何をするか分からなかった──当たり屋としては冷静さが足りない。

「ひっく……お兄ちゃん、かっこよかった……」

　プラムにとってはエイクも『お兄ちゃん』なので被っているが、『おじさん』と呼ばれなくて少し安心する。

　俺がシオンを支援したことが、二人にも何となく分かっているようだ。だが、それが後衛の技能であるというところまでは分かっておらず、とにかく『俺が守ってくれた』というように解釈しているようだ。

「お兄ちゃん、ありがとう。お母さんに、お兄ちゃんに助けてもらったって言うね」

「シオンが守ってくれたんだって言っておいてくれ。後のことは心配するな」

　あの男が仕返しなどを考えないように、後顧の憂いは無くしておきたい。まあ、シオンの『テールカウンター』で意識が飛んでいたようなので、ここで俺たちに会ったことも含めて忘れてもらえるとありがたいのだが。

　そのシオンは、エイクとプラムが泣き止むと、俺の前にやってきて、何も言わなくてもおすわりをする──そして。

「……クゥーン」

「……ど、どうした？　身体が大きい割に、子犬みたいな声だな」

「後部くんになついてるみたい。犬って、自分が認めた人にはすごく従順だっていうじゃない」

「シオンがなでてほしいって。すきになった人には、そうやっておねだりするの」

「お姉ちゃんもなでたい？　シオンはおとなしいから、触ってもかまないよ」

　エイクもすぐに気づくほど、五十嵐さんはシオンを見て目を輝かせている。俺は笑って、「いいのか」というような顔をする彼女に頷うなずいて見せた。

「……ふわふわしてる。実家で飼ってた子を思い出すわ……今頃、どうしてるかしら」

　五十嵐さんは慣れた手つきでシオンの毛並みを梳すく。シオンは気持ちよさそうにしながらも、俺もしてくれないのか、という顔でじっと見てくる。

（二メートル近いのに、こうして見ると目がつぶらだな……もしかして、身体が大きい犬種ってだけで、まだ甘えたいさかりなのか）

「あっ……キョ、キョウカ。何をしてるのよ、犬なんてかまって。アリヒトを迎えに行くんじゃなかったの？」

「エリーさん、アリヒトさんもそばに居ます」

「やっほーお兄ちゃん……と、おっきいワンちゃん……！　でもおっきすぎてちょっと怖い！　でもモフモフしたーい！」

　ミサキとスズナも犬は好きらしく、二人ともエイクとプラムの許可をもらって触り始める。

　テレジアは腰が引けて、俺の後ろに隠れていたが──シオンが大人しくしているので、彼女も勇気を出してそろそろと手を伸ばし、頭を撫でる。

「…………」

「絶対無理ってわけじゃないのか。それは良かった」

　テレジアは苦手を克服したというわけではなく、少し撫でたあと再び俺の後ろに隠れてしまう。エイクとプラムはそんなテレジアを見て楽しそうに笑う──先ほど大泣きしていたのは、もう昔のことのようだ。

「さて……この子達を送っていくか」

「えっ、いいの？」

「わーい！　お姉ちゃんたちと一緒！」

「きゅ、急にどうしたの？　私、なつかれるようなことしたかしら」

　五十嵐さんはプラムにしがみつかれて戸惑っている。俺は二人の姿を見て、ファルマさんが言っていたことを思い出した。

「ヴァルキリーの格好に、ファルマさんが憧あこがれてるって言ってましたし……プラムも、そういう気持ちがあるんじゃないですか」

「お姉ちゃん、かっこいい！　わたしも強い女の人になりたい！」

「……剣士は駄目なの？　それとも大人の風格が足りてないのかな」

「エリーさん、落ち込まないでください。エリーさんは素敵な剣士さんですよ」

　エリーティアは少し羨うらやましそうに五十嵐さんを見ている。レベル９で間違いなくうちのパーティのエースなのだが、素顔は年齢相応に多感な少女ということか。

（それにしても……シオンがあんな技能を持ってるなんて。護ご衛えい犬けんか……）

　今はまだ、シオンは俺のパーティの中に入っている。ファルマさんの家で返すことにしようと思ったが、忠実に隣を歩いてついてくるシオンを見ていると、素直に言って俺もこんな犬が欲しいと思ってしまった。





三　親子






　ファルマさんの店に着くと、エイクとプラムは一目散に、店の外に出てきた母親の胸に飛び込んでいった。

「あらあら……どうしたの、二人とも」

「えっと、えっとっ……悪い人がシオンをいじめようとしたんだけど、あのお兄ちゃんが助けてくれたんだよ」

　エイクは興奮ぎみに言う。屈み込んでいるファルマさんのエプロンが引っ張られて、大きすぎる膨らみに食い込んでいる──子どもが親に甘えるのは当たり前だが、とても直視できない光景だ。

「アトベ様、本当にありがとうございました。私がこの子たちを守らなくてはならないのに、大変なお手数を……」

「いや、偶然通りがかって良かったです。子どもたちのお小遣いを取られるわけにはいかないですしね」

「アトベお兄ちゃん、ありがとう！　これあげる！」

　プラムは小さな手で握っていた飴あめをくれる。俺は受け取るべきかと迷うが──五十嵐さんが俺の手に握らせると、代わりにポーチからお菓子を取り出してプラムに渡した。

「えっ、いいの？　お姉ちゃん、ありがとう！」

「お姉ちゃんも甘いものが好きなのよ。プラムちゃんの口に合うといいんだけど」

　五十嵐さんも屈み込んでプラムを撫でる。『箱屋』のある通りが、一気に和やかな雰囲気になった──みんなも微笑ましそうに見ている。

「町ではカルマのことがあるので、あまり悪いことはできないはずなのですが……抜け道を利用する人は、やっぱりいるんですね」

「シオンがエイクたちを守ろうとして、ガラの悪い男にぶつかってしまったらしいんです。本当に勇敢な犬ですね」

「……バウッ」

　シオンは褒められていることが分かっているのか、相あい槌づちのように吠ほえる。それを見たファルマさんが目を見開いた。

「まあ……シオンが他の方になつくなんて。シルバーハウンドは主人にしか心を許さないはずなのですが、アトベ様のことを慕っているみたいです」

「シオンはお兄ちゃんが守ってくれたってわかってるんだよ」

「アトベお兄ちゃんはすごいの！　一緒にいるだけで、魔法みたいに……」

「っ……プ、プラムちゃん、しー。それは内緒にしておいてね」

「？　どうして？」

「アリヒトお兄ちゃんは恥ずかしがり屋だから、褒められると照れて隠れちゃうんですよー」

「そうなの？　じゃあプラム、ないしょにする！」

　五十嵐さんとミサキによって俺の秘密が守られる。まあ、プラムが言いたくなるのも分かるし、『後衛』の秘密はちょっとやそっとでは漏れないと思うが。

　シオンが俺になついてくれている件だが、おそらく『支援』したからだろう。奇しくも、迷宮の外で支援しても信頼度が上昇することが検証できてしまった──だがライセンスを見ても、俺たちとジャックの戦闘について表示されているだけだ。

「申し訳ありません、この子たちも何にでも興味があるさかりで……」

「いえ、気にしないでください。ファルマさん、シオンみたいな護ご衛えい犬けんを紹介してくれるところってありますか？」

「シオンのことを気に入られたのですか？　ふふっ……そちらの方、イガラシ様でしたか。犬がとてもお好きなようですね」

「はい、昔飼っていたもので……後部くん、シオンみたいな犬を飼いたいの？」

「え、それってキョウカお姉さんのためにってことじゃないですか？」

「っ……お、おめでとうございます。一緒に犬を飼いたいというのは、やっぱりお二人は私たちと出会う前から、親密だったということですよね」

「い、いやそうじゃなくて。五十嵐さんは俺の元上司で、俺は部下ってだけだから」

　ありのままを説明したつもりが、五十嵐さんの雰囲気がどこか不穏になる──五十嵐さんは自分が部下になったみたいなものと言っていたから、その気持ちを尊重すべきだったか。乙女心というやつが、俺にはまだ理解できていない。

「少しはパーティとして、信頼関係を積み上げたと思ってたのに……それだと、転生する前から何も変わってないみたいじゃない」

「い、いえ。パーティとしても勿もち論ろん、結束は固いというか、頼りにしているというか……」

「ふふっ……アトベ様はやはり、とても真面目でいらっしゃるのですね。でも、イガラシ様もそうですが、皆様アトベ様を中心に、固い結束で結ばれているように見えます。私もそんな仲間たちと共に冒険ができたら……今の生活も毎日充実していますが」

　エイクとプラムの頭を撫でながらファルマさんが言う。そうしているうちに──シオンが店の入口に反応する。そこから出てきたのは、シオンより一回り大きなシルバーハウンドだった。

「ファルマさん、犬を二匹飼ってたんですか？」

「ええ、シオンはこの子の子どもなんです。こんなに大きいですが、シオンはまだ生まれて二年ほどなんですよ」

　母犬は目に傷があり、歴戦の巨犬という風格を漂わせている。しかしシオンを見つけると、近づいてペロペロとシオンの毛を舐なめ、毛づくろいを始めた。

「少しギルドのお仕事を頼まれて留守にしていたのですが、今日帰ってきたんです」

「そうなんですか。二匹も強い犬がいるなら、色々と安心ですね」

「そうですね、治安は悪くないと思うのですが、どうしても悪いことを考える人はいますから……あら。シオン、やっぱり……」

　シオンは母犬から離れると、俺の方を見る。それは何か命令されるのを待っているようにも見える──俺の犬ではないので、そんなことはできないが。

「アトベ様、もしよろしければ、次に探索に出るときにシオンを連れていってみませんか？」

「え……い、いいんですか？　それは、確かに助かりますが」

「この子には父親もいて、今も現役の護ご衛えい犬けんなんです。この子も町の中だけでは退屈そうなので、一度探索を経験させてあげたくて……私たち以外になつかないので、エイクたちが大きくなったら一緒に迷宮に行こうと思っていたんですが。アトベ様でしたら、シオンも慕っていますので、ぜひお願いできればと……」

　シオンが来てくれたら、『カバーリング』を使ってもらうことで俺のパーティの防御はさらに鉄壁となる。ファルマさんの家の犬に盾役を頼むのは少し気が引ける──だが、八番区の迷宮ならば、もう俺たちはそうそう苦戦することはないだろう。

「いかがですか？　もし、気が進まないようでしたら……」

「いや、むしろその逆です。シオンにはとても助けられたので……俺と一緒に、一回探索に来てくれるか？」

　シオンに手を差し出すと、大きな手でお手をしてくれる。爪を立てないようにしてくれていて、肉球が意外とプニプニして気持ちがいい。

（テレジアと一緒にするのもなんだけど、信頼度が本来上がらないらしい関係でも、俺の技能を使えば信頼度を上げられる。会話ができない相手でもやり方次第で仲間にできるってことは覚えておこう）

「シオンを撫でてあげてください、この子は撫でてもらうのが大好きなので」

「あ、はい……これで大丈夫かな」

　シオンの頭を撫でてやっているうちに、何か動き始めたと思ったら──ころん、と地面に寝転がり、腹を見せてきた。

「すっごく気持ちよさそう……アリヒトお兄ちゃんって、元ドッグブリーダーか何かですか？」

「本当ですね……可愛い。身体は大きいですけど、意外と甘えん坊なんですね」

「後部くん、そんなにおっかなびっくりじゃなくてもいいのに」

「犬に触るのは久しぶりですからね……でも、ちょっと慣れてきましたよ。エリーティア、どうした？」

　ちらちらとこちらを見ているエリーティアに声をかけると、彼女は少し躊ちゆう躇ちよしてから、意を決したように言った。

「……私にも触らせて？」

「ああ、もちろん。テレジアもまた触ってみるか？」

　パーティに入るのなら、テレジアもシオンに慣れた方がいい──彼女もそれを分かっているのか、エリーティアと一緒にそっとお腹に手を伸ばす。

「…………」

「シオンも気持ちいいみたいです。この子は亜人の方でも警戒しませんので、安心してくださいね」

　ファルマさんに声をかけられて、テレジアはこくりと頷く。エリーティアは無言で夢中になって触っている──俺のパーティには動物好きが多かったようだ。





四　解体屋






　ファルマさんから夕食に誘われたが、今日のうちに解体所に行っておきたかったので、勿もつ体たい無いが辞退した。八番区にいるうちに、一度はお邪魔したいところだ。

「やあ、アリヒトさん。随分と大所帯になりましたね」

「おかげさまで仲間が増えました。探索のほうも順調に進んでます」

「先ほど、アリヒトさんの倉庫から素材が運び込まれてきましたよ。ジャガーノートの共同解体も終わりましたので、その報告がてら、メリッサに解体させましょう」

　ライカートンさんと話していると、奥にいたメリッサが出てくる──シャツにショートパンツというラフな服装の上から身につけた前掛けは、まだそこまで汚れていない。

「……さっき、運び屋が魔物を運び込んできた。ゲイズハウンドと、プレーンイーター。解体してもいい？」

「ああ、お願いしていいかな。あまり珍しい魔物じゃなくてすまないが」

「十分珍しい。これが『名前つき』だったらと思うけど、プレーンイーターは簡単に見つかるものでもないから」

　メリッサは言って、解体室の台の上に並べられている魔物のところに歩いていく。そして、プレーンイーターの足を縄で縛って吊つるし上げた。

「……今日捕まえたばかりだから、鮮度がいい」

　メリッサはその年齢に似つかわしくないほど妖よう艶えんな舌なめずりをして、置いてあった肉斬り包丁ブツチヤーズナイフを摑つかみ──そして。

「──っ！」

　包丁を一度振り抜く──たったそれだけで、プレーンイーターは一瞬で腑ふ分けされる。

　パーツに分かれてストトト、と落ちてくるプレーンイーターの素材。思ったほど血が飛んだりもせず、まさに職人芸という感じだ。

「やっぱりカメレオンのお肉も、食用になるのかしら……？」

「『曙あけぼのの野原』の魔物の中では特に美味とされています。食用とされるのは一部ですが……『名前つき』となると捕獲例はほとんどありませんが、最上級の牛肉にも匹敵する味ですよ。魔物は強いほど美味いとされていますので」

「そ、そうなんですか……ジャガーノートはさすがに食用じゃないですよね？」

「われわれは食べませんが、竜系統の魔物を油断させるために、あれの大きな肉塊を餌として用います。種類によって食性は異なりますが、『午ご睡すいの湿しつ地ち』に住むドラゴンは何でも捕食してしまいますからね。餌を大量に用意して釣ると、平均レベル３のパーティでも辛うじて倒せることがあるとか」

　魔物の肉は、他の魔物を釣るための餌となる──迷宮内にも食物連鎖があるんだろうか。ワタダマも食べられる側なら、あの問答無用で襲ってくる警戒心の強さも頷うなずける。

「辛うじて倒せるって、負けることもあるんじゃ……負けちゃったらどうなるんですかねー」

「迷宮国を訪れる初級探索者ノービスの方々は、一年後も八割がこの八番区に留まります。残りの一割五分は、未帰還となる方々です。未帰還率は上の区に上がるほど下がっていくそうですが、それは全滅していないというだけで、前途ある探索者が死亡したり亜人になったりということは日常として起こっています。悲しいことですが……」

　ライカートンさんは祈るように目を閉じる。しかしもう一度目を開けたときには、柔和な笑みが戻っていた。

「……しかし、亜人の方は元の姿に戻る方法があるとも聞きます。迷宮が探索者に残した希望のようなものだと、私は思っていますよ」

「俺もそう思います。彼女を仲間にしたときに、必ず元に戻すと決めましたから」

　そう言うと、ライカートンさんはテレジアを見やる。テレジアは何故見られているのか分からないようだが、彼を見返す──そして。

　ライカートンさんは不意に真剣な目をして、俺に言った。

「今は、他人事のような言い方をしましたが。私にとっても、亜人の方を元の姿に戻すということは、長い間追い求めていることでもあります」

「それは……ライカートンさん、一体どういう……」

「私の妻もまた、迷宮で一度命を落とし、亜人として蘇よみがえったのです」

　若い頃は妻と一緒に旅をした、と彼は言っていた。
















　しかし、今まで一度も奥さんの姿は見られなかった──その理由が、そこにあった。

「私の妻は七番区の迷宮で命を落とし、一ヶ月後に亜人となって捜索隊に発見されました。そのときには、彼女のお腹にはメリッサがいたんです。私は亜人となった妻と三ヶ月一緒に暮らしたあと、ようやくその事実に気が付きました」

「……そうだったんですか。それで、奥さんは……」

「妻は知人のパーティに同行しています。亜人化を解く方法に辿たどり着つくには、優秀な探索者たちに同行し、序列を上げることが必要になる。亜人化しても彼女の戦闘力はむしろ高くなっており、私が足手まといになるほどでした」

「それで、メリッサさんをライカートンさんが育てることにして、奥さんと離れたんですね……」

　ライカートンさんは頷く。メリッサはこちらの話には気づいておらず、腑分けしたプレーンイーターの腹はら袋ぶくろを開き、中にあった光るものを取り出していた。

「メリッサは子どもらしいことには興味が薄く、唯一関心を示したのが、私の仕事……魔物の解体でした。生まれながらに才能があったんでしょう、彼女の技能はすでに私を超えている。たまにレベルを維持するために迷宮に潜るときも、恥ずかしながら私が娘に守ってもらっているほどです」

　技能は子に受け継がれる──メリッサはライカートンさんの解体技能を受け継ぎ、子どもの頃から開花させた。

「しかし、最近思ってもいます。彼女ももう、自立を考える年頃。私の店の手伝いだけで、滅多に訪れない希少素材を楽しみに、青春の時間といえる日々を浪費するのもどうなのかと……アリヒトさん、青春というものについてどう思います？」

「え……ま、まあ。俺もそこまで青春してたってほどの日々は過ごしてませんが、若い頃だからできたことってのも色々ありますね」

「アリヒトお兄ちゃん、昔はやんちゃだった時期もあったとか？　確かに、時々ドキッとするくらい迫力あったりしますよねー、みんながピンチのときとか」

「そう……ですよね。でも、それはアリヒトさんの心が強いから……」

「アリヒトはレベルに関係なく、胆力があるっていうか……肝が据わっている感じがするわね」

「それはもう、年の功っていうのもあるのかしら……後部くんって時々、私にとってもお兄さんみたいなところがあるもの」

「そ、そうですか……？」

　みんなが思うような破天荒な人生は送っていないが、真っ当に生きようと必死に勉強を始めるまでは、それなりに色々なバイトをしたりして人生経験を積んだ。昔から落ち着いているとは言われるので、元来の性格もあるだろう。

「その……ライカートンさんは、青春っていうか、そういうことをメリッサさんに経験させてあげたいってことですか？」

　五十嵐さんは「青春」と口に出すことに照れつつ尋ねる。ライカートンさんは肯定し、メリッサの方を見ながら言った。

「ええ、今さら父親らしいことを言っても、メリッサには父さんのお節介と言われるかもしれませんがね」

「……そうでもない」

「ん……メリッサ、聞こえていたのかい？　すまない、気が散ってしまったかな」

　メリッサは解体したプレーンイーターから取り出したとおぼしき魔石を、俺たちのところに持ってきてくれた。眠そうな目をしているが、魔石を見る目には輝きがあり、魔物素材への強い関心を隠しもしない。

「プレーンイーターが、『迷めい彩さい石せき』を持っていた。これを装備に取り付けると、周囲の風景に溶け込むことができる。大当たり」

「おおっ……それは凄すごいな」

「風景に溶け込むというと、光こう学がく迷めい彩さいのようなものですか。転生する前のことを思い出しますよ」

　ライカートンさんは一代目の転生者ということらしい。二世代のメリッサは、光学迷彩という言葉の意味が分からず顔に疑問符を浮かべている。

「ああいや、何でもないよ。アリヒトさんなら、同じ男性同士分かってくれるかと思ってね。光学迷彩は男のロマンなんだ」

「ははは、そうですね。でもあからさまに迷めい彩さい石せきを装備につけたら……」

「何言ってるの、ぜひつけてもらいなさい。後部くんは後衛なんだから、敵の攻撃を避ける方法は一つでも多い方がいいわよ」

「戦闘中に使うとしても、乱発はできない。迷めい彩さい石せきをつけて使う『アクティブステルス』は、魔力の消費が激しい」

　それは、常に風景との一体化を維持するとしたら魔力の消耗も大きいだろう。逆に言えば、その消耗を抑えられれば、透明人間になれるわけで──しかし敵の攻撃を避けたり、気配を消すことが有効なのは俺だけではないので、もう少し誰の装備につけるかは検討したいところだ。

「まあお兄ちゃんだったら、エッチなことに使ったりしませんよねー」

「っ……ア、アリヒトさんがそんなことするわけないでしょ。もう、ミサキちゃんは……」

「……私たちはそんなことを言える立場じゃないし。ミサキ、もう忘れたの？」

「うっ……わ、私は何も知らないですし？　みんなが、ぐっすり寝てるお兄ちゃんにあんなことやこんなことを……」

「ん……ミサキ、それって何のことだ？」

　何気なしに聞いたつもりが、みんなが電撃に打たれたかのように反応する。まずいことを聞かれた、と言わんばかりだ──寝ている俺に、みんなが何をしたというのだろうか。

　俺は五十嵐さんを見やる。彼女は珍しいくらい慌てて、他のメンバーに助けを求めようとするが、みんな揃そろって目を逸らしてしまっている。

　逃げられないと悟ったのか、五十嵐さんはコホンと咳せき払ばらいをして、できるだけ余裕そうな顔を作ろうとする──縦セーターではなくなり、腕を組んでも胸が乗らなくなったことが、俺としてはほんの少し残念だったりする。

「ち、違うのよ、後部くん。後部くんが寝てるときにかかってた毛布が落ちてたから、元に戻してあげただけ。他には何もしてないわ」

「そ、そうですよ？　やだーお兄ちゃんったら、私たちが変なことするわけないじゃないですか」

　ミサキが二の腕のあたりにボディタッチしてくる。もしやこんな感じで、気軽に俺の身体にタッチしたりしていたのでは──と、あらぬ疑いをかけてしまいそうになる。

「俺、間抜け面で寝てなかったか？　そうでなければ別にいいんだけど」

「え、ええと……アリヒトさんは、すごく静かに寝ていらっしゃいました。間抜けだなんてそんなことありません、寝相もよくて……」

「ほ、ほんとだよねー。お兄ちゃんったら、ぐっすり寝ちゃって。うちのお父さんと違っていびきもかかないし、すごーく静かでしたよー」

　ミサキに続いて、実はスズナも失言しているのだが、俺はあえて指摘しなかった。俺の寝相を観察していた──寝ているところをみんなで見たということ自体は、事実だからだ。

「と、ところで……メリッサさんのことですが。ご本人には探索に行きたいという希望は、おありになるんでしょうか」

「ある。時々でいいから、解体屋が必要になったら呼んで欲しい」

　メリッサは俺たちの話をしっかり聞いていた。ここまで乗り気なら、ライカートンさんの要望に応えることは問題なくできそうだ。

「ほぁぁ……思いがけず、私の率いる第二パーティに、前衛ができそうな人材が……！」

「こら、勝手に割り振りを決めるな。メリッサの実力次第じゃ、即一軍もありうるからな。ミサキと入れ替えで」

「そんなー！　でもそろそろ休みたくなってきたので、頑張ってベンチを温めます！　はぁ～、探索って緊張の連続で、通常の二倍の速度で老いるよね～」

「や、やめて……そんな縁起でもない話。あ……でも、探索を続けたら、若返りの宝とかも見つかるのかしら」

　五十嵐さんが若返りに興味を示している──確かにありそうではあるが、どうなのだろう。迷宮国に不可能はないという気が何となくしている。

「噂によると、魔物肉にも若返り効果を持っているものがあるそうです。勿もち論ろん、通常の魔物で若返ることができたら苦労はしませんし、一定の年齢以下にはできないそうですが」

「本当にあるんですね……五十嵐さん、良かったですね」

「っ……わ、私が女性の中で最年長だからって、そんな気を使われても……」

「アリヒトお兄ちゃんって、どれくらいの年齢層がストライクなんですか？」

「ま、まあ……あまり気にしたことがないが、一番は気が合うかどうかが大事だと……って、何を言わせるんだ」

　そんな言い方をしては、まともに女性と付き合ったことがないと白状しているようなものだ。しかし仲間たちはそこまで敏感ではなく、俺の言葉通りに受け取ってくれたようだった。

「アリヒトさんなら、いずれ必ずいい出会いがあると思いますが。すでに……と言うと、それこそお節介になってしまいますね。失礼しました」

「ラ、ライカートンさん。その言い方だと、私たちが……」

　五十嵐さんは何か言おうとするが、途中から濁してしまう。皆とは確かに親しくはなったが、それはパーティとしての信頼なので、勘違いをしてはいけない。

「さて、素材についてですが。一つずつ用途を確認させていただきます。ゲイズハウンドが七体ございまして、体内から『眼がん力りき石せき』というものが二つ見つかりました。こちら、武器につけると『スタン』の特殊攻撃が可能になり、防具につけても能力向上が期待できます」

「なるほど、それはいいですね。誰の装備につけるか、ちょっと検討してみます」

「かしこまりました。毛皮はモップなどに使われますが、どうされます？　炎に対する耐性もありますので、防具に使用することもできますが……」

　ゲイズハウンドの毛皮は炎耐性も高いが重く、雷撃を伝導するという弱点があるそうなので、今回は使用を見送って売却した。

　目玉の中にできる結晶だという『眼がん力りき石せき』は、黒い小さな魔石で、武器に簡単に組み込むことができる。

「この鉱石とルーンも、装備の強化に使えれば使ってみたいんですが」

「ああ、それなら鍛か冶じ屋やを訪ねた方が良いですね。しかし、ルーンですか……普通は魔石を圧縮して作るのですが。驚きましたね、天然物ではないですか」

　石の中に浮かび上がった文字を見て、ライカートンさんが興奮する。彼はどうやら、今までにもルーンを見たことがあるらしい。

「……妻に送った指輪にも、天然のルーンを使ったもので。迷宮国では、ルーンは価値のある宝石としても扱われます。大切になさってください」

「ご助言ありがとうございます」

　解体屋での加工ではなく、鍛冶屋に素材を持ち込むことになった。それは明日の朝にして、あとはプレーンイーターの素材だ。

「プレーンイーターは肉の需要が高いですので、肉の買取だけで金貨五十枚はお支払いできます。ですが、干し肉など保存の効く食料に加工することも可能です」

「じゃあ、半分は売却、半分は加工でお願いできますか」

「かしこまりました。革については、一体分ですと防具が一つ作れます」

「じゃあ、テレジアの装備に加工してもらえますか。なかなか使い心地は良いみたいなので」

「では、グローブにいたしますか。こちらは加工に明日までお時間をいただきますが」

「はい、お願いします」

　持ち帰った素材が少なめなので、今回は精算も早かった──と思ったのだが。

「それと、こちらがジャガーノートの素材精算分になります。一部を除いて売却されると、金貨三千五百枚。それが、ギルドの提示した金額です」

「あれだけでかいと置き場所がないですからね。換金してもらっていいですか」

「かしこまりました。武具などに使えそうな部分だけは、私の方で取り分けておきましたので……解体現場から届くまで少しお時間をいただきますが、それも明日には届くと思います」

「ありがとうございます、そんなお気遣いまでいただいて」

『物理無効』の防具なんて強烈なものがいきなり手に入るとは思えないが、ジャガーノートからも武具が作れるというのは心が躍る。収入については言うことはない──自分たちだけで解体できたら儲もうけは独り占めだが、それだけ時間も手間もかかるわけだから。

「……私は、明日から参加させてもらえる？」

「ああ、明日迎えに来るよ。迷宮探索に行くと思うから、準備はしておいてくれ」

「わかった。よろしく……私はメリッサ。解体と、分解ができる」

　メリッサはおずおずとみんなに頭を下げる。肉斬り包丁ブツチヤーズナイフを持ったままなので、妙な迫力があるが──欲しい人材の中に入っていた解体屋が、パーティに加わってくれた。

　探索や戦闘に際して、メリッサはどんな技能を使うのだろう。銀色の猫っ毛ぎみのロングヘアで、人形のように整った容姿をした少女は、右手に持った包丁が抜き身だったことに気づくと、ケースに入れてからにや、と笑った。





五　部屋割り






　俺たちの新しい宿舎は『オレルス夫人邸』という名前で、その名の通りオレルスという女性冒険者が、引退したあとに晩年を過ごすために作った家だという。

『挫ざ折せつの回廊』とあだ名される悪名高い四番区の迷宮で、オレルス夫人は夫と仲間たちを全員失い、その後老齢によって探索ができなくなるまで敵討ちのために迷宮に潜り続け、引退したときは自力で歩くことができないほどに満まん身しん創そう痍いであったという。

　俺たちの帰りを迎えてくれたメイドさん──ミレイさんという人が、部屋に案内する途中で色々と話してくれた。二階に上がるための階段を上がるとき、踊り場にある美しい盾についても、まるで観光案内のように説明してくれる。

「こちらがオレルス夫人が使っていた盾です。『クイーンズナイト・カイトシールド＋８』といい、超重量で装備者は限られますが、非常に高い性能を持ち、美術品としても価値のあるものです」

　大人の身体全体を覆って、さらに面積が余るほど大きな盾──オレルス夫人は、女性ながら前衛を務めていたということだろう。

「オレルス夫人の職は、一体なんだったんですか？」

「彼女は転生者ではなく、迷宮国の王族を守る親衛隊の一族で、『ロイヤルオーダー』という職についていました」

「そんな職があるのね……『盾たて騎き士し』とか、そういう職なのかと思ったわ」

　俺も五十嵐さんと同じようなことを想像していた。しかしそのロイヤルオーダーという職でも、四番区で彼女のパーティは歩みを止めている。

　そして、迷宮国の王族。転生者以外の勢力についても、いずれは接触することになるのかもしれない──かなり先の話にはなりそうだが。

「あの、メイドさんっていう職はあるんですか？」

「はい、ございます。私たちは転職でメイドを選んでおりますが、転生した際に『メイド』を希望される方もいらっしゃるようですね。探索に役に立つ技能も幾つか習得できますし、意外に装備品も充実しています。メイド服を装備しないと使えない技能も多いのですが」

　ミレイさんははきはきと答えてくれる。ふんわりとしたブラウンの髪を三つ編みにした、おっとりとした雰囲気の女性なのだが、話しぶりはやり手であることを感じさせる。

「ミレイさんも昔は探索をなさってたんですか？」

「今もいちおう現役で、ずっと八番区におります。同僚や、お世話しているお部屋の方に同行したりして、迷宮に潜っておりますよ」

　なるほど、そういう形の探索者もいるのか。迷宮国の人は引退者以外、探索者と支援者の二つの側面を持つというのは、これまで会ってきた人を見れば分かることだ。

　屋敷の建物は、玄関ホールを中心として左側と右側があり、俺たちの部屋は右側の二階だった。ミレイさんが鍵かぎを開けたあと、俺に合あい鍵かぎを渡して、部屋の中に案内してくれる。

「ベッドメイキングをつい先ほど済ませましたが、六名様分でよろしかったですか？」

「あ、はい。俺は男なんで、できれば部屋を別にしてもらえると助かるんですが」

「あっ……も、申し訳ありません、配慮が足りず……一つの寝室に二つずつ、三部屋でベッドメイキングをしてしまいました。すぐに、使っていないお部屋のベッドを準備します」

　ミレイさんが慌てて寝室に向かう。枕やシーツを、使っていない寝室に運んでくれるのだろうか──手間をかけるのはちょっと申し訳ない。

「アリヒトお兄ちゃん、寝るだけだったらそんなに気にしなくてよくないですか？」

「ま、まあ……確かに、ミレイさんにも手数をかけるしな……すみませんミレイさん、俺から言っておいてなんですが、部屋は現状のままで大丈夫です」

「かしこまりました。それでは夕食のお時間になりましたら、こちらの居室にお持ちいたします。何かご用がありましたら、そちらのベルでお呼びください。どこにいても私を呼び出せるようになっておりますので」

　ミレイさんは一礼して部屋を後にする。それをひらひらと手を振って見送ったあと、ミサキは何を思ったか、備え付けのメモ用紙とペンを持ってきて何かを書き始めた。

「……？　ミサキちゃん、何を書いてるの？」

「こういうときは、これが一番公平だと思うんですよねー。はい、あみだくじー！」

「お、おい……俺の名前をハートマークで囲うのはやめてくれ」

「何言ってるんですかー、お兄ちゃんはどう考えても当たりじゃないですか」

　これも無邪気に慕われていると考えるべきなのだろうか──いや、ミサキの楽しそうな顔を見るに、確実にからかわれている気がする。

「じゃあ、順番に名前を書いていきましょうか……うーん……」

「あ、キョウカお姉さん、目で辿たどっちゃ駄目ですよ。お兄ちゃんと一緒に寝たいのは、おおむねみんな同じだと思いますから」

「…………」

　ミサキの言葉に、他の誰よりも雄弁に反応しているのはテレジアだった──少しずつ、だが確実に、蜥蜴トカゲ帽子がほんのりと赤くなっていく。

　ジャンケンで名前を書く順序を決め、五人は熟考して場所を選び──そして当たりというのも恥ずかしいのだが、俺と同室になったのはスズナだった。

「スズちゃん、お兄ちゃんと一緒だと緊張して寝れなかったりしない？　私が代わる？」

「う、ううん……ミサキちゃん、心配しなくても大丈夫。アリヒトさん、私も後衛としてもっとみんなの役に立ちたいので、少し相談させてもらっていいですか？」

「スズナちゃんがそう言うなら……後部くん、信じてもいいのよね？」

「い、五十嵐さん……そんな目で見ないでください」

　どんな部屋割りになっても恨みっこなしということであみだくじをしたわりには、五十嵐さんは俺を警戒している──無理もない、前世では、男はだいたい若い女性が好きということになっていたから。俺も否定はしきれないが、今は牙きばのない狼というか、羊であると主張したい。

「……この部屋に泊まるのは今日だけじゃないから、交代すればいいと思う。私も、アリヒトに相談したいことはあるし」

　このエリーティアの提案により、四つある寝室は三つだけ使用し、寝る場所は一日ごとにローテーションすることになった。

「今日はよろしくお願いします、アリヒトさん」

「ああ、こちらこそ……どうした？　テレジア」

「…………」

　テレジアはじっと俺たちを見ていたが、何を思ったか、居間のソファに座る。

「あ……テレジアさん、遠慮しなくていいのよ。私は蜥蜴トカゲのマスクには慣れたし……でも、夜中に突然見たらびっくりしそうね」

「私ももちろん大丈夫ですよー。むしろそのなめらかでひんやりした手触りがくせになるっていうか……夏の寝苦しいときとか一緒に寝たいくらいです……あっ、引かないでくださいよー、引かれると追いかけたくなるじゃないですか」

　ミサキに抱きまくらにされることを想像したのか、テレジアは自分をかばうようにする。迷宮国に四季があるのかというのがふと気になったが、それをエリーティアに尋ねる前に、五十嵐さんが部屋の中にある置き物を見て言った。

「あ……後部くん、この道具って、もしかしたらエアコンじゃない？」

　黒くて丸い金属の置き物。青と赤のスイッチ──どうやら魔石らしい──がついており、操作を知っているらしいエリーティアが青い方に触れた。すると、置き物の表面にいくつも空いている穴から冷風が流れ始める。

「魔力で動く空調なら、一定ランク以上の宿舎にはだいたい置いてある。使うには、ここにある『充じゆう塡てん石せき』に魔力をチャージしないといけないけど……私たちは魔法の専門家が仲間にいないから、節約しないとね」

　魔力は回復に時間がかかる。迷宮探索で消耗した魔力は、良い宿舎で一晩休まなければ回復しない。

　俺たちのパーティは、まだ必要な職全てが揃そろっているとは言えない。まだ空調が必要な季節じゃないが、もし暑い夏が来るとしたら、それまでに魔力不足問題を解決したいところだ。





六　スキルレベル






　部屋割りが決まったので、着替えてから夕飯までミーティングを行うことになった。皆のレベルが上がったので、新たな技能について確認しておきたい。

　皆がライセンスを持ち、それぞれに技能のページを開く。反応はそれぞれだ──エリーティアですら、この瞬間は目を輝かせる。

　──しかし、その表情は決して明るいだけとはいかなかった。カースブレードの技能はやはりリスクを伴うものが多いのだろう。

（まず、俺の技能は……おっ、ついに来たか……！）





◆習得した技能◆

支援防御１　支援攻撃１　支援回復１　支援高揚１

鷹たかの眼　バックスタンド







◆取得可能な技能◆

スキルレベル２




支援攻撃２：前にいる仲間の攻撃に自分の武器攻撃を上乗せする。同系統の技能は重複しない。

支援防御２：前にいる仲間に自分の防御能力と同等の防壁を張る。同系統の技能は重複しない。







スキルレベル１




支援魔法１：前にいる仲間の魔法を、50％の消費魔力・威力で重ねがけする。

支援回避１：前にいる仲間がまれに『絶対回避』を発動する。

後ろの正面：魔力を５ポイント消費し、一定時間後方まで視界が広がる。




アザーアシスト：魔力を５ポイント消費し、パーティ外の対象を指定して支援する。

バックドラフト：後ろから攻撃されたとき、自動的に反撃する。







残りスキルポイント：３






　支援系の技能の第二段階が、ついに取得できるようになった──内容を見る限りでは、俺の能力に依存して、支援の効果が変わるらしい。

（『自分の武器攻撃』なら、俺が装備してる武器の属性や特殊効果が乗る可能性があるし、俺の攻撃が11ダメージを軽く超えるようになれば、『支援攻撃１』と使い分ける価値はあるな）

　もし、取得した技能が上書きされて、『支援攻撃１』『支援防御１』が使えなくなり、俺自身の攻撃・防御による支援補正が11以下だったら、一時的に俺の支援効果が弱くなってしまう。

　しかし将来的にダメージの数値が大きくなってくると、固定ダメージ11よりも、俺の攻撃を乗せた方がダメージが跳ね上がるのは間違いない。パーティ総勢で瞬間的に稼げる手数が現状で20近くだが、固定11ダメージ×20と、仮に15ダメージ×20では、総計で80も与ダメージが変化する。

　まだ取るのは早いか、と迷いはする──『支援攻撃２』か、それとも『支援防御２』か。どちらの優先度も同じくらいだ。

「後部くん、私の技能も見てもらえる？　どれを取るかアドバイスをお願いしたいんだけど……」

「ああ、すみません、つい考え込んじゃって。エリーティア、スキルにもレベルがあるんだな」

「スキルレベル２が取得できるようになったの？　おめでとう。でも、取得に必要なポイントはレベルと同じ数だから慎重にね」

　なるほど、消費が多くなるので、レベルアップで得られるスキルポイントが１増えたのか。そうなると、そのうち４ポイント、５ポイントくらいは１レベルごとに手に入るようになるのだろうか。

　必要ポイントが大きいほどスキルも強力だと信じるならば、まず『支援攻撃２』は取ってしまおう。属性攻撃の種類を増やせれば、全く攻撃が通らなくて支援が役に立たないということも──と考えたところで、俺はあることに気づいた。

（……そうか……固定ダメージも効果的だが、『毒』を相手に付与できれば……！）

　それどころではない、毒以外にも状態異常を付与できるようになれば、全メンバーが装備品に関係なく、相手を状態異常にしながら戦えるようになる。

　あとは『支援魔法１』だが、これは強力な魔法使い系職が加わった時に威力を発揮しそうだ。回復魔法も重ねがけできるとすると、用途は幅広い。今のところ五十嵐さんの『サンダーボルト』しか適用できそうなものがないので、現状は必要ないか。

　アザーアシストは使いどころによるが、面白そうな技能ではある。『支援回避１』も魅力的ではあるが、防御手段は今のところ充実しているのでいったん保留にしておく。

「お待たせしました、五十嵐さん」

「ええ、じゃあお願い。こんな技能が取れるみたいなんだけど……」

　五十嵐さんは縦セーターにスカートという、転生したばかりの頃の姿に戻っている。まだ迷宮国で買った服の肌触りに慣れないそうで、ミサキとスズナも転生時の私服姿だった。





◆習得した技能◆

ダブルアタック　サンダーボルト

ブリンクステップ　囮おとり人形

◆取得可能な技能◆




貫通攻撃１：槍やりを装備したとき、打撃の一部が敵の防御を無視する。




デコイ：指定した対象に敵の攻撃を引きつける。




ブレイブミスト：味方の恐怖状態を解除する。

フリーズソーン：敵の足を凍結させて動きを鈍らせる。




雪国の肌：凍結状態にならなくなり、魅力が増す。

弾除け１：敵の間接攻撃が少し当たりにくくなる。







残りスキルポイント：２






「『貫通攻撃』、いいじゃないですか。『デコイ』も凄すごく汎はん用よう性のある技能ですよ。『囮人形』と組み合わせる使い方がメインになりますかね」

「そ、そう……そうよね。『雪国の肌』は、後部くんとしては必要ないわよね……」

「えっ、なんですかその美人になれそうな技能。いいなー、その技能私も欲しいです」

「ギャンブラーからヴァルキリーには転職できないと思う。巫み女こからヴァルキリーにはなれそうだけど」

　エリーティアに言われて、ミサキはしゅんと肩をすくめる。

「『雪国の肌』……素敵な名前の技能ですね……」

　スズナも興味があるらしい。最も、ミサキもスズナも若いので肌は瑞みず々みずしく、艶つやもハリも申し分ないように見える。

　北欧出身のエリーティアも白い肌が透き通るようだが、呪いの剣のせいなのか表情は気だるそうなことが多く、少しクマができてしまっている──社畜時代の俺もクマがひどかったが、今は生まれ変わったように顔つきが明るくなっていたりする。探索は良い運動になるし、ストレスが皆無だからだろう。

「じゃあ……五十嵐さん、『貫通攻撃』は俺の支援があればまだ必ひつ須すでもないので、『雪国の肌』を取ってみましょうか」

「え……い、いいの？　そんな、私の我がままで……」

「これは探索に絶対必須だなと思ったら、俺も強くお願いしますが。『デコイ』は取っておいてほしいですが、他は絶対っていうものは無いですし……何より、五十嵐さんが自分で取りたいスキルなのに、我慢してもらうのは良くないと思うので」

「……『凍結』させてくる敵が出てきたときは、絶対役に立つわ。え、えっと……じゃあ、『デコイ』と『雪国の肌』を取るわね」

　みんなが見守る中、五十嵐さんがライセンスを操作する──すると。

「……何か変わった？　やっぱり、目に見えて変化があるものじゃないのね」

「な、何かも何も……キョウカお姉さん、全体的にヴァルキリーっぽさが増してますよ？」

「そ、そうだな……五十嵐さんのままではあるんだけど、何か風格が出たというか」

「そんなこと言って、私に気を遣ってくれてるんでしょう。簡単にきれいになろうなんて、甘い考えだったわね……反省しなきゃ」

「自分でも確認してみたら？　キョウカ自身の目で確かめた方がいいし」

　エリーティアに言われて、五十嵐さんは半信半疑といった様子で化粧室に向かう。

「……雪が降る戦いくさ場ばにたたずむ戦乙女ヴアルキリー。『雪国の肌』は、そういう印象を与える技能なんですね」

　スズナが感想を述べた通り、元から美人ではあった五十嵐さんだが、そこに本格的な戦乙女感というか、戦う女性特有の魅力が追加された。

　戻ってきた五十嵐さんは残念そうな顔をしている。だが俺から見るとその肌はトーンアップしたというか、白くきらめいて見える。

「やっぱりあまり変わってない気がするけど……後部くん、どう思う？」

「え、えーと……五十嵐さんは元から美人だから、変化が少ないんじゃないですか」

「まあ気遣いは嬉うれしいけど、期待したほどじゃなかったわね。凍結を防ぐ効果に期待しなきゃ……取る技能は、これからは後部くんに任せるわね」

　効いているのに自覚がないとは、魅力の変化は周囲にしか分からないものなのだろうか。それであれば、五十嵐さんが技能の有用性を知って喜ぶのは、彼女の言うとおり凍結攻撃を防いだ時になるだろう。

『デコイ』の文面からして、敵も対象に指定できたりすると凄い威力なのだが、そこまで便利な技能がレベル３で手に入ることもないか。弱い敵で検証はしておきたい──ワタダマが仲間によってたかって攻撃されるところなど、見たら少しかわいそうになりそうだが。

「……アリヒト、私みたいな職の技能を見るのは気乗りしないだろうけど……もし良かったら、後で見てもらえる？」

「気乗りしないなんてことはないけど、エリーティアの技能を見たら圧倒されそうだな」

「そ、そう……嫌じゃないなら、リーダーのあなたには知っていてほしいから。今は少し疲れたから、申し訳ないけど休ませてもらうわ」

「はい、夕食のときは起こしますね。おやすみなさい、エリーさん」

　エリーティアはみんなに挨あい拶さつされ、手を小さく振って自分の部屋に行った。部屋割りは俺とスズナ、五十嵐さんとテレジア、ミサキとエリーティアという組み合わせになっている。

「お兄ちゃんもそろそろ疲れてないです？　それなら私は日を改めて相談させてもらえればなー、なんて」

「ミサキちゃん、私は夜に聞くから、今アリヒトさんに聞いてみたら？」

「え、いいの？　お兄ちゃん、どの技能がいいと思う？」

「そうだな……その前に、横に座るのはいいけど、そんなにくっつかなくてもいいんじゃないか？」

「あ、お兄ちゃん照れてる。年の差があるっていったって二倍も離れてないんだから、私もちゃんと意識されてるってことですかー？」

「二倍も離れてないったって、五歳とか十歳でも感覚的には結構な差だと思うが……」

「えー、転生しちゃったんだから関係なくないですか？」

「そ、それは……アリヒトさんの考え方を尊重しなきゃ。私たちはまだ、アリヒトさんから見たら子どもだから……」

　そういう意味で言ったわけではないのだが。ミサキが俺のことをおっさんと思っていないということなら、それはそれで嬉しくはある。

「ミサキちゃんはそういうことに興味のある年頃なんだとは思うけど、後部くんみたいに真面目な人をからかうのは感心しないわね」

「悪いこと考えてるわけじゃなくて、単にお兄ちゃんだったらくっついてもそんなに気にしないですよって言いたかっただけです。分かってもらえました？」

「あっ……ミ、ミサキちゃん。テレジアさんも見てるから……」

「…………」

　同席しているテレジアがミサキを見る。その視線に何か圧力を感じたのか、ミサキはつつつ、と俺と適切な距離を取った。

「えっとですね、これが私の技能なんですよー」

「しれっと仕切り直したわね。空気が読めるのはいいことよ」

「キョウカさん、きれいになったからって独占欲出しすぎですよー」

「なっ……そ、そんなことあるわけないじゃない。後部くん、私は少し屋敷の中庭を見てくるから、この子たちをよろしくね」

「は、はい……行ってらっしゃい」

　五十嵐さんは席を立って出ていく。ヒールのあるブーツをコツコツと鳴らして歩いていく彼女は、『雪国の肌』を取ったせいか、後ろ姿すらも見とれるものがあった。

「……ほんとに綺き麗れいな人ですよねー。お兄ちゃん、率直に言ってどうです？」

「そ、率直にと言われてもな……うちの会社でも評判の美人だったし、男性社員にも抜群に人気があったな。俺は部下だから、浮ついたことは考えてないが」

　考えたのは最初だけ。こんな美人上司の部下になって四六時中一緒にいられたら、もしかしたらもしかするかもしれない──そう思っていた当時の俺は、今にして思えば純朴すぎた。

「アリヒトさん、私のおせっかいかもしれませんが、キョウカさんについていってあげてください。このお屋敷には他のパーティの方もいるので、エスコートの男性が必要だと思います」
















「そ、そういうもんか？」

「そうですよー、美人はいつだって狙われちゃいますからね。お屋敷の中なら大丈夫と思いきや、怪盗さんが入ってきちゃったりするかもしれませんしねー」

「ミ、ミサキちゃん……そんなこと言ってて、本当に来ちゃったら……」

　ミサキもスズナも、テレジアまでもが、なぜか俺を行かせようという空気になっている。

　そこまで言うなら、一応ついていくか。どんな顔をして『エスコートに来ました』とか言えばいいのか分からないが。





七　団だん欒らん






　五十嵐さんは屋敷の中庭を見に行くと言っていたので、俺も向かおうとしたのだが──玄関ホールに降りたところで、見知らぬ男性が声をかけてきた。

　金色の髪を短く切り、頭にゴーグルをつけた青年。俺と同じくらいの年齢だろうか。服屋で見かけたシャツとズボンの中では高級なものを身につけている。この服装で屋敷にいるということは、おそらく他の部屋の住人だろう。

「どうも、初めまして。俺の名はゲオルグ、この屋敷の一室を借りてるパーティのリーダーだ。あんたは新しく入ってきたパーティの人かい？」

「ええ、アリヒト＝アトベと言います。しばらくこの宿舎でお世話になりますので、よろしくお願いします」

「アトベさんか、やっぱり見ない顔だな。俺たちは八番区でトップのパーティだったんだが、ついさっき序列が変動してて、二番手になってた。どんな新星が現れたのかと気になって、ぜひ話がしたいと思ってね」

「貢献度が思ったより多かったので、暫定一位になってますかね。運が良かったのが大きいですよ」

　実際、『名前つき』を次々に倒せているのは運の要素が大きい。巨人兵はミサキとスズナの技能がなければ発見できていないし、倒せたこと自体も幸運が味方したといえる。

「序列を駆け上がる人間にしては謙虚なんだな。俺に対して敬語を使う必要はないぜ、見たところ歳も同じくらいみたいだしな」

「そう言ってもらえるなら。じゃあ、俺からも一つ……『アトベさん』っていうのは少し堅いな」

　ゲオルグはニヤリと笑う──それもそうだ、と納得してくれたようだ。

「アリヒト、あんたのパーティはかなりの実力者が揃そろってるんだろうな」

「まだほとんど駆け出しだが、縁あってレベル９のメンバーが一人入ってくれたからな。彼女がパーティを引っ張ってくれてるよ」

　レベル９と聞いて、彼は興味深そうにする。俺たちが序列を上がったことを嫉しつ妬とするでもなく、気のいい性格のようだ。

「それほどのレベルというと、最近八番区に降りてきたっていうエリーティア＝セントレイルか？　よく組もうと思ったな」

「迷宮で、彼女たちと一緒になる機会があったんだ。彼女のことは色々言われてるかもしれないが、悪い噂は信じないでやってほしい。エリーティアは誠実で、俺たちの大事な仲間なんだ」

「ああ、分かった。仲間にもそう伝えておくよ……俺たちのパーティは『北極星ポーラスター』って名前なんだが、アリヒトたちはどんな名前なんだ？」

　それは考えたこともなかった──エリーティアの所属していた『白びやく夜や旅りよ団だん』だけでなく、パーティの一つ一つに名前がついているとは。

「名前をつける慣習があると知らなかったから、後でパーティの皆に相談してみるよ」

　そう正直に答えると、ゲオルグは俺の肩を叩たたいて笑った。鼻に絆ばん創そう膏こうのようなものを貼っているが、探索で傷を負ったのだろうか。こうしてみると俺と体格も近く、話しているとフランクな青年という印象だが、つい先程まで八番区の序列一位ということは実力者であることは間違いない。

「ところで……さっき通っていった美人は、あんたのパーティメンバーか？」

「あ、ああ。キョウカさんって言うんだ。やっぱり、日本人以外からも美人に見えるんだな」

「あれほどの美人じゃ、なかなか手に負えないだろう。だからってわけじゃないが、どうだ？　お近づきの印に、いいところに行ってみないか。遊びに使う稼ぎは十分だろう？」

「遊びというと……もしかして迷宮国にも、遊べるところが？」

　ゲオルグは何も言わないが、ニヤリと笑って肯定する。

　昔バイト仲間に誘われたことがあったが、その頃は資格を取るために金を貯めていたので行かなかった。興味がないわけでもないが、今行ったら仲間たちの目が厳しいことになり、積み上げた信頼にもヒビが入ってしまいそうだ。

「まあその時の気分ってのもあるだろうし、その気になったら言ってくれ。いい店を知ってる」

「あ、ああ……機会があれば」

　もしかして迷宮国の探索者は、わりと連れ立って歓楽街に行ったりするんだろうか──そうなると、いずれは足を運ぶこともあるかもしれない。現状では行きづらいというか、ほぼ不可能だとは思うが。

「後部くん、知り合い？　ずいぶん仲良く話してるわね」

「っ……い、五十嵐さん。いつから聞いてました？」

「今来たところだから、話は聞いてないけど。一人で見て回るのも何だから、良かったらついてきてくれない？」

　ゲオルグは気を利かせたつもりか──俺だけに見えるように親指を立て、屋敷を出ていった。

「後部くん、みんなの技能の相談に乗ってたんじゃなかったの？　だめよ、ちゃんと見てあげないと」

　そう言いつつも五十嵐さんはどことなく嬉しそうだ。俺が追いかけてきたってことが、何となく伝わっているのか──そう思うと少し落ち着かない。

「今は休憩で、後で技能相談の続きをしようと思ってます」

「ふぅん……スズナちゃんは、夜の間に幾らでも話せるしね」

「夜更かしはさせられませんから、要点を押さえて話しますよ」

　実際、スズナと二人で技能の話をしたとして、他にどんな話題があるだろう──世代感覚の違いジエネレーシヨンギヤツプを思い知るようなことがなければいいが。

「五十嵐さんは、どこを見てきたんですか？」

「玄関先から周りの風景を見てただけよ。次は、向こうの出入り口から中庭に出てみようと思って」

「ああ、いいですね。じゃあ行きましょうか」

　私服姿の五十嵐さんと並んで歩く──メイドさんから思い切り勘違いされてしまったようで、微笑ましそうに見られているが、五十嵐さんはまったく気がついていない。

「この廊下に敷いてある絨じゆう毯たん、ペルシア絨毯みたいですごく綺麗ね。後部くんはそういうものって興味ある？」

「ええ、それなりにありますよ。こっちでは稼げるようになりましたから、そのうち決まった家を買って、好きなインテリアを揃えたいですね」

「……その時は、ペットは飼っていい？　私がちゃんと自分でしつけとお世話をするから」

「もちろんいいですよ。五十嵐さんの好きな動物を飼いましょう」

　五十嵐さんとは前世で思っていたより、やはり話が合う。何でもないことでも怒ったり笑ったりする彼女を見ていると、こういう時間も良いものだと思う自分がいた。




　夕食に出てきたのは、湿地に生息する『バブルクラブ』という蟹かにを使ったドリアのようなものと、『マッドシュリンプ』という海老のスープだった。

「湿地の蟹っていうんで泥臭いかと思いましたが、下処理がきちんとしてますね」

「ええ、そうね。初めて見る香辛料が使ってあるけど、こういう味もいいわね」

　ほっくりとした蟹肉をふんだんに用いたクリームソースに、香辛料で炊いた米がよく合う。酒場の食事も普通に美味しかったが、野趣あふれるといった調理の仕方だった。それと比べるとこの屋敷で出される料理は上品だ。五十嵐さんの口にも合うようで、上機嫌で口に運んでいる。

　スズナは好き嫌いが無いようだが、ミサキは海老が苦手らしく、隣に座っているテレジアに勧めている──テレジアは相変わらず食欲は旺おう盛せいで、貰もらった分をもくもくと口に運んだ。

「ミサキ、好き嫌いをすると大きくなれないと思う」

「えー、エリーさんより身長高いですよ？」

「っ……私は日によって身長が変わるの。今日は調子が悪いだけ」

　エリーティアはそう言いつつ、香草が苦手なようで、海老のスープに入っている香草は全部より分けていた。野菜も嫌いらしく、サラダに入っているピーマンのようなものも全部几き帳ちよう面めんに選別している。

「エリーさん、お野菜が苦手なんですか？　私が食べましょうか」

「っ……い、いいの、これは後でまとめて食べようと思って……」

「美味しいものだけ食べたほうが、ストレスはたまらないんじゃないか。栄養は色んなもので取れるしな」

「……じゃ、じゃあ……半分だけ食べてくれる？」

　エリーティアはミサキに注意した手前恥ずかしそうにしつつ、スズナの厚意に甘える。そのスズナもドリアの量が多すぎて、やはりテレジアの元に運ばれる──亜人はよく食べるのか、それともテレジアが特別なのだろうか。

「……んっ……」

　声を発しないテレジアが、限りなく声に近いものを出す数少ない機会。みんなも気がついたようで、少し驚いて注目していた。

「アリヒト、テレジアと筆談はできないの？」

「文章を書いたりとかはできないみたいだ。見たり聞いたりして理解はしていても、自分から言葉として意思を伝えることが封じられてるんだろうな」

「……テレジアさんの声を聞きたいです。私の技能でも、彼女の心の声を聞き取ることはできませんから」

『霊能感知』でテレジアの感情の動きが感じ取れても、声として聞こえるわけではないということだ。

「…………」

　テレジアは料理を見やると、次にスズナを見て──そして、こくりと頷うなずいた。

「あ……美味しいって、教えてくれたんですね。私もそう思います、テレジアさん」

「…………」

　意思の疎通ができると、蜥蜴トカゲのマスクの異様な外見もコミュニケーションを妨げるものではなくなる。それは俺だけでなく、皆にとっても同じだった。

「あ、そうだ。アリヒトお兄ちゃん、お部屋にお風ふ呂ろがついてるので、先に入ります？」

「俺は後でいいぞ。一番風呂ってのも悪くはないが、もともと一人暮らしで、朝シャワーを浴びるくらいしかしてなかったし」

「私も一人暮らしだったら、そんな感じだったでしょうねー。お風呂ってすぐのぼせちゃうんですよ。スズちゃんは我慢強いですけど」

　ミサキとスズナは一緒にスキー旅行するくらいなので、一緒に風呂に入る機会もあったということだろう。友達同士で風呂というのもなかなか楽しそうではある。

「テレジアさん、同じ部屋だから私と一緒に入りましょうか。六人別々に入ると時間もかかるし」

「…………」

「テ、テレジア。五十嵐さんもそう言ってくれてることだし、一緒に入るといい」

　彼女は答えない──首を横に振るかと思ってハラハラしたが、なんとか頷いてくれた。

　何か、寂しそうに見えるのは気のせいだろうか。テレジアの食べるスピードが微妙にゆっくりになってしまった。

　蜥蜴トカゲのマスクもなんとなくしゅんとしているように見える。それを感じ取っているのは俺だけではなく、五十嵐さんが心配そうに声をかける。

「テレジアさん、もしかして一人で入りたいの？　そういう場合もあるわよね」

「…………」

「そうじゃなくて……私以外の誰かと入りたいとか？」

　そこでついに、テレジアは俺のほうを見てしまった。ばっちり蜥蜴トカゲの瞳ひとみと目が合い、そらせなくなってしまう。

「日頃お世話になってるので……っていうことですよねー。テレジアさん、そういうところ律儀そうですからね。男の人の背中を流したりっていうのは、ちょっぴり大胆すぎなくもないかなって気はしますけど」

「……アリヒトがどうしてもっていうなら、私は止めないけど」

「い、いえ……どちらかというと、テレジアさんの方から希望してませんか？」

　みんなに注目されて、テレジアは徐々に赤くなり始める。それを見た五十嵐さんまで、釣られるように赤面していく──俺も赤面すれば丸く収まるだろうか。

「……後部くんがテレジアさんと一緒だと、私が一人になるんだけど……」

「えっ……それを心配してたんですか」

「も、もちろん男女でお風呂なんて簡単にはさせられないわよ。でも、テレジアさんが寂しそうなんだもの。後部くんをこんなに慕ってるのなら、仕方ないかと思って……」

　テレジアの顔の赤みが徐々に引いていく。彼女は五十嵐さんをじっと見る──そこにある感情はまさに乙女心の機微というやつで、俺にはまったく読み取れない。

「あ……そうだ。テレジアさん、今は少しだけ待って。水着のようなものが手に入れば、一緒に入ってもふしだらなことじゃなくなるわ」

「それだと私たちも入ってよくなりません？　アリヒトお兄ちゃんとお風呂遊びできますねー、ってさすがに恥ずかしいんですけど。私にも意外なことに、恥じらいはありますからね」

　一緒にお風呂を恥ずかしがるのは当然のことで、意外でもない。しかしミサキは日頃の発言が自由なので、恥じらいを口にすると何か新鮮に感じてしまう──というのも失礼か。

「……水着のような装備ではありますけど、って言ってはいけないんでしょうか」

「ボ、ボディアーマーは水着じゃないわ。それに私は水着が手に入っても、お風呂は別問題と考えているから、アリヒト、そこは覚えておいて」

「あ、ああ。いや、そこまでして一緒に入らなくても……」

「テレジアさんが寂しそうなのが問題なんだから、後部くんも反対する権利はないわよ」

　水着というものを五十嵐さんは信頼しすぎではないだろうか。俺にとっては裸も水着も、見えるものに差はあっても役得になってしまうのだが。

　とりあえず今日は三チームに分かれ、俺は一人で風呂に入ることになった。ロイヤルスイートの浴室がどんなものか、最後に入ってじっくり堪能するとしよう。





八　夜話






　異世界の風呂にも色々と種類があり、ロイヤルスイートの風呂は据え付けの湯船ではなく、バスタブが独立して置かれているタイプだった。

　シャワーは樽たるに湯を溜めてあり、そこから蛇口をひねって出すことができる。人肌よりぬるい温度ではあるが、熱すぎるよりは良い。スイートルームより格段に便利になったので、とても満足していた。

（転生者が多いからといって、現代技術無双というわけにはいかないのか……技術者が転生してれば、科学技術自体は導入不可能じゃないと思うが）

　湯船に浸かりながら考える。最後なので、気を使わずに浸かることができるのはいいことだ。風呂から上がったあとは、日中にメイドさんが清掃しておいてくれる。メイドさんには家事に利用できる技能があるので、想像するよりは重労働ではないそうだ。

　俺もそこまで長湯できる方ではないので、そろそろ上がることにする。先ほど上がってきたテレジアが真っ赤になっていて、俺は彼女が湯あたりしやすいことを五十嵐さんに伝えなかったことについて多分に後悔した。五十嵐さんもすぐに気がついて、温度を調節した水をかけて慎重に冷ましてくれたらしいのだが。

　亜人から人間に戻ったら、のぼせやすくなくなるのだろうか。それとも亜人時代の特徴はある程度残るのか。いずれにせよ、元に戻すための手がかりを早く見つけなくてはと気持ちは逸る。

（四番区の大神殿に行けば、亜人を元に戻す方法が分かる……はずだ。この屋敷を建てたオレルス夫人のパーティは、四番区の迷宮でリタイアしてる。あの凄すごい性能の盾を所持できるようなパーティを崩壊させた、『挫ざ折せつの回廊』……どんな迷宮なんだ）

　サッと身体を拭ふいて可能な限り髪を乾かす。手動でやるしかないと思ったが、『熱ねつ風ぷうの貝かい殻がら』という法ほ螺ら貝がいのようなものが置いてあって、それを使うと貝の穴から熱風が出てきた──そこまで熱くないが、ドライヤーとして使えそうだ。

　魔石を加工することで、ある程度文明の利器が再現されている。これもおそらくは、転生者たちのアイデアによるものだろう──居間にある黒い球、『空調球エアコンボール』を開発した人には、本当に頭が上がらない。




　居間で休んでいたテレジアの後ろにさりげなく位置取って、まだ眠くないというミサキと雑談しながらテレジアの体力を回復させる。のぼせると少し体力が減る──温度の変化はリザードマンには文字通り致命的なのだ。

　テレジアは具合がよくなると、五十嵐さんのいる寝室に入っていった。居間に残っているのは俺とミサキだけだ。

「ふぁ……今日も色々ありましたねー、ほんとに。まだ興奮してて眠れそうにないです」

　そう言うミサキの行動がきっかけで、『曙あけぼのの野原』の隠し階層に入り、『名前つき』を撃破し、アリアドネに会ったわけだが──確かに色々あって、ゆっくり頭の中を整理したい気分だ。

「エリーさんも休んでますし、私も静かに寝ますね。駄目だったら、スズちゃんとこにお邪魔するかもしれませんけど」

『お清め』は気持ちが落ち着くので、寝付きもよくなるかもしれない。俺もいるとはいえ、どうしてもというなら友達同士、一緒のベッドで寝ても構わないとは思う。

「明日は私、お留守番……なんですよね？」

「メリッサとシオンを連れて行っても八人だし、来てもいいけどな。心配なのは、ミサキだけレベルが２だから、体力が低いってことなんだ」

「じゃあ私、戦闘には参加しないで、メリッサちゃんと後ろの方からついていっちゃだめですか？　別働隊っていう感じで」

　なるほど、そういう動き方もあるか。俺の支援は相手の後ろにいれば通じるので、後方隊がもし戦闘になっても、振り向けば支援できる。メリッサの実力次第だが、後ろにも接近戦ができる仲間を配置した方がいいか。

「一緒に行っても、運を良くするくらいしかできないですけど……お兄ちゃんに喜んでもらえたらなって。私の技能って、他にはあまり役に立ちそうにないですからねー」

　ミサキは複雑そうな顔をしながら、寝間着のポケットに入れていたライセンスを見せてくれた。





◆習得した技能◆




ドロップ率上昇：敵がレアドロップを落とす確率が少し上がる。




幸運の小人：戦闘後に『箱』を発見する確率が少し上がる。







◆取得可能な技能◆




ダイストリック：指定したサイコロの目を出すことができる。




ロシアンルーレット１：ランダムで敵味方から一人を対象に選び、体力を半分にする。




ポーカーフェイス：感情を読み取られなくなる。




幸運予測１：良いことが起こる方向を少し感じ取る。

コイントス：コインの裏表を味方に当てさせ、当たると運気が上がる。







残りスキルポイント：２






（今の時点で取れる技能で、すでにカジノで無双できそうだが……『ディーラー』なんて職業があったら、『ギャンブラー』の技能に対抗する技能を持ってそうだな）

『ロシアンルーレット１』は運が良いギャンブラーなら味方に当たることは滅多にないのかもしれないが、やはりリスクが大きい。

　無難なのは『幸運予測１』だろうか。ミサキも目に見えてプラスの効果がある技能を進んで取ったらしく、『ドロップ率上昇』と『幸運の小人』については、俺たちもすでに恩恵を幾らか受けているだろう。

「『幸運予測１』は良さそうだけど、今すぐ必要ってほどじゃないかな。あと１レベル待ってみてくれるか？」

「はい、私もそう思ってました。運が良くなる技能を伸ばしたいんですよねー。歩いてるだけで大金を発見するくらいに」

「大金かは分からないが、何か拾えるような技能もありそうだな。本当に人それぞれで面白いよ」

「えへへ、楽しんでいただけて何よりです。では、私は部屋に戻りますねー。おやすみなさい」

「ああ、おやすみ」

　ミサキにも戦闘関連の技能が何か手に入ればいいが──ギャンブラーは、パーティに好影響を与える運系の補助技能に特化しているのだろうか。そういう意味では、俺も近いものがあるが。




　部屋に戻ると、スズナはベッドサイドの明かりだけをつけ、ベッドに座ってライセンスを見ていた。

「お疲れ、スズナ」

「お疲れ様です、アリヒトさん。あの、早速見てもらっていいですか？」

「ああ、勿もち論ろん。スズナも今見てたのか？」

「はい、どれがいいのか自分でも考えていたんです。でも、やっぱり迷いますね」

　俺はスズナの横に立ち、ライセンスを見せてもらった──すると、彼女は俺を見上げて微笑みかけてくる。

「あの、立ったままだとなんですから、良かったら座ってください。私は、アリヒトさんに相談に乗っていただく立場ですし……」

「ああ、ありがとう」

　俺はスズナの隣に座らせてもらうと、彼女は俺の方に技能の画面を表示したライセンスを出してくれた。





◆習得した技能◆

皆かい中ちゆう　お清め　お祓はらい１　霊能感知１







◆取得可能な技能◆




射しや法ほう八はつ節せつ１：射法通りに弓を撃つことで、打撃が倍加する。




破魔矢：弓を使用したとき、矢に神聖属性を付加する。




禊みそぎ：一緒に水に浸かった者に神聖属性を付加する。

霊れい媒ばい：付近の霊を自分に宿し、対話を可能とする。

祈願：パーティ全体の行動成功率が少し上昇する。




盛り塩：決まった範囲に盛り塩をして、魔物の接近を防ぐ。







残りスキルポイント：２






「なるほどな……スズナは巫み女ことしての技能と、弓道系の技能を並行して覚えるんだな」

「『射しや法ほう八はつ節せつ』もそうですが、『霊れい媒ばい』は前世では望んでも絶対にできなかったことなので……どのようなものか、知りたい気持ちはあります」

「技能の説明に『霊』と出てるってことは、そういうものが実際に存在するわけだな。スズナもそういうものを感じ取る、霊感みたいなものがあったりするのか？」

「はい。前回の探索でもそうでしたが……志半ばで倒れられた方の霊が、迷宮に残っていることがあります」

　探索中に命を落とした者の霊に会ったとき、心残りを聞く──もしくは、迷宮の謎について教えてもらう。それができれば、他のパーティとは違う観点で、迷宮についての情報を得られる。

『射法八節１』という技能もあるが、今は手数を重視した方が良さそうだ。二本同時に撃ったり、乱れ撃ちなんかは普通の弓道ではしないと思うが、技能としては存在しそうではある。

「わかった、スズナの希望もあるし『霊媒』を取っておこう。『禊みそぎ』は、神聖属性が効果的な迷宮に入る時に使えそうだが、まだ必ひつ須すじゃないかな」

「はい、分かりました。ありがとうございます、アリヒトさん」

「『射法八節』も強い技能だと思うけど、俺と組むなら現状必要はない。大事なのは、手数の多さなんだ」

「たくさん同時に撃つ技能が出てきたら、それを取れば強くなれますね」

「そうだ。攻撃だけじゃなく、補助的な技能も揃そろっていくと、凄いパーティになると思うよ」

　思ったより技能の話は短く、心配していた通りに話題が途絶える。まあ、もうみんな寝ているだろうし、俺たちも休むことにする。

「さて……明日に備えて、俺たちも休むとするか」

「はい。おやすみなさい、アリヒトさん」

　俺は自分のベッドに戻る。そして仰向けの姿勢で目を閉じ、寝ようとする──するとしばらくして、ベッドの中でスズナが動く気配がした。

「……アリヒトさん、少しお話してもいいですか？」

「ん？　ああ、俺で良ければ何でも聞くよ」

「ありがとうございます。本当は、二人になったからといって、簡単に聞いてはいけないと思っていたんですが……どうしても、知りたくて……」

「何でも聞いてくれて構わない。絶対に隠したいことも、そうは無いからな」

「……アリヒトさんの、迷宮国に来る前のこと……いえ。アリヒトさんのことなら、何でも構いません。少しでもいいので、教えてくださいませんか……？」

　そこまで遠慮することもないのに、スズナの緊張が伝わってくる。俺は何から話せばいいのかと考えて、天涯孤独であること、会社勤めをしていたことなどをかいつまんで話した。

　彼女は俺の話を聞いたあと、自分が女子校に通っていたこと、ミサキとは中学まで一緒で、高校からは別々になったことを話してくれた。

「高校一年か……こう言うのも何だが、いろいろこれからだったよな」

「いえ、今は転生したことをそこまで悪いことだと思っていません。最初は少し怖かったですが、物事には流れがあって、それに逆らうのはいけないことです。エリーさんに連れていってもらったのも、そう思っていたからです」

　自分が一度命を落としたことを冷静に受け入れ、彼女はエリーティアと組むことが良い方向につながると判断した。

　誰もが転生後に路頭に迷うことなく、自分で道を切り開こうとした。ミサキは一度危ない道に進みかけていたが。

「でも、アリヒトさんに会って、こう思うようになりました。流れに任せるだけではなくて、自分から望む方向に行こうとする、屈しない心を持ちたいって」

「屈しない……か。みんながいるから、苦難みたいなことも折れずに乗り越えていけてるんだ。俺が望む方向に進むことができてるのは、みんなも同じ方向を向いてくれてるからだよ」

「……アリヒトさんがそういう人だから、みんなが自然に頼りにするんです。それって、とても凄いことだと思うんです」

「そ、そうかな……スズナ、俺を買いかぶってないか？　そんな大したことないぞ」

　そう言ってもスズナは熱のこもった瞳ひとみで俺を見ている。しかし自分が前のめりになっていることに気づくと、彼女は口を押さえて、もぞもぞと後ろを向いてしまった。

「……今のは忘れてください、私、自分でも分かってます。堅苦しくて重い性格だって」

「真面目なのはいいことだ。俺は不真面目だから、そういう人に憧あこがれるよ」

　しばらくスズナは何も答えなかった。向こうを向いた時に少し乱れた黒い艶つや髪がみを、控えめに手で直す──そして、彼女はもう一度上を向いて、ちら、とこちらを見やった。

「……アリヒトさんは、不真面目なんですか？　そうは見えないですけど」

「い、いや……こんなこと言ったら引かれるだろうけど。バスの中でも、きれいな子がいるなとは思ってたんだ。転生した後ギルドで見たときも、なんとなく気にしてた」

「そ、そうだったんですか……私もアリヒトさんのことはお見かけしていましたが、少し疲れたお顔をされている方だなと思っただけで……ご、ごめんなさい……」

「謝ることはない、本当に疲れてたからな。スキーで気晴らしするつもりだったが、実を言うとさほど上手いわけでもなくて、下手の横好きなんだ」

　そう言うとスズナはくすっと笑った。幸いなことに、空気がほぐれたようだ。

「雪で進むのに困る迷宮があったら、スキーをアリヒトさんに教えてあげますね」

「そんな迷宮があったら面白いが……いや、ありそうだな。その時はよろしく頼む」

「はい……おやすみなさい、アリヒトさん」

　スズナは再び後ろを向く。俺はなんとなくその後ろ姿を見ていたが──そのうち目ま蓋ぶたが重くなり、急速に睡魔が襲ってくる。

（何か……忘れてるような……気のせいか……）

　ほの暗いはずの寝室で、淡い光のようなものが見えた気がする──それが何なのかを深く考える前に、俺の意識は途絶えた。

　その日の夜、俺は夜中に誰かがベッドに入ってくるというような夢を見た。

　翌朝になると、一緒の部屋にいたはずのスズナの姿がなく、彼女は準備万端を整えて居間で待っていたのだが──早起きをした理由については、曖あい昧まいに言葉をぼかして教えてくれなかった。








第二章　迷宮より出ずるもの










一　スタンピード






　皆が起きてきたあと、ベルを鳴らしてミレイさんを呼び、モーニングサービスを部屋に持ってきてもらった。『スイートバード』と呼ばれる鳥系の魔物の卵料理がメインで、同じ魔物の燻くん製せい肉が乗っている。どちらもかなり美味しく、俺たち全員の口に合った。

『子鬼草ゴブリンブツシユ』という植物系の魔物の茎を使ったというサラダは、クレソンのような味と食感で、甘酸っぱい果物のドレッシングと合っていて悪くはなかった。根の部分が子鬼ゴブリンの顔のようになっているが、それを度外視するとカブのような食感で美味いらしい──今回は出てこなかったが。

　朝食を終えたあと、外に出る支度を終える。玄関ではミレイさんを含め、メイドさんたちが全員並んで見送ってくれる──まるで館の主人にでもなったような気分だ。

「じゃあ、行ってきます」

「目安でかまわないので、お帰りの時間をお聞かせいただけますか？」

「えーと、夕方六時くらいには戻れるかと」

「かしこまりました。そちらの時間に合わせて夕食など準備いたします。それでは、行ってらっしゃいませ」

「「「「行ってらっしゃいませ！」」」」

　総勢十名にもなるメイドさんたちが見事に唱和するので、みんな圧倒されていた。俺はというと、メイド喫茶に一度社会勉強に行った時のことを思い出した──こちらの世界のメイドさんの方が、本職という雰囲気は出ていたが。




　ルーンと鉱石を鍛か冶じ屋やに持ち込む前に、俺たちはまずギルドに立ち寄った。

　すると、掲示板に赤い文字で何かを書かれた紙が貼り出されており、探索者たちがその前に集まってざわついている。

「スタンピードって、放っておいたら外にも魔物が出てくるんじゃないのか？」

「場所が悪いな……午ご睡すいの湿しつ地ちか。みんな敬遠しすぎて放置しちまってたんだな」

　俺は人だかりの合間を縫って、掲示されている内容を確認する。





　──『午睡の湿地』で魔物の討伐数が極端に落ちており、スタンピード警戒域に入りました。探索者の中でレベル３以上の方は、魔物の討伐にご協力ください。報酬、貢献度については通常より３割増しとさせていただきます。




責任者：第八番区ギルド本部長






（ルイーザさん……何か大変なことになってるみたいだな）

　ギルドから出された掲示となれば、出来る限り俺も力になりたい。試験は明日なので、今日は『午睡の湿地』に向かっても問題はない。

「アリヒト、どうするの？」

　エリーティアが尋ねてくる。他の皆もスタンピードについてよく分かっていないようなので、まずそれを確かめることからだろう。

「エリーティア、スタンピードって具体的に何が起こるんだ？」

「迷宮の中の魔物たちは生物として繁殖することもあるけど、それ以外にも迷宮自身が迷宮内の環境を恒常的に保つために、『発生』させることもあるの。でも、逆に魔物が多くなりすぎると、そのとき迷宮は、一層の入り口から魔物を外部に強制的に排出してしまう。魔物が異常に増えているその状態を『スタンピード』と呼ぶの」

　迷宮の入り口はただの階段のように見えるが、降りる途中で転移しているのだというのは分かっていた。しかし、中から魔物が出てくることもあるとは。

「それだけ聞くと、迷宮ってまるで生きているみたいね……自分の意志で考えて」

　五十嵐さんの言葉に、俺はアリアドネのことを思い出す。百十七番目の秘神──つまり、秘神は百体以上存在する。

（……それまでの階層と全く異なる環境の、迷宮の隠し階層。そこに眠る秘神は、迷宮と密接に関係があると考えるのが自然だ。つまり迷宮の意志の代行者……いや、アリアドネはそんな素振りは見せてなかったな）

　しかし、もし全ての迷宮に秘神がいる隠し階層があるとしたら──アリアドネ以外の秘神を見つけることで、迷宮が一体何のために存在しているのか、それについての手がかりが摑つかめるかもしれない。

「アトベ様、おはようございます。お騒がせして申し訳ありません」

「おはようございます、ルイーザさん。何か、大変なことになってますね。俺たちにも、スタンピードに対処するための手伝いをさせてもらえませんか？」

　ルイーザさんは目を見開く。彼女を驚かせることが多くなってしまっているが、俺としては当然の申し出のつもりだった。

「お心遣いに感謝します。私にとって……いえ、現在八番区のギルドに所属する中で、あなた方は最も強いパーティです。どうか、お力をお貸しください」

「ルイーザさん……何も遠慮しないでください。非常時に助け合うのは、当然のことですから」

　涙をハンカチで拭ふくルイーザさん。それほど厳しい状態にあるということだ──スタンピードが起きてしまったときのギルドの職員の義務と重圧は、相当なものがあるのだろう。

　厄介な状態異常を仕掛けてくる敵がいるという迷宮に、探索者を送り込むわけにもいかず、安全で攻略しやすい迷宮ばかりが探索されるのはある程度仕方がないことではある。ある程度強くなっても、見晴らしが良く戦いやすい『曙あけぼのの野原』を離れられない人も多いだろう──俺も仲間を見つけられずにいたら、そうするしかなかった。

「では、現在把握している状況をお伝えしますので、こちらの部屋に……」

　ルイーザさんが俺たちを、ギルドのミーティング部屋に案内しようとした──その時だった。

「──魔物だ、魔物が町に出てきたっ！　守備兵を呼んでくれっ！」

「数が多い、外に出てる探索者は無理せず建物の中に入れっ……うぁぁっ！」

　ギルドの入り口の外に、人間ではないものが飛んでいる──それは人を攻撃し、為す術もなく空中から襲われた探索者は負傷して、ギルドの中に逃げ込んで倒れ込む。ルイーザさんは彼に駆け寄り、その状態を見ながら気丈に声を張った。

「すぐに治癒師ヒーラーの手配を！　皆さん落ち着いてください、すぐに守備兵が駆けつけます！」

「ルイーザ先輩、無理ですっ！　守備兵の方々は町の各所で戦線を展開していて、こちらに来るまで時間がかかります！」

「そんな……で、では、どうすれば……っ」

　動揺するルイーザさんを落ち着かせるため、彼女の肩に手を置いた。

「ア、アトベ様……っ、申し訳ありません、ギルド職員の私が取り乱してはいけないのに……」

「俺たちも戦えます。空飛ぶ魔物も経験してますし、任せておいてください……みんな、準備はいいか？」

　後ろを振り向くと、すでに全員が武器を構えていた。外の状況がどうなってるか分からないが、この騒ぎだと敵の数は十や二十ではきかなさそうだ。

「スズナ、急で悪いが『盛り塩』の技能を取ってくれ。ルイーザさん、塩はありますか？　それがあれば、敵がギルドを狙うことは防げます」

　レベルが１から２で、装備も整っていない探索者もここには多くいる。ならばギルドの建物は安全地帯として、後顧の憂いなく戦いたい。

「塩……分かりました、すぐお持ちします。アトベ様、どうかこの町を……」

「絶対に守ってみせますよ」

　八番区で出会った人々には本当に世話になった。俺が探索者として生きていけるのは、傭よう兵へいチケットをくれたルイーザさんを初めとして、皆が親身になってくれたからだ。

「アリヒトさん、塩の準備ができました！」

「よし！　エリーティア、まず向かってくる敵を迎撃してくれ！　その後、俺たちも一気に外に出る！」

「ええ、分かったわ。キョウカ、テレジア、私の後に続いて！」

「了解！　ミサキちゃんは、私たちが出たら気をつけて後ろから来なさい！」

「は、はいっ……できるだけ慎重についていきます！」

　先陣を切ってエリーティアが飛び出していく──開いたドアから侵入しようとしていた魔物は、全身が触手のようなもので覆われた奇妙な魔物だった。

（まず、『支援攻撃２』を取っても１が使えるかどうかだ……『支援攻撃１』を発動……！）

「──はぁぁぁっ！」

「キシャアァァァッ！」

　エリーティアが走りながら居合抜きの要領で放つ斬撃『スラッシュリッパー』を繰り出す。飛んできた触手の塊は、あろうことか、触手で隠れて見えなかった巨大な口をがぱぁ、と開き、粘着質の唾だ液えきを撒まき散ちらしながら食らいつこうとする──しかし。





◆現在の状況◆




・『エリーティア』が『スラッシュリッパー』を発動　→『フライングドゥーム』に命中　支援ダメージ11

・『フライングドゥーム』を１体討伐






　すでに敵は一刀両断にされていた。二つに分かれた魔物──フライングドゥームが、食らいつこうとした勢いのままで建物の中に飛び込んできて、若い冒険者が「ヒィッ」と悲鳴を上げる。床に落ちた魔物を見ると分断された上うわ顎あごと下した顎あごにびっしりと鋭い牙きばが並び、緑色の血にまみれている──こんな魔物がいるんじゃ、誰も『午ご睡すいの湿しつ地ち』に行きたがらないわけだ。

　今回は『支援攻撃１』を使ったが『支援攻撃２』についても取得した以上は効果を試したい。しかし、今は検証よりも掃討を優先すべきだ。

「いい、ここにいる人たちは外に出ないで！　腕の立つ探索者に任せれば、被害は最小限で済むから！」

　レベル９のエリーティアが呼びかけると説得力がある。レベル３までしかいないという探索者たちは皆が指示に従ってくれた。

　外に出たあと、スズナがギルドの入り口、窓に『盛り塩』をする──そうしている間にも、立ち並ぶ建物のさらに上空にフライングドゥームが現れ、俺たちを見つけるなり次々に急降下してくる。

　俺は自分に向かってくる個体を黒こく檀たんのスリングで狙撃するが、一発命中させただけでは勢いを殺すことはできない──！

「くっ……！」

「後部くん、危ないっ！」

「──っ！」

　降下してきたフライングドゥームに、五十嵐さんがクロススピアで文字通り横よこ槍やりを入れ、テレジアが『ウィンドスラッシュ』で吹き飛ばす。

「──スズナ、ミサキ！　俺の前に半歩でもいい、進み出てから追撃するんだ！」

「はい、アリヒトさん！　──っ！」

「私のサイコロをくらえー！」

　スズナの矢、そしてミサキのサイコロが、吹き飛ばされてから壁に弾むようにして戻ってこようとするフライングドゥームに叩たたき込こまれる──支援ダメージ22が入れば、エリーティアなしでも仕留めることができた。

「町中に好き勝手飛び回って……アリヒト、支援者の人たちや、自分を守る力のない探索者を助けましょう」

「よし、分かった。この魔物は、スタンピードで迷宮の外に出された奴らだろう……つまり、『午睡の湿地』の入り口から湧いてきてるはずだ。そこは守備兵が抑えてるはずだから、俺たちは別に回ろう」

「「「「了解っ！」」」」

　八番区の全域上空を、我が物顔で飛び回る飛行系の魔物たち。数十体のフライングドゥームを従えて、極彩色の一回り大きな個体が混じっている。

　おそらく『名前つき』──奴を何としても倒さなくては。スズナの盛り塩で安全地帯を増やしつつ、町の人を助け、敵を全滅させる。思いがけず、波乱に満ちた一日が幕を開けた。





二　翼の狂宴






　ギルドから出て最初の戦闘を終えたあと、エリーティアから町に魔物がいるとき、ライセンスに地図を表示すれば位置を把握できることを教えてもらった。迷宮内では索敵範囲に入らないと魔物の位置は分からないが、町では全域の魔物の位置を把握できる。プライバシーの問題か、パーティのメンバー以外の人々の所在地は表示されていない。

　スタンピードによって町に出現した魔物は、総勢で五十体ほど──そのうち半分ほどが、『名前つき』に追従している。『名前付き』はまるで脈動するように光っていて、ライセンス上の表示ですら禍々しく感じる。

　地図を見ているうちに、俺はあることに気づく──箱屋のファルマさんの店の上空を、数体の魔物が旋回している。

（まず近場から掃討しないと。数が多いのは、傭よう兵へい斡あつ旋せん所のある東方だが……傭兵たちが外に出て迎撃したりするのか……？）

　レベル３以上と思われる探索者は俺たちの他にも外に出ているのだが、敵が気まぐれに移動するため、交戦しようにもできずに立ち往生しているケースもあった。魔法や普通の投射武器では届かない高度を飛んでいるので、撃ち落とすこともできない。

（空から来られると迎撃に苦労するが、向こうが攻撃してくるのを待つしかない……いや。待てよ……もしかして、あの技能……）

　空中にいるフライングドゥームに『バックスタンド』を使う──というのは、可能だったとしてもただの自殺行為だ。俺が思いついたのは、矢を確実に命中させる効果のある『皆かい中ちゆう』ならば、射程が足りなくてもある程度補助されるのではないかということだった。

　しかし『盛り塩』は、一回使うごとにわずかだが魔力を消耗している。彼女には定期的に塩を撒いてもらい、魔物が近づけない区域を増やしてもらっているので、『皆中』でさらに消耗させるのは望ましくない──となると。

「エリーティア、敵を引きつけてもらっても大丈夫か!?」

「問題ないっ！　あの色違いは一撃では無理だけど、他は何匹来ても倒せる！」

「よし……五十嵐さん、エリーティアを対象に『デコイ』を使ってください！」

「分かったわ……勇敢なる戦士の魂よ、猛る者の闘志を引きつけよ……『デコイ』！」





◆現在の状況◆




・『キョウカ』が『デコイ』を発動　→対象：『エリーティア』

・『フライングドゥーム』３体と『デミハーピィ』が『エリーティア』に標的変更






（デミハーピィ……そんな魔物も混じってるのか。どんな攻撃をしてくるんだ……？）

「みんな、新しい敵がいる！　『くれぐれも気をつけろ』！」





◆現在の状況◆




・『アリヒト』が『支援高揚１』を発動　→パーティ６名の士気が11上昇






　意識せず声掛けをしたところで、俺は気づく──士気解放後、二十四時間経たないと『支援高揚』は効果がないはずが、今全員の士気が上昇した。

（一晩経つと……いや。宿で休むと士気が回復するようになるのか……何とか『名前つき』と戦うまでに、士気を１００まで積めるか……？）

　士気を１００にすると、強力な固有技である『士気解放』を発動できる。その切り札があるとないとでは、戦局に大きく影響してくる。

　フライングドゥームの強さはレベル３のパーティで倒せる程度なので、飛行する相手を捉とらえて攻撃さえできれば手強くはない。その『名前つき』なら今まで戦ってきた強敵よりは弱いと思うが、過剰火力であっても、五十嵐さんの士気解放『ソウルブリンク』を使って仲間たちに『戦せん霊れい』を付与し、手数を増やして総攻撃をかけたいところではある。戦いが長引いて誰かが攻撃されるリスクを負うよりは、その方がずっといい。

　箱屋の上空を飛んでいた魔物たちに『デコイ』が働き、店から少し離れた通りに次々にフライングドゥームが急降下してくる。

「何匹で来ても同じ……遅いっ！」

　エリーティアは素のままの敏びん捷しよう性で、余裕で触手の塊のタックルを回避する。二匹、三匹と回避したあと、後ろから来ていた五十嵐さんとテレジアが、エリーティアに回避され、そのままの勢いで地面に激突して跳ねあがった一体を迎撃する。

（ここはまだ『支援攻撃１』……固定ダメージで安定を狙うべきだ……！）

「行くわよ……『ダブルアタック』！」

「っ……！」

　クロススピアの目にも留まらぬ二連撃がフライングドゥームに突き刺さる。不可視の攻撃が二連撃で続いたあと、スズナの矢が突き立って止めを刺す。

『デコイ』の効果が続き、全身を警戒色のような黄色い光で包まれたエリーティアは、残り二体をしっかりと引きつけている──攻撃を回避されたあと、床から壁にバウンドして、上からフライングドゥームが食らいつこうとする。しかしそのときには、エリーティアは剣に手を掛け、必殺の一撃を放とうとしていた。

「──堕ちろっ！」

　普段より感情を込めた気合の一声とともに、エリーティアは迫りくる二体のフライングドゥームと交錯しながら、連続で剣を振り抜く。





◆現在の状況◆




・『エリーティア』が『ライジングザッパー』を発動

・『フライングドゥームＡ』に一段目が命中　支援ダメージ11

・『フライングドゥームＢ』に二段目が命中　支援ダメージ11

・『フライングドゥーム』を２体討伐






（飛び上がりながら複数を攻撃するなんて、恐ろしい体術だな……いや待て、まだデミハーピィがいる……奴は一体どこだ……）

　──その時ゾクリ、と悪寒が走る。この感覚を覚えるとロクなことがない。

　予想した通りに、どこからか歌が聞こえてくる──何の言葉なのか分からないが、聞いているうちに意識が揺らぎ、一気に刈り取られかかる。





◆現在の状況◆




・『デミハーピィ』が『眠りの歌』を発動

・『エリーティア』『キョウカ』『スズナ』『ミサキ』が睡眠






「あっ……後部、くん……」

「この……歌は……っ」

「お兄、ちゃ……」

「っ……みんな、しっかりしろ！　こんなところで眠ったら死ぬぞ！」

　冗談で言っているわけではない。デミハーピィの所在が摑つかめなければ、俺たちまで──もう一度『眠りの歌』を使われたら、起きることなく全滅させられる。

（こちらを眠らせてくる危険な魔物……まさか、こいつだったとは……どうする、このままじゃ……！）

「──ピィィィィッ！」





◆現在の状況◆




・『デミハーピィ』が『仲間呼び』を発動

・『スイートバード』が２体呼応






　──鳥のような鳴き声で、他の魔物を呼び出す──このままでは、眠っている仲間に被害が及ぶ。

（テレジアと俺だけでやれるか……テレジアを支援しても、回り込まれるとまずい……くそっ、俺が個人でも強ければこんなことには……）

　遠くから羽音が聞こえる──鳥系の魔物。空から姿を現したその二体は、俺たちを見つけるなり、二体で追いかけ合うように旋回し始め、歌い始める。





◆現在の状況◆




・『スイートバード』２体が『翼の狂宴』を発動

・有翼系の魔物の攻撃力、防御力が一時的に上昇






（敵が能力を上げてくるとは……こいつら、今までの魔物とは違う……！）

　眠っている仲間を起こす方法──『支援』に状態異常を回復するものがあればと、心底から渇望する。元からパーティの穴は分かっていたのに、塞ふさぐ方法が見つからずにここまで来てしまった。

　眠らされるということは、死に直結する──行動不能になる状態異常は、未然に全て防ぐ準備をしておかなければならなかった。

「クァァァァァッ！」

　二体のスイートバードが襲ってくる──緑色の羽毛に包まれ、燃えるように赤いトサカを持っているが、そのトサカが前方に向かって槍やりのように突き出されている……！

　そして二匹が狙ったのは俺たちではなく、『デコイ』が効いたままのエリーティアだった。

　──この距離で彼女を守るには、『バックスタンド』で転移し、身を挺ていするしかない。だがそうすれば、俺は──。

（……体力１でも死ななければいい……エリーティアを死なせるよりは……！）

　テレジアが『アクセルダッシュ』を使うが、エリーティアのところまでは届かない。俺は『バックスタンド』を発動し、エリーティアの盾になろうとする。

　──転移した直後、俺は唸うなるような風切り音を立てて迫る二体の鳥の姿を見る。体力が１でも残ってくれるようにと祈りつつ、エリーティアを庇かばおうとしたその瞬間だった。

「──ワォォーンッ！」





◆現在の状況◆




・『アリヒト』が『バックスタンド』を発動　→対象：『エリーティア』

・『シオン』が『カバーリング』を発動　→対象：『アリヒト』






（──シオンッ！）

　飛び出してきた巨大な影が、迅雷のごとき速度で俺と敵の間に入り込む。そして『支援防御１』の効果を得たシオンは、スイートバードの激突を受ける──しかし。

「アォォンッ！」





◆現在の状況◆




・『シオン』が『テールカウンター』を発動　→『スイートバードＡ』に命中　支援ダメージ11

・『スイートバード』を１体討伐






　一撃必殺──だが、スイートバードはもう一体残っている。シオンの防御に重ねられた『支援防御１』の防壁に弾き飛ばされてもなお、空中で羽ばたいて離脱しようとする。

　だがその時、箱屋のある通りから、もう一体の巨大な影が飛び出してきた。

「ガルルォォォォッ！」

　もはや犬とは思えない、巨獣の咆ほう哮こう。シオンの母犬がスイートバードに飛びかかり、前足のワンパンチで仕留めてしまった。

（凄すごすぎる……この母犬、かなりレベルが高いみたいだな）

「アトベ様っ、大丈夫ですか！」

　ファルマさん──そうだ、シルバーハウンド二体がいれば、彼女が危機に陥ることなど……いや、そうじゃない。

（デミハーピィの状態異常にやられたら、シオンたちでも……だったら、俺がやるしかない……！）

「ファルマさん、仲間をお願いします！　俺は最後の一匹を仕留めますから！」

「っ……アトベ様、その一匹というのはどちらにっ……!?」

　俺にも答えはわからない──だが、おそらくは屋根の上の死角。そこに一瞬で回り込んで捕らえるには、あの技能に賭かけるしかない……！

（見えなくても、戦闘状態に入っていれば使える……頼む、そうであってくれ……！）





◆現在の状況◆




・『アリヒト』が『バックスタンド』を発動　→対象：『デミハーピィ』






　一瞬感覚が欠落したあと、次の瞬間──俺は、腕が翼になった、少女のような姿をした魔物の後ろに立っていた。

「ピィッ……!?」

　やはり、屋根の上。バランスの悪い足場に構うこと無く、俺はデミハーピィに全力で組み付く。

「──シオン！　いや、母さん犬でもいい！　受け止めてくれ！」

「ワォーンッ！」

「ピィィッ……!!」

　近接戦闘職でない俺でも、デミハーピィの翼の動きを止め、落下するくらいのことはできる──そして。

　俺がデミハーピィもろともに落下する途中、建物の窓枠を蹴けって飛び上がってきたシオンは、毛皮に覆われた背中で見事に俺を受け止めてくれる。

「うぉぉっ……！」

　衝撃と共に地面に着地し、シオンの背中から投げ出される──それでも俺は、めちゃくちゃにもがくデミハーピィを決して離さなかった。

「あらあら……こんなにかわいらしいのに、みんなを困らせて。いけない魔物さんね」

「ピッ……ピィ……ッ」

　デミハーピィが急に大人しくなる──それも無理はなかった。ファルマさん、シオン、母犬、そしてショートソードを構えたテレジアに囲まれているのだから。

　そして代表してデミハーピィを一喝したのは、シオンを攻撃されて怒っている母犬だった。

「──グルルァァッ！」

　デミハーピィを一口で食べられそうなほどの巨大な口を開き、威嚇する。俺も怖いと思ってしまうほどだったが、デミハーピィは本当に食べられると思ったのか、暴れるのをやめる──というより、恐怖のあまりにがくりと気を失ってしまった。

「何とか切り抜けられたか……テ、テレジア……？」

　デミハーピィが起きないか注意しつつ身体を起こすと、テレジアが後ろから抱きついてくる。彼女は震えている──俺が飛び降りたことで、心配させてしまったのだろう。

「俺は大丈夫だ、シオンが受け止めてくれたからな。怖い思いさせてごめん、あれしか方法が思いつかなかったんだ。後ろから組み付いただけじゃ倒せないからな」

「…………」

　テレジアは何も言わず首を振る。謝ることはない、と言ってくれているのだろう。

「アトベ様、魔物が町にいるということは……スタンピードが起きているんですね」

「はい。ファルマさん、このデミハーピィという魔物は人を眠らせる歌を歌います。睡眠を防ぐ方法がないと危険なので、お店の中に隠れていてください。この界かい隈わいには敵が近づかないようにしていきます」

「アトベ様、お店に魔物の攻撃による『睡眠』を防ぐアクセサリーが幾つかございます。重複して同じものが見つかったとき、お店で買い取りをしていたもので……」

「っ……本当ですか!?」

「本当なら専門のお店に卸すのですが、今は必要なものだと思いますから、ぜひ持っていってください。眠りから覚める気付け薬も、近くの薬師さんから分けてもらってきます。アシュタルテ、皆さんをお店まで運んで差し上げて」

『名前つき』と魔物たちの集団と戦うために、一度態勢を整えなくてはいけない。俺はテレジアと協力して、仲間たちと気絶したデミハーピィをアシュタルテと呼ばれた母犬の背中に乗せて運んだ。デミハーピィは人に近い姿をしているので、止めを刺しづらい──そんな甘いことを言っている場合ではないが、歌さえ封じれば脅威ではないだろう。

　この小柄なデミハーピィによって、俺たちは全滅させられかけた──状態異常の恐ろしさをまざまざと見せつけられた戦いだった。みんなに傷を負わせないためには、もっと慎重すぎるほどに慎重にならなくてはいけない。

　テレジアは心配そうに、俺にずっと付き添ったままでいた。彼女にも心配をかけてしまったので、捨て身の特攻は今後可能な限り行わずにおきたいところだ。





三　迎撃戦






　箱屋に仲間たちを運び込むと、エイクとプラムが地下への階段から出てきた。念のために身を隠していたということだろう。

「お母さん、おかえり！　……あれ？　みんな寝ちゃってる」

「アトベお兄ちゃん、だいじょうぶ？　ここ、ちょっと擦りむいてる。プラム、おてあてしてあげる！」

「ああ、済まないな。大したことじゃないんだが」

「あんな無茶をされて、けろっとしていらっしゃるんですから……意外とアトベ様は、豪胆な方なのですね」

　俺の見た目からすると、あまり大それたことはしないように見えるのだろうか。しかしシオンたちがいてこそあの方法が使えたわけで、考えなしに無謀なことをしているつもりはない。

「お母さん、お兄ちゃんにお薬あげてもいい？」

「ああいや、ポーションは貴重だと思うので……」

「いえ、ポーションの材料に使われる『癒やしの草』というものがありまして。それを乾燥させて粉にしたものでも、浅い傷なら治癒できます。飲みづらいのが難点ですが」

「ああ、そうなんですか。でもポーション自体が貴重ですから、材料も……」

　聞こうとすると、ファルマさんは口に人差し指を当てる。それは言いっこなし、ということだろうか。

「町の人たちの家にある薬箱には、ギルドからお薬が何種類か支給されているんです。換金してしまう人もいますが、私たちは使っていませんので……今くらいは、お力添えをさせてください」

　ファルマさんは癒やしの草の粉を紙に乗せて、水と一緒に持ってきてくれた。飲みづらいというから覚悟していたが、漢方薬のようなもので、スパイシーだがそこまで酷い味でもない。

（お……体力が回復した。浅い傷だが、目に見えて回復すると安心感があるな）

「あはは、お兄ちゃん苦そう」

「苦いほうが効くもんだ、こういうのはな」

　エイクとプラムは俺に懐いてくれていて、薬を飲むところを見ている。ファルマさんと子どもたちのことを考えると、アシュタルテは戦力として借りられないが──もし可能ならば、シオンの力を借りたい。

　テレジアと手分けをしてみんなに気付けの丸薬を飲ませていたファルマさんは、一通り終わるとこちらに戻ってくる。そして、俺の顔を見ただけで何を頼もうとしているかを察してくれた。

「シオンは今も、アトベ様のパーティに入っています。ですので、あなた方のことを仲間と思って、近くに来ていただいたことに真っ先に気がついたんですよ」

「あ……す、すみません。ファルマさんの家にお返しするのを忘れてました」

「いえ、私の方からもシオンを連れていっていただくようにお願いしていましたから。むしろ、この子がアトベ様を守ろうとしたことを誇りに思います。アシュタルテもそうですが、この子も本当に勇気のある護ご衛えい犬けんに育ちました」

　ファルマさんはシオンの頭を撫なでる──お座りをしていても大人と頭の高さが同じなので、彼女が撫でようとするとシオンは自分から頭を下げる。

「……シオンの力を借りさせてもらいます。シオンを補助して防御力を上げながら、『カバーリング』をしてもらうことになりますが……すみません、大切な犬に盾役をお願いしてしまって」

「シルバーハウンドはパーティの前衛を務めることが多いです。人間より大きくなりますし、体力も多いですから……ですから、遠慮なさらないでください。シオンをアトベ様のパーティに加えたときに任せたい役割を、そのまま与えてあげてくださいね」

　俺から言わせれば、ファルマさんも物もの凄すごく肝が据わっていると思う。探索の一線を退いているとはいえ、技能の保持のために迷宮に入ってレベルを保っているのだから、やはり戦闘の経験も豊富なのだろう。

「ん……ここは……」

「ファルマさんのお店……す、すみません。私たち、ご迷惑をおかけしたみたいで」

　エリーティアと五十嵐さんが目を覚ます。続けてミサキとスズナも目を覚ました。

「はっ……アリヒトお兄ちゃん、気をつけて、変な歌が……！」

「魔物は……アリヒトさんが、倒してくださったんですか？」

「俺とテレジアだけ、運良く眠らずに済んだんだ。シオンとお母さん犬の力も借りて、なんとか撃退できたよ……そこに、捕まえたやつもいる」

『眠りの歌』が危険であることを説明すると、みんな緊張した面持ちで気絶しているデミハーピィを見る。魔物は視界を奪われると大人しくなるものが多いとのことで、目隠しをした上に猿ぐつわをし、翼と足を縛っている──それくらいしないと危険なので、可哀想にも見えるがこれ以上は拘束を緩められない。

「お母さん、この羽がある女の子が『まもの』なの？」

「ええ、もう大丈夫だと思うけれど、あまり近づいてはだめよ。アトベ様、生け捕りにされたということは、『魔物牧場』に入れられるおつもりですか？」

「『魔物牧場』……？」

「調教して味方につけた魔物を飼っておくところよ。倉庫と同じようなもので、そこで飼っている魔物は専用の『召しよう喚かん石せき』で呼び出せるようになるの」

　今までは生け捕りを考えたことはなかったが、エリーティアの言う通りなら魔物を味方につけるということもできるのか──特殊攻撃を持っている魔物なら、使い所はある。

『魔物牧場』の利用法を知るためにも、デミハーピィは牧場に入れてみるか。解体するというのは、少々ビジュアル的に厳しいものがある。

「ちなみに、他の探索者はデミハーピィを倒したときどうしてるんです？」

「オークなどの二足で歩く魔物の多くは、人間を襲って捕食することもありますが、デミハーピィは人間を惑わして他の魔物の糧にすることはあっても、自らは肉食ではなく、草や木の実を主食としています。そのため、探索者も目の敵のように討伐するということはなく、少し羽毛を取ったり、爪を切る程度で逃がすことが多いです」

　その段階でもすでに子どもにとっては刺激が強い話だったが、ファルマさんは俺に耳を寄せると、「デミハーピィはその姿から交戦を忌避されていますが、『睡眠』の攻撃が非常に危険でもあるため、真っ先に狙って倒すのが定石でもあります」と教えてくれた。

　見かけ上倒しにくい魔物は、牧場に送るという選択もある。戦力が多く欲しいとき、魔物を召喚することができると戦術の幅も広がる──今後は魔物と戦うとき、仲間にするかどうかも考慮するとしよう。

「人間と意思の疎通が図れない魔物も多いので、仲間にできるのはごく一部だと考えてください。先ほど上空を飛んでいた触手の魔物などは、調教することは不可能と見ていいでしょう。そういった技能を持つ方も、いらっしゃるのかもしれませんが」

「はい、分かりました……いろいろ勉強になりました。ファルマさん、眠りを防ぐ装備ですが……」

「こちらのアクセサリーになります。イヤリング、ブレスレット、ペンダントになります。幸い、『眠り１』の効果を防ぐものは多く発見されますので、人数分ご用意することができました」

『眠り１』──つまり、より上位の睡眠攻撃も存在する。この先ずっと睡眠を防げるわけではないことは念頭に置かなければならないが、今回はこれで十分だ。

　フライングドゥームの『名前つき』が、状態異常を使うことも考えられる。そう考えると、俺は念のために聞いておきたくなってしまった。

「すみません、ファルマさん。他の状態異常を防ぐものは、何かありますか？」

「そうですね……こちらの鉢はち金がねは、『混乱』を防ぐ効果があります。こちらもご入り用ですか？」

「念のために借りさせてもらえますか。敵が何をしてくるかわからないので、保険をかけておきたいんです」

「それは良いお考えですね。では、こちらをお持ちください」

「アリヒト、リーダーのあなたが装備した方がいいわね。私たちの指揮をとっているあなたには、常に盤石の状態でいてほしいから」

　エリーティアの勧めを受けて、俺は鉢金を身につける。額を守る装甲のついた鉢巻き──巻いてみるとずれないように工夫されており、防御面でも安心感が増す。

「よし……デミハーピィに注意しつつ、『名前つき』を倒しに向かうぞ」

「アトベ様、皆さん、どうかご武運を……アシュタルテは、本当に連れていかなくてよろしいのですか？」

「万が一ってこともありますから、番犬としてここにいてもらった方がいいでしょう。外には他の探索者も、傭よう兵へいもいます。俺たちが加勢すれば、きっと撃退できますよ」

「お兄ちゃんたち、頑張って！」

「けがしないでね、気をつけてね！」

　子どもたちの声援を受け、俺たちは再び外に出る──空中を舞っていたフライングドゥームが俺たちの姿を認めて、次々と急降下してくる。

「──みんな、敵を迎撃しながら進むぞ！　くれぐれも無理はするな！」

『支援高揚』をかけて士気を上げることも忘れてはならない。先陣を切るエリーティアとシオンが敵の数を減らし、それでも抜けてくる個体は、五十嵐さんとテレジアが跳ね返す──そこに俺とスズナ、ミサキの間接攻撃が突き刺さる。

「ワォォーンッ！」

「なかなかやるわね……いい子。一緒に頑張りましょう！」

　エリーティアは並走するシオンに声をかける。前方の上空から降下してくるフライングドゥームの群れは、もはや俺たちにとって脅威にはなりえなかった。




　数度の交戦を経て、敵の総数もかなり減ってきた。数匹単位で行動しているフライングドゥームはいなくなり、あとは『名前つき』の集団を残すのみだ。

『支援高揚』を重ねて、士気も溜たまってきている──だが、俺たちが『曙あけぼのの野原』の前にある広場に辿たどり着ついたときには。

「リヴァルさんっ……マドカ！」

　初心者が集まる迷宮である『曙の野原』で、窮地に陥った探索者を救助することを生業にしている、リヴァルさん──俺も世話になった彼が、まさに魔物たちと交戦していた。この広場でいつも武器の露店を開いているマドカも、建物の陰に隠れている。

「お兄さんっ……来ちゃだめです！　魔物の、魔物の歌がっ……！」

「アリヒト、遮しや蔽へい物の陰から出るな！　奴の視界に入ると攻撃されるぞ……っ、うぉぉっ！」

　リヴァルさんが叫び、盾を上に構える──そこに降り注いだのは、まるでレーザーのような熱ねつ線せんだった。





◆遭遇した魔物◆




★空から来る死：レベル５　戦闘中　ドロップ：？？？




フライングドゥーム　18体　ドロップ：？？？

デミハーピィ　２体　ドロップ：？？？

スイートバード　３体　ドロップ：？？？






　フライングドゥームの『名前つき』──名前からして、完全に殺しにかかってきている。遠距離攻撃の術すべを持たないフライングドゥームの弱点を克服した上に、恐ろしい火力を搭載しているなど、反則もいいところだ。

「ぐぉっ……おぉ……」

「リヴァルさん、一度退いてください！」

「あ、ああ……すまん……っ」

　リヴァルさんが持っているのは、彼の仲間が持っていたカイトシールドだった──それを借りてでも、敵の攻撃を引き付けるために飛び出してきたのだ。熱線の威力は凄すさまじく、衝撃を減げん殺さいしきれずに、リヴァルさんの体力が削られる。

　広場には、傷ついた亜人の傭兵たち、そして探索者たちが倒れている。熱線を浴びて全身に火傷を負っている者もいたが、まだ息はある──だが、一刻も早く魔物を全滅させなければ、命を落とす者が出る。

「──危ないっ！」

　ドクン、と心臓が揺れる。焼け焦げた露店から離れ、建物の影にいたマドカが飛び出したのだ。上空から襲ってくるフライングドゥームから、倒れている探索者を庇かばうために。

「シオンッ！」

「──ワォーンッ！」

　俺の命令を聞いたシオンが、マドカを『カバーリング』する──フライングドゥームの体当たりならば、『支援防御１』によってダメージをゼロにできる。

「そのまま建物の陰に隠れろ！　エリーティア、『奴』の攻撃を引きつけられるか!?」

「『ソニックレイド』を使えば避けられるわ……いい、アリヒト！　あいつを『デコイ』で私が引きつけたら、降りてきたところで確実に仕留めるのよ！」

「ああ、分かった……みんな、熱ねつ線せんの流れ弾には気をつけろ！　俺の防御でも防ぎきれるかわからない！」

『空から来る死』は空中をゆっくりと旋回しながら、次の標的を狙っている。しかしエリーティアの言う通り、やつが降りてきた時には、二度と空中に逃れさせるつもりはなかった。





四　加護






　シオンは『テールカウンター』を発動し、大きな尾を鞭むちのように振るってフライングドゥームを弾き飛ばす。そしてマドカと共に建物の陰に隠れた──だが、まだ状況は切迫している。

「リヴァル、逃げろっ！　それ以上受けたら死んじまうぞ！」

「死なねえよ……お前らこそ逃げろ！　あいつは俺に狙いを定めた、あと一発なら耐えられる！　後から行くから逃げろ！」

「『盾騎士シールドナイト』でもないのに何言ってるんですか、リヴァル兄さんっ！」

「そうだよ、俺は『伐採屋チヨツパー』だ……だからよ、あいつを切り倒さねえと気がすまねえんだよ……！」

　リヴァルさんが真剣なのは分かるが、ここで命を賭かけるなんていうのは俺からしてみれば、必要のないことだと言わざるを得ない。

　──だが、気持ちはとても良くわかる。分かりすぎるほどに分かる──リヴァルさんは、魔物にやられっぱなしで黙っていられるような人じゃない。

「──エリーティア、あの熱線を避けられるか!?」

「任せてっ！　困った時は、私に任せてくれていい……キョウカ、私に『デコイ』をかけて！」

「いえ……私も一緒に出るわ！　こんなに大量の敵を、あなただけに殺到させるわけにはいかない！」

「五十嵐さん……こちらからも援護します！　あの『名前つき』が撃ってくる熱線だけは確実に避けてください！」

「「了解っ！」」

　二人が飛び出していくと、手ぐすねを引いていたとでも言うように、広場の周りにある建物の屋根に隠れていたデミハーピィの鳴き声が聞こえる。

（今『眠りの歌』を使われたら、リヴァルさんたちのパーティは……いや……そうか、『眠りの歌』は頭上で歌うくらいでないと射程が届かない。奴らがこちらに出てくるのなら……！）

　だがデミハーピィも、何も準備をせずに上空に姿を現すほど甘くはない。先ほどの鳴き声に呼応したスイートバード三体が、『翼の狂宴』で能力を強化したあと、こちらに向かって二匹並んで突っ込んでくる──もう一匹は、盾を構えたままで視界が狭くなっているリヴァルさんを狙う。エリーティアはそれを察すると、彼のカバーに回った。

　──各所で戦況が動いていて、全てを把握して瞬時に判断を下すことに限界が近づく。そう思った瞬間、俺は自分の視界が、上空まで見通せるほど一気に広がるように感じた。





◆現在の状況◆




・『アリヒト』が『鷹たかの眼』を発動　→状況把握能力が向上






　俺は上空にいる『空から来る死』の、現在の状態を間近で見ているかのように理解する。

　熱ねつ線せんを撃ったあと、クールダウンが生じる。全身が白熱して熱線を放つのだが、その後球状の身体を覆った極彩色の触手は、赤熱したままになっている──だが、再発射までは十五秒ほどと考えられ、あといくらも猶予はない。

　そして体力が減った時に『暴れる』ことを考えると、半分まで体力を減らす前の段階で、総力で叩たたいて一気に堕とさねばならない。

「テレジア、まず一匹だけ押し返してくれ！　片方は俺達が落とす！」

「──ッ！」

　テレジアが『ウィンドスラッシュ』を、二体のスイートバードの片割れに打ち込み、ノックバックさせる。その横をすり抜けて後衛の俺たちを狙おうとするもう一匹の頭部に、容赦なく矢とサイコロ、スリングの金属弾が突き刺さった。投射武器持ちが全員で協力すれば、何とか一匹落とせる。

　テレジアは敵の反撃をギリギリまで引きつけ、『アクセルダッシュ』で回避する。減速しきれずに敵が床にめり込んだところに、俺だけが追撃を入れる──弓と、攻撃に慣れていないミサキの投とう擲てき準備ができていない……！

　だがそこに、後ろから飛んできたのは──長い鎖の先に鉄球のついた武器。それはスイートバードを正確に叩き伏ふせ、スズナとミサキが追撃するまでの時間を稼いでくれた。

　そして、裏から来たデミハーピィたちが歌い出す──盾となるスイートバードがいなくても、眠らせてしまえば勝ちだというように。

「──甘かったな。こっちは徹夜には慣れてるんだよ！」

「──ピィッ!?」





◆現在の状況◆




・『デミハーピィ』が『眠りの歌』を発動

・『アリヒト』のパーティ全員が耐性により無効化






　歌を無効化されると思っていなかったのか、少女の姿をしたデミハーピィが揃そろって驚きよう愕がくの表情に変わる──その時にはもう、俺たちは攻撃の準備を終えていた。

「みんな、撃てっ！」

「ダイスアターック！」

「──やぁっ！」

「──っ！」

　俺のスリングとミサキのサイコロが一匹のデミハーピィに撃ち込まれる──付加ダメージ11を受けたデミハーピィはバランスを崩し、ふらつきながら失速して落下する。

　もう一匹の翼をスズナの放った矢が射抜き、羽根が舞い散る──そして高度を下げつつも再び舞い上がろうとしたデミハーピィに、テレジアが跳躍してウィンドスラッシュを入れる。吹き飛んだデミハーピィは最後の力で羽ばたき、踏みとどまろうとするが、力尽きてゆっくりと落下する。

　これで厄介な敵はいなくなった。あとで気絶しているデミハーピィを捕獲しなくてはいけない。

　そして俺たちは建物の陰に戻り、振り返る。そこには、俺達を先ほどチェーンフレイルで援護してくれた人物がいた。

「レイラさん……良かった、無事だったんですね」

　フレイル使いは、傭よう兵へい斡あつ旋せん所の副所長のレイラさんだった。強者の風格を感じさせた彼女だが、赤い髪は乱れて汗と共に肌に張り付き、レザーアーマーの所々が壊れてしまっている。

「無事だったか、アリヒト」

　後方から走ってきたレイラさんは、眼帯が切れてその下の瞳ひとみが見えている──傷がついていたりというわけではないが、その眼は盲目のようで光がない。

「レイラさん、その眼は……」

「これか……昔、五感を奪う魔物と戦ってな。視力自体に攻撃を受け、奪われた。片目だけ残っていればある程度は戦える」

「わかりました、一緒に戦いましょう。回避系の技能は持ってますか？　それがないなら、今は……五十嵐さんっ！」

「大丈夫よ、後部くんっ！　あと三回……いえ、四回なら……っ！」





◆現在の状況◆




・『★空から来る死』が『ラスターフレイム』を発動

・『キョウカ』が『ブリンクステップ』を発動　→『ラスターフレイム』を回避






　まさに一瞬──『空から来る死』を包み込んだ光が一点に収束し、次の瞬間に炎の光線が五十嵐さんのいた場所を射抜く。しかし分身を作り出して回避した五十嵐さんは、合わせて追撃してくるフライングドゥームを深追いせず、回避に徹する。『ダブルアタック』が使えず、ノックバックもさせられない彼女は、一撃で倒せなかった時のリスクを理解しているのだ。

　五十嵐さんに攻撃をかわされたフライングドゥームが高度を上げる前に、スズナの矢が飛び、ミサキの一か八かの金属のサイコロが投下され、少なからず打撃を与える──だが、前衛の攻撃がなければ一撃で仕留めるとはいかず、敵が減らせない。

「一気に敵が来てくれれば、一網打尽にしてやれるのに……わずらわしい……っ！」

　エリーティアはそう言いつつも、タイミングをずらして降ってくるフライングドゥームを確実に落としていく。『スラッシュリッパー』、『ライジングザッパー』、どちらも一撃必殺だが、『ブロッサムブレード』の範囲に多くの敵を入れられれば、もっと効率良く敵を減らせる。しかし、敵は二三匹ずつでタイミングをずらして攻撃してくる──まるで、範囲攻撃の存在を警戒してでもいるかのように。

「嬢ちゃんっ、俺も的くらいには……」

「いいから逃げなさい！　あなたが死んでしまったら、仲間の人たちはどうするの！」

「っ……わかった。後のことを頼む……うぉぉぉっ！」

　リヴァルさんが意地を見せる──彼の仲間たちのいる、広場を挟んで向こう側の建物の陰に駆け込む途中で、倒れている人を担ぎ上げていったのだ。超重量の盾を背負ったままで。

「私たちが敵の狙いを引きつけるから、早く逃げてっ！」

「──あと一発なら耐えられる。あと一発なら……おぉぉぉぉっ！」

　シオンにはマドカを庇ってもらっている──この状況でリヴァルさんをカバーさせれば、『支援防御』で熱ねつ線せんを防げなければシオンは深手を負う。

　頭が高速で回転する。残っているフライングドゥームは九体、『名前つき』は無傷──そして俺は、あることに気がつく。

（『空から来る死』が熱ねつ線せんを撃たなくなった……魔力が切れたのか。ならば、奴は何を狙って──）

　──その時俺は、表情などないはずの極彩色の触手の塊が、確かに笑ったように見えた。

　残ったフライングドゥームが、五十嵐さんとエリーティアに向けて襲いかかる。そして『空から来る死』が狙っているのは、倒れていた探索者──魔法職の人物を抱えたリヴァルさんだった。





◆現在の状況◆




・『★空から来る死』が『丸飲み』を発動






（──まさかあいつ……リヴァルさんたちを……！）

　盾を背負って逃げているリヴァルさんは、空からの脅威に気づかない。人間を丸飲みにするほど巨大な口を持つ怪物が、殺意を持って降ってきていることに。

『空から来る死』──その名は、熱線による空からの攻撃を意味するだけではない。文字通り、奴は『空から来て』死をもたらす存在だったのだ。

　戦闘中の声掛けが『支援高揚１』として働き、士気は99まで上がっている。あと、たった一度で士気解放できるのに。

『バックスタンド』でリヴァルさんの後ろに回っても、俺が喰くわれるだけだ。エリーティアは五体のフライングドゥームをブロッサムブレードで落とさねばならず、五十嵐さんは回避に回り──誰も、リヴァルさんまで届かない。

　それでも、俺はリヴァルさんを助けたい。あんなに真っ直ぐで、勝てないと分かっていても逃げなかったあの人を死なせられない。

　俺にできることが何なのか、リヴァルさんを守る方法があるとしたら──たった一つの可能性に、賭けるしかない。

　俺たちに加護を与える存在、アリアドネ。『秘神』と呼ばれる彼女ならば──！

「──アリアドネ！　『俺が今から支援する相手』を守ってくれ！」

　ライセンスが俺の意志に呼応し、指を滑らせるまでもなく、目的の画面を表示する。

　自分のパーティのメンバーしか、俺は支援することができない──おそらくは、アリアドネの加護も及ばないだろう。だが、その規定ルールを、超える技能が一つある。

『アザーアシスト』。他のパーティを支援することなどそうはないだろうと思っていた。だが、その技能がこの窮地を打開する可能性を与えてくれる。

「──リヴァルさん、『支援』しますっ！」

「アリヒト……ッ!?」





◆現在の状況◆




・『アリヒト』が『アザーアシスト』を発動

・『アリヒト』が『支援防御１』を発動　→対象：『リヴァル』






「ギシャァァァァオォォォォオオオオ！」

　盾を背負って走っているリヴァルさんに、降ってきた『空から来る死』が喰らいつこうとする。

『支援防御１』だけでは防ぎきれない、そう一目で分かる圧倒的な質量と速度。まるで隕いん石せきのように、空から死が舞い降りる。

　祈りは祈りで、届くことなどないのか。

　喉のどから声を絞る。ひたすらに叫んでも、もう届かない。

（守れないのか……あんなに皆のことを考えて生きてた、あの人を……！）

　その無念を塗り替えるように、眼前の光景に変化が生じる。

　俺の支援を受けたリヴァルさんの周囲の空間が、『歪ゆがむ』。

　そして俺の脳裏に、あの無機質で、自分のことを否定していた少女の声が──熱をこめて、鼓舞するように響いた。




『我が名はアリアドネ。信仰者とその盟友に、加護を与える！』





◆現在の状況◆




・『アリヒト』が『アリアドネ』に一時支援要請　→対象：『リヴァル』

・『アリアドネ』が『ガードアーム』を発動

・『★空から来る死』の『丸飲み』を無効化






　防壁を破られれば、リヴァルさんが盾ごと喰われる──しかし、そうはならなかった。

「なんだ……あれは……」

　それはいうなれば、巨大な手だった。リヴァルさんより一回り大きい『空から来る死』を受け止める、まるで巨人の手のようなもの。

　それはバチバチと稲光を放ちながら、喰らいつく極彩色の怪物とせめぎ合う。

　機械の巨人の、手だけが何もない空間から現れて、リヴァルさんを守った。

　アリアドネの声がして、あの巨人の手が出現した。それは『秘神の加護』によってリヴァルさんが守られたこと──そして、やはり秘神が途方もない力を持つものであるということを意味していた。

「な、なんだありゃ……空中から手が……」

「リヴァル兄さんっ……良かった……馬鹿っ、アンタ食べられちまうとこだったんですよ!?」

「面目ねえ……だがやっぱりアイツは只ただ者ものじゃねえ……アリヒト……お前ってやつは、一体どこまで……」

　一度降りてきたら、絶対に逃がすつもりはない。五十嵐さんのカバーをシオンに命じ、彼女とテレジア、そしてミサキが士気解放できるだけの余裕を作る。

「これで終わらせる……士気解放、『ソウルブリンク』！」

「っ……！」

「いっきますよー！　士気解放、『フォーチュンロール』！」





◆現在の状況◆




・キョウカが『ソウルブリンク』を発動　→パーティ全員に『戦せん霊れい』が付加

・テレジアが『トリプルスティール』を発動　→パーティ全員に『三さん奪だつ』効果が付加

・ミサキが『フォーチュンロール』を発動　→次の行動が確実に成功






「──花のように散れ！　『ブロッサムブレード！』」

　巨人の手が、『空から来る死』を弾き飛ばす──そこに駆け込んだエリーティアが、戦せん霊れいと共に斬撃の雨を浴びせる。

『フォーチュンロール』によって一発目でスティールが成功し、続けざまに斬撃によるダメージと、固定ダメージが積み上げられる──戦せん霊れいの攻撃と合わせて合計24段、合計で３００ダメージを遥はるかに超える。『鷲わし頭あたまの巨人兵』よりレベルの低い『空から来る死』は、一気に体力を削られて、浮遊できなくなって地に落ち、動かなくなった。

　五十嵐さんを追い回していたフライングドゥームは、俺とスズナ、シオン、そしてレイラさんの連携で撃破する。戦せん霊れいで攻撃回数が増えれば、掃討は全く難しくなかった──シオンに戦せん霊れいが付加されると、とても頼りになることもわかった。





◆現在の状況◆




・『★空から来る死』を１体討伐

・『フライングドゥーム』を４体討伐






　魔物がいなくなり、息を整えているうちに、戦せん霊れいが消滅する──ライセンスの地図を見ても、もはや魔物を示す動きは存在しない。

「やった……のか。本当に、お前たちだけで……」

「ええ……何とか倒せたみたいですね。でも、まだ終わってませんよ」

　倒れている皆を手当てしなければならない──熱ねつ線せんを受けた者には重傷者もいる。

　俺達は勝利を喜ぶのは後回しにして、救助活動を始めた。守備兵たちもようやく駆けつけ、次々に怪我人を運んでいく。

　俺は四人で集まっているリヴァルさんのパーティに近づく。リヴァルさんは俺を見ると腕を上げ、そして笑った。

「いつの間にか、完全に助けられる側に回ってたな。大したやつだ、お前は」

「リヴァルさんこそ……無事で何よりです」

　リヴァルさんは苦笑し、仲間たちの顔を見た。盾をリヴァルさんに貸していた大柄な男性、弓使いの女性は無事だが、魔法使いの男性が気を失っている──リヴァルさんが助けたのは、仲間の一人だったのだ。

「こいつらには後で絞られるとして、アリヒトにも面倒をかけた……すまなかった。それと、礼を言わせてくれ」

「町を守るために一緒に戦ったんですから、礼は要りません。でも、迷宮に逃げ込むことはできなかったんですか？」

　俺がそう質問すると、スタンピードが起こると、町に出現した魔物を倒すまでは迷宮に入れなくなる──なぜかは分からないがそうなっている、とリヴァルさんの仲間の一人が教えてくれた。

　知らずに迷宮に逃げ込もうとすれば、計算違いを起こしてしまう。俺は知識として頭に刻みこんでおくことにして、救護の手伝いに回ろうとする──すると。

「メリッサ……それに、ライカートンさんも」

「町を守ってくれてありがとうございます、アリヒトさん。私たちは、店の近くに現れた魔物を倒すだけで、親玉には近づけませんでした……本当にお強くていらっしゃる」

「……『名前つき』を解体させてもらってもいい？　他の魔物も」

「ああ、よろしく頼む」

　メリッサはフライングドゥームのものらしき返り血を浴び、肉斬り包丁ブツチヤーズナイフを手にしている──彼女たち親子も、フライングドゥームを倒せるくらいの実力はあるということだ。

　知り合いの無事が確認できたことは良かったが、町の被害はあまりに大きい。そこら中が焼け焦げ、魔物の激突によって穴だらけになった広場や建物の壁を見て、修復のために俺たちも何か協力できないかと考えていた。





五　戦いのあと






　レイラさんの話によると、スタンピードによって町に出現した魔物は、特に法則性なく町の住人を襲ったり、建造物を破壊したりするという。

　レイラさんたちはスタンピードの発生を知って、傭よう兵へいたちを迎撃に出そうとする途中で襲撃を受けた──運悪く敵が上空から接近しており、斡あつ旋せん所から出てきた亜人たちを視認した途端に撃ってきて、建物ごと攻撃を受けたとのことだった。

　彼らは今、守備兵たちによってギルドに収容されて治癒師ヒーラーの治療を受けている。全身が焦げていた亜人は所持している技能によって炎の耐性があったため、辛うじて一命を取り留めたとのことだ。

「もう少し戦闘が長引けば、確実に死者が出ていただろう……無事とは言えないが、乗り切ることができたのはアリヒト、おまえたちのおかげだ。私も立ち会った者として、ギルドにおまえの功績を報告しておこう」

「いえ、俺は……」

「あまり謙けん遜そんをすることはない。実際に見ればおまえの勇敢さ、そしてパーティ全員の活躍は間違いのないことだ」

　テレジアを仲間にしたときの件で、レイラさんは俺のことを高く評価してくれている。その評価がさらに高まる。

「しかし、リヴァルを助けたときの、あの見知らぬ技能は……アリヒト、召喚ができるのか？」

「召喚……確かに、それに近いかもしれません。防御系の技能だと思ってください」

「ふむ……そうか。パーティの秘密というものか。私も探索者として別の区にいたころ、一度だけ似たようなものを見たことがあるのだが……」

　やはり、『秘神』の信仰者は他にもいるということか──それとも、本当に召喚魔法の類なのか。

　しかし『召しよう喚かん石せき』を使って呼び出すのは生きている魔物であって、先程の『ガードアーム』のように、手だけを呼び出して攻撃を防ぐということはありえない。

「レイラさん、それは……巨人みたいなものの、身体の一部を呼び出した感じでしたか？」

「いや、土のゴーレムを呼び出して盾にしていた。ゴーレムは形を変えられるので、組成物を全て手の形に変化させることも可能なはずだ」

「そう……ですか。ありがとうございます、教えてくれて」

　やはり違った──そう簡単に秘神は見つからないし、目撃もされない。

　皆の前で『加護』を申請しても、簡単にアリアドネのことを察知されることはない。リヴァルさんたちも、『ガードアーム』のことは誰かの使った技能だと考えていた。

（しかし、あの防御性能を出せる技能なんて、人間が使えるものなのか……いや。俺の『支援防御』も、ゆくゆくはその領域に行くと思いたいが……）

　仲間たちは『運び屋』に頼み、俺たちが倒した分の魔物の輸送を手配している。今回は全て、ライカートンさんの解体所に頼めばいいだろう。メリッサはすでに、店から持ってきた台車を使って、ライカートンさんと二人で『空から来る死』を運んでいった。一箇所にまとめて持ち込めた方がありがたい。

「では、私は傭兵たちの容態を見てくる。破壊された斡旋所の修復についても、考えなくてはな……一時的に、違う物件を借りることになるか」

「俺に協力できることがあったら、なんでも言ってください。レイラさんにはお世話になりましたから、いつかお礼ができればと思ってたんです」

　レイラさんはすぐに答えず、じっと俺を見る。屈強なアマゾネスという彼女の印象が、赤い髪をかき上げつつ耳を触る仕草を見て、少し変わった──チェインフレイルを振るって奮戦していた戦士である彼女が、照れているなんて。

「……おまえと戦う連中は、この安心感を感じているのか？　常に後ろから包み込まれて、守られているような……」

「い、いや……その、どうなんですかね……」

　レイラさんが参戦したあと、彼女がフレイルを振るう時に前に出てくれたので、『アザーアシスト』をレイラさんにかけて支援したのだが──『支援攻撃１』でも、そういう感覚があるということか。

「っ……な、何でもない。今のは気の迷いだ、忘れてくれ。今度こそ私は行くからな」

「は、はい……お疲れ様です、レイラさん」

　レイラさんは苦笑し、切れた眼帯を手持ちの紐ひもで補修して付け直してから歩いていった。彼女らしからぬ照れた姿を見せたことが、気恥ずかしかったのだろうか。

　俺は広場に視線を巡らせ、マドカが俺の仲間たちと一緒にいることに気づく。俺が近づくと、マドカは仲間の輪を抜けてこちらにやってきた。

「アリヒトお兄さん、助けていただいてありがとうございました……みなさんが来てくださらなかったら、私はきっと……」

　青ざめて震えているマドカ。あれだけの魔物の群れに襲われたのだ、怯おびえるのは無理もない。

　そして彼女が出していた初級武器の露店も、直撃こそしていないが熱ねつ線せんでいくらか武器が散らばり、破壊されていた。

「その武器、災難だったな。これから初心者に配るためのものが、足りなくなるんじゃないか」

「は、はい……壊れた武器の種類を確かめてみないと、何とも言えませんが……」

　黒箱ブラツクボツクスから出てくる大量の『＋なし』武器は、初心者が最初に使う分には十分な性能を持っている。武器は種類によって装備できる職に制限があり、強い武器はレベルが上がらないと持てないこともある──俺は今のところ、装備できない武器に遭遇していないが。

　しかし、今回のような『スタンピード』がまた起こりうること、それにマドカが巻き込まれる可能性を考えると、そのことも気がかりだ。

「ここで初心者に武器を配るのも、大事な仕事だが……マドカ、俺たちのパーティの専属で商人をやらないか？　組合みたいなのがあるなら、そこから無理に抜けるようにとは言わないが……」

「っ……い、いいんですか？　私、まだレベル２で……」

「私もまだレベル２だよ、マドカちゃん。これから一緒に強くなっていこ？」

「ミサキさん……」

「なんて、私も同じレベルの仲間が欲しいだけだけど。スズちゃんはレベル一個上で、もう大活躍してるんだもん。私も剣道とかやってたらなー」

「私もアリヒトさんや、皆さんについていくのがやっとだから……マドカちゃんも、一緒に頑張ってみませんか？　きっと、アリヒトさんと一緒だと楽しいと思います」

　もう勧誘は済ませていたが、さらに重ねて畳み掛ける。マドカは安心して、今さら涙が出てきてしまったのか、五十嵐さんにハンカチを渡されて涙を拭ふき始めた。

「本当は、もっと自分のレベルを上げて、新しい技能をいっぱい身につけたいと思っていたこともありました。でも……あんな魔物がたくさんいて、最初の迷宮も最後まで潜れなくて。私、本当にだめだなって……だから……」

「あきらめることはないんじゃないか。パーティを組んで助け合うことで、どんな職でも上の区に上がっていける。俺だって、一人じゃ何もできないからな」

「……アリヒトお兄さんは、私なんかよりずっと強くて立派です。あの魔物たちを見ても、全然怖がらないで立ち向かって……」

「確かにびっくりするくらい動じないわね。だから、ついていって間違いはないと思うわ。女の子ばかりだけど、後部くんは悪さをしたりしないから」

（むしろ俺が、夜の間にみんなに悪さをされた疑惑があるんだが……俺がいやらしい夢を見ただけだったりしたら自爆もいいところだし、なかなか真偽が確かめられないんだよな）

　いつか、俺が寝ているときの映像を記録できるアイテムが見つかったりしないだろうか。『記き録ろく石せき』みたいな魔石を使って──それがありえなくもないのがこの迷宮国だ。
















「あ、あの……もし良かったら……私も、アリヒトお兄さんのパーティに入りたいです」

「ああ、こちらこそよろしく頼む。商人としての仕事も頼みたいが、また機会を見てレベルを上げることも考えよう。技能があった方が、便利なこともあるからな」

「はいっ、よろしくお願いします！」

　ターバンを被った商人の少女、マドカ。俺が迷宮国に来た当初から面識のあった彼女だが、この段になってパーティに加入することとなった──戦闘に臨むメンバーだけでなく、可能なら町での活動を行うメンバーを増やしていっても良いと思う。

「それじゃ、勧誘も済んだところで、こちらの報告もさせてもらっていい？　アリヒト、これが『スティール』で取れたわよ」

　エリーティアが、『空から来る死』のドロップ品を渡してくれる。それは桃色の魔石のようなものだった。

　ファルマさんの店で黒箱ブラツクボツクスを開けたときにもらった初級鑑定の巻物。それを使ってみると──『混こん乱らん石せき』であることが分かった。

（魔石は、魔物の持つ特殊攻撃の内容を反映してることが多い。つまり、『空から来る死』は、混乱の特殊攻撃を持ってたわけだ……使われる前に仕留められたのか、使う頻度が低いのか。どちらにせよ幸運だったな）

　混乱の効果は、攻撃する対象が敵味方関係なくなってしまうこと。エリーティアの『ベルセルク』で陥る状態にも似ているが、もし複数人が混乱すると目も当てられない──同士討ちは必至だろう。

　そして混こん乱らん石せきを武器につけることで、『ヒュプノス』系の技が使えるようになるらしい。魔石は付け外しができ、複数個つけることもできるので、混こん乱らん石せきと毒どく晶しよう石せきをスリングにつければ、俺の付加できる状態異常は二つとなる。

　デミハーピィがもしかして睡すい眠みん石せきなんかを持っていないか──と思うが、一見して魔石のようなものは額にくっついていなかった。まあ、調教して手なづけ、召喚できるようになれば、『睡眠の歌』を戦術に組み込むことは可能になる。

　今回テレジアとエリーティアの新しい技能を取り入れなかったので、それも試験の時には有効に利用したいところだ。

「怪我人も無事に搬送されたし、いったんギルドに戻るとするか」

「ええ、そうね。ルイーザさんを安心させてあげないと」




　ギルドに戻ると、他のギルド職員と共に被害状況の確認に追われていたルイーザさんが、俺たちの姿を見つけて駆け寄ってきた。

　そして、深く頭を下げる。ギルド職員も、探索者も──俺たちがこの建物を出て、魔物たちと戦ったことに感謝を示してくれていた。

　やがて顔を上げたルイーザさんは、いつもの愛あい嬌きようのある笑顔ではなく、凛りんと表情を引き締めて言った。

「アトベ様たちは、この八番区の危機をお救いくださいました。僭せん越えつながらギルドの代表に代わりまして、担当官として感謝の意を表します……本当に、ありがとうございました」

「これからが大変だとも思いますが、無事に乗り切れて良かったです。怪我をした人たちも、できるだけ早く復帰できるよう祈ってます」

「はい……アトベ様、温かいお言葉をいただきありがとうございます」

　ずっと気を張っていたルイーザさんの緊張が切れて、彼女が涙ぐむ。スタンピード対処の責任者を務めていたという彼女の重圧を、俺たちの手で取り払ってあげられた。仲間たちも安あん堵どしているし、俺も同じ気持ちだ。

　仲間たちがルイーザさんに歩み寄り、彼女を励ます。俺の隣に並んだテレジアは、蜥蜴トカゲのマスクをつけているからか、ルイーザさんを囲む輪には加わらなかった。

　俺の横に並んだテレジアの口元は無表情のままだが、蜥蜴トカゲの瞳ひとみがこちらを見つめている。彼女もまた、安堵している──そして俺がデミハーピィもろとも屋上から飛び降りたことを思い出したのか、少し震えてもいる。

「もっと安定した戦いができるように、強くならないとな。俺も、みんなも」

「…………」

　テレジアはこくりと頷うなずき、自分の胸に手を当てる。今よりももっと自分の力を引き出し、活かして欲しいというように。





六　飛び級






　八番区の被害状況は、建造物およそ三十棟が破損、怪我人は46名、うち重傷者が２名とのことだった。

　スタンピードでは死者が出ることも珍しくなく、初級探索者ノービスに敬遠されて魔物の増えがちな『午ご睡すいの湿しつ地ち』には、定期的に上位探索者を招しよう聘へいすることによる魔物掃討が行われていた。しかし予想より遥はるかに早くスタンピード警戒域に入ってしまい、今回の事態が起きてしまったのだという。

　守備兵が迷宮に入って積極的に魔物を討伐しないのは、彼らが町の治安を守ることを優先しているからである。カルマ上昇反応があれば即座に急行しなくてはならない彼らはそこまで大人数ではなく、レベルもそれほど高いというわけではない。八番区の守備隊長はレベル５で、他の探索者はほぼそれ以下だった。

　それゆえに、レベルは非常に上がりにくい──はずなのだが。『名前つき』と遭遇する頻度が高い俺たちは、通常では考えられない速度で成長している。

　エリーティアはさすがに連続でレベルアップとはいかなかったが、ライセンスに表示される、経験値のたまり具合を示す『バブル』が５つ溜たまっていた──レベル５の『名前つき』を二体討伐すれば、彼女もレベルが上がる可能性がある。休みなく探索しているので経験値が減るペナルティはないが、そのうち休養してどれくらい減るのかは検証しておかなければ。

　さておき、今日も俺はみんなに外で待ってもらい、リーダーとしてルイーザさんに戦果報告を行った。

「では、ライセンスを拝見させていただきます……ああ、やはり……」





◆今回の探索による成果◆




・★１迷宮のスタンピードを鎮圧した　１０００ポイント

・『アリヒト』のレベルが５になった　50ポイント

・『テレジア』のレベルが５になった　50ポイント

・『キョウカ』のレベルが４になった　40ポイント

・『スズナ』のレベルが４になった　40ポイント

・『シオン』のレベルが４になった　40ポイント

・『ミサキ』のレベルが３になった　20ポイント

・『フライングドゥーム』を32体討伐した　４８０ポイント

・『スイートバード』を５体討伐した　80ポイント

・『デミハーピィ』を３体捕獲した　２４０ポイント

・賞金首『★空から来る死』を１体討伐した　１６００ポイント

・パーティメンバーの信頼度が上がった　３００ポイント

・合計32名を救援した　９６０ポイント

・『リヴァル』を救助した　１００ポイント

・『マドカ』を救助した　１００ポイント




探索者貢献度　５１００

八番区歴代貢献度ランキング　１

七番区貢献度ランキング　３３２






　片眼鏡モノクルで数値を確認し、ルイーザさんは感嘆の息をつく。町を駆け巡り、目に映る敵を全て倒してきたが──それで稼いだ貢献度より、スタンピード鎮圧、そして『空から来る死』を倒し、負傷者を救援できたことが大きい。

「ルイーザさん、やはりというのは？」

「アトベ様が短期間に非常に大きな貢献をしたため、ギルドはあなたがたを無試験で七番区の序列に組み入れました。おめでとうございます、最初から七番区の中級住宅を使用することができますよ」

「中級住宅……もしかして、一軒家を借りられるんですか？」

「はい、テラスハウスになりますが。マンションタイプの方が好みだからと、集合住宅を選択される方も多いです」

「なるほど、ライフスタイルも色々ですからね」

　当面は借家、賃貸住宅で暮らすことになるので、良い物件でも腰を落ち着けられないわけだが──いずれはここを拠点にしたいという場所がどこかの区に見つかるだろう。

「でも、無試験っていうのは寂しいですね。同じところに泊まってる『北極星ポーラスター』っていうパーティも試験を控えてると思うんで、できれば一緒に受けたかったんですが」

「北極星ポーラスター……あっ。その方たちでしたら、今日の早朝に『呼び声の森』での試験に入られています」

「それで、町で姿を見なかったんですね。試験って、数日がかりになったりすることもあるんですか？」

「はい、七番区からは迷宮内での野営も必要になってきますので、その訓練も兼ねています。魔物の夜襲などもありますが、それに対する対処も試験項目に含まれます」

「それはいい訓練になりそうですね。仲間との相談にはなりますが、明日試験を受けさせてもらってもいいですか？」

「はい、ご希望であれば、試験の手続きをさせていただきます。では、私は町の修復についての会議に出ないといけませんので、失礼いたしますね」

「修復には、かなりお金がかかると思うんですが、もし負担が大きかったら俺からも……」

「いえ、こういったときのために、全ての区の住人たちで作っている基金がありますので。個人的に出資していただく必要は、原則としてございません。お気持ちだけで大丈夫ですよ」

「そうですか……それを聞いて少し安心しました。傭よう兵へい斡あつ旋せん所が半壊していたので、かなり修復が大変そうだと思っていたんです。他の建物も、俺たちが戦闘するときに壊れてしまってますし」

「これでも被害は小さいほうです。地上を荒らし回るタイプの魔物が出てきてしまうと、人的にも、物的にも、途方もない被害が出ることがあります……そうならないよう、スタンピードの危険度は常に一定以下に保たなくてはいけないのですが」

　ルイーザさんの態度が徐々に柔らかくなってきたと感じていたのに、今日は硬い受け答えに見えるのは、スタンピードのことで彼女が責任を感じているからだろう。

「俺たちも厄介な敵だと感じる魔物たちでしたし、みんなが敬遠するのはある程度仕方ないと思います。魔物の発生源みたいなものを封鎖したりはできないんですか？」

「それは……魔物には出現条件があり、それを把握すれば、出現を抑制することもできるそうです。それこそ、『魔物学者』の方が一部の魔物について研究結果を公表しているだけで、ほとんど明らかになっていないのが現状です」

「そうすると、危険度が上がってきたら対応するしかないですね。俺たちにも知らせてください、もう対策はしっかりできているので、効率よく魔物を減らせると思いますよ」

「一度スタンピードが起こると、よほど長く放置することがなければ、再度発生するまでに日にちがかかります。ですので、魔物掃討のスケジュールを見直して、未然に再発を防ぎたいと思っています」

　おそらく『午ご睡すいの湿しつ地ち』のように、敬遠されがちな迷宮は他の区にもあり、スタンピードの危険はそこらじゅうの迷宮で高まり、ギルドセイバーや守備兵は対応に追われていると考えられる。

　最も恐ろしいのは、上の区で活躍する冒険者でも魔物の数を減らすことに苦労するような迷宮が、スタンピードを起こした場合──八番区でもこの被害なのだから、一つ間違えば大惨事になりかねない。

　自分の実力に合った迷宮に勤勉に潜り、魔物と戦い、それぞれの区でスタンピードを防ぐ。それもまた、探索者の使命であると言える。

　だが全員が勤勉ではなく、命をかけて魔物と戦い続けられるわけではない。

「……迷宮というものが、とても厄介なものだと感じておられますか？」

「正直を言えば、そういう部分もあります。手強くて、謎だらけで、気を抜けばスタンピードを起こす。そういうものを数多く集めたこの国は、一体なんなんだ……とも思いますが。だからこそ、序列を駆け上がって、色々なことを知りたいとも思います」

「アトベ様……」

「あ……い、いや、その、格好つけすぎましたかね。探索者としてやっていくことは、俺にとっては全く苦ではないので。仲間が居てくれるからというのが大きいですが」

「いえ……とても素晴らしいと思って、感銘を受けていました。これからも、アトベ様の担当官として、私もできる限り尽力したいと思います。今後も、よろしくお願いいたします」

「こちらこそ、よろしくお願いします」

　俺たちは席を立ち、握手を交わす。初めはこんな美人を前にしてドギマギとしたものだが、こうやって落ち着いていられる自分が不思議だ──迷宮国に来てから、少しは成長できたのだろうか。





七　商人組合






　報告を終え、ギルド近くの医療所に行き、リヴァルさんたちの様子を見に行く。魔法職の男性は復帰まで三日ほどかかるそうだが、命に別状はないとのことだった。

「すまねえな、アリヒトも疲れてるだろうに顔を出してもらって」

「確かに、戦いのあとはいつも多少は気疲れしますが。仲間がいると、俺の負担はそれほど大きくないですから」

「本当に大したもんだ。デビューからまだ四日で、もう貫かん禄ろくが出てきてやがる。この区で過ごす時間も残り少ないだろうが、おまえみたいなルーキーに会えて良かった。たまには八番区にも顔を出してくれよ、寂しくなるからな」

　リヴァルさんは多くのルーキーたちと出会い、そして見送ってきた。その中でも強く印象に残ったというなら、光栄という他はない。

「ありがとう、アリヒトさん。あんたのおかげで、俺たちは仲間を失わずに済んだんだ」

「リヴァル兄さんは、あたしたちの恩人なんです。初級迷宮でつまずいてたあたしたちを助けてくれて……」

「本当なら、野心を持って迷宮に潜り続け、いい武具を手に入れて上を目指すべきなんだろう。だからアリヒト、お前は俺にとって眩まぶしい存在だ。俺たちは、俺たちにできることをやっていく。アリヒト、こんな言い方は重荷かもしれないが、俺たちの夢をお前に託させてくれないか」

「……分かりました。行けるところまで行きます。でも俺は、いつだって夢を再開してもいいんじゃないかとも思いますよ」

　初心者の救助を後進に引き継ぎ、再び迷宮に潜る──そういう選択をする自由は、どのパーティにでもある。

「……そうだな。そうだ……何を諦あきらめたようなことを言ってたんだ。アリヒト、本当にお前は……」

「俺も、まだ見知らぬ強い敵の攻撃を受けてみたい。リヴァルに盾を使わせるなんて体たらくで、何を言ってるのかと思うだろうが……」

「あたしも怖くて、あのすごい色の化物に何もできなかった。でも、負けたままでいたら心が死んじゃいそうだから……できるだけ、みっともなくもがいてみます」

「俺も毎回ヒヤヒヤしてます。それでも仲間がいてくれるから、何とか逃げずにいられてるっていうだけですから」

　一人では手が届かなかった壁も、仲間と連携し、あるいはパーティの誰かが新しい技能を得ることで、超えられるようになるかもしれない。

『後衛』が、仲間を支援することにかけて万能であることから、俺が技能の可能性を無限に感じているところはある──だが、仲間たちの技能にも強力なものはあって、何度も助けられている。

　探索者としての目の輝き──野心を取り戻したリヴァルさんたちと、いつか他の区で会う日が来るだろうか。それもこの迷宮国で生きていく上で、楽しみにしておきたい。無数のパーティの中で、縁あって知り合える数は限られているのだろうから。




　リヴァルさんたちと別れ、ギルド前の広場に向かう。すると、シオンを迎えに来てくれたのか、ファルマさんがアシュタルテを連れてきていた。

「あっ……お疲れ様です、アトベ様。この度は町をお救いいただき、住民の一人として篤く御礼申し上げます」

「それを言うなら、俺も住民ですから。この町には平和でいてもらわないと困りますからね」

　ファルマさんはくすっと上品に笑うと、お座りをして五十嵐さんに首を撫なでられているシオンを見やった。

「この子の気持ちは、今日のことを通してよくわかりました。アトベ様……もしよろしければ、シオンをお連れいただけませんか？　これからもパーティの一員として」

「えっ……そ、そんな、こんなモフモフして、大きくて可愛い犬なのに、いいんですか？」

「……バウッ」

　なぜか五十嵐さんが慌てている──シオンが仲間になってくれたら嬉うれしいと思っていたんだろう。

　俺も『カバーリング』で何度も助けられたし、シオンは頼りになる。テレジアも怖がっている様子は無くなったし、エリーティアと一緒に前衛を務めてもらえば、パーティはさらに盤石となる。

「ありがとうございます、ファルマさん。お言葉に甘えて、シオンを預からせて……いや、俺のパーティに正式に入れさせてもらえますか」

「はい、喜んで。この子もとても喜んでいます……あらあら、そんなに尻しつ尾ぽを振って」

　シオンはおすわりをしたまま、大きな尻尾をふわふわと振っている──『テールカウンター』をするときと違って、ゆったりした動きだ。

「アシュタルテ、シオンはアトベ様と一緒に、もっと立派になって帰ってくるから。心配しないで見送ってあげてね」

　アシュタルテはファルマさんを静かに見返してから、シオンに近づいていく。そして、ペロペロとわが子の毛を舐なめ、毛づくろいを始めた。

　それも終えると、シオンは一度だけ母犬の胸に顔を寄せてから、そっと離れた。アシュタルテは目を細め、俺の前にやってくると、地面に伏せるようにする。

「よろしくお願いします、ということみたいです。アトベ様、アシュタルテを撫でてあげていただけますか？　それで、了承ということになります」

「ああ……シオンは絶対無事に帰すからな。寂しくなると思うが、定期的に会いに来るから」

　アシュタルテは俺が頭を撫でると目を閉じる──それが、彼らにとっての服従、あるいは信頼の証だということだった。

「ちなみにファルマさん、アシュタルテのレベルはいくつなんですか？」

「アシュタルテはレベル13です。ふだんはギルドのお使いで、上の区の難度の高い迷宮にも行っていますので……」

　レベル９のエリーティアが現時点で破格の強さだというのに、それ以上とは──正直一匹で八番区の治安を維持できそうだが、強者には強者の仕事があるということか。

「シオンもレベル13になったら、あんなに大きくなっちゃうのかしらね……」

「あはは、レベルと大きさが関係あったら、エリーさんはもっと大きくなってますよー」

「っ……だ、だから、小さくないって言ってるでしょう。平均身長には届いているわ」

　五十嵐さんたちのやり取りを聞いてファルマさんがもう一度笑う。彼女も少し寂しいと思っているのだろう、シオンに近づくと、その首元を優しく撫でていた。




『曙あけぼのの野原』前にある広場の修復が行われるため、マドカはいつも開いている露店を撤収し、俺が新しく借りた倉庫に在庫を入れて、商人としての活動を続けることになった。

『オレルス夫人邸』にやってきたマドカはその豪華な内装に感嘆しきりだったが、彼女が商人としてどんなことができるのかと尋ねると、談話室で説明してくれた。みんなも同席して、マドカの自己紹介も兼ねて、お茶を飲みながら話を聞くことにする。

　いつもつけているターバンを外して、マドカは少しぺたんとしている黒髪のボブカットを整える。頭装備をしているメンバーは今はみんな外しているが、マドカと同じように髪に癖がつくのが難点だと言っていた。

「アリヒトお兄さんからご紹介にあずかりましたが、改めてご挨あい拶さつさせていただきます。マドカ＝シノノギと申します」

　みんなも一人ずつ名乗っていく。シオンは屋敷に入れず、護ご衛えい犬けん用の犬舎にいる──犬が入っても大丈夫な宿舎も、中にはあるらしいのだが。

「私は『商人』という職を選んで、『商人組合』に加盟したので、八番区で組合に加盟しているお店とは、ライセンスで連絡を取ることができます。特定の商品を探したいときに検索したりできますし、素材を加工してもらう工房の場所を探したり、スケジュール状況について確認することもできます」

「それは……まさに商人の特権っていう感じだな」

「お店を一つひとつ回らなくて良くなるのは凄すごく便利ね」

「できれば、ルーンを装着するところはこの目で見たいが……加工の見積もりとかは出せるのか？」

「はい、少しお返事に時間はかかりますが。複数の同業者さんで見積もりを出すこともできます」

　この話を聞く限りだと、『商人』だけネットショッピングが使える特権を持っているような感覚だ。パーティに一名いるかいないかで大きく変わってくる。

「メリッサさんのところにも連絡ができるので、先ほど討伐された魔物の素材についても、加工をお願いすることができますよ。パーティリーダーの認証が必要なので、アリヒトお兄さん、ライセンスの画面に出ているボタンを押してもらっていいですか？」

「ん……こうか。おお……これは便利だな」





◆アリヒト＝アトベ様　解体所からの報告◆




・フライングドゥーム　32体　素材利用不能

・フライングドゥーム解体時に『吸きゆう体たい石せき』を２個発見

・スイートバード　５体　肉、武器、防具に加工可能

・★空から来る死　１体　表皮を防具に加工可能

・★空から来る死の体内から『赤い箱』を発見






　触手の塊のフライングドゥームは加工しようがないだろうと思ったが、その通りだった。食用にも使えないとは、見た目通りまずいのだろうか。しかし数を多く倒したので、ドロップ品の『吸きゆう体たい石せき』が出ている──名前からして、もしかして攻撃と同時に体力を少し吸収したりするのだろうか。

　スイートバードの羽根は矢に使えるらしいので、スズナの矢に加工してもらう。さらに羽毛で帽子を作れるというので、それも作ってもらうことにした。

　そして、空から来る死──触手を落としたあとに皮をきれいに剝はがすことができ、それが防具に使えるらしい。赤い箱の中身は黒い箱と比べるとかなり少ないらしいが、箱はロマンの塊なので、開けるのが楽しみではある。

「……あの『名前つき』から作れる防具は、ラバーみたいな触感の、身体にフィットするアーマーか……」

「そ、そこで私を見られても……着てほしいの？　レディアーマーでまだ十分だと思うわよ、エリーさんのお墨付きだし」

「確かにキョウカの鎧よろいはしばらく使えそうだと思うけど、『名前つき』の防具なんて滅多に作れないから、誰か装備できるといいわね。テレジアはどう？」

「…………」

　どういう装備か分かっていないので、テレジアは無言でこちらを見るだけだった。ボディアーマーからラバーアーマーに進化したら、どうなってしまうのだろう──いよいよ首から下のリザードマンらしさが失われてこないだろうか。

「まあ、性能を見てからにするか。せっかく防具にできるなら、してもらった方がいい」

「では、オーダーはこちらで送っておきますね。鍛か冶じ屋やさんは、どちらを利用されますか？」

　ルイーザさんの紹介を受ければまた穴場を教えてくれるかもしれないと思ったが、とりあえず並んでいる店名に目を通してみる。

「……ここの職人の人が一番レベルが高いのか。レベル７、ファルマさんと同じだな」

「そうすると、探索者の私たちより、支援者の人の方が強いのね……」

「職人のレベルも１から７までありますから、全員強いわけじゃないとは思います。より技能を磨こうと思うと必然的に高レベルになるんでしょうね」

「じゃあ、ここの職人さんで……うわ、予約が凄いな。そうか、そういうこともあるか」

「二週間待ちですから、キャンセルが出てもかなり待つことになりますね……お兄さん、どうされますか？」

「分かった、やっぱりツテを探してみよう。後でメイドのミレイさんにも聞いてみるかな」

　まだ昼下がりなので、あとは夕食までそれぞれ自由行動とした。俺も一度昼寝をしてから、鍛冶屋について情報を集めるとしよう。





八　自己強化






　短い昼寝から覚めて寝室から出ると、ドアの外にテレジアが控えていた。

「ずっとそこにいたのか？　テレジアも休んでいいんだぞ」

　テレジアは首を振って、俺をじっと見る──俺が起きてくるまで待っていたかった、ということだろうか。

　彼女も魔力が少し減っていたが、五十嵐さんは技能を限界まで使っていたのでさらに疲労が大きい。魔力をすぐに回復する手段があればいいのだが、今のところはポーションが手に入りにくく、良質な睡眠がもっとも効くという状況だ。

　居間に行くと、エリーティアたちが話をしていた。俺に気がつくとスズナが席を立って挨拶しようとするが、その前に制する。

「いや、座ったままでいい。俺はちょっと出てくるけど、何か買ってきて欲しいものとかあるか？」

「コンビニとかあったらいいんですけどねー、そこまで便利ではないですよね」

「生活に必要なものは、ロイヤルスイートのお部屋だと備えつけてありました。毎日補充してもらえるみたいです」

　男性よりも、女性の方が必需品は多い──そういうことを失念していたが、部屋のランクが上がることで自然に生活用品の問題は解決された。

「足りないものは、私に申し付けていただければ手配できますので、いつでも言ってください」

「ああ、金貨百枚ずつは一人ずつの小遣いとして自由に使ってくれ。それでもまだ一万枚以上あるから、大量出費があるときはみんなで合議をして使うかどうかを決めよう」

　ジャガーノートの賞金と素材で金貨９５００枚、さらに『空から来る死』の賞金が１６００枚で、それだけでも一万枚を超えた。

　大きな出費があるときに金貨が足りない事態は避けたいので、いちおう金貨の半分はパーティ財産、残りは個人で山分けという感覚で考えてはいるが、いざというときのために倹約しておきたい。

「すごい……アリヒトお兄さんのパーティは、八番区で一番資金がたくさんあると思います」

「八番区ではそうだけど、七番区がもう見えてきてるからな。あと手に入った赤い箱があるから、その中身次第ではもう少し増えると思う」

「マドカちゃんがいると物を買う時は割引ができて、売るときもちょっと高くなるそうですよ。余ったものを売るときも、お得になりますよねー」

　黒い箱から出てきた大量の初心者用武器・防具は、どのみち売却価格が二足三文なので影響は少ないが、高額なものを売却するときは、もし一割でも高く売れれば大きく違ってくる。商人たちとの付き合いもあるので、毎回値段交渉をせず、肝心なときのみにするのが重要だとは思うが。

「アリヒト、みんなの技能を見てあげたら？　あなたの技能も増えていると思うし」

「あ、私たちは後で大丈夫ですよー。一度にお願いしたら、お兄ちゃんも大変ですし」

「ミサキちゃんと、夕食のあとで聞きに行こうって話していたんです」

　一気に見てもいいのだが、取得する技能は熟考して決めたいので、一人ひとり時間を取るべきではある。

　そういえばマドカがパーティに入ったので、俺は単身で寝ることになったわけだが──まあ男一人なので、それが自然といえば自然だ。

「あ、あの……キョウカお姉さんとお兄さんは、すごく仲良しですよね。もしかして、恋人さんだったりとか……す、すみません、そんなこと、私が聞くのはまだ早いですよねっ」

「だ、大丈夫だ。えーと……俺と五十嵐さんは、元々上司と部下だったんだ。彼女とは、ずっと一緒に仕事をしてたんだよ」

「そうなんですか……素敵ですね、男の人と女の人でも、お仕事を通して仲良くできるのって」

「うう、マドカちゃんの目の純粋さが眩まぶしい……浄化されちゃいそう……」

　ミサキのことだから、俺と五十嵐さんの関係については色々と想像していたのだろう──まあ、実際は今説明したとおりなのだが。

　そんなことを話していると、部屋で休んでいた五十嵐さんが居間に出てきた。エリーティアがそれに気づいて声をかける。

「あ……キョウカ。どうしたの、具合が悪いならもう少し休んだら？」

「い、いえ、そういうわけじゃないんだけど。私のことを話してるみたいだったから」

「アリヒトお兄さんと、キョウカお姉さんは仲良しですよねっていうお話をしていたんです。私、男の人とあまり接したことがないので、そういうのって、その……羨うらやましいなって」

「っ……けほっ、けほっ。後部くん、そんな話してたの？　な、仲良しっていうか、それはその、チームとしての……今となっては正直に言うと、後部くんは私にとって信頼できる相棒っていうか、そういうふうに見てて……」

　ここで「そんなふうに見ていてくれたんですか」とか俺が反応しようものなら、周りの人が見ていられないような空気になりそうだ。当時の俺と五十嵐さんの間には全く色気のあるエピソードなど無かった──アイスと間違えて買ったホットのコーヒーを、一口飲んでから俺にくれたくらいか。

　俺に休日出勤を命令し、自分も張り切って会社に来ていた元気な五十嵐さんの姿を思い出す。仕事をする姿が、これほど似合う女性もそういない。

「こうやってパーティとして組んでも上手くやっていけるんですから、やっぱり昔から相性は良かったんですかね」

「……ま、まあ、今からでも別にね、それは遅くないけど。相性が悪かったら、一緒に仕事をすること自体できてないわよね」

「それはそうですね。いや、こんなこと言ったら怒られるかと思ってたんですが」

「はぁ～、お兄ちゃんもキョウカお姉さんも、何ていうか見てて甘酸っぱいですね。オフィスラブ一歩手前っていうか、逆に近すぎて慣れちゃったというか、そういうドラマってよくありますよねー」

「そ、それはドラマの中だけの話でだな……俺は上司に対して、そんな浮ついたことを考えたりしないぞ。五十嵐さんに申し訳ないし……」

「今となっては、私の方が部下だけどね。そうなると、後部くんは『申し訳ない』とは違うふうに思ってくれるのかしら」

「い、いやぁ……参ったな……」

　頰を搔かく俺を見て、みんなが呆あきれたように笑う。五十嵐さんは基本的に、茶化されると怒るとばかり思っていたので、淑やかな大人の対応が新鮮に感じてしまう。

「……ふぁ。ご、ごめんなさい。起きてきたばかりで、まだ少し疲れてるみたい」

「これくらい高級な部屋でも、一晩寝ないと回復しないから……私も、眠くなってきたかも……」

「エリーさんもおねむですかー？　スズちゃん、お昼寝する？」

「うん、私も少し魔力が減ってるから……ふぁ……」

　ミサキは魔力を使うようなことをしていないので元気だが、スズナは『皆かい中ちゆう』『盛り塩』でかなり消耗している。

　しかしミサキも一緒に休憩したいとのことで、五十嵐さんとテレジアを残してみんな昼寝に行ってしまった。マドカもライセンスを介して遠隔地にオーダーを送るときに魔力を使うらしく、パーティメンバー画面で魔力の減りを確認すると、四分の一ほど減少していた。

「五十嵐さん、俺は起きて適当に時間を潰つぶしてるんで、ゆっくり休んできてください。俺は少ししたら、テレジアと出てきます」

「そ、そう……じゃあ、出発するまで、お茶でも飲む？　って言っても、ここだとメイドさんが持ってきてくれるのよね」

「そうかもしれないですけど、その都度呼ぶのも悪いですしね。俺が淹れてきますよ」

「あなたは座ってていいの。一番大変なリーダーなんだから」

　五十嵐さんは椅子に座っている俺の後ろに回ると、肩に手を置く。その触れ方が自然で、そして『あなた』という響きが耳に心地よく、単純な俺は簡単に幸せな気分になってしまう。

「じゃ、じゃあ……えっと。メイドさんの代わりだから……」

「え……い、五十嵐さん？」

「だ、だから。自主的に、後部くんにしたことを謝らせて欲しいと思って……まだ、会社に居た頃に無茶させたこと、謝りきれてないから」

「いや、俺はもう気にしては……」

「そうしないと私の気がすまないの。笑ってもいいから、何かさせて」

「は、はい。何かっていうのは、お茶を淹れてきてくれるってことですか？」

　もどかしいやり取りだと自分でも思う。テレジアもさっきからずっと見ているので、五十嵐さんはだんだん恥ずかしくなってきたのか、耳まで真っ赤になっている。

　──というのは、少しずれていた。五十嵐さんが何を恥じらっているのか、俺は彼女が次の言葉を発するまで、全く想像がついていなかった。

「……ご、ご主人様……お茶をお持ちしますので、このまましばらくお待ちください……っ」

「……あっ、は、はい！　おおお待ちしてます！」

　一瞬遅れて状況を理解する。五十嵐さんがとてもしそうにないサービス──謝罪の一環とはいえ、まさかメイドとして俺にお茶を淹れてきてくれるとは。こんなメイド、滅多にいないんだからねとツンデレっぽく言ってくれたら、ますますひとたまりもない。

「良かった、喜んでくれてるみたいで。後部くんの好きなこと、これから時間のある時に教えてね」

　五十嵐さんが台所に向かう。その後ろ姿を、俺は呆ぼう然ぜんと見送る──何だろう、今のチャーミングな女性は。俺にあんな知り合いがいただろうか、と疑ってしまうほどにギャップが大きい。
















　あざといという人もいるかもしれないが、俺は単純なので、素直に喜んでしまう。しかしテレジアがじっと見ていることに気づき、特にずれてもいないがネクタイの位置を直した。

「テレジア、そんなわけで……少し疲れてるかもしれないが、外出に付きあってくれるか？」

「…………」

　テレジアはこくりと頷うなずくが、何かまだ伝えたそうにしている。

「どうした、テレジア……そうだ、技能の選択を今やってもいいか？」

　テレジアは再び頷く──どうやら正解だったらしい。レベルが上がったことで取得できる技能も増えているだろうし、時間のある時に新しい技能を見ておきたい。

　ライセンスを出し、テレジアの技能を表示する。元傭よう兵へいのテレジアはライセンスを持っていないので、俺が代わりに表示する必要があった。





◆隷属者の技能開示　『テレジア』◆

リザードスキン１　アクセルダッシュ

索敵拡張１　警戒１　無音歩行







◆取得可能な技能◆

スキルレベル２




シャドウステップ：残像を残しながら回避し、敵を幻惑する。




隠れる：敵に攻撃するまで全く気づかれなくなる。必要技能：無音歩行




指先術２：中程度の難度の鍵かぎ、罠わなを外すことができる。必要技能：指先術１







スキルレベル１




ダブルスロー：投とう擲てき武器を二つ同時に投げる。




アサルトヒット：敵に気づかれずに攻撃すると打撃が２倍になる。




ピックポケット１：相手に気づかれずに指定の所持品を盗めることがある。




縄抜け：拘束状態になっても脱出できる。




指先術１：難度の低い鍵、罠を外すことができる。







残りスキルポイント：７






「攻撃系と補助の技能が一気に増えたな……おっ、『ダブルスロー』は良さそうだな」

「…………」

『ダブルスロー』、『アサルトヒット』は使えそうなので取っておく。そして、『アサルトヒット』後に安全に離脱するため、『シャドウステップ』を取る──ここまで取ってしまうなら、『アサルトヒット』に確実に繫つなげられる『隠れる』も欲しいところだが、『指先術２』が取得できるので、『指先術１』と一緒に覚えてしまうという手もある。

「鍵を開けたり、罠を解除する役目をテレジアに任せてもいいか？」

「…………」

　テレジアは戦闘向けの技能に興味があるようだが、すでに三つ取得する予定に入っていると説明するとこくりと頷いた。『隠れる』は次のレベル以降で再検討だ。

「『ダブルスロー』のために、投擲武器を手に入れないとな。ショートソードは接近戦用に持っておきたいから、同時に持ち歩くためにあまり重くない武器を探そう」

「…………」

　投げナイフだと数を投げきったら終わりだが、ミサキも鉄のサイコロをほぼ使い捨てにしているので、投擲武器はそういうものだと思うほかはない。手元に戻ってくるような効果がついているものがあるなら、それを魔石やルーンで強化すれば、テレジアの瞬間攻撃力はかなり上昇しそうだ。

「さて、次は俺か……」

　自分の技能をライセンスに表示する。テレジアの技能を見て俺のは見せない、というのもそろそろ不公平なので、彼女には見ていてもらうことにした。

　そして俺は目を見開く──まさにこういったものが欲しかったという技能が、いくつも表示されていたからだ。





◆習得した技能◆

支援防御１　支援攻撃１　支援攻撃２　支援回復１　支援高揚１

鷹たかの眼　アザーアシスト　バックスタンド







◆取得可能な技能◆

スキルレベル２




支援防御２：前にいる仲間に自分の防御能力と同等の防壁を張る。同系統の技能は重複しない。




殿でん軍ぐんの将しよう：前に仲間が多くいるほど、自分の能力が上昇する。







スキルレベル１




支援連携１：前にいる仲間に連携技を発動させる。

支援魔法１：前にいる仲間の魔法を、50％の消費魔力・威力で重ねがけする。

支援回避１：前にいる仲間がまれに『絶対回避』を発動する。

支援招集１：近くにいるパーティを後方支援として招集する。




アシストチャージ１：前にいる仲間に魔力を少し分け与える。




後ろの正面：魔力を５ポイント消費し、一定時間後方まで視界が広がる。




バックドラフト：後ろから攻撃されたとき、自動的に反撃する。







残りスキルポイント：３






「…………」

　テレジアが無言で指差したのは『殿軍の将』だった──殿しんがりの軍とは、つまり退却する時に最後尾で敵の攻撃に対処しつつ逃げる決死の役割だ。しかし、『後衛』の技能としては、自分に対して支援ができないという弱点を克服するものとなる。

　もちろん本来の意味通り、逃げる時に俺の防御力が上がれば、皆を守る役割を果たせる──どれくらい防御力が上がるかにもよるが。

　テレジアは俺の身を守るスキルを取った方がいいと進言してくれているようだ。ずっと指で同じところを差したままでいる。

「本格的にスキルポイントが足りなくなってきたな……とりあえず、もしもの時のために『アシストチャージ』を取る。『殿でん軍ぐんの将しよう』は……」

　それよりも取ってみたい技能が多くある。『支援連携１』──上手く扱えれば、パーティ全体の攻撃力を底上げできそうだ。

「…………」

「そ、そんなに取るべきだと思うか……？」

　こく、とテレジアは頷く。俺が選ばずにいると、もう一度頷く──これで他の技能を選んだら、言葉を発せられないテレジアがどんなふうに落胆するかと思うと、とても意見を無視するわけにはいかない。

「……よし、分かった。自分を優先するのは『後衛』の本分じゃないとは思うが、いつか取りたいのは確かだからな」

　テレジアは何も言わず指を引いて、膝ひざの上に両手を置き、かぁぁ、と蜥蜴トカゲのマスクが赤くなる。技能のことで俺に意見を出したことを、今になって遠慮しているのだろう。

「正直を言うと、俺も自分を強化する技能が一つくらい欲しいと思ってたんだ。仲間がいないと意味がないけどな。テレジアやみんなが俺の前にいてくれたら、それだけで強くなるわけだ」

「そんな技能があるの……？　後部くんって、本当に後ろにいるほど強くなる職業なのね」

　話を聞いていた五十嵐さんが俺の前にティーカップを置く。テレジアは熱いのは苦手なので、ストックされているお茶をグラスに入れて持ってきてくれた。

「そうだ、五十嵐さん。今取った技能で試してみたいものがあるので、俺に背中を向けて立ってもらっていいですか」

「え、ええ……これでいいの？」

（五十嵐さんに魔力を分け与える……『アシストチャージ』！）

「っ……！」

　俺の身体から魔力が放たれ、五十嵐さんの魔力と混じって増幅される──俺の魔力が全体の十分の一ほど減り、五十嵐さんはその二倍くらい回復した。俺と五十嵐さんのレベルに差があるから魔力値も違うのだろうが、どうやら俺が消費した魔力よりも、回復量は大きくなるようだ。

「あ……身体が少しだるかったのに、疲れが軽くなったみたい。これも後部くんの技能なの？」

「ええ、そうです。俺の魔力を使って、前衛の魔力を回復させられるようになりました。これで、もし『ブリンクステップ』を使う魔力が足りなくてもチャージできますね」

「っ……そ、そこまで考えて技能を取ってくれたの？　私が危なっかしいから……？」

「回避は重要ですからね。それに、今も元気が出て良かったですよ」

　五十嵐さんは何かを言おうとして、言葉にできずに、俺たちの向かい側に座った。

「……こういう人だから、テレジアさんも頑張ってね。なかなか恩返しをさせてくれないわよ」

「…………」

「え……テレジアもそんなこと考えてるのか？　というか、五十嵐さんとの方が通じあってないか……？」

　動揺する俺をテレジアはただ見返し、五十嵐さんと頷き合う。やはり、女性同士でないと分からないこともあるということか──少々悔しいが、二人の和やかな空気を見ている分には悪い気はしなかった。








第三章　それぞれのパーティ










一　ルーンメーカー






　しばらく部屋で休憩したあと、俺は付き添ってくれる気配のテレジアと一緒に、ミレイさんの部屋を尋ねた。

「すみません、少しお伺いしたいことがあって。今、お時間はよろしいですか？」

「はい、私でお答えできることでしたら喜んでお答えいたします。分からないことでも、同僚に聞いてみることもできますし」

　猫脚の洒落しやれたテーブルを囲んで三人で座る。メイドの控え室でも、屋敷の他の家具と比べてグレードが下がるということはなかった。

「ミレイさんは腕のいい鍛か冶じ屋やさんを知ってますか？　できたら、今から訪問したいと思ってるんですが」

「鍛冶屋さんでしたら、包丁などを直してもらっているお得意先がございます。よろしければ、ライセンスの地図をお見せいただけますか？」

「はい、お願いします」

　俺がライセンスを出して八番区の地図を表示すると、ミレイさんは俺の横にやってきて、横から覗のぞき込むようにしてライセンス上のある一点を指さした。

「中央広場から西の通りに抜けていきまして、このあたりの『区く境ざかい』ぎわに工房があります」

「『区境』……この壁のことですか」

「はい、迷宮国全体はほぼ円形の城壁に囲まれていて、区ごとに『区境』という壁で分けられています。時計回りに一番、二番と分けられているので、東の方角には一番区への壁があります。こちらは、西の『区境』より厚く、警備も厳重なのですが」

「技能で壁を超えたりっていうことができたとしても、資格がなければすぐに排除されるっていうことですかね」

「そうだと思います。まず、転移魔法の類では、正規の手続きを経なければ壁を超えることは不可能と言われています。『区境』は上空で途切れていますが、乗り越えようとすると元の場所に戻されます」

　箱開け専用の部屋に飛ぶ仕組みもそうだが、迷宮国はさまざまな場面で『転移』を利用している。転移がなければ、今の形が成り立たないと言ってもいい。

　一番区から八番区まで壁で区切っても、天井で蓋ふたをされていなければ技能次第で壁を超えて他の区に移動できてしまう。空を飛ぶ技能でなくても、垂直の壁を登ることなどは、魔法の力を利用すれば可能なのではないだろうか──だが、その方法では壁を超えることはできないというのは今のミレイさんの話で分かった。おそらく地面を掘っても無理だろう。

　しかし、何事にも『穴』はあるものだ。俺のような例外があるのだから、他にない職に就き、未知の技能で制度の裏をかいているような人物もいるかもしれない。上の区に行き、難度が高く見返りの大きい迷宮を、技能の強さで低レベルで攻略する──個人的には着実にレベルを上げて進むべきだと思うが、序列を最速で駆け上がろうとすれば、安全にやっていたらライバルを出し抜けなくなっていくだろう。

（強い職で、レベルも高くて……そんな探索者がごろごろしてる場所か。そんな人たちが下の区に降りてくることがほとんどないのは、上の区での競争が熾し烈れつだからか）

　八番区にエリーティアが降りてきたのがすごく珍しいこととして騒がれていたので、上の区に一度行った探索者にとっては、下の区に戻ることはメリットがほとんどないのだろう。実際、エリーティアは俺のパーティに入って大きな戦果を挙げているが、レベルはまだ１しか上がっていない。

「アトベ様、よろしければ工房までご案内いたしましょうか？」

「あ、ああいや……大丈夫です、道も教えてもらいましたし。この工房の名前を聞かせてもらってもいいですか？」

「ミストラル工房という名前です。工房主の方が常に全身鎧を身につけているので、『鎧の工房』とも呼ばれております。最初は驚くと思いますが、とても気の優しい方なので、怖がらないであげてください」

　ライカートンさんとメリッサもそうだったが、職人はちょっと変わった人が多いのだろうか。いや、常に鎧を着ているからといって変人と決めつけてはいけない。

　ミレイさんに挨あい拶さつをして屋敷を出る。テレジアはしばらく俺の後ろからひたひたとついてきていたが、途中で気がついたのか、追いついてきて横に並んだ。

「…………」

「町はまだ修復中だから、足元に気をつけてな。頭上にも注意した方がよさそうだ」

　魔物の攻撃を受けて破損した箇所を、建設関係の技能を持っているらしい人々が修繕している。この分なら、数日もかからず町は元の姿に戻りそうだ。




　地図に示された場所に辿たどり着つくと、『ミストラル工房』という看板が出ている石造りの建物があった。町の建物はあまり間隔を置かずに建てられているのだが、火を使う工房ということもあってか、両脇が水路に挟まれている。

　入り口のベルを鳴らすと、ガシャン、ガシャンという重々しい金属靴の足音が聞こえてきた。

　そしてドアが開くと──俺より少し大きいくらいの体格の、全身鎧姿の人物が姿を見せた。

『おや、ご予約の方ではないようだね。我輩は当工房の鍛冶師シュタイナー。今日はどのような用事で来られたのかな？』

　鎧の中から声が聞こえるのではなく、直接頭に反響するように聞こえてくる──その重量感のある鎧姿から想像できるような低い声ではなく、中性的なハスキーボイスという感じだ。

『ああ、我輩の姿を見て驚いているのだね。これについては気にしないでほしい。炉の熱量を防ぎ、光で目を傷めないように、魔石で加工した装備をする必要があるのだよ』

「なるほど……」

　タタラ場という古来の製鉄所では、鉄を加熱する炉の光を見続けなくてはならないため、老年になると片目が使えなくなることも多くあったという。

　それで全身鎧ということなら頷うなずけなくはない。熱を遮断する効果がついていれば、見た目よりは蒸れたりもしないだろうし。

「…………」

「ん……テレジア、どうした？」

　テレジアが、シュタイナーさんの後ろ──室内に向けて警戒している。どうやら、中に誰かいるらしい。

『お連れ様はリザードマン……お客様は、亜人に対する差別意識を持っていない。そう受け取ってもいいのかい？』

「ええ、テレジアは俺の大切な仲間です」

　迷いなく答えると、テレジアがこちらを見る。彼女は胸に手を当て、きゅっと握った──俺の気持ちに噓がないと伝わっていればいいのだが。

『それは素晴らしい考えだね。亜人に対しても分け隔てなく接する、そんな人が少しでも増えるようにというのは、我輩自身の願いでもある。お客様、名前をお伺いしても？』

「ああ……すみません、申し遅れました。俺はアリヒト＝アトベと言います」

『アトベ様だね、ありがとう。改めて、ミストラル魔法鍛冶工房にようこそ。では、こちらにどうぞ』

　シュタイナーさんがドアを大きく開け、俺たちを招き入れる。まず入ったところにあるのは、客が作業待ちをしたりするために使うらしい居間だった。

　奥の鍛冶場に案内される途中で、シュタイナーさんが不意に聞いてくる。

『ところで、今日はどんなご用向きで来られたのかな？』

「魔石と鉱石を使って、武器を強化できないかと思いまして。ルーンスロットに、ルーンを嵌はめる加工も……」

「なんとっ……ルーンとな！」

　誰もいないように見えた鍛冶場から、一人の少女が姿を見せる。

　魔法使いのようなローブを身に着け、フードを被っている少女──何か、普通の人間とは違うものを感じる。亜麻色の髪に、森のように深い緑の瞳ひとみをしているのだ。

「あっ……し、しまった、つい出てきてしまったではないか。シュタイナーを使って接客をさせるつもりであったのに」

「は、初めまして……シュタイナーさん、この子は？」

「『子』ではない、わしはこう見えてもお姉さんなのじゃぞ。お主は人間以外の種族でも気にせぬようじゃから、まあ正体を明かしても良かろう。わしこそがミストラル魔法鍛冶工房の工房主、セレス＝ミストラルじゃ！」

　ばっ、とフードを脱ぐ少女──その耳は尖とがっており、エルフ耳というやつだった。

「その耳……そうか、セレスさんはこの世界に元からいた種族なんですね」

「うむうむ、その通りじゃ。転生者たちはエルフと呼ぶが、この瞳の色から『翡翠の民ジエイド』と呼ばれておる」

「ジェイド……なるほど」

「わしらは転生者が選べぬ職に就くことができる。わしの場合、『ルーンメーカー』というものじゃな。それで、その甲かつ冑ちゆうはルーンを使って動かしておる。ゴーレム使いも『命なきもの』を動かすことができるが、それと違うのは、シュタイナーには自我があるということじゃ」

『我輩はこう見えて力が強いから、鍛冶の仕事を任せていただいているんだよ。親方さまはルーンの加工を担当しているわけだね』

　正体を明かされても、シュタイナーはあっけらかんとしている。アイアンゴーレムではなく、リビングアーマーということなら、実は中身が入ってないということか。

「ああ、ひとこと断っておくが、シュタイナーの鎧には中身が入っておるぞ。何も入っていないと思っていたずらをせぬようにな」

『っ……い、いやだな親方さま、中になんて何もいないよ。私はただの動く鎧ですよ？』

　そう言われると中身が気になるが、一体何が入っているのだろうか。ルーンによって自我を与えられた人形ということか──と、本人が隠したがっているようなので、詮せん索さくしすぎるのもよくない。





二　黒き魔弾を放つもの






　セレスさんは俺の前にやってくると、テレジアと俺を交互に見て嬉うれしそうに微笑む──何とも人懐っこいが、顔立ちが整いすぎているので視線を受けると少し緊張させられてしまう。

「しかし面白い人間もいるものじゃな。亜人を傭よう兵へいとして雇いはしても、連れ歩こうと思う者は少ない……それに、よく慕われておるようじゃ。わしが出てきてからずっと、アリヒトを守る位置に立っておるからの」

「…………」

「テレジア、セレスさんのことは警戒しなくても……いや、警戒はするべきか。動く鎧を使って鍛冶工房を営んでいるなんて、何か裏があると思うのが普通だ」

「まことその通りじゃな……と、何を言わせる。わしが怪しい者じゃったら、こんなにぺらぺらと手の内を明かすわけがあるまい。お主を気に入ったから腹を割って話したというのに、冷たいことを言うでないわ」

　細い三つ編みにした亜麻色の髪を触りつつ、少女にしか見えない工房主がぼやく。

『お客様、親方さまが姿を見せるのはとても珍しいことなんだよ。怪しいと思うのも無理はないけど、どうか信じてもらえないかな。当方に任せてもらえれば、お代以上の仕事を約束するよ』

　シュタイナーさんは甲冑を身に着けた騎士のように、胸に手を当てる──どうやら、敬礼の姿勢のようだ。

「いや、本気で疑っているわけじゃありません。ただそれだけ秘密を明かしてもらうと、本当にいいのかと思う部分もあって……初対面の俺を、そんなに信用してもらっていいんですか？」

「秘密というほどのことでもない。誤解を恐れず言えば、わしはお主が気に入ったのじゃよ。亜人と二人で町を歩くことを厭いとわず、互いに常に気遣っておる。それはお主が思うよりも、よく見られる光景ではないからの」

「俺はテレジアが亜人だからとか、そういうことは初めからあまり気にしてないんです。このままでいいとは思ってなくて、元の姿に戻したいとは思ってますが」

『……素晴らしいなんてものじゃない。親方さま、この方は……』

「うむ。その道が容易ではないと知っていて、なお求めるのならば、わしもあらゆる協力を惜しむまい。さあお客様、この工房にどのような仕事をしてほしいのじゃ？」

　俺は持っている鉱石、魔石、ルーンを彼女たちに見せた。

「ふむ、『エルミナ鉄』が二つと『毒どく晶しよう石せき』、『眼がん力りき石せき』二つ、『混こん乱らん石せき』……そして、このルーン。『魔マギア』のルーンじゃな」

「マギア……それは、着けるとどうなります？」

「武器攻撃を魔法攻撃に変換することができる。物理的な攻撃をすると手痛い反撃をしてくる魔物などに対して有効な手段になるが、他のルーンとの組み合わせでさらに可能性は広がる。スロットが二つ以上ある武器が必要になるがのう」

　ルーンでの武器強化は、貴重なルーンを複数使って組み合わせられるようになってからが真骨頂ということだろうか。しかし一応、魔マギアのルーンは俺のスリングに付けてもらおう。五十嵐さんの武器防具にもスロットが一つずつあるので、ゆくゆくは穴を埋めていきたいが。

「この黒こく檀たんのスリングなんですが、ルーンを嵌めてもらってもいいですか？」

「うむ、良かろう。魔石は三つまで組み込めるが、全て入れておくか？　物理攻撃と魔法攻撃のどちらでも、相手に異常を付与させられるようになるぞ」

「ええ、よろしくお願いします。エルミナ鉄は何に使えます？」

「防具の補強じゃな。武器の強化にも使えるが、エルミナ鉄は軽くて丈夫というのが一番の利点なのでな」

「なるほど……しかし、仲間の防具は持ってきてないので、どうしますかね」

「運び屋を手配して持ってきてもらうしかあるまいな。パーティのリーダーならば、仲間の装備についてはライセンスで表示することができるじゃろう。加工するものを選べば、わしの方で手配しよう」

「ありがとうございます。この中で、強化した方がいいものってありますか？」

「そうさのう……この娘たちの装備なら、強化による防御力の上がり幅が大きくて良いのではないかの」

　五十嵐さん、テレジアの鎧は十分に強く、強化しても変化が分かりにくいが、ミサキとスズナの防具に関しては目に見えて性能が上がるようだ。

　スズナの胴装備には弓が撃ちやすくなるように胸を守るプロテクターを追加し、ミサキについても同様の加工を頼んだ。『＋１』になり、防御性能が上がって軽量化がつくという。

『では、防具が到着するまでにアトベ様の武器を仕上げるよ』

「うむ、まずルーンスロットにルーンを定着させるぞ。外すときも無理に剝はがすのではなく、専門の職人に任せるがいい。このようなものを手に入れるほどの腕じゃ、この区にとどまる期間も長くはあるまい」

「可能な限り、ここに持ち込みますよ。仲間に商人がいるので、遠隔地からでも加工の依頼はできると思いますし」

「嬉しいことを言ってくれるのう。そうじゃ、貴重なルーンが手に入ったら、その時はわしを呼ぶが良い。その方が安全じゃろうからな」

　セレスさんはそう言って笑っていたが、俺の武器を受け取り、ルーンスロットにルーンを嵌め込むと、真剣な表情に変わった。

「力ある文字よ、命なきものと一体となれ……『エンチャントルーン』！」





◆現在の状況◆




・『セレス』が『エンチャントルーン』を発動　→成功

・『黒檀のスリング』が『黒き魔弾を放つもの』に変化






「っ……魔石での加工と全然違う……」

「上手くいったようじゃの……ルーンを付与された武器は、存在自体の意味を変更されると言われておるからの。魔石を装着する場合とは根本的に違うのじゃ」

『次は魔石を柄の部分に埋め込むよ。三種類も状態異常攻撃ができると便利だね』

　シュタイナーさんは見た目によらぬ器用さで、『魔石装着』という技能を発動し、魔石をスリングに三つ嵌め込む。するとプラスがついて、『黒き魔弾を放つもの＋３』になった。物もの凄すごく強くなったように見えるが、与える打撃自体はそう変わっていない。

　これで、『支援攻撃２』を使ってみんなの攻撃で状態異常が付加できるようになった。実際どれくらいの効果があるのかは、次の探索で検証してみたい。紫の魔石が毒、桃色が混乱、黒が凝視──つまりスタン効果だと覚えておく。

「ルーンは強い武器が見つかったらそちらに移せばよい。『魔マギア』のルーンは比較的多く見つかるが、八番区、七番区のあたりでは三ヶ月に一つ見つかるかどうかと言ったところじゃ。圧縮するだけの魔石を集めるにも、かなりの運と時間が必要じゃろう」

「はい、色々と教えていただいてありがとうございます。それと、あともう一つの眼がん力りき石せきなんですが……テレジア、スタンを防ぐのと、相手をスタンさせるのはどっちがいい？」

「…………」

　テレジアはショートソードを持ってみせる。そういうことなら、武器にスタン効果をつけてもらおう。

『良かったねテレジアさん、せっかくご主人様と一緒に来たのに、何もプレゼントがなかったら寂しいよね』

「っ……」

　テレジアはびくっと驚いて、ぶんぶん首を振る。物凄く遠慮しているようだ──彼女の慎み深さはよくわかっているが、こんなに反応するとは。

「…………っ」

「わ、分かってるよ。テレジアの装備を強化するだけで、プレゼントとは少し違うよな」

「…………」

　フォローしたつもりだったが、テレジアは逆にしゅんとしてしまった。プレゼントは欲しいのだが、恥ずかしいので慌ててしまったということのようだ。

「何を言うておる、どのような形でも贈り物は贈り物じゃ。素直に受け取るがよい」

「…………」

　またテレジアは赤くなっていくが、加工の終わった剣を受け取ると、柄につけられた魔石に触れ、指先でなぞる──まるで愛おしむように、というのは俺の贔ひ屓いき目めだろうか。

「大切にする、ということのようじゃな。アリヒト、やはりわしはお主らが気に入ったぞ。テレジアと心を通わせておるお主を見ていると、世の中が救いのないことだけではないのだと教えられる」

『親方さまが人間の方を気に入られるなんて久しぶりだね。いつもは商談をするときも我輩に任せきりなのに、これほど饒じよう舌ぜつに話されるなんて……』

「気分がいいときは、わしとて口数は増えるわい。さて、装備の加工が終わったらお主らの宿舎に届けておくからの。住所を……ほう、やはり最上位の宿舎か」

　オレルス夫人邸の場所を書くと、セレスさんは感嘆の声を上げる。その姿がやはりあどけなく見えて、俺はふと聞いてみたくなった──無礼になるかもしれないので、慎重に言葉を選ぶ。

「あの、セレスさんは今……」

「わしは今年で百十五じゃが、姿は十五で止まっておるかの。もっと前じゃったかの……長く生きておると記憶が曖あい昧まいになってしまう」

「百……それってもう、不老不死みたいなものなんじゃないですか？」

「時は流れておるよ、どのような種族にも関係はない。生きることで魂と肉体の定着は少しずつ弱まり、最後には剝がれるようにして別の肉体へと生まれ変わる。わしらはその周期が他の種族より長いというだけじゃ」

　転生した時に、俺は前の肉体と姿は変わらないながら、生気が溢あふれているように感じた──それこそ、生まれ変わったかのように。それは魂が新しい肉体に移ったからだと考えられる。

　迷宮国では、『魂』の存在が証明されている。もし死んでしまったとしても、まだそれで終わりではなく、復活するチャンスはあるということだ。

「最上位の探索者の中には、この迷宮国の中でさらに『転生』を選ぶ者もおるそうじゃ。累積で千年ほど生きるのが限界と言われておるがな。そのため、わしらの種族だけが長く生きられるというわけではない。覚悟さえあれば、どの種族でも可能ではある」

「凄すごいですね……セレスさんは、数百年は生きられるんですか？」

「うーむ、どうじゃろうな。中には百五十で、若い姿のまま老衰で死ぬものもおるからの。できれば死ぬ前には血を継がねばならぬのじゃが……む？」

　テレジアが俺の前に立ち、両手を横に広げる──守ってくれているのだろうか。いや、セレスさんもそういう意味で言ったわけではないと思うのだが。

「ふふっ……心配するな、わしもいくら気に入ったからといって、一日でそのようなことは考えぬ。アリヒトも、こんな幼い見た目では女を感じぬじゃろうしな」

「え、えーと……すみません、何とコメントしていいのか……」

「なんじゃ、やはり子どもじゃと思っておるのか。つまらぬ……と、若い男をからかうのは存外に愉しいのう」

　からからと笑いながらセレスさんは言う。口元をローブの袖そでで隠して笑う仕草は、少女のような見た目でも妖よう艶えんさを感じる──それは、生きた時間の長さからくるものなのだろう。

　そのときドアベルが鳴り、シュタイナーさんが対応する。どうやら、加工する防具が送られてきたらしい。スズナとミサキの胴防具が運び込まれてきた。

「……女性向けの防具ばかりじゃのう。アリヒト、欲望の赴くままに仲間を集めるのもよいが、探索者の命である腰を傷めぬよう自制するのじゃぞ」

「俺も自分で女性ばかりだなと思いはしますが、狙ってそうしてるわけじゃないんですよ……なあテレジア、そうだよな？」

「…………」

「ご主人様の女好きには困ったものじゃ、という顔じゃのう。もし鬱うつ憤ぷんが溜たまってしまったら、いっそ押し倒してしまえばよい。男は既成事実に弱いと聞くしのう」

「っ……」

　なんということを言うのか──テレジアは一気に真っ赤になって、外に出ていってしまった。そして、扉の陰からこちらをうかがっている。

『親方さまはこのように困ったところもある方だけど、どうか広い心でご贔ひ屓いきにお願いするよ。料金は勉強させてもらうからね』

　シュタイナーさんは自らの胸甲を叩たたいて言う。テレジアとの間が致命的に気まずくなるということはないだろうが、しばらく彼女が恥ずかしがって挙動がぎこちなくなるであろうことは間違いなかった。





三　剣士の涙






　加工が終わったあと、セレスさんとシュタイナーさんに礼を言い、俺はテレジアと一緒にオレルス夫人邸へと帰ろうとする──だが、その途中。

「──おい、聞いたか？　『北極星ポーラスター』のやつらが、今昇格試験を受けてるんだと」

「『呼び声の森』に『名前つき』が出るようになってから、なかなか昇格者が出てないって話じゃねえか。大丈夫なのかよ？」

「八番区の序列トップなんだ、試験を受けないわけにはいかねえだろうよ。俺らがトップになる日は来るのかねえ……」

『北極星ポーラスター』のゲオルグは、自分たちがトップから落ちたことをライセンスの表示で把握していたが、他の探索者はまだトップが俺たちに入れ替わったことを知らないようだ。

「もう転生して十年か。時間が経つのは早ぇなあ。昇格は諦あきらめて、嫁さんでも本格的に探すとするかな」

「もうちょっと気張ってみてからにしようや。収入やら、生活やら、上の区に行くとまた一味違うだろうしな。八番区のトップですら、俺らとは天地の差だ」

　短期間で各種の宿舎を体験してきたので、彼らの気持ちは良くわかる。最も、最初から十分に寝床としては恵まれた場所を提供してもらえたと思うが。

　それよりも、今の話で一つ気になったことがある。『北極星ポーラスター』が昇格試験で潜っている迷宮に、『名前つき』が出ているという。具体的にどんな魔物なのか情報が出ていないということは、出没はしても詳しい情報を持ち帰れていないということになる。遭遇した探索者は犠牲になったか、それとも逃げるしかなかったのか。

　ジャガーノートもそうだったが、突然変異のように場違いな強さの個体が現れることもある。だが彼らも、八番区の序列一位だったのだから、自分たちの実力には自信を持っているだろう。横よこ槍やりを入れるのは、プライドに傷をつける行為だ。

「…………」

「ああ、ごめん……ちょっと、考えごとをしてたんだ」

　気がつくと俺は立ち止まっていた。テレジアが心配そうにこちらを見ている。

　魔物との戦いで命を落とせばそれまでで、助からないことの方が多い。亜人が傭よう兵へい斡あつ旋せん所で役割を得ているのは、自分の意志で生き方を選ぶことができなくなったからだ。

　生きてさえいれば問題ないというものではない。テレジアが一度命を落としたときのことを想像すると、過去のことはどうにもならないと分かっていても、憤りと無力感を覚えずにいられなかった。

　全ての探索者を助けられるなんて傲ごう慢まんな考えは、持ってはならない。ただ、自分の目に映るものくらいは助けたい。そうでなければ、どれだけ安全にやっていって成功したとしても、何かが違うという気がする。

『北極星ポーラスター』のゲオルグは、気のいいやつだった。この迷宮国で、少しでも知己を得た人々には、ずっと生き残ってもらいたい──そう思わずにいられない。

「……よし。すまない、テレジア。明日の試験に備えて休みたかったが、予定は繰り上げだ。帰ったら、行けそうな人だけで潜る。俺の独断で、無理はさせられないからな」

「…………」

　テレジアはこくりと頷うなずく。そして少し考えてから、俺の手を取って握ってくれた。

　その手は鱗うろこの指ぬきグローブをしているようにも見えるが、装備品ではない──リザードマンとしての身体の一部。

　だがその鱗の間に見える白い肌には、人間らしい血の温かさがめぐっている。

「……ああ、そうだ。帰ったら、マドカに投とう擲てき武器を調達してもらおう。せっかくの新しい技能を生かさないとな」

「…………」

「え、ええと……手はそのままでいいのか？　若干恥ずかしくないか」

「……っ！」

　俺を心配して、安心させようと手を握ってくれたようだが、ずっと握ったままなので気恥ずかしくなってきた。

　テレジアは慌てて手を放す。そして俺に背を向けて蜥蜴トカゲのマスクを押さえるが、後ろから見ても赤くなっているのがわかる。

　彼女はおずおずとこちらを振り返る。今度は俺が安心させる番だと、自然体を心がけて笑ってみせると、少しではあるが目に見えて赤みが引いた。

（……元から赤面症だったのかもな。初めからそうだったが、何か純朴な感じがする）

　実際のところ、人間だったころのテレジアがどんな人生を歩んだのかは分からないが。話すことができないだけで、人格の根本が変わっていないなら、亜人になっても性格自体は変わっていないのかもしれない。

　だが人間に戻ったテレジアがそのままでも、大きく変わっても、どちらでも構わない。

「…………」

「ああ、もう落ち着いたか。じゃあ、行こうか」

　テレジアは頷くと、足音を立てず、静々と横に並んで歩く。もう街を歩いても、俺たちと一緒にいる姿を何度も見ているからか、彼女の姿を見て驚く人は少なくなっていた。




　宿舎に戻り、マドカに投げナイフが欲しいと相談すると、『スモールダーク』という種類の、小型のナイフが良いのではないかと教えてもらえた。盗賊系の職が用いる武器として需要が高いので、数を揃えるのが難しいそうだが、六本組を銀貨十枚で購入できた。『ダブルスロー』の際に使いたいので、二の倍数にしておいた。

　ゲームか何かだと投げナイフの重量を気にすることはないが、矢弾と同じく、金属製のナイフも重量としてはばかにならない。ナイフを収めるホルダーのついたベルトも購入し、テレジアは早速身につけて、装着感を確かめていた。

　ミサキとスズナの強化した胴防具も届けてもらったので、早速二人はマドカに着付けを手伝ってもらいつつ着替えている。

　メイドのミレイさんが、俺たちが帰ってきたところを見てお茶を淹れてくれたので、エリーティア、テレジアと共に一息つく。五十嵐さんはまだ寝ているそうだが、もうすぐ起きてきそうだということだった。

　メリッサはシオンが気に入ったらしく、解体所からやってきて庭でシオンと遊んでいるらしい。魔物の解体に執着するあたりはエキセントリックにも見えるが、動物好きに悪い人間はいないと思う。俺の思い込みかもしれないが。

「そろそろ八番区で慎重に探索を進めるよりは、七番区で探索した方が効率が良くなるし、ちょうどいいタイミングで昇格できそうね」

「エリーティアの仲間のことを考えると、最短で上がりたいところだが……まだ、時間がかかりそうだな」

「……私たちのパーティを襲った『赫かく灼しやくたる猿えん侯こう』が倒されたという報告は、まだギルドには届いていない。あの魔物は、倒した人間を捕まえて従属させる性質がある……もう、何人も探索者が捕らえられてしまっているの」

「猿えん侯こう……サルの魔物か」

　人を従属させるという行為は、高い知性がなくてはしないことだろう。これまで戦ってきた魔物は、オークのように二足歩行の魔物でも、知性は感じなかった。だが、今後敵にも策略を使う者が出てくる可能性がある。

　デミハーピィも、型にはまれば探索者を全滅させる力を持っていた。そう考えて思い出すが、捕らえた三体のハーピィは魔物牧場に送ったままだ。『眠りの歌』を戦術に取り入れるためには、一度牧場に足を運ぶ必要があるだろう。

「……だが、従属させるってことは……倒した人間に利用価値を見出して、生かしてるってことにはなる。エリーティアの仲間は、まだ生きているかもしれない」

　だからこそエリーティアも、もう一度仲間を奪われた場所に戻ろうとしている。

　しかし生きているということが、安易に救いを意味するわけもない。エリーティアは顔を伏せ、自身の金色の髪束ごと、胸元を摑つかみしめる。

「……絶対に許さない……絶対に……殺してやる……あんな酷いことを、よくも……っ」

「エリーティア……！」

　戦いに臨むとき、エリーティアが人格を変へん貌ぼうさせる理由は、呪いの剣を持っているから──それ以外にも理由があった。

　それは、純粋な怒りだった。魔物への憎しみ──仲間に対するそれほどの暴虐を、エリーティアはその目で見たのだろう。

　しかし鬼のような形相に変わりかけたエリーティアを、部屋から出てきていたスズナが、何も言わずに後ろから抱きしめていた。

「……辛い思いをしたんですね。でも、大丈夫です。大丈夫ですから……」

「……あ……」

　きつく髪を握りしめたエリーティアの手を、スズナは一本ずつ指をほどいて外していく。それを横で、沈痛な面持ちで見ていたミサキは、エリーティアの髪を手で整えて、元のように真っ直ぐにしようとする。

「……こんなことしてたら、おさげにパーマかかっちゃうよ？　それも可愛いかもしれないけど、エリーさんはサラサラストレートの方がいいと思いますよー。ね、お兄ちゃんもそう思いますよね？」

「ああ、そうだな。こんな言い方もなんだが……怒りに身を任せると、何か無茶をしそうで心配になる。まず、自分を守ることを考えるんだ。身体も、心も、全部をな」

「エリーさんは自分を傷つけようとしています。それは駄目です……辛いときは、私の髪をくしゃくしゃにしてください」

　そう言って黒髪を差し出すスズナ。エリーティアはその手に自分の手を重ねると、肩を震わせて泣き始める。

「ふぅっ……うぅ……あり……がと……私、子どもで……弱くて……助けられなくてっ……、自分も、逃げたのに……何もしてあげられなかったのに……っ」

「……それでも、助けに行くって決めたのなら、やれることをやろう。上位の探索者すら厄介がって近づかなくても、必ずもう一度行くんだ。俺たちはエリーティアがいたから、これまで勝ってこられた。そのサルに、人間の強さってやつを見せてやろうじゃないか」

「……あいつ、すごく強い……男の人は、負けたら食べられて……女の人は……」

「今まで戦ってきた奴らも、負ければ喰くわれるような凶悪なのばかりだったよ。だけど、慎重にやれば勝てる。安全に、したたかに立ち回って、可能な限り無傷でやっていく。それが、俺にとっての『最短』だ……って、先輩のエリーティアに偉そうに言うことでもないけどな」

　エリーティアは真っ赤になった目を拭ぬぐいながら、俺を見る。責めるでもない、縋すがりつくような瞳ひとみ──助けてほしい、そう全身で言っている。

　レベル９の剣士。修羅場をいくつも潜り抜けた彼女だからこそ、一人では勝てず、助けも得られない難敵を目の当たりにして、絶望は深くならざるを得なかった。

　今の俺たちでは、まだ勝てない。全員のレベルが10になって、あるいは──それでも、一つのパーティだけで挑むのは無謀かもしれない。

　やはり仲間は多い方がいい。八番区から同じように上を目指す仲間、上の区で戦っている人々──ボス討伐のために人を集めることは、ルール違反でも何でもないはずだ。
















「スズちゃんに抱っこしてもらっても落ち着きますけど、ここは大人の包容力が欲しいですよねー。お兄ちゃん、そんなところでふんぞり返ってないで、ほらほらー」

「い、いや……俺よりはその、なんだ。五十嵐さんの方が包容力に溢あふれているぞ」

「えっ……な、なに？　包容力……？　話が見えないんだけど」

　ちょうど起きてきた五十嵐さんが困惑している。エリーティアが振り返り、目が真っ赤であることに気づくと、五十嵐さんは俺の方を見る。俺が泣かせたと疑っているわけじゃなく、『どういうこと？』と疑問に思っているようだ。

「……ええと……何となくしか分からないんだけど。エリーさん、自分を責めたりすることないわ。辛いことがあったら、お姉さんに話してちょうだい。レベルはずっと下だけど、人生は先輩だから」

「……そうする。ありがとう」

「えっ……な、なに？　急にどうしちゃったのよ……私もこんな時どうしたらいいのか……」

「抱っこしてあげてください、今のエリーさんにはそれが一番なんです。お兄ちゃんもそう言ってますし」

「そ、そう……？　私なんかでいいのかしら……」

　そう言いつつも五十嵐さんはミサキの言うことを聞き、座っているエリーティアにハグをする。

　部屋着として愛用している縦セーターの、前方へ突き出すような膨らみが、惜しみなくエリーティアの身体に押し付けられている。もし五十嵐さんが歯科衛生士だったのならば、特に他意はないが治療に通いつめてしまっていただろう。

「……あ、ありがとう……でも、暑いから離れて」

「そ、そう？　ああ、でも良かった、いつものエリーさんに戻ったわね」

　エリーティアは席を立つ。少し休んだ方がいいかと思ったが、彼女はそのままこちらにやってきた。

　そして、ライセンスを操作して俺に渡してくる。そこには彼女の技能が表示されていた。

「……いいのか？」

「レベルも、これまでの経験も関係ないわ。私のこともパーティの一員として、みんなと同じように扱って」

「そうか……分かった。技能に関しては、これを取って欲しいと頼むことはあるが、基本は自分の希望を優先してくれ」

「うん……分かった。でも、できるだけアリヒトの意見を参考にさせて」

　そう言うエリーティアの表情は、自分のライセンスの表示を見せることを恐れているようにも見える──『カースブレード』の技能が、それほど特異なものだということだ。





◆習得した技能◆

ダブルスラッシュ　スラッシュリッパー　ライジングザッパー

ブレードロンド　ブロッサムブレード

アーマーブレイク　パリィ　切り払い１　切り返し１

エアレイド　ソニックレイド　剣の極意２

▼ベルセルク







◆取得可能な技能◆

スキルレベル３




▼ブラッディロア：ベルセルク使用時限定で、自分の出血量に応じてダメージの増加する斬撃を繰り出す。




レッドアイ：ベルセルク使用時限定で、『レッドアイ』状態となり、大幅に攻撃力・運動能力が向上する。使用中は魔力が減少していく。







スキルレベル２




×クロススラッシュ：左右の手に装備した武器を使用して強力な攻撃を繰り出す。必要技能：ダブルウェポン




×ダブルウェポン：利き腕以外で剣を装備しても、攻撃力が減少しなくなる。




×ヒットアンドアウェイ：攻撃後、反撃を受けるときに回避率が上昇する。敵に対する間接攻撃の命中率が上がる。







スキルレベル１




×ピアース１：刺突剣を装備しているとき、攻撃が後ろまで貫通する。




×ウェポンブレイク：特定の剣を装備しているとき、相手の武器を狙って耐久度を下げる。




×メンテナンス：装備が壊れるときに前兆がわかり、必要な道具があれば応急修理を行える。

×武勲の名乗り：敵のリーダーを倒したときに取得経験値、ドロップ率が上昇する。







残りスキルポイント：３






　彼女が見せていた技能と、そしてまだ見ていない技能。すでに取得済みの技能の性能を見ることもできるが、まずこの表示から得られる情報を、俺なりに整理しようと試みる。

　×がついている技能は、『剣士』の技能だろう。カースブレードになった今は、取得することができなくなってしまっている。

（カースブレードの技能……『ベルセルク』についてる『▼』は、リスクのある技能だっていうことか。『ブラッディロア』……取らないとデメリットが分からないなんて）

　それでもエリーティアは、▼のついている『ベルセルク』を取得した──それはなぜなのか。

「『剣の極意２』は、隠れた性能を秘めている剣の力を解放する技能で……私は、この剣の力を引き出させられた。そのときに、『ベルセルク』は自動的に取得されてしまっていたわ」

　ベルセルクは、『緋の帝剣スカーレツトエンペラー』が強制的に与える技能。装備者は、その呪縛から逃れることができなくなる。

　しかし、『レッドアイ』もカースブレードの固有技能だと思うのだが、『▼』がついていない。

「『ブロッサムブレード』は、カースブレードになってから得られた技能なのか？」

「そう。スキルポイントを４使ったけど、それは自分の意志で取ったわ。旅団の人達は、呪いの剣の力だと言って褒めていたけど……『ベルセルク』のことには目を瞑つぶっていた」

「……仲間としてやっていくには、リスクになると知っていてもか」

「ええ……私は『研究過程』だったのよ。旅団の人たちは呪いの武器をリスクなしに扱えれば、迷宮国の頂点に立つことができると思っている。『ベルセルク』に負けるのは私の精神的な弱さが問題で、成長すれば克服できるかもしれないと言っていた……でも……」

『かもしれない』を待つ間に、エリーティアの精神は摩耗していく。彼女は仲間を傷つける可能性があること自体に苦しんでいるのだから。

「……『レッドアイ』はおそらく、呪いのリスクがない技能だ。『ブロッサムブレード』にも印がついてないから、そう考えていいと思う。だが、他にも魅力的な技能が多いな。剣士に戻ったときのために、スキルポイントを残しておくか」

「……いえ。『レッドアイ』を取っておくわ。いざというときに、少しでもパーティの力になりたいから」

「そうか……分かった」

「最初に発動するときだけは、念のために離れていて……お願い」

　皆が頷うなずく。そしてエリーティアは、自分の意志で『レッドアイ』を取得した。

「……本当は呪われる前に、この技能……『ヒットアンドアウェイ』を取っておくべきだった。そうしたら、スズナに効率よく経験値をあげられていたから」

『ヒットアンドアウェイ』──これを取っていたら、エリーティアが攻撃したあと、スズナの弓の命中率が上がり、とどめを刺しやすくなる。二人組でも、スズナの育成は効率よく進んだだろう。

　一つ収穫だったのは、職が変化しても、エリーティアが剣士時代に取得した技能を使えているということだ。つまりカースブレードから剣士に戻っても、『ブロッサムブレード』を使えなくなったりはしないと考えられる。

「さてさて、エリーさんの技能相談が終わったので、私とスズちゃんの番ですよ～」

「私もまだだったわね。三人で一緒にしてもらいましょうか」

「じゃあ、これから早速……それとみんな、一つ相談があるんだ。今日は休養日と決めてたから、どうするかはみんなで自由に決めてほしい」

　これから『呼び声の森』に潜入する。その理由を説明すると、誰も留守番をするとは言わなかった。

　休息を終えて、『支援高揚』が効くようになっているかどうか。それをしっかり確認したあと、俺たちは新たな技能を携え、新しい迷宮に挑むこととなった。





四　スキル選定






　まずは、五十嵐さんのライセンスを見せてもらう。俺が席を立とうとすると、五十嵐さんが慌てて制して、自分から持ってきてくれた。

「後部くんはずっと動きっぱなしなんだから、そこまで気を使わなくていいのよ」

「そうですよ、何なら座ったまま微動だにしなくても、私たちがご飯とか食べさせてあげますし、お兄ちゃんがご希望なら添い寝とかだってしますよ？」

「……それは、ミサキちゃんが個人的にしたいだけなんじゃない？」

「あはー」

　否定もしないし、ミサキの気の抜けた笑顔を見ていると、こっちも『北極星ポーラスター』の件での緊張がほぐされる。といっても、悠長にしてはいられない。

「まったく……最近の若い子は。どこまで本気なんだか」

「そんなこと言って、キョウカお姉さんも何かしたそうにしてるじゃないですかー。日頃の感謝をこめて、みたいな」

「こ、こら。五十嵐さんに怒られるのは俺なんだから、そういう煽あおったりするようなことは……」

「……ま、まあ、確かにそれはね。私はゆっくり休ませてもらったし、感謝は……その、いつもしてるというか……」

「っ……」

　五十嵐さんが座っている俺の後ろに回る。それでも彼女が何をするのか予想していなかった俺は、ふわりと両肩に手を置かれ、ぐっと揉もまれた時に、思わずうろたえてしまった。

「そ、そんなに驚くことないじゃない。肩、凝ってるかと思って……女の子ばかりだから、後部くんは気苦労が絶えないんじゃない？」

「い、いや……それはまあ、気苦労ってほどもないんですが……」

　上手い、というほどでもないのだが──かなり効くというか、五十嵐さんの触り方が優しく、否応なく妙な気分になってしまう。

「……思ったより柔らかいみたい。凝ってないときにマッサージすると、痛かったりしない？」

「い、いや……普通に効いてますよ」

「そう……良かった。次は軽くたたく感じにするわね。これでどう？」

「そうですね……ああ、こっちのほうが効きますね。ありがとうございます……」

　タントンと振動を与えられると、また別の心地よさがある。髪を切りに行ったとき、最後にマッサージしてくれる店があるが、だんだんその感覚に近づいてきた。

　しかし、五十嵐さんが俺を労っていることが触れ方で伝わってくるので、ミサキとスズナに見られているとかなり照れがある。

「アリヒトさん、良かったですね。私も、何かアリヒトさんにできることを考えなきゃ……」

「スズちゃんも上手いですけどね。お祖父ちゃんお祖母ちゃんに、よく孝行してたみたいで……私もやってもらいましたけど、すごく気持ちいいですよ」

「そ、そうなのか……いや、俺も皆には世話になってるから、あまり甘やかさなくていいんだけどな……」

「……これって、甘やかしてるの？　そう言われると、なんだか落ち着かないわね……一度始めたら、満足するまでやるけど」

（……何かまふっ、としたものが……わ、わりとぐいぐい当たってるんだが……こ、これは、いいのか……？）

　五十嵐さんは肘ひじを肩に当てて振動を与えてくれている。するとどうなるか、手を使ってやっているときより、間合いが近くなる。

「……あ、あの……キョウカさん、その、何ていうか……」

「しー、スズちゃん、言わないでおこ。うわー、でもキョウカお姉さんの……って、ネックピローみたいにしたら気持ちよさそうですねー」

「ネックピロー？　その前がよく聞こえなかったけど、懐かしいわね」

　ネックピローなら俺も愛用していたが、そんなレベルの柔らかさではない。ずっと当たっているので、ブラのレース部分の凹凸まで伝わってくる──五十嵐さんは至って冷静なので、多分気づいていないのだろうが。

「こっち側もやっておかないとね。片方だけだとバランスが悪いから」

　マッサージなので、当たっても構わないという考えなのだろうか。それだと意識している方がまずいので、心を無にしようとする。左から、右からと交互に柔らかな弾力を押し当てられているうちに、やはり俺は大きい方が好きなのだろうか、とぼーっとしてきた頭で考える。

「……大きいと、それだけで男の人って、幸せになっちゃうんですね」

「私とスズちゃんの二人だったら、お姉さんに対抗……できなーい！　何食べたらそんなになるんですか、もーほんとにー。モーだけにやっぱり牛乳ですか」

　牛乳で大きくなるというのは迷信らしく、豆乳も飲み過ぎると良くないらしいので、やはり自然に任せるのが一番ということだ。

「キョウカお姉さん、好きな飲み物って何かあります？」

「今は紅茶が飲みたいわね。果汁が入ってるさっぱりしたのがいいわ……でも、紅茶はないでしょう？」

「あはは……えっと、近いものが無いか聞いてきまーす。それまでに、スキルのお話をしておいてくださいね。イチャイチャしてたらダメですよ」

「ミ、ミサキちゃん……っ、すみません、私も一緒に行ってきますね」

　ミサキとスズナはいったん連れ立って席を外す。微妙な沈黙が訪れ、俺はとりあえず、ミサキの適当な発言をフォローしておくことにした。

「イチャイチャとか、そういうんじゃないですよね。まったくあいつは、いつも……」

「……肩、楽になった？　それとも、もう少し続ける？」

「え……は、はい、だいぶ楽になりました。五十嵐さんも立ってるのも何だし、座ってください」

「え、ええ。じゃあ、これ……」

　隣の椅子を引くと、五十嵐さんは遠慮がちに座り、ライセンスの技能欄を開いて俺の前に差し出した。





◆習得した技能◆

ダブルアタック　サンダーボルト　ブリンクステップ

囮おとり人形　デコイ　雪国の肌







◆取得可能な技能◆

スキルレベル２




群ぐん狼ろうの構かまえ：仲間に護衛獣がいるとき、その数が多いほど能力が向上する。




スピニングスピア：攻撃時に槍やりを回転させた分だけ打撃が強化される。







スキルレベル１




エーテルアイス：氷属性のエーテルを設置する。

戦いくさ乙女おとめの艶えん舞ぶ１：敵が異性であるとき、低確率で攻撃をキャンセルする。




貫通攻撃１：槍を装備したとき、打撃の一部が敵の防御を無視する。




ブレイブミスト：味方の恐怖状態を解除する。

フリーズソーン：敵の足を凍結させて動きを鈍らせる。




弾除け１：敵の間接攻撃が少し当たりにくくなる。







残りスキルポイント：３






「ヴァルキリーは役割が三通りくらい確立できるみたいですね」

「できることが多くて、どれにしていいのか決められないわね……新しい技能を実戦でちゃんと使えるように、練習もしないと」

「そうですね。一人でも、コンボというか、連携シナジーが生じる技能はあると思うので。『スピニングスピア』で『ダブルアタック』……はできるんですかね」

「それも試してみたいけど、レベル２のスキルはポイントが２必要なのよね……」

　五十嵐さんが話しながらも熱い視線を注いでいるのは、犬好きの彼女らしく『群ぐん狼ろうの構かまえ』だった。

　こういう技能は、護衛獣を最大までパーティに加えた時に、ようやく目に見える効果が出そうなものだが──やはり、俺以外の技能は数値がマスクされているというか、大まかな表現であることが多い。

「じゃあ、『群狼の構え』と他の何か一つを取りましょうか」

「えっ……い、いいの？　シオンちゃんだけだと、そんなに変わらなかったりしない？」

「少しでも、常に能力がプラスになるなら効果的だと思うので。それに、五十嵐さんに合ってると思いますしね」

「……あ、ありがとう。あとは、『エーテルアイス』？　他の人が持っていないような技能を取ったほうが、役に立ちそうよね」

「それは今のところは取らなくていいと思うわ。『エーテル◯◯』は属性の攻撃とかに反応する『エーテル』という、置き物みたいなものを呼び出す技能なのよ」

　休みに行ったかと思いきや、エリーティアがアドバイスをするために出てきてくれていた。ミサキとスズナも帰ってきて、持ってきたハーブティを俺たちに出してくれる。

「私だったら、確実に『戦いくさ乙女おとめの艶えん舞ぶ１』を取りますね。女子力が上がりそうですし」

「そういうものなの……？　艶舞って、どういう踊りなのかしら。ヴァルキリーって踊るものなの？」

「五十嵐さんには『ブリンクステップ』があるので、不思議じゃないですけどね。ステップとダンスには通じるものがありますし」

　魔物に性別があるとして、強力な敵でも男だったらスキを作ることができるというのは面白い。

「キョウカお姉さん、ダンス部とかに入ってましたか？」

「ええ、高校一年の時に……二年からは他の部に移ったから、短い間だったけど」

　なぜ部を移ったのか、みんな納得した顔をしている──俺もそうだが、ダンス部の五十嵐さんも見てみたかった気はする。

「後部くん、どう思う？　ポイントを残しておいたほうがいいのかしら。『貫通攻撃』もいつか取りたいと思っているんだけど」

「そうですね……１ポイントは残しておきますか」

「じゃあ、『群狼の構え』を取るわね……あっ。な、何だか力が湧いてくるみたい」

　今のレベルだと、護衛獣一体による上昇量でも大きく感じられるのかもしれない。それなら、『群狼の構え』を取ったのは正解だった。

「次は私ですねー。レベル２のときに技能を取ってないので、いっぱいポイントありますよー」





◆習得した技能◆




ドロップ率上昇：敵がレアドロップを落とす確率が少し上がる。




幸運の小人：戦闘後に『箱』を発見する確率が少し上がる。







◆取得可能な技能◆




ラッキーセブン１：サイコロを二つ振り、合計が７の場合に良い効果がある。




マジックナンバー１：パーティメンバーに無作為に番号を振り、当たりの番号に選ばれた者は、他の者に一度だけ強制命令できる。




ダイストリック：指定したサイコロの目を出すことができる。




ロシアンルーレット１：ランダムで敵味方から一人を対象に選び、体力を半分にする。




ポーカーフェイス：感情を読み取られなくなる。




幸運予測１：良いことが起こる方向を少し感じ取る。

コイントス：コインの裏表を味方に当てさせ、当たると運気が上がる。




バッドラック：敵の幸運値を少し下げる。







残りスキルポイント：４






（げっ……ど、どう見ても危険なやつが混じってる……！）

「あはっ、何か面白そうなのがありますよ。このマジック……」

「ま、待ってくれ。この『ラッキーセブン』とか良くないか？　いつもミサキはダイス二つを投げてるし」

「そうですねー、『ダイストリック』と組み合わせたら常に７とかできそうですね」

「技能を使うと、特に『魔力を消費する』と書いてないものでも消耗することがあるし、再使用リキヤストの時間もあるから、連続使用はできないかもしれないわよ」

　エリーティアはミサキのライセンスは見ていないが、話に合わせて忠告してくれる。

「後部くん、どうしたの？　何か様子が変だけど……」

『マジックナンバー』、これは明らかに『王様ゲーム』を技能化したようなものだ。これをミサキが取ってしまったら、あらぬ事故が発生しかねない。

「じゃあ、最初の三つと、『バッドラック』っていうのを取っちゃってもいいです？　私、少しでもみんなの役に立ちたいんですよー」

「……か、構わないが……この二つめの技能は、しかるべき時しか使うなよ」

「絶対役に立ちますよー。こんなに楽しい技もあるんですねー、私、ギャンブラーって書いて良かったなって」

「ミサキちゃん、すごく楽しそう……良い技能が取れてよかったね」

「うん、ありがとうスズちゃん。スズちゃんの役にも立てると思うから、楽しみにしててね」

（まあ、なんだかんだで根は良い子だし……悪用しなければ『マジックナンバー』も無害といえば無害か）

　ミサキが悪戯心を出さないように注意して見ておかなければ。王様ゲーム的な使い方ではなく、他にも利用法はあるので、問題しかない技能というわけでもない。

　最後はスズナで、俺の横にやってきてライセンスを見せてくれる。波乱の多いミサキと比べると、彼女の新しい技能は俺の心を大いに落ち着かせてくれるものだった。





五　魔物牧場






　隣の席にスズナがやってきて、他の皆はずっと見ているのもどうかと思ったのか、探索の準備をするために一いつ旦たん部屋に戻っていった。

　スズナのライセンスには、まさに巫み女こという技能が増えている。迷宮国における職業としては、やはり補助的な側面が強いようだ。





◆習得した技能◆

皆かい中ちゆう　お清め　盛り塩　霊れい媒ばい　お祓はらい１　霊能感知１







◆取得可能な技能◆




曲射：矢を上方に撃ち、放物線軌道で敵に命中させる。




射しや法ほう八はつ節せつ１：射法通りに弓を撃つことで、打撃が倍加する。




破魔矢：弓を使用したとき、矢に神聖属性を付加する。




禊みそぎ：一緒に水に浸かった者に神聖属性を付加する。

祈願：パーティ全体の行動成功率が少し上昇する。

手水ちようず：手で汲くんだ水が浄化される。




水みず垢ご離り：水を浴びて、付着した一部の状態異常を解除する。必要技能：お清め




残りスキルポイント：２






「『手水ちようず』って、神社に入るときに手を洗う水のことだよな」

「はい、そうです。お水を汲むときれいな水になるなんて、凄すごいですね……魔法みたいです」

「本来の意味とは違うけど、飲み水を確保するときに使えそうだな。でも、『曲射』も強そうだし……これは迷うな」

　とりあえず取ってしまうこともできるが、どれも有用なので、『盛り塩』と同じように適宜取るのがいいかもしれない。どんな技能が取れる状態かは把握できたので、現状では保留としよう。

　全てのスキルを取得できれば一番いいのだが、そのうちレベルに応じて増える技能の数が減るなどしなければ絶対に追いつかない。スキルポイントを得られる方法が存在するとしても、エリーティアですら知らないようだから、秘神の存在なみに表向きは知られていないと考えられる。

「後部くん、準備が終わったわよ」

「こっちも技能の確認は終わりました。じゃあ、着替えてきます」

「スズちゃん、見てみて。胸のところに補強がついたよ。これでキョウカお姉さんとエリーさんの防具にちょっと近づいたよね」

「ギャンブラーは軽装しかできないみたいだから、防具が強くなったからって、今後も無理しないようにね。私がカバーするにも限度はあるから」

「はーい、気をつけまーす」

　エリーティアは良かれと思って言っているのだろうが、当のミサキは危機感が足りない──ちょっと心配になってしまう。

「本当に大丈夫か……？　ここまで来たのにリタイアするようなことは無しにしてくれよ」

「えへへ……お兄ちゃんと一緒にいたいので、できるだけ頑張ります」

　どこまで本気なのかと言ったところだが、ミサキの言葉をみんな茶化したりせず、微妙に顔を赤らめている。

「…………」

「え……テレジアもそう思ってくれてるってことか？」

「私たちもね。控え要員として残ることも必要になると思うけど、やっぱり留守番よりは一緒に戦いたいから」

　戦乙女ヴアルキリーを選んだだけあって、五十嵐さんはこれまでの強敵との戦いを経ても、戦いに怯おびえてはいなかった。

　味方の恐怖を解除する『ブレイブミスト』を彼女が習得できる理由がわかる気がする。戦乙女は恐怖に耐性があるのではないだろうか──そんなふうに隠れた能力が存在していたら、それこそ迷宮国の職業一つひとつに、多大な可能性が眠っていることになるが。




　現在のパーティメンバーは七名で、護ご衛えい犬けんのシオンを探索班に加えた。メリッサ、マドカに関しては第二パーティに入ってもらい、街で待機していてもらう。

　リーダーが一人でも、管理できるパーティは最大16まで増やせるので、俺のライセンスには第二パーティのメンバーも表示することができる。今は星２つの冒険者ということで、２パーティが限度のようだ。

　メリッサが装備している包丁は『肉斬り包丁ブツチヤーズナイフ』という強力な近接武器なので、どれくらいの威力か見てみたくはあるが、今回はお預けだ。

「アリヒトお兄さん、皆さん、ご武運をお祈りしています」

「……また機会があったら連れていって。たまには現地で解体したい」

　そう言いつつも、メリッサはマドカに付き合って残ると決めていた。俺たちが迷宮に行っている間は、宿舎の中庭にある簡易工房で仕事をするようだ。

「珍しい魔物が狩れたら、すぐ持って帰ってきて」

「ああ、分かった。ライカートンさんにもよろしく頼む」

　二人に見送られ、俺たちは魔物牧場に向かう。魔物牧場に行くには、倉庫と同じで、転移扉を使って飛ぶ必要があった。

　俺達の宿舎から五分ほど歩いたところに『牧場案内所』の看板が出ていた。皆で店の中に入るには少々手狭な建物だったので、俺一人で入ることにして、皆には『呼び声の森』に行く手続きをしてきてもらい、後で落ち合うことにする。

「こんにちは、アトベと申しますが」

　店の扉をノックすると、少し間を置いて白髪ながら壮健そうな老人が出迎えてくれた。帽子を被って革のツナギのようなものを着ており、髭ひげをたくわえている。

「いらっしゃいませ、アトベ様。第十七魔物牧場の管理者をしております、ウィリアム＝クリステンセンと申します。さきほどお預かりしましたデミハーピィを、召喚登録にいらっしゃったのですか？」

「はい、できればすぐに登録したいんですが、時間はかかりますか？」

「デミハーピィは、すでにアトベ様に服従しておりますゆえに。召しよう喚かん石せきに対応した装具をつけさせれば、いつでも召喚獣として呼び出せます。詳しくは、牧場にいるわしの孫娘が説明いたします。では、どうぞこちらへ」

　ウィリアム氏に案内され、地下への階段に通される──やはり突き当たりに転移扉があるが、ここから飛べる先は一つしかないようだ。

「迷宮国の魔物牧場は、その性質上、預かった魔物の生活全般について管理し、保証する必要がございます。最初の一週間は無料となりますが、それからは実費で申し受けます」

「はい、分かりました。魔物によって預かってもらう費用も変わってくるわけですか」

「そうなります。巨大な魔物ですと、専用のスペースを確保する必要がございますし、餌も相応のものが必要になりますので。雄と雌が揃そろっていれば繁殖も可能ですが、相応に広いスペースの確保が必要になります。最も、八番区では魔物を服従させられる方が少ないので、常に私どもの牧場ではスペースは空いているのですが」

「それは良かったです。俺の預けた魔物で圧迫してるわけじゃないのなら」

　俺の答えを聞いて、ウィリアム氏がどこか嬉うれしそうに笑う。何故だろうと思っていると、わけを話してくれた。

「費用がかかるとなると、中にはやはり魔物を処分して欲しい、あるいは野に放って欲しいとおっしゃる方もいます。召喚したときに有益な能力を持つ魔物でなければ、飼っていても意味がないということでしょう。その時は極力、わしは『動物学者』として研究のために引き取らせてもらっています。可能なら、魔物が生きている姿を見て生態を学びたいという思いがある。認可を得て牧場を始めたのもそのためです」

「そうだったんですか……」

「最初の職選択で魔物と対話できる職や、まして『魔物使い』などに適性のある人物は本当に希少です。孫もその一人でして、昔は探索者としてパーティに参加し、魔物を連れて帰ってくることもあったのですが」

「お孫さんも探索者だったんですか。ウィリアムさんも……」

「ええ、恥ずかしながらそれほどの実績は残せませんでしたが、日夜迷宮に潜っておりました。といっても、魔物の生態を調べてばかりでしたが」

　ウィリアム氏は苦笑いしているが、その生態については俺も興味がある──だが、そろそろ話は終わりということか、転移扉に触れるようにと促してくれた。

「ああ、ウィリアムさん。もう決めてるんですが、デミハーピィは三体とも召しよう喚かん石せきにさせてもらいます。一体だけだと、牧場で暮らすにも寂しいでしょうし」

「おお……それを知ったらあの子たちも喜ぶでしょう。これからどうなるのかと、少し不安そうにしておりましたから」

　その話しぶりだと、魔物と意思疎通ができるということになるが──それについては、『魔物使い』のお孫さんに改めて聞いてみるとしよう。

　扉を開き、通過する──それで転移は終わる。眼前には、のどかな牧場の風景が広がっていた。

　もう転移で景色が劇的に変わることには慣れたが、想像通りの牧場だとは──と考え、空を見上げて違和感に気がついた。青い空が広がっているように見えるが、あれはどうやら幻影らしい。『鷹たかの眼』の状況把握能力によって気づくことができた。

　どこまでも続いているように見える草原もやはり幻影で、行き止まりがある。というより、この空間は、倉庫と同じように広大な直方体の『部屋』なのだ。

（それはそうか……もしこれが、野外型の迷宮だったら、魔物が湧く。ここは野外に見せているだけで、迷宮国のどこかにある人工の地下空間なんだ）

　ウィリアム氏の私財を投じて作られたのか、もともと存在した施設を利用しているのか。

　いずれにせよ、地面の土の感触は自然のものとしか思えず、吸い込んだ空気は町の中よりも澄んでいて、ここが人工の空間であることを感じさせない。

　柵さくの中で飼われている牛のような魔物──もしや、前に聞いたことのある『湿地の水牛マーシユオツクス』だろうか。その牛が、牛の角が生えたような帽子を被っている少女に餌をもらっている。

　ウィリアム氏と同じような革のツナギを着ているのだが、俺はどうしても、『その部分』に目を留めずにはいられなかった。

（牛の尻しつ尾ぽが生えてる……？　飾りか何かか？）

　そのうちに少女が俺に気づいてこちらにやってくる。そして、柵越しに頭を下げてくれた。俺もそれに応じると、彼女はいかにもおっとりとした、優しそうな笑顔に変わる。

「いらっしゃいませ、お客様。ボクは牧場の管理人をしている、ミリスと言います」

「こんにちは、アトベです。デミハーピィの召喚登録に来た……んですが……」

「あの子たちなら、向こうの林で遊んでますよ。少し待っていてください、この子たちにご飯をあげる時間なので」

　少女──ミリスを前に言葉に詰まったのは、少し動いただけで大きく上下動を起こす、圧倒的な大きさの胸に驚かされたからだった。

　牛娘が牛を飼っているなどと言ってはいけないが、まさにそうとしか言いようがない。そんな愚にもつかないことを考える自分を戒めようと、青空に視線を逃がす。

「お待たせしました、ちょうど最後の子にあげるところだったので。それでは行きましょう」

　ミリスは飼料の入っていたバケツを置いて、俺を案内してくれる。

　そしてすぐに気がつく──彼女の尻尾が、ぶんぶんと動いているのだ。

「あっ、すみません、当たっちゃいました？」

「い、いや……その、まるで尻尾が生えてるみたいだと思って」

「あ、おじいちゃんはまだ言ってなかったんですね。ボクのお父さんは人間なんですけど、お母さんはミノタウロスっていう魔物なんです」

「……えっ？」

　動く尻尾のアクセサリーというのも、魔道具があるのだから、普通に存在するかもしれない──そんな俺の予想など、完全に超えていた。

「お父さんは魔物使いで、ミノタウロスのお母さんを仲間にして、探索者をしていたんです。それで……その、いろいろあったみたいで、ボクが生まれたんです」

「そ、そうなんですか……いや、驚いたな」

「ボクも自分ですごいなって思います。でも、ミノタウロスの女の人って、男の人と違ってあんまり牛さんっぽくなかったりするんですよ。なので、ボクもあんまり魔物魔物してないというか……あっ、すみません、角のある人って苦手ですか？」

　角のついた帽子だと思っていたが、角は自前で、尻尾もそうらしい。しかしそれを除いては──胸もミノタウロスの形質を受け継いでいるかもしれないが、他は人間と変わらない。

「俺の仲間にもリザードマンがいるんです。だから、亜人もそうだけど、魔物と人間のハーフっていうのかな……そういう人に対しても、変に身構えたりはしないですよ」

「あ……ありがとうございます。そうなんですか、リザードマンの人が……」

　話しているうちに、林に辿たどりつく。ミリスが笛を鳴らすと、樹の幹の上に座っていたデミハーピィたちが、飛び立ってこちらにやってきた。

「…………」

　デミハーピィたちは俺を見て、何か怯えているように見える。シオンの母犬に威嚇された個体は、顔面蒼そう白はくになって震えていた──喰くわれる、という恐怖がまだ消えないようだ。

「あ……すみません、まだ戦ったときのことがあるので、怖がっちゃってるのかな」

「わりと無茶をしましたからね……やっぱり、あまり怖がらせて従わせるっていうのはダメみたいですね。参ったな」

「人型の魔物は捕まってしまうと、見世物にされたり、素材として使える部分だけを取られちゃったりすることがあるので、それが怖いんだと思います」

　召喚獣として使うために、調教をして手懐ける──などと考えていたが、それも考えてみれば、彼女たちを利用するだけが目的ということになる。

　可能なら、進んで力を貸してもらいたい。時間をかけて信頼を築くというほど悠長なことは言っていられないが、俺の考えは伝えられる。

　考えを整理して、俺はデミハーピィたちの前に立つ。彼女たちは怯えつつも、俺に恐る恐る視線を向けてきた。

「お前たちには苦戦させられたこともあったし、最初は倒すしかないと思った。でも、俺のエゴだとは思うが、人に近い姿をしている魔物は簡単に殺せないし、酷いこともしない。それは今後も約束する。もし召喚契約を解除しても、そのときは元いた場所に帰してやる」

　デミハーピィには、個体ごとに容姿の差がある。俺たちが最初に遭遇し、俺が屋根から一緒に落ちたデミハーピィは、三体を姉妹とたとえるとしたら、真ん中に当たるような印象だった。

「……俺の言ってることがわかるか？」

　デミハーピィのうち、最も成熟していると見られる個体──たとえるなら長女が、代表するようにこくりと頷うなずいた。

　長女は何とも言えない色気があり、ブルネットの長い髪で片目が隠れていて、髪の片方だけが胸にかかっている。魔物なので裸なのは仕方ないが、片方の胸が見えていても本人も、ミリスも全く気にしていないというのが、何ともシュールだ。

　次女は肩にかかるくらいの髪の長さで、長女と比べると身体が少し小さく、顔立ちはあどけない。三女はさらに幼く、十歳そこそこの少女のような容姿をしている──体型については、いくら魔物でもじっと見てはいけないと思うので確認は自重する。

「他にも要望があったら、何でも言ってくれていい。その代わりと言ってはなんだが、俺たちに力を貸してくれ」

　次女は三女を翼で包み込むようにして震えつつも、話は聞いてくれている。長女が俺の前に出て、代表するように胸に手を当て、こくりと頷いた。

「よし……じゃあ、契約は成立だ。召喚したときは、主に『眠りの歌』を使ってもらう。ボイストレーニングは欠かさずにな」

「……」

「「……！」」

　長女がさらに頷く。次女と三女も何やら驚いたような表情になり、その後で三人揃って俺に頭を下げてくる。

　──その姿を見ているうちに、ふと思う。

　言葉は発せない、しかし意思の疎通は不可能ではない。そして『デミ半分』ハーピィという名前。

（まさか……この子たちも、亜人なのか？）

「良かったね、みんな。ボイストレーニングってわかる？　歌の練習だよ。ボクのことは眠らせないようにね……じゃあ、召しよう喚かん石せきに対応するアクセサリーをつけるね。アトベさん、どれにしますか？」

　選択肢は首輪、ピアス、ネックレス、腕輪、アンクレット──逆に、三人に選んでもらうというのはどうだろう。アクセサリーというのは好みもあるし、好きなものを選んだ方がいいに決まっている。

　三人に選んでもらうと、長女はピアス、次女は腕輪、三女はアンクレットを選んだ。いずれも銀色の金属でできており、腕輪とアンクレットは肌に当たる部分が革になっている。

「召しよう喚かん石せきはこちらになります。ピアスに対応するものがこれで、腕輪がこれで……」

　召しよう喚かん石せきはさほど大きくなく、金具に取り付けられてペンダント型に加工されていたので、その場で身につけさせてもらう。アイテムの情報をライセンスに表示すると、このようになっていた。





◆召しよう喚かん石せきのペンダント・三魔◆




・『デミハーピィⅠ』を召喚できる。

・『デミハーピィⅡ』を召喚できる。

・『デミハーピィⅢ』を召喚できる。

・『回避力』が少し向上する。

・契約した魔物の信頼度が上昇すると、追加効果が解放される。






（装備品としても効果があるのか。信頼度って、どうやって上げるんだろう）

「ミリスさん、一つ聞いてもいいですか」

「あ……え、えっと、ボクのことはミリスって呼んでください。『さん』って言われると、照れちゃうので。それと、かしこまった感じでなくて大丈夫ですよ」

「そ、そうか……ええと、ミリス。魔物の信頼度っていうのは、どうやって上げればいい？」

「贈り物をしたり、長い時間一緒に行動したり、色々方法はあります。魔物によって喜ぶことが違うので、そこは様子を見て見極めが必要です」

　そういうことなら、まず何よりも──彼女たちが気に入ってくれるかわからないが、俺から装備を贈りたい。

　デミハーピィたちに服か胸を隠す装備を渡したいと相談すると、ミリスは翼があっても装備できる服をとりあえず着せておくと答えてくれたので、俺は服の料金を置いて牧場を後にした。

　これで召喚獣をいつでも呼び出すことができる。切り札を増やしておけば、必ず後で生きてくるはずだ──そう思いつつ、俺は仲間の元へと急いだ。








第四章　救えるものを救うために










一　呼び声の森






　魔物牧場から戻ってきたあと、ウィリアム氏に礼を言って、俺たちは『呼び声の森』の入り口に向かった。

　迷宮の入り口の前には広場が設けられ、冒険者が待ち合わせをしたり、作戦を立てたりしているものだが、呼び声の森に通じているという、太い蔦ツタに覆われた大きな扉の周囲には、俺たちと見送りに来てくれたルイーザさん以外の姿はなかった。

「では、今回の探索で貢献度を得ることができたら、その時点で七番区への通行許可を認定いたします。といっても、先程も申し上げましたが、試験の可否に関係なく、アトベ様のパーティはいつでも認定を受けられます」

「わかりました。文句なしの昇格ができるよう、無事に帰ってきます」

「お気をつけて……先に探索に入られました方々がいまして、彼らも試験の最中なのですが、もし見かけたらお声がけいただけますか。彼らの実力は相当なものですが、『名前つき』が出現している迷宮ということもあって少し心配ですので」

　やはりルイーザさんも、『北極星ポーラスター』のことを気にかけていた。俺は可能なら迷宮の中で探してみる旨を伝え、蔦に覆われた扉をくぐる。

　──扉の向こうは霧に包まれていた。まっすぐ進めば霧が晴れるとルイーザさんに教えてもらったので、それに従って皆で歩いていく。

「……『森』っていうだけあって、視界が悪いわね。みんな、くれぐれも気をつけて」

　聴覚や嗅きゆう覚かくが優れているシオンを先頭に、その後ろにエリーティアと五十嵐さんが続き、ちょうど真ん中にテレジアがいて、スズナとミサキ、そして最後列の俺となっている。

『鷹たかの眼』のおかげで、俺は自分たちの状況を俯ふ瞰かんで把握することができる。一番後ろにいるからといって、先頭の状況が把握できないということはない。

「……アリヒトさん、この迷宮は……今までの迷宮より、不穏な気配がします」

「俺もなんとなく、そんな感じはしてるが……いつ魔物が出てきてもおかしくない雰囲気だな」

「ま、まあ、それは今までもそうでしたけど、おどかさないでくださいよー。スズちゃんの言い方だと、今までよりきつい迷宮みたいじゃないですか」

「う、うん……ごめんなさい、でも油断しちゃいけないと思って」

　試験で潜る迷宮はその都度変わるらしいので、この不気味な雰囲気の森に潜るのではなく、課題が変わるまで待つということも不可能ではない。しかし『北極星ポーラスター』の安否確認も目的なので、それは考えないことにする。

「きゃっ……!?」

「っ……五十嵐さん、どうしました？」

　二列目右側を歩いていた五十嵐さんが悲鳴を上げる。見ると、足元が草で覆われているので、水たまりがあることに気づかなくて踏んでしまったようだ。

「はぁ、びっくりした……ごめんなさい、大きな声出したりして」

「雰囲気が雰囲気だから、仕方ないわね。よく見たら、ところどころに水たまりができてる……泥はねに気をつけないと」

　エリーティアが五十嵐さんを気遣い、足にかかった水を拭ふく。優しいなと思いつつ、俺は思う──今のように不測の事態があると一時的ではあるが『恐怖』に陥り、危険に対して対処が乱れてしまうのではないかと。

「五十嵐さん、すみません。『ブレイブミスト』を取ってもらっていいですか？　気合で鼓舞するだけより、『恐怖』を解除する方法があったほうが安心できますし」

「え、ええ……分かったわ。そうね、探索者にとって恐ろしいのは魔物だけじゃなくて、精神状態にくるような環境でもあるわよね……」

　五十嵐さんがライセンスを操作する──その直後、シオンが『何か』に反応する。

「──バウッ！」

「きゃぁぁっ……で、でも大丈夫よ。これさえあれば……『ブレイブミスト』！」





◆現在の状況◆




・『キョウカ』が『ブレイブミスト』を発動






　シオンが何もなく吠ほえるはずはないので、五十嵐さんがすかさず『ブレイブミスト』を発動したのは別にいいのだが──技能の字面通りに、彼女の身体からものすごい勢いで蒸気のようなものが生じて、パーティを包み込む。

「……ヴァルキリーの汗を霧に変える技能……？」

「エ、エリーさんっ、そんな真面目な顔で言わないで！　これは魔力が形を変えたものか何かだから！」

「五十嵐さん、そんなことより、敵が来ます！」

「……っ！」

　次に反応したのはテレジアだった──左方の鬱うつ蒼そうとした森の中から出てきたものを見て、俺たちは言葉を失う。





◆遭遇した魔物◆




フィアートレント：レベル４　戦闘中　ドロップ：？？？

ダーティマッシュ：レベル２　戦闘中　ドロップ：？？？

ダーティマッシュ：レベル２　戦闘中　ドロップ：？？？






　敵は森の迷宮にふさわしい、樹木の魔物。そして、その根本に生えていたらしいキノコの魔物だった。

（レベル４……この迷宮、八番区の中じゃ、やっぱり難易度が高い方なのか）

『フィアートレント』は根の部分を足のように動かし、ただの樹木の陰から出てくる──木にできたコブや洞うろが、まるで顔のようになっている。外国のお化け屋敷にいそうな、子どもの恐怖を煽あおりそうな表情だ。

　しかし子どもを怖がらせることはできても、うちのパーティに怖がるような人はいない──と思ったのだが。

「──オォォォォォン……」





◆現在の状況◆




・『フィアートレント』が『テラーボイス』を発動

・『エリーティア』『ミサキ』が恐怖

・『キョウカ』の『ブレイブミスト』の効果によって恐怖状態に抵抗






「ひっ……!?」

「はえっ……!?」

　エリーティアとミサキが、前触れもなく樹木の魔物──フィアートレントが発した異様な声に、『恐怖』に陥りかかるが、すぐに気を取り直す。

（事前に使っておいても、状態異常を防いでくれるのか……！）

　発動時に効果が出るだけなら、蒸気のようなものを発生させる必要はない。ブレイブミストは保険として使えるタイプの状態異常回復だったということだ。

「木のくせに、そんな声を出しておどかそうなんてっ……！」

　エリーティアが顔を赤くして怒っている──このレベルの敵の特殊攻撃で『恐怖』になりかけたことが、高レベルの彼女としては恥ずかしいのだろう。

「ひぃぃ……ぞわぞわーって身体が……でも、キョウカお姉さんの汗のおかげで回復しました！」

「だから汗じゃないって言ってるのに……本当にもうっ！」

　ヴァルキリーという職には俺が思っていたよりも神秘がいっぱいなのかもしれないと思うが、その思考は封印することにする。イメージというのは積み重ねが大事で、一いつ旦たん呆あきれられるとなかなか女性からの信用は取り戻せないものだからだ──というより、戦闘中に緊張感のないことを考えるなというのが一番だが。

「グルル……ッ、ガァッ！」

「五十嵐さん、テレジア！　二人はキノコみたいな奴を攻撃してくれ！」

「了解っ！」

　幹はそれほど太くないが、人間の背丈を軽々と上回る大きさを持つフィアートレントに同じくらいの体格のシオンが飛びかかり、二体の茸マツシユルーム──菌糸が変化したものか、手と足のようなものが生えている──にはテレジアと五十嵐さんがそれぞれ攻撃を仕掛ける。

「──ッ！」

「せやぁっ！」

「二人とも、『支援』するっ！　みんな、『気合いを入れるぞ』！」





◆現在の状況◆




・『テレジア』が『ダブルスロー』を発動　スモールダークを２本投とう擲てき

・『ダーティマッシュＡ』に一段目が命中　支援ダメージ11

・『ダーティマッシュＡ』に二段目が命中　支援ダメージ11

・『キョウカ』が『ダブルアタック』を発動

・『ダーティマッシュＢ』に一段目が命中　支援ダメージ11

・『ダーティマッシュＢ』に二段目が命中　支援ダメージ11

・『アリヒト』が『支援高揚１』を発動　→パーティ６名の士気が11向上






　顔も何もなく、白く太い軸と巨大な毒々しい傘を持つキノコ人間に、テレジアの放った──短刀ダークが二本同時に突き立つ。五十嵐さんのクロススピアも見事に入った──だが。

「──ワォンッ！」

　フィアートレントへの攻撃を中断し、シオンが警戒するような声を上げる。それを聞いた俺は考える前に、テレジアと五十嵐さんに警告した。

「──二人とも、引くんだっ！」





◆現在の状況◆




・『ダーティマッシュＡ』の物理カウンター　→『乱れ胞子』を発動

・『テレジア』が混乱






「っ……!?」

　攻撃に反応し、テレジアが攻撃したキノコ人間が胞子を撒まき散ちらす。キノコの魔物という時点で、警戒しておくべきだった──胞子を使った特殊攻撃を持っていることを。

「みんな、胞子を吸うな！　スズナ、何とか遠距離から落としてくれ！」

「はいっ……！」








◆現在の状況◆




・『スズナ』が『皆かい中ちゆう』を発動　→２本連続で必中

・『スズナ』の攻撃が『ダーティマッシュ』Ａに命中　支援ダメージ11

・『ダーティマッシュ』を１体討伐






　二撃目には耐えきれず、ダーティマッシュが矢に貫かれ、傘が裂けて動かなくなる。しかしスズナが二本目を番つがえる前に、テレジアが動く──彼女が混乱して攻撃を仕掛けたのは五十嵐さんだった。

「キョウカ、私に任せてっ！」

「エリーさんっ……！」





◆現在の状況◆




・『アリヒト』が『支援防御１』を発動　→対象：『エリーティア』

・『テレジア』が『エリーティア』を攻撃　→ノーダメージ






「くっ……私が止めている間に……お願い、アリヒト！」

　エリーティアは剣でテレジアのショートソードを弾く。『支援防御』をかけているのは両方にだった──テレジアは本気でエリーティアを攻撃しており、このまま打ち合い続ければどちらも負傷する可能性がある。

（どうする……状態異常回復の方法は……いや、その前に……！）

「シオン、待てっ！」

「──バウッ！」

　ダーティマッシュは物理攻撃を受けると、カウンターとして胞子を出す可能性がある──シオンが残り一体を攻撃しようとしたところを制して、俺は入手したばかりの『物理以外の攻撃手段』を実行に移した。

「お兄ちゃんっ……!?」

　サイコロを投げようとしていたミサキが俺を見やり、驚きの声を上げる。だが、今は応えている余裕がない。

　──身体から溢あふれ出した魔力を、親指と人差し指の間に収束させる。スリングの弾と同じ大きさに凝集された、魔力弾。それを俺は、剣を交えるテレジアとエリーティアを横から襲おうとしているキノコ人間に向けて撃ち出した。

「──行けぇっ！」





◆現在の状況◆




・『アリヒト』が『フォースシュート』を発動

・『ダーティマッシュＢ』に命中

・『ダーティマッシュ』を１体討伐






（お、おいおい……魔力弾って、まるでレーザーみたいじゃないか……？）

　狙い通りに『乱れ胞子』の発動を防いで倒し切る。スズナは二本目の矢の標的をフィアートレントに切り替え、シオンと五十嵐さんが注意を引きつけようとする。

「……オォォ……!!」

　攻撃の前兆──フィアートレントはダーティマッシュたちに時間を稼がせている間に、遠距離攻撃を放つ準備をしていたのだ。

　ガサガサとフィアートレントの枝が揺れ、大量につけている実が膨らむ。爆発でもさせて、何か飛ばして来ようというのだろう。

　俺は『黒き魔弾を放つもの』に魔力弾を番つがえ、『スタン』の追加効果を発動させる黒の魔石に念じながら、フィアートレントに向けて撃ち放つ。

「くっ……！」

「アリヒトさんっ……！」

　魔力の消耗がこれほどの疲労感を伴うとは──だが、二発撃てるなら上等だ。今からでも、魔弾の速度ならフィアートレントが攻撃する前に割り込める……！

（──間に合えっ！）





◆現在の状況◆




・『アリヒト』が『フォースシュート・スタン』を発動

・『フィアートレント』に命中

・『フィアートレント』がスタン

・『フィアートレント』の行動が中断






「オォォッ……!!」

　うめくような声と共に、魔力弾を顔面に受けたフィアートレントがよろめく。好機と見た五十嵐さんとシオンが動く間に、俺はスズナに指示を出す。

　打ち合い続けているテレジアとエリーティア──彼女たちは足元の水たまりに時々踏み込み、飛ひ沫まつが上がっている。それを見た時に思いついていたことがあった。

「──スズナ、『手水ちようず』と『水みず垢ご離り』だ！　水たまりを浄化して、テレジアにかけてやってくれ！」

「は、はいっ……！」




『混乱』の状態異常を回復できるとしたら、今のパーティが取れる手段はそれしかない。

「シオンちゃん、行くわよっ……やぁっ！」

「──ワォォンッ!!」

「わ、私もっ……役に立たなくはないんですからーーっ！」





◆現在の状況◆




・『シオン』が『パワーラッシュ』を発動

・『フィアートレント』に命中　支援ダメージ11

・キョウカが『ダブルアタック』を発動

・『フィアートレント』に一段目が命中　支援ダメージ11

・『フィアートレント』に二段目が命中　支援ダメージ11

・『ミサキ』の攻撃が『フィアートレント』に命中　支援ダメージ11



「ウォォ……ォォ……!!」

　シオンの体当たりで幹がメキメキときしみ、五十嵐さんのクロススピアが、ミサキのサイコロが命中する。

　しかし物理攻撃に対して耐性があるのか、ここまでの集中砲火を浴びせても沈まない。

「──取れましたっ……テレジアさんっ、正気に戻ってくださいっ……！」

　スズナが足元の水をすくう──濁っていた水が光り輝いて透明に変わり、それをそのままテレジアに向けて浴びせる。

「……っ」





◆現在の状況◆




・『スズナ』が『手水ちようず』を発動

・『スズナ』が『水みず垢ご離り』を発動　→『テレジア』の『混乱』が解除

・『フィアートレント』が『シード・エクスプロード』のチャージを開始






（名前からして、種を撒き散らして撃ち出してくる攻撃か……だが、これなら間に合う……！）

　我に返ったテレジアの横を、エリーティアが『ソニックレイド』を発動させて駆け抜ける──そして。

「──朽ち果てろっ！」








◆現在の状況◆




・『エリーティア』が『ダブルスラッシュ』を発動

・『フィアートレント』に一段目が命中　支援ダメージ11

・『フィアートレント』に二段目が命中　支援ダメージ11

・『フィアートレント』を１体討伐






　二連の斬撃を浴びて、フィアートレントの腕のような枝が切り落とされる──そして、恐怖を煽あおるような顔が消え、ただの木に戻るようにして動きを止める。

「何とか、無傷で乗り切れたわね……」

　樹液のついた剣を拭ふき取り、エリーティアは『緋の帝剣スカーレツトエンペラー』を鞘さやに収める。五十嵐さんは胸むねを撫なで下おろし、シオンはトレントが動かないか様子を見ていたが、確認を終えるとこちらを向いてバウ、と控えめに吠ほえた。





二　絶望と希望






「…………」

　テレジアはショートソードを持ったままでいる──何か、思い詰めてしまっているようにも見える。混乱していたとはいえ、仲間に斬りかかっていたことを覚えているのなら、自責の念を感じてしまうだろう。

「テレジア、私は気にしてないから、あなたもそうしなさい。こんなこともあるから、短刀ダークはできるだけ遠くから投げるようにした方がいいわね」

「…………」

　エリーティアに声をかけられても、テレジアはすぐに頷うなずけずにいる。こんなとき、どんな風にケアすればいいのか──あまり甘いことを言っても、テレジアの性格だとますます自責が強くなるかもしれない。

　そんな俺の心配をよそに、スズナがテレジアに近づき、水で濡ぬれた身体を拭き始めた。

「すみません、お水をかけてしまって……冷たかったですか？」

「…………」

　テレジアは首を振る。スズナは微笑み、そのままタオルをテレジアの肩にかけた。

「しばらくこうしていてください、濡れたままだと身体を冷やしてしまいますから」

「後部くん、スズナちゃんにはそういう力があるの？　水をかけて、色々治せるっていうか」

「はっきり表示されてないので、『混乱』に効くかはわからなかったんですが。正気に戻すというか、そういう効果はあると思います」

「スズちゃんが水たまりの水をすくったときは、何が起きるのかと思いましたよー。まるで魔法みたいでしたね。いいなー、私もそういう魔法っぽいの欲しいです」

　ミサキも十分に、魔法のような効果を持つ技能を持っているのだが。やはり先ほどの神秘的な光景は、見ていて憧あこがれるものがあるということか。

「エリーティア、今のキノコと戦うのは初めてか？」

「ええ……今まで会わなかったのは運が良かったのね。昇格するときも、この迷宮には潜らなかったけど……想像以上に癖がある魔物が多いわね」

　この迷宮特有の魔物ということだろうか。キノコはどこにでも生えそうな気がするが──と、まずドロップ品を確認しなくては。

「あ……このフィアートレントがつけてる実って、林りん檎ごによく似てる。後部くん、これはどうする？」

「鑑定してみますか。『初級鑑定の巻物』でやってみます」

　俺は五十嵐さんから林檎を受け取り、鑑定してみる──すると。





◆機知の林檎◆




・一つ食べると魔力の最大値が少し上昇する。

・『フィアートレント』のレアドロップ品。






（おお……！　わりとあっさり出たな、レアドロップ。ミサキがいるとやっぱり、こういうところで助けられてるのか）

　レアドロップ品なので狙って拾うことは難しそうだが、大きな収穫だといえる。魔力が上がる効果は有用なのだが、誰に食べてもらうのが一番良いか──と考えていると、みんなが鑑定結果を聞きたそうに俺に注目していた。

「これを食べると、魔力の最大値が上がるそうだ。誰か食べたい人はいるか？」

「後部くんはパーティの人に魔力を分ける技能を持ってるから、優先して食べるといいと思うわ。今も疲れてるみたいだし……さっきのパチンコ、凄すごかったわね。アニメとかでよくビームって出てくるじゃない、あんな感じだったわよ」

「五十嵐さんにもそう見えましたか。俺もちょっと驚きました……でも消耗がでかいんで、乱発はできないですね」

「切り札として使えると思うわ。本当に、後ろにいてくれると頼もしい限りね」

　エリーティアが俺を見る目には、自然に信頼が宿っている──彼女ほどの強者に頼られるというのは、恐れ多くもあるが、やはり誇らしい気持ちになるものだ。

「…………」

「……テレジア？」

　まだ遠慮がちにしていたテレジアが、使っていない短刀を取り出すと、俺から林檎を受け取って皮を剝むいてくれる。

「あれ？　テレジアさん、林りん檎ご剝むくのうまくないですか？」

「すごいです、私、そんなふうに皮をつなげて剝けないです」

　ミサキとスズナだけでなく、俺も勿もち論ろん驚いていた──短刀の刃を当ててクルクルと林檎を回転させ、シャリシャリとあっという間に剝いていき、手の上で割り、芯しんを取る。そして六つに割ったうちの一切れを俺に差し出してきた。

「…………」

「あ、ありがとう……テレジア、意外な特技があるんだな」

　先程まで戦っていた魔物の実ということで少々思うところはあるが、鑑定を信用できないというのは辛いので、ここは思い切って食べることにする。断面を見ると蜜みつが入っていて、俺の知っている林檎より黄色みが強く感じるが、果たして──。

「んっ……うわ、甘い。俺の知ってる林檎じゃないぞ、これは……！」

　歯ごたえは懐かしい林檎に近いが、味がまるで違う。品種改良された林檎でなければ酸っぱいだろうと思ったが、その常識を覆すような味だった。

「アップルパイとか食べたくなりますね、見てると」

「ああ、いいわね……そ、それより、テレジアさん。だんだん赤くなってきてるけどどうしたの？」

「テレジアさん……見ている私の方が照れちゃいそうです」

　スズナが言わんとするところに、俺はすぐ後に気がつく。テレジアは手ずから、俺に林檎を差し出してくる──さっきより、上の方に。

「先を急ぐんでしょう、アリヒト。思い切って食べてあげたら？」

「…………」

「……わ、分かった。そうだな、先を急ぐからな」

　迷っている場合ではないので、テレジアに次々と口に林檎を放り込んでもらう。まるで餌付けでもされているような気分だ。

　そして、全て食べ終えたところで──ライセンスに、能力上昇の旨が表示される。





◆現在の状況◆




・『アリヒト』が『機知の林檎』を使用

・『アリヒト』の魔力最大値が上昇






　頭が冴さえ渡り、身体に力がみなぎる──そして、最大値が上昇した分だけ、俺の魔力は回復していた。状態を確認すると、魔力を示す青いバーが五分の一ほど戻っている。

「…………」

「あ、ありがとう……美味かったよ」

「テレジアさん、りんごの果汁がついてしまってるので、手を洗いますか？」

　スズナは再び水を浄化する──この技能は想像以上に便利すぎる。水たまりからすくったとは思えない、完全に透明な水ができてしまうのだから。

「シオンちゃんにも……水たまりから飲むより良いと思うので」

　喉のどが渇いているだろうシオンにも水を与える。五十嵐さんがうらやましそうにしていたが、こればかりは『手水ちようず』を使える『巫み女こ』の特権というものだろう。

　残るは『ダーティマッシュ』だが、胞子を破裂させなかったほうの『胞子袋』がそのまま採取できた。鑑定するとダーティマッシュが身を守るために破裂させるようだが、破裂させずに切り取ることができれば薬の材料になるらしい。危険が及んで破裂させるとき以外は、簡単には袋は破れないそうなので、持ち運んでも問題ないだろう。

「よし、回収も終えたし、探索を続けよう」

　再び隊列を組み直して進んでいく。フィアートレントたちは数が少ないのか、それからしばらく敵に遭わなかった。

　おそらくこの迷宮の調査が進んでいないのは、魔物が増えるペースが遅く、スタンピードの危険が少ないからなのだろう。

（実入りが少ないっていうのもありそうだが……いくら『機知の林檎』が出ると言っても、確率が低すぎたら時間を浪費することになる）

　ライセンスには、ドロップしたものから魔物や出現場所を逆引きする機能もついている。能力上昇アイテムを落とす魔物については、念のために覚えておく必要はあるだろう。

「シオン、あまり先に行くと危ないわよ」

　エリーティアの声に、シオンが先行していることに気づく。シオンは、少し先の道の脇にある茂みに入り、何かを口にくわえて出てきた。

　戻ってきたシオンが、俺たちの前に持ってきたものは──ゴーグル。

（このゴーグル……ゲオルグの……！）

「これを落とした人が、近くにいるっていうこと？」

「これ……私達の宿舎の玄関ホールで、後部くんが話してた人の持ち物じゃない？」

「えっ……す、すごく傷ついてますけど……それに、こ、この赤いの……」

「エリーティア、ゴーグルには触れないほうがいい。これは多分、血だ」

「……そうね。これの持ち主は、出血している……それも、かなり前に」

　考えられることは一つだ。ゲオルグは負傷し、この近くで魔物に襲われたか、何か不測の事態があり、ゴーグルを落とした。

「シオン、このゴーグルの持ち主の匂いを辿たどれるか？」

　シオンは俺の言っていることを理解し、ゴーグルの匂いをクンクンと嗅かいだあと、再び歩き始める──鼻を効かせ、方向を確かめ、シオンは道の脇の木々のあいだへと入っていく。

「気をつけて進もう。シオンの嗅きゆう覚かくなら、視界が悪くても敵に気づける」

「ええ、分かったわ……確かに、人が通ったあとがある……」

「それも、真新しいみたいですね……でも、あのゴーグルは……」

　ゴーグルに付着した血は完全に固まっていた。つまりゲオルグが負傷してから、かなり時間が経っているということになる。

　──そして、森の中。シオンが、周りと比べて際立って大きな大樹を見つけ、その裏側に回る。

　ゲオルグは、そこにいた──全身に傷を負い、頭を抱えて座り込んで。

「ゲオルグッ……おい、しっかりしろ！　すぐに手当てしてやるからな！」

「……あんたは……どこかで会った……そうか、オレルス夫人邸で……げ、元気にしてたか……？」

　ゲオルグの目の焦点は合っておらず、声にも力がない。彼はこんな状態になるほどの窮地に追い込まれ、命からがらここまで逃げてきたのだ。

　非常時のために購入しておいた貴重なポーションではあるが、そんなことは言っていられない。俺はナップザックから赤い液体の入った瓶を取り出し、ゲオルグに飲ませる──だが、身体の傷はある程度癒え始めても、彼の焦燥は薄まらなかった。

　スズナがパーティにいることで『お清め』の効果が働き、ゲオルグの精神状態がわずかに改善する。初めは目の焦点が合っていなかったゲオルグが、ようやく俺の姿をまともに捉とらえ──そして、急に顔を覆った。

「……何があったんだ。話してくれ、力になれるかもしれない」

「何が……何がだって……？　そんなの、俺にだって分からない……!!」

　ゲオルグは恐慌に陥っている。彼自身の傷も相当なものだ──ゴーグルを弾き飛ばされた時に受けた打撃によるものか、額に傷も負っていた。

「落ち着くんだ。『北極星ポーラスター』の仲間は、まだこの迷宮の中にいるんだな。魔物に捕まったのか、それとも……」

　俺はゲオルグが落ち着くのを待つ。彼は顔を覆った腕を下ろす──震えながら、ゲオルグは唇を震わせ、何度も何かを言おうとするが、言葉にならない。

「……大丈夫だ。俺たちも、試験を受けに来た。『北極星ポーラスター』のメンバーを助けるのは、その道すがらだ。だから、遠慮しないでくれ」

　ゲオルグが簡単に助けを求めないのは、喉から声が出なくなるほどに葛かつ藤とうしているのは、探索者としての矜きよう持じがあるからだ。

　だがここまで追い詰められた彼を置いて、試験をクリアするだけで帰ることはできない。助けられるものなら助けたい、そう思う。

「……仲間は……この迷宮の、二層で……森の中の……っ、あ、足元から……化物みたいな草が、仲間を……体力を、吸って……」

「分かった……迷宮の、二層だな。ゲオルグ、お前はこのまま脱出するんだ。この迷宮の一層には、幸いにも魔物が少ない。脱出だけ考えれば無事に出られるはずだ」

「……俺は……俺だけが、逃げる、わけには……」

「怪我人はそんなことを考える必要はないわ。脱出して、可能なら救助を呼んできて。安心はできないかもしれないけど、ここで震えているよりはずっといいでしょう」

「っ……く……ぁぁ……あぁぁぁぁぁっ……!!」

　エリーティアが説得すると、ゲオルグはうずくまって声を上げる。その悲痛さに、ミサキとスズナが口元を覆った。

　ゲオルグが、どのようにして仲間と離されたのか──想像するだけで胸が痛む。

　迷宮が探索者に牙きばを剝くものだということ、情け容赦のない場所だということは、分かっているつもりだった。だが、凄せい惨さんとしか言いようのないゲオルグの姿を見て、逆に湧いてきた感情がある。

　怒りにも近く、燃えるように身体を熱くする衝動。

（……必ず助ける。だから頼む、生きていてくれ……！）

「ゲオルグさん、後部くんと私たちに任せておいて。今は生き延びることだけ考えるの、分かった？」

「……はい……俺の、仲間を……どうか……」

　一度感情を声に出したことで、ゲオルグの瞳ひとみに理性の輝きが戻っていた。これなら、自棄を起こしたりすることはないだろう。

　ゴーグルを渡すと、ゲオルグはそれを握りしめ、出口に向かって歩き出した。ポーションの効果があったようで、足取りは確かだ──これなら問題ない。

「話を聞く限りだと、草かなにかの魔物に襲われたのね。足元から突然姿を現して、彼らのパーティを……」

「ゲオルグは辛うじて難を逃れたが、迷宮を出ることができずにいたんだ。他のメンバーもまだ無事でいるかもしれない、先を急ごう」

　彼らが魔物に遭遇したのは二層。そこに、おそらく『名前つき』がいる。

　情報の少ない、謎の怪物──『北極星ポーラスター』を一網打尽にした化け物。全く油断のできない相手だが、一刻も早く見つけて討伐しなければならない。

「……みんな、俺に……」

「ついてきてくれるか、はナシですよ、アリヒトお兄ちゃん」

「私は、アリヒトさんについていきます。隊列は前を歩かせてもらっていますけど、いつもそういう気持ちでいます」

「私も同じよ。もし、すごく強い魔物が出てきて傷つくことがあっても、後部くんは何も気にしないで。パーティって、誰かが一方的に守ったり、守られたりするものじゃないでしょう？」

　──そう言われて気づく。俺はみんなに守られているのに、逆に後衛の技能で守っているという意識の方が強くなってきていた。

　今もそうだ。『北極星ポーラスター』を助けるために皆を巻き込んでいいのかなんて、独りよがりなことを考えそうになった。

「……すみません、自分に酔ってました。助けるのは、俺がそうしたいからってだけです。だから、みんなも付き合ってほしい」

「ええ、勿論。もう私たちは、アリヒトの方針に『従わされる』なんてことは考えないわ。だって私は……」

「エリー、話は後だ。シオンが魔物を見つけた、応戦するぞ！」

「っ……わ、分かったわ！　キョウカ、テレジア、行くわよ！」

　シオンが進んできた道に飛び出していく──するとゲオルグが行った方向とは逆、二層へ通じているとおぼしき道の途上を、フィアートレントとダーティマッシュの集団が塞ふさいでいた。

「キョウカお姉さん、汗……じゃなくて、いい匂いのするやつお願いします！」

「『ブレイブミスト』って言うのよ、覚えておきなさいっ！」

　一度相手にした敵なら、対策は打てる。ダーティマッシュを間接攻撃で落とし、フィアートレントの『恐怖』攻撃を『ブレイブミスト』で防げば、あとはレベル相応の魔物として簡単に撃破することができた。





三　蔓つる草くさの傀く儡ぐつ師し






　フィアートレントが一体、ダーティマッシュが三体。問題なく撃破したところ、フィアートレントの根元に絡まっている箱を見つけた。

　木製の箱──まるで、フィアートレントの身体の一部が変化してできたような箱だ。持ち運ぶには大きいので、倉庫の鍵かぎを触れさせて転送しておく。

「その倉庫の鍵って便利ですねー、人間も送れたらいいのに」

「無生物と生物では、対応する転移魔法が異なっているから無理でしょうね。無事に転移できても、事故が起きないとは限らないわ」

　魔物の死体は倉庫に転送できるが、生きたままの場合は転送できない。『物質転送』と『召喚』では対応する魔法が異なると考えられる。

「えっ……じゃあ、罠わなかなにかで転移しちゃうと、すごーく危ないってことですか？」

「それは……無いとはいえないわね。八番区では聞かないけど、私のいた区では、質の悪い罠で命を落とす人は出ていたから」

　罠対策としてテレジアの『指先術』は、優先して振っていった方が良さそうだ。もしかしたら、今拾った箱の罠を解除して開けることもできるかもしれないのだが──今のところ、餅もちは餅もち屋やということで、箱屋のファルマさんの助力を請うことにする。

　ゲオルグたちのパーティが敗れた魔物が、この先にいると考えられる。切り札である士気解放を使える状態で戦いたいが、現在の士気は66──迷宮に入ってからの時間が30分弱ということになる。

（今の俺が一度に上昇させられる士気が11で、９回で99……これでは効率が悪い。一度に12上げられれば、40分でチャージできる。何とか、このチェイングラブの他に、『味方を強化する技能の性能が向上する』装備を見つけないとな）

　あと20分待てば士気解放できるなら、それからでも遅くはないか──そうは思うが、ゲオルグの姿を思い出すと、一分一秒でも早く『北極星ポーラスター』を救助しなくてはならない。

「よし、進もう。二層の探索中に士気解放ができるようになる……それまでは、慎重にな」

「ええ、分かったわ。シオンちゃん、行きましょう」

　バウ、とシオンが吼ほえて、先頭を進んでいく。迷宮に入った時と同じように、再び深い霧で視界が奪われる──すぐ前を歩くミサキとスズナを見失わないよう、俺はぼんやりと明るくなっている前方へと進んでいった。




　二層に出ると、一層よりも空気の湿り気というか、重々しさが増している。

「ひゃっ……び、びっくりした。なんですかね、あの不気味な声……」

　ギャアギャア、とでも形容すればいいのか。鳥のような、聞いたこともない動物のような、奇妙な声が森の中から聞こえてくる。

『鷹たかの眼』で見える範囲には何もいない。ゲオルグたちがここを通ったのは間違いないと思うが、痕こん跡せきのようなものも残されていなかった。

　シオンがクンクンと鼻を利かせるが、やはり今のところ異常はないようだ。

「一応、道はあるけど……ずっと放置したら、草で覆い尽くされてもっと探索が難しくなりそうね」

　エリーティアは進む邪魔になりそうな背の高い草を、剣で切り払いながら進んでいく。再生が速いのか、切った先から生育する気配を見せている──木やキノコの魔物を見た後では、ただの草でも敵なのではないかと思えて、何とも不気味だ。

「後部くん、念のために『ブレイブミスト』をかけておいてもいい？　さっきの木が突然出てきたら危ないでしょう」

「はい、ぜひ。魔力の消費がそこそこ大きいですから、そろそろチャージしますね」





◆現在の状況◆




・『キョウカ』が『ブレイブミスト』を発動

・『アリヒト』が『アシストチャージ１』を発動　→『キョウカ』の魔力が回復






「っ……あ、後部くんも魔力は大事だと思うから、そんなにぽんぽん回復しちゃだめよ」

「五十嵐さんには前衛を務めてもらってますから。『ブリンクステップ』をいつでも最大回数発動できるようにしておきたいですからね」

「後部くん……ええ、わかったわ。貰もらった魔力の分までしっかり頑張るわね」

　そうこうしているうちに、先頭を行くシオンが立ち止まる。少し進んだ先に、森が開けて広場のようになっている場所があり、そこを見据えて動かずにいる。

「バウッ」

「……シオン、何かいるの？　この先に」

　二列目のエリーティアが声をかけても、シオンは尻しつ尾ぽと耳を立てたまま、振り返らずに前方に注意を向けている。

「……人……あれは……」

　草の茂った広場の中央に、一人の女性が立っている。顔に髪がかかっていて、その表情は読み取れない。髪が白いが、それは元からの体質のようで、年齢は五十嵐さんと同じくらいか、もっと下だろうか。

　女性はこちらに近づいてくる。身に着けている装備がところどころ壊れている──しかし、それほどの外傷はないようだ。

「あなた……『北極星ポーラスター』の一員？　無事で良かったけれど、仲間の人たちはどうしたの？」

　白い髪を肩の辺りまで伸ばした女性は、エリーティアの声に応じてようやく顔を上げる。肌は青白いが、彼女は俺たちを見ると微笑みを見せた。

　人懐っこくも見えるが、どこか妖あやしい──そんな表現をしては失礼だとは思うが、彼女にはあまりにも生気がなく、何かが不自然だと感じる。

「私の仲間は元気にしているわ。この先で休んでいるから、あなたたちも来ない？」

「そう……良かった。『名前つき』に襲われたと聞いたけど、何とか逃れられたのね」

「ええ、何も危ないことはなかったわ。私の名前はソフィっていうの、よろしくね」

「私はエリーティアよ。このパーティで前衛を務めているわ」

　──エリーティアは話しつつも、警戒を解いていない。いつでも剣を抜けるようにしているのが、俺にはわかる。

　ゲオルグの言っていたことと、彼女の言っていることはそぐわない。全滅の危機に陥ったというのに、やけに落ち着いているのもおかしい。

「俺たちは一層でゲオルグに会った、彼はもう、迷宮を脱出した……あんたたちも、一度脱出した方がいい。必要なことがあれば、俺たちが手伝うが」

「脱出……？　そんなに慌てて出る必要もないと思うけど。そうだ、『名前つき』を倒したあとの収穫を私達だけじゃ持て余しているから、あなたたちも持っていかない？」

　女性が手を合わせて言う。『名前つき』を倒した──元序列一位のパーティならば不可能ではないと思うし、ゲオルグが訳あって逃げなければならなかっただけで、彼が思うほどの危機ではなかったという可能性もある。

（──装備が壊れて、武器も持っていないのに？）

　ゲオルグからは彼のパーティのメンバーがどんな職業であるかは聞いていなかったが、レザーの軽鎧などの装備から、彼女はローグか、あるいは身のこなしを重視した剣士のたぐいだと考えられる。

　しかし彼女は腰に鞘さやを差してはいるが、そこにあるべき武器がない。革の胸当ては大きく破損して、応急措置のように、草が胸に巻かれて肌を隠している。

「……強敵と戦って大変だった後に、こんなことを聞くのも何だが。その名前つきは、どういう相手だった？」

　これは念のための質問だ。ゲオルグがくれた『名前つき』についての数少ない情報、それと合致しているようなら、彼女を疑う必要はなくなる。

　──足元から化け物のような草が出てきて、仲間の体力を吸った。

（……草……？）

「──ワォォンッ！」





◆現在の状況◆




・『シオン』が『危険察知１』を発動

・『ソフィ』の『傀く儡ぐつ』状態を察知






「──みんな、その人から離れろっ!!　『気を抜くな』っ！」

「っ……まさか……！」

　ソフィと名乗った女性が再び俯うつむく──その口元に、今までと違う狂気じみた笑みが浮かぶ。

「どんな魔物か知りたい……？　それなら、教えてあげる。あなたたちも『養分』になりなさい……！」





◆遭遇した魔物◆




★蔓つる草くさの傀く儡ぐつ師し：レベル５　戦闘中　ドロップ：？？？




ソフィ：レベル４　傀儡　ドロップ：？？？




ジェイク：レベル４　傀儡　ドロップ：？？？

ミハイル：レベル４　傀儡　ドロップ：？？？

タイラー：レベル４　傀儡　ドロップ：？？？





















　シオンが警戒していた、森の開けた空間。その足元の土が何箇所も爆発的に盛り上がり、天を衝つくような勢いで草が飛び出してくる。エリーティアはそれを見て息を飲んだ。

「……なんてことなの……やっぱり、『北極星ポーラスター』は……」

　──ゲオルグ以外は全滅し、魔物によって操られている。そうとしか思えない光景だった。

　地中から飛び出した草は、絡み合って繭のような形を形成している。その中から現れたのは、全員がその髪を真っ白に染め、生気を無くした冒険者たち──おそらくは『北極星ポーラスター』の面々だった。全員が、全身に草を巻きつかせている──あれによって体力を吸われると同時に『傀く儡ぐつ』にされ、操られているのだろう。

「養分を増やさないと……もっともっともっともっともっと、増やさないと……！」

　ソフィの背中から草が伸びて、身体の一部に巻き付いていた草が、一気に全身に広がって絡みつく──そして、巻きついた草が幾つもの水色の花をつける。

（本体を倒せば、『北極星ポーラスター』のメンバーを解放できる……そう考えて戦うしかない。だが、本体はどこにいる……地中だとしたら、どうやって引きずり出せばいいんだ……!?）

「──オマエも養分になるんだよ、犬ころっ！」





◆現在の状況◆




・『ジェイク』が『パワーストライク』を発動

・『アリヒト』が『支援防御１』を発動　→対象：『シオン』

・『シオン』に４ダメージ

・『シオン』が『テールカウンター』を発動　→『ジェイク』に命中　支援ダメージ11






「──ワォォンッ！」

「ぐぉっ……!?」

　レベル４のジェイクが繰り出したメイスによる一撃が、シオンに通ってしまう──シオンのレベルも４なので、俺の『支援防御』をかけてもノーダメージにはできなかった。

　しかしカウンターの打撃の方が明らかに大きく、ジェイクは吹き飛んで地面を転がる。それを見ながらもひるまず、ミハイルという魔術師らしき男と、斧おのを装備したタイラーという男が襲いかかってくる。

「よくもシオンちゃんを……！」

「キョウカ、テレジア、待って！　アリヒト、この人たちは……っ」

　まだ、救うことができるのか。それとも、操られれば元に戻らないのか──。

　『支援防御』でも無傷では済まない相手に、手加減して時間を稼ぐなど甘いことは言っていられない。

（『傀儡』の状態異常を解除できるとしたら、水を生成して、スズナの『水みず垢ご離り』を使うか。だが、ジェイクとタイラーを前にしてスズナを前に出すのは危険すぎる。何か方法はないのか……何か……！）





◆現在の状況◆




・『アリヒト』が『鷹の眼』を発動　→『★蔓つる草くさの傀く儡ぐつ師し』の行動を察知






　そのとき、巡る思考の中で、ソフィの挙動が俺の意識に割り込んでくる。

　いや──ソフィの後ろ。背後にいる何者かの敵意が、ミサキに向けられている……！

「──私もいることを忘れないでもらえる？」

「っ……みんな、『足元』からだっ！　飛び退いてくれっ！」

　悪寒を押さえつけるようにして叫ぶ。俺の指示に従った皆がその場から飛び退いた直後だった。





◆現在の状況◆




・『★蔓つる草くさの傀く儡ぐつ師し』が『傀く儡ぐつ草そう』を発動






「きゃぁぁっ……！」

「──ミサキッ！」

　後ろに飛び退こうとしたミサキが尻しりもちをつく──そのすぐ目の前の地中から草が飛び出してくる。スズナがミサキの身体をさらに引っ張って草から遠ざけているうちに、俺はすかさず魔力弾をスリングに番つがえて放った。

「テレジア、加勢してくれっ！」

「っ……!!」





◆現在の状況◆




・『アリヒト』が『フォースシュート・スタン』を発動　→『傀儡草Ｅ』に命中

・『傀儡草Ｅ』がスタン

・『テレジア』が『ダブルスロー』を発動

・『傀儡草Ｅ』に一段目が命中　支援ダメージ11

・『傀儡草Ｅ』に二段目が命中　支援ダメージ11

・『傀儡草』を１体討伐

・『★蔓草の傀儡師』の体力が減少






　草の魔物にスリングを撃ち込んでも手応えがなかったが、テレジアが追い討ちをしてくれたおかげで、支援ダメージも込みで倒すことができた。

　やはり固定ダメージは優秀だ──そしてライセンスの表示に目を走らせると、本体の体力が削れているとわかる。

「あなたも僕達と一緒になりませんか……？　そうすればもっと強大な存在になれますよ。さあ、この手を取って……ケヒャヒャヒャヒャッ！」

「おあいにくさま……っ、知らない人の誘いは受けないようにしてるのよっ！」

　ミハイルというそばかすのある短髪の青年は、口角泡を飛ばしながら雷の魔法を撃ち出してくる──五十嵐さんはそれを『ブリンクステップ』で避けると、槍やりの石突を繰り出して突きを入れる。

「がぁっ……ケヒャ、ケヒャヒャ……もっと激しく叩たたいてくださいよぉ……！」

「っ……こ、このっ……！」

　仕留めるわけにもいかず、五十嵐さんが加減して攻撃してもすぐに立ち直る──痛烈な突きではあるはずなのに、傀く儡ぐつ状態では痛覚が消されるようだ。

「おんな……おんなぁぁぁぁあああああっ!!」

「くっ……！」

　タイラーが斧を振りかぶり、エリーティアに振り下ろす。彼女はそれをステップで避けるが、反撃には移らない。レベルの差があるために、殺してしまう可能性があるからだろう。

　操られているからなのだと思いたいが、欲望をさらけ出して吠ほえながら力任せに斧を繰り出すタイラーに、エリーティアは明らかに精神力を削られている。相対するだけでも、相当に心労を重ねる相手だろう。

（傀く儡ぐつ状態である限り、彼らの動きは止められない……傀く儡ぐつ草そうを回避して地表に出てきたところを叩くことを繰り返せば、いつかは……本当にそうか？）

　傀儡草を倒し続ければ本体を倒せる。それに賭かければ、前衛に負担を強いて耐え続けることになる──終わりが見えなくても。

「アヒャヒャヒャヒャ！　そうやって回避する姿も美しィィィ!!」

「くぅっ……いちいちいやらしいことを言わないでっ、このっ……！」

　五十嵐さんの魔力が『ブリンクステップ』を発動したことで僅わずかに減る──操られているとはいえ、あれほど欲望を剝むき出だしにしてくる相手を前に、手加減など考えていたら逆にこちらが危うい。

　それ以上に、何より──素直に言ってしまうと。

「あまりうちのパーティメンバーを、そんな目で見てくれるなよ……！」

「えっ……ア、アリヒトお兄ちゃんっ……？」

「アリヒトさん……怒っていらっしゃるんですね……私も、気持ちは同じです」

『北極星ポーラスター』のメンバーは悪くないとわかっているが、俺の仲間をあまりそういう目で見てもらいたくない。ならばどうすればいいか──ミハイルの行動を封じる、それしかない。

「──来い、デミハーピィ！」





◆現在の状況◆




・アリヒトが『デミハーピィ』を３体召喚






　首にかけていた召しよう喚かん石せきのペンダントを引き出し、呼びかける──すると俺の周りに三つの魔法陣が生じて、光の柱が立ち、その中にデミハーピィたちが姿を現した。

「っ……アリヒト、一体何を……っ」

　エリーティアはこちらを振り返る余裕がある。しかしタイラーの方はどうかと言えば、目も当てられないほどに本能剝き出しだ。もし今の記憶が残っていたりしたら、正気に戻ってから相当なトラウマが残りそうだが、今はとにかく彼の動きも封じなくてはならない。

「しばらく寝ててもらうだけだ……みんな、『歌って』くれ！」





◆現在の状況◆




・『デミハーピィＡ』が『眠りの歌』を発動

・『デミハーピィＢ』『デミハーピィＣ』が『輪唱』を発動

・『ジェイク』『ミハイル』『タイラー』が睡眠

・『眠りの歌』の効果が『輪唱』によって継続






　デミハーピィたちは羽ばたいて空に舞い上がると、三人で歌い始める──『輪唱』というのは初めて見たが、こうやって絶え間なく歌い続けているうちは、眠っている三人が起きる可能性は低いと考えられる。

「こんな手があったのね……アリヒト、あなたって人は本当に……」

「はぁっ、はぁっ……でも、ソフィさんがまだ……どうして彼女は眠らないの？」

　ソフィは眠りに耐性のある装備をしている──いや、違う。

　さきほどソフィが動いたときに、ライセンスには『蔓つる草くさの傀く儡ぐつ師し』が『傀く儡ぐつ草そう』を発動させたと表示された。

　──ソフィは他の三人より、傀儡師本体の影響を大きく受けているのだ。





四　ギルドセイバー






　魔物の意志を代弁するかのように、ソフィは激しい敵意をこちらに向けてくる。

「悪い人たち……こんなに邪魔をして。まずゲオルグを養分にしたかったのに、戻ってこないし……そう、彼があなたたちを呼んだの。あの正義感だけが取り柄の暑苦しい男が、余計なことをしてくれたわ」

「ゲオルグさんは、あなた達を助けようとして……っ」

「キョウカ、熱くなってはだめ！　ソフィは魔物に操られているだけよ。あの身体に巻き付いている草さえ刈り取ってしまえば、きっと元に……」

「ふふっ……ふふふっ。何を言ってるの？　養分になるって、こんなに素晴らしいことなのに。さあ、一つになりましょう。それとも、その男を最初に取り込めば、あなたたちも言うことを聞いてくれる？」

　敵は地中に根を伸ばし、どこからでも『傀儡草』を発生させられる。それを思い出したとき、俺は最良の対応が何なのかを全速力で模索する。

「──後部くんっ！」





◆現在の状況◆




・『★蔓草の傀儡師』が『乱れ咲き』を発動　→対象：『アリヒト』






　俺の周囲、四方八方に『傀儡草』が立ち上がる。そうすれば逃げられまい、というのは敵も考えそうなことだった。

（ちょうどいい……分断されるのはリスクもあるが、ソフィの『後ろ』が気になってたところだ……！）

　ソフィが魔物に操られていると分かったとき、彼女の身体に巻き付く蔓草は、どこから発生したか。

　──そう、彼女の『背中から』だったはずだ。





◆現在の状況◆




・『アリヒト』が『バックスタンド』を発動　→対象：『ソフィ』

・『傀儡草』８体が『マリオネット』を発動　→対象：なし






　技能を発動し、ソフィの後ろに転移する。そして俺は、彼女の背中に咲いている、他の部分とは違う色の花を見つける。

　白い花──まさかこんな、清らかそうな花が、凶悪な魔物の本体だとは。

（やはり後ろにいた……こいつを狙えば……！）

　俺は『フォースシュート』によって発生する魔力弾が、花だけに打撃を与えるように角度を調節し、渾こん身しんの力で撃ち出した。

「──喰らえっ！」





◆現在の状況◆




・『アリヒト』が『フォースシュート』を発動　→対象：『★蔓つる草くさの傀く儡ぐつ師し』

・『★蔓草の傀儡師』に命中

・『★蔓草の傀儡師』が『緊急離脱』を発動






「──ギシャァァァァァッ！」

　魔力弾が白い花に命中し、花びらが散る──すると広場の中央の地中から、傀く儡ぐつ草そうの本体らしい巨大な植物が姿を現した。ソフィの背中にあった白い花はどういった原理か枯れ落ち、本体に移って再び咲く。

　しかしまだ、傀く儡ぐつ状態は解除されていない。ソフィの後ろ姿を見ると、地中から伸びた傀儡草が全身に絡みついている──すでに元の装備は原型をとどめておらず、ほぼ裸身の状態だった。

「っ……養分のくせにっ……離せっ……離せっ……！」

（くっ……なんて力だ……！）

　後ろからソフィに組み付き、動きを止める──まだ傀儡状態が解けていないのだ。魔物に操られているからか、それとも元から力が強いのか、全力で暴れる彼女を押さえ込むのは、かなり厳しいものがある。

「みんな、今のうちに本体を攻撃してくれ！」

『後衛』としての支援を封じられても、エリーティアを中心としたパーティメンバーの集中砲火を浴びせれば、倒せない相手ではないはずだ。

「──根絶やしにしてやるっ！」

「きゃぁっ……足元からは止めなさいっ、卑ひ怯きよう者っ！」

「……っ!!」

「ワォォォンッ！」

　エリーティアを切り込み隊長として、四人同時に仕掛ける──ライジングザッパー、ダブルアタック、ダブルスロー、パワーラッシュ。さらにスズナが『皆かい中ちゆう』をかけて矢を放ち、弱点であろう白い花を狙う。

「もう少し……っ、あと一度仕掛ければ……！」

　エリーティアは『ライジングザッパー』を繰り出したあと、『ブロッサムブレード』にすかさず繫つなげる──溜ためが必要な大技なので、他の技からの派生を狙ったようだ。

「いつもそうなんですけど、私もいるのでっ……『ラッキーセブン』！」

　総攻撃に加われなかったミサキが、サイコロを二つ投げつける──出た目が俺からは見えないが、彼女の強運によって技能が発動する。





◆現在の状況◆




・『ミサキ』が『ラッキーセブン』を発動　→成功

・『★蔓つる草くさの傀く儡ぐつ師し』のレアドロップ率が上昇






「き、効いたんですかこれって!?」

「大丈夫よミサキ、効いてるわ！　だから後ろに下がってなさい！」

「あぁ～……みんながんばれー！　こんなことなら『チアガール』にすればよかった！」

　ミサキが引くと同時に、エリーティアが『ブロッサムブレード』を繰り出し、暴れ狂う植物に無数の斬撃を叩き込こんでいく。

「──散れっ！」





◆現在の状況◆




・『エリーティア』が『ブロッサムブレード』を発動

・『★蔓草の傀儡師』に12回攻撃　→十二段命中






「ギシャァァァァッ……！」

　紅の剣が舞うように翻り、十二連の斬撃が、蔓草の傀儡師を切り刻んでいく。それが最後のひと押しとなって、ついに悪夢のような植物の怪物は動きを止め、俺たちの前に沈んだ。





◆現在の状況◆




・『★蔓草の傀儡師』を１体討伐

・『ソフィ』『ジェイク』『ミハイル』『タイラー』の『傀く儡ぐつ』状態が解除






「っ……」

「おっと……危ない。うわっ、草が枯れて……っ！」

　ソフィの身体に巻き付いていた草が、本体の死滅と同時に枯れ始め──ぼろぼろと崩れてしまう。この状況とはいえ、直視していいものではないので目を閉じる。

「……ん……」

「良かった……本体を倒せば、ちゃんと元に戻るみたいね」

「でも、どうしましょうか……この格好のまま、救助の人を呼ぶのは問題があるし……」

　俺は森の木々を見やる──葉っぱで隠すというのはどうだろうか。そんなことを実際に言ったら怒られそうなので、散乱している装備を拾い、それで何とか隠せないかみんなに試みてもらった。

「タオルとハンカチでここを結んだら、いちおう服の体裁は繕えませんか？」

「こういう時のために、針と糸があったほうがいいわね……あとは、包帯とか」

「全身に包帯を巻くの？　サムライはそういうこともあるっていうけど……」

「私もさらしを巻いたりすることはありましたから、巻くことはできます」

　四人がああだこうだと言っているうちに、シオンに周囲を見張ってもらって、他の三人に息があるか確かめる。三人共衰弱しているが、命に別状はなさそうだ。

「……」

「ん……どうした？」

　テレジアがミハイルの傍らに立って俺を見てくる。テレジアは拳こぶしを握って、ミハイルの上に落とすような仕草を見せた。

「その人に俺が怒ってないかってことか？　操られてたわけだしな……戦闘中は正直怒ってたが、彼らも自分の意志で言ってたわけじゃないだろう。テレジア、お仕置きは許してやってくれ」

　テレジアは拳を下ろして、俺に近づく。そして黙ったままじっと見つめてくる──俺の考えを、テレジアは肯定してくれるということだろうか。

「操られて本性が出たのか、それとも心にもないことを言っていたのかは分からないけど……アリヒトみたいに落ち着いた人って、やっぱりそうはいないのかしら」

「後ろに……いえ、アリヒトさんが近くに居てくれると、凄すごく安心します。頼り切りではいけないですけど、本当に、お兄さんみたいで……」

　みんな激戦を終えて安心したのだろうが、普通に聞こえているのに褒められるというのは、何とも落ち着かない気分だった。

「…………」

「ああ、何か落ちてないか調べないとな……シオン、どうした？」

　シオンがおすわりをして、尻しつ尾ぽをパタパタと振っている。

（っ……これは……！）

　近づいてみると──『蔓つる草くさの傀く儡ぐつ師し』が枯れ落ちたあとに、『黒い箱』が落ちていた。

（長い間、討伐されずにじわじわと犠牲者を増やしていた……だから、ジャガーノートと同じように黒い箱が生成された。そういうことなのか）

　その犠牲者の中に、『北極星ポーラスター』のメンバーは加わらずに済んだ。俺たちのパーティも無事だ──シオンが背中を向けているので『支援回復』が発動し、これで全員が完全に回復した。

「後部くん、何か見つけて……あっ、そ、その箱……『黒い箱』……？」

「強敵だったし、未確認でもあったから、可能性はあるけど……このパーティにいると、本当に波乱続きね」

　エリーティアはそう言いつつも、俺に微笑みかけてくる。俺もそうだ──ファルマさんをあれだけ驚かせた希少な箱が、ほとんど間を置かずに手に入ったのだから。嬉うれしくもあり、驚きもしている。

（黒い箱……ジャガーノートが落としたものには、隠し階層への鍵かぎが入っていた。もし、今回も入っていたら……）

　この迷宮に隠し階層があり、そこに入ることができたら、アリアドネが言っていた『パーツ』が見つかるかもしれないし、別の秘神と出会うことになるかもしれない。

『北極星ポーラスター』の救助が終わったら、この黒い箱を開けてもらう。思いがけない発見に、俺は今から胸を踊らせていた。

「……あっ。そういえば、ずっと飛んでるままだったな。お疲れ様、降りてきてくれ」

　戦闘が終わっても空中にいたデミハーピィたちを呼ぶと、俺の前に着陸する。裸だった彼女たちは今は服を着ているので、目のやり場に困ることもない。

　やはり一番小柄な三女は少し緊張しているようだが、次女の後ろに隠れているものの、俺に対してそこまで怯おびえている様子ではなかった。

「後部くん、この子たちに名前はつけてあげたの？」

「えーと……俺、ネーミングセンスがないので、できればみんなにも考えてもらいたいんですが。それとも、元から決まってる名前はあるか？」

　デミハーピィの長女は、ブルネットの長い髪を揺らして首を振る。それと同時に、薄い貫頭衣のようなものを着ているだけなので、下着をつけていない胸が大きく揺れる──俺もミハイルのことを言えない、こんなことで反応しているようでは。

「羽根がある女の子なので、飛鳥アスカちゃんってどうですか？」

「アスカ……それなら、弥生ヤヨイも良さそうね。少し古風な感じだけど」

「そうなると、もう一人は卑ヒ弥ミ呼コさん……でしょうか。一人だけ女王様の名前ですが」

　あれよという間に名前が決まる──三人寄ればかしましい、あるいは文殊の知恵か。

　年代的にはアスカ、ヒミコ、ヤヨイの順番になるか。だが有名な女王の名前なので、ヒミコが長女というイメージがある──ヒミコ、アスカ、ヤヨイの順にするか。

「エリーティアにはまた今度、別の魔物に名前をつけるときにお願いしようか」

「名前をつけるなんて、責任重大ね……と思って見ていたけど、アリヒトがそう言うのなら、何とか考えてみるわ」

　デミハーピィの『眠りの歌』が非常に有用だったので、特殊攻撃を使う魔物については、今後は捕獲も視野に入れて動きたいところだ。

「ん……？　あれは……」

　一層に続く道の方から、集団の足音が聞こえてくる。

　先頭にいるのは、巨大な盾を持つ重装備の女戦士──盾に大きく入っているシンボルは見たことがある。あれは、ギルドの刻印だ。

　彼女は緑がかったさらりとした髪をショートヘアにしており、頭に鉢金を巻いている。俺よりかなり若いようだが、その雰囲気は明らかに手練のものだ。

　女戦士を先頭にして、男性が三人、女性が二人追従している。彼らは顔を覆う兜かぶとを被っており、表情は見えない。物々しい雰囲気に、俺の仲間たちが少し緊張した様子を見せる。

「……あなたたちが、『北極星ポーラスター』？」

　その重装備には似つかわしくないほど小さく、囁ささやくような声で彼女は言った。それで俺は、何となく事情を悟る。

「いえ、俺たちは別のパーティです。『北極星ポーラスター』を襲った魔物を、今倒したところですが……あなた方は？」

「私たちは、ギルドセイバー。『北極星ポーラスター』のリーダーから救助要請が出たため、それに応じて来た」

　昇格試験中は、ギルドの監視がついている。しかし報告を受けてギルドセイバーが到着するまでに、俺たちが救助を終えていたということだ。

「私達の任務を代わりに遂行してくれたことには感謝する。ギルドに申請すれば、救助報酬を得ることができる。しかし今後は、壊滅したパーティを救援するときは手出しは避けること。約束してほしい」

「それは……申し訳ないですが、場合によります。だから、約束はできません」

「……そう」

　気分を害してしまうかと思ったが、ギルドセイバーの女性は短く返事をしただけだった。

「……迷宮国では、全てのパーティが競う立場にある。そのことは、忘れない方がいい。第一に優先するべきは、自分のパーティのこと」

「覚えておきます。それで、『北極星ポーラスター』のメンバーですが……」

「私達が町に連れて帰る。そのための要員は連れてきた」

　淡々と言うと、ギルドセイバーのうち二人の術士らしき人物が、地面に魔法陣を描き始める。

　転移魔法──こうして見ると非常に便利だ。あれよと言う間に、魔法陣に載せられた『北極星ポーラスター』のメンバーが転移していく。

「あなたがたも離脱するのであれば、転移させる」

「ありがとうございます。名乗るのが遅れましたが、俺はアトベと言います」

「……アリヒト＝アトベ。あなたの名前は、あなたが思うより注目されている。私の名前は、セラフィナ。セラフィナ＝エーデルベルト」

　大盾を地面に突き立て、セラフィナと名乗った女性が右手の小手を外し、手を差し出してくる。握り返すと、彼女は初めて感情を僅わずかに見せて微笑んだ。




　仲間たちと共に、転移魔法で外に送ってもらう──本当にあっと言う間で、俺たちは『呼び声の森』の入口前広場に戻ってきていた。

　セラフィナさんたちのパーティが手配していたのか、ギルドから派遣された救護班らしき人々が、北極星ポーラスターのメンバーを運んでいく。

「アリヒトさん、ギルドセイバーの方が来てくださって良かったですね」

「ああ、色々と助かった。一いつ旦たん外には出たかったしな」

「黒い箱を見つけちゃったものね……『呼び声の森』にも、隠れた階層があるとしたら……」

　五十嵐さんも思い当たったようだが、おそらく隠し階層があるなら、その鍵は黒い箱の中に入っている。

　試験に必要な貢献度はすでに十分すぎるほど稼いでいるので、現状の目的は達している。一度町に戻ってから『黒い箱』の中身を確認してみて、鍵が入っているようなら隠し階層もあるのだろうが……それは開けてみないと分からない。

「……アリヒト、黒い箱は狙って出てくるものじゃないわ。『名前つき』をずっと狩り続けたって、手に入るかどうかはわからない。でも、こうやって手に入れてしまったのなら、私たちは隠し階層に入る権利を得ている。それを放棄すべきではないと思うわ」

「さっきの草の化け物も、普通の『名前つき』じゃないってことよね。いっぱい被害を出した『名前つき』じゃないと黒い箱を落とさないのなら……本当に、アリアドネさんを作った神様は、底意地が悪いわね」

　五十嵐さんは複雑そうに言う──ジャガーノート、蔓つる草くさの傀く儡ぐつ師し。共通しているのは、倒される前に被害を出していること。

　ゲオルグたちが壊滅したからこそ、俺たちは黒い箱を得られた。そう思うと、この箱の存在自体が業の深いものだと思えてくる。

　──だからこそ、無駄にはできない。まず七番区に上がって成長してから戻ってくるというやり方もあるのだろうが、逆に今の段階で得たものが、七番区の攻略で生かされることもあるはずで、どちらの選択が間違っているということもない。

「アリヒトさん、私とミサキちゃんが隠し階層への道を見つけます」

「黒い箱に鍵が入ってたら、ですけどね。でもアリアドネさんの言う通りだと、だいたい全部の迷宮に、秘密の階層があるみたいですし」

　時間さえかければ、全ての迷宮の最深部に行けてしまう。だがそれをやっていたらいつまでも、見えてこない世界がある。そして、隠し階層の全てが未踏の場所ではなく、既に誰かが入っていて、苦労して入っても何もないということもあるだろう。

　ならば、俺たちの当面の方針は、『探索中に黒い箱が出た場合だけ、その迷宮の隠し階層を目指す』──それでいい。

「よし……方針は決まったな。まずルイーザさんに報告してくるから、みんなは宿舎で休んでてくれ。箱は明日開けることにしよう」

「「「はいっ！」」」

　他のメンバーのみならず、五十嵐さんまで揃そろって返事をする──俺のことをリーダーと認めてくれているのは分かるが、まだ微妙に落ち着かない。

「…………」

「え……ついてくるって？　いや、今日はもう休んでもいいんだぞ」

　テレジアは物もの凄すごくついてきたそうにしている──どうしたのだろう。何か思うところでもあるのだろうか。

「……もしかして、さっきのセラフィナさんのことを気にしてるのか？」

「……!?」

　自意識過剰かと思いつつ言ったのだが、まさに瞬間沸騰だった。テレジアは真っ赤になり、蜥蜴トカゲのマスクを押さえてその場にうずくまる。

「あの流れだと、握手しないと失礼にあたるしな。彼女のことが特別気になったとか、そういうことじゃないぞ」

「…………」

　本当か、と言わんばかりにテレジアがこちらを見上げる。俺はテレジアに手を差し出して、彼女を立ち上がらせた。

　握った手が物凄く熱くなっている。熱さに弱いリザードマンなのだから、こんな思いを彼女にさせてばかりいてはいけない。

「まあ……みんなも気を回してくれたみたいだしな。いつも通り、一緒に行くか」

「…………」

　テレジアは気を取り直し、赤みが落ち着いたところでこくりと頷うなずく。

　彼女はギルドまで俺の横を歩きながら、俺が握った右手を胸に当て、左手をその上に重ねて、ずっと大事そうにしてくれていた。





五　傀く儡ぐつ師しの執念






　ギルドは探索者たちで賑にぎわっている。俺とテレジアはほぼ顔パスで、ルイーザさんの後輩に案内されて、前にも入った一番奥の個室に通された。

　いくらも待たず、ルイーザさんが入ってきてお茶を出してくれる。そして、俺のライセンスに残された行動記録に、例のごとく片眼鏡モノクルを使って目を通した。

「この方々の名前は……『北極星ポーラスター』のメンバーですね。ギルドセイバーの方より先に救助してしまうなんて……」





◆今回の探索による成果◆




・『呼び声の森』１Ｆに侵入した　10ポイント

・『呼び声の森』２Ｆに侵入した　10ポイント

・『ミサキ』のレベルが４になった　40ポイント

・『フィアートレント』を２体討伐した　80ポイント

・『ダーティマッシュ』を５体討伐した　１００ポイント

・賞金首『★蔓つる草くさの傀く儡ぐつ師し』を１体討伐した　１２００ポイント

・パーティメンバーの信頼度が上がった　３００ポイント

・『ゲオルグ』を救助した　１００ポイント

・『ソフィ』を救助した　１００ポイント

・『ジェイク』を救助した　１００ポイント

・『ミハイル』を救助した　１００ポイント

・『タイラー』を救助した　１００ポイント

・『黒い宝箱』を１つ持ち帰った　50ポイント




探索者貢献度　２２９０ポイント

八番区歴代貢献度ランキング　１

七番区貢献度ランキング　２９４






「貢献度は文句なしです。おめでとうございます、アトベ様方のパーティに、七番区への通行許可が与えられました。ライセンスに『割わり符ふ』を登録させていただきます」

「『割符』？」

「はい、ライセンスの画面でも確認できますが、どの区に移動できるかの通行許可証を『割符』と呼んでいます。『割符』がない場合、許可のない区に立ち入ると、強制的に排除されてしまいますので気をつけてください」

　その仕組みがあるから、壁を超える技能などで上位の区に潜入したりはできないと、そういうことだろう。

　抜け穴がないとは限らないが、現状では思いつかない。ルール違反をすればカルマが上がるだろうし、できれば拘束はされたくないものだ。

「ギルドセイバーには、ルイーザさんから連絡しておいてくれたんですよね。迷宮の中で、セラフィナさんに会いましたが」

「はい、本来なら八番区の迷宮には、なかなか派遣されないのですが……今回は特別です。彼女たちはスタンピードの際に出動して、八番区に滞在していたんです」

　いつもは上位の区で、探索者の救助にあたっているということだろうか。それほど多忙なら、顔を合わせる機会は少なそうだ。

「アトベ様方には救助報酬が支払われます。パーティ全員を救助していますので、ボーナス算定されます……救助者一人あたり金貨12枚で、60枚になりますね」

「ありがとうございます。それは、ゲオルグたちの治療費に当ててもらえますか」

「それは……よろしいのですか？　彼らも、治療のための蓄えはあると思いますが」

「短い期間ですが、同じ宿舎を使ったよしみです。少しでも、力になりたいので」

　ルイーザさんは少し戸惑っている様子だった。しかし俺は、たとえ偽善と言われようと、何かでゲオルグの力になれればいいと思った。

　もし俺が、『蔓つる草くさの傀く儡ぐつ師し』にパーティメンバーを操られ、逃げるしかないなんていう境遇を味わっていたら、簡単に再起できるかはわからない。

　ただでさえゲオルグは怯おびえ、憔しよう悴すいしきっていた。元通りに探索者をするのは難しいだろうと、見ただけで分かるほどに。

「アトベ様は、少しでも多くの探索者が、長く活動を続けられるように……とお考えなのですね」

「それは常に思ってます。常に競争ではありますが、同じ志を持つ仲間なら、できれば助け合ってやっていきたい」

「素晴らしい考えだと思います。もし全ての探索者が同じ考えを持っていたら……迷宮で壊滅するパーティも、もっと少なくすることができるでしょう」

　現状では、そうはいかないということだ。仮に俺たちが壊滅しそうになっても、近くに来たパーティが必ず助けてくれるわけじゃない──自分たちが生き残ることを優先することは、誰にも責められないと思う。

　それでも俺は、助けられるものなら何としてでも助けたい。そう思わずにいられない。

「『北極星ポーラスター』の見舞いに行ってきます。ルイーザさん、七番区に行く準備が出来たら、また俺たちと祝杯をあげてくれますか」

「はい。その時までに、アトベ様のお気持ちも、明るくなっているようにと祈っております」




　ギルド近くの医療所に向かい、ゲオルグたちのいる病室に向かう。男性メンバー四人は相部屋で、ゲオルグ以外はまだ眠っていた。『蔓草の傀儡師』に体力を吸われ、極度の衰弱状態にあったとのことだ。

「……アリヒト。来てくれたのか」

　ゲオルグは頭に包帯を巻いており、まだ怪我は完治していないようだが──迷宮で会ったときの憔悴が噓のように、その目はいくらか輝きを取り戻していた。

「大変だったな。もう少し早く、俺たちが……」

捜索していたら。そう言う前に、ゲオルグはやんわりと右手を上げて制した。

「皆があの草の化け物にやられたあと、俺は二層からしばらく動けなかった。笑っちまうだろ……怖くて足が動かなかったんだ。森の中からは、ずっと操られたソフィの声が聞こえてた。あなたも養分になりなさい、ってな」

「……凶悪な魔物だったな。あんなのがいる迷宮で試験を受けなくても、他のところにした方が良かったかもしれない」

「そうだな。だが、あの迷宮を避けて七番区に行ったところで、同じような魔物が出ないとは限らない。『危険』を避ければ、いつか行き詰まる……俺たちには、まだ七番区に行く資格は無かったってことだ」

　ゲオルグは自じ嘲ちようするわけでもなく、淡々としていた。その横顔には笑みすら浮かんでいる。

「実を言うと、俺たちのパーティはもう解散寸前だったんだ。ソフィの他にもう一人仲間がいたんだが……彼女は俺たちが序列一位になるとき、大怪我をして探索者を引退した。ミハイルとタイラーは、彼女に好意を持っていたんだ。笑っちまうだろう、二人の女性を四人の男で取り合って、それを探索のモチベーションにしていたんだ」

「そうだったのか……」

　パーティにはそれぞれの事情がある。メンバーが一人抜けるだけで、大きくバランスが崩れてしまう──それは、俺のパーティにも言えることだろう。

「……最初に操られたのは、ソフィだった。そうなれば俺たちは、どうしようもなかった。もしあいつを死なせたら、それで全てが終わりなんだから」

「でも、今回は無事だった。だったら、幾らでも再起できる。そう簡単に言うのは、やっぱり無責任かな」

「いや……そんなことはない。今の俺には、『諦あきらめろ』っていう言葉は有難いけど、最も辛くもある。まだ励ましてもらった方が、救われるよ」

　引退した仲間のように、探索者を退き、支援者に回る。それも、一つの生き方だろう。

　必ずしも、そうするべきだとは思わない。しかし「頑張れ」と、中身のない励ましをすることもできない。それでも、彼らをこのままでは終わらせたくないという思いがある。

「あまり自分を追い詰めなくていいんじゃないか。戦いの中で生きた心地がしないことは沢山ある」

「……あの化け物を倒したお前でも、怖いなんて思うことがあるのか？」

「あるさ。仲間が見てる手前、怖いなんてことは言えないけどな」

　ゲオルグは俺の答えを聞いて笑った。宿舎で会ったときと同じ、人懐っこい笑みだった。

「アリヒト、本当にありがとう。ここまでしておいてもらって、こんなことを言うのもなんだが……もう一つだけ、頼みたいことがある」

　ゲオルグは続きを言うことを躊ちゆう躇ちよしていた。しかし意を決したように、喉のどから声を絞り出す。

「ソフィの見舞いに行ってやってくれないか。俺から、治癒師ヒーラーの先生に話を通しておく」

「……彼女に何かあったのか？」

　助けることができた──そう思っていた。しかしゲオルグの表情を見れば、それが俺の楽観的な想像に過ぎなかったことを悟るほかはなかった。

「彼女を助けたアリヒトなら……あるいは、声が届くかもしれない。何でもいい……彼女が反応しそうな言葉を、何でもいいから……っ」

「……ゲオルグ」

　今はそれ以上、彼に言葉をかけることはできなかった。魔物に敗れるということが、どういうことなのか。俺はまだ、実感を持って理解することができていなかったのだ。




　ゲオルグからの紹介があるとはいえ、簡単に面会できるものなのかと思ったが、医療所の治癒師ヒーラーは俺たちが『蔓つる草くさの傀く儡ぐつ師し』を倒したパーティだと知ると、ソフィの病室に案内してくれた。

　ドアを開けると、ソフィはベッドにいる──上半身を起こしているが、その瞳ひとみは虚ろで、俺たちが入っていっても反応しない。

「魔物によって意識を乗っ取られた探索者は、時折完全に回復しないことがあります。それほど魔物の意識と接触するという行為は、人間にとって負担が大きいのです」

　治癒師ヒーラーは年配の女性で、ソフィとは母と娘ほど年齢が離れている。それも理由なのか、ソフィの姿を見てひどく心を痛めていることが見て取れた。

「……魔物を倒せば、それで解放されると思っていた。俺の考えが、甘かったです」

　胸がつかえるようで、うまく声が出せなかった。

　もっと早く助けることができていれば。しかしこんな悲惨な出来事が、おそらく俺が見てこなかっただけで、迷宮国のあちこちで起きているのだろう。

「俺に、何かできることはありますか？」

「……確証はありません。しかし、彼女の意識を操作した魔物を、あなたがたのパーティが討伐したのであれば、可能性はあります」

「可能性……それは、どういう……」

「まだ、彼女が魔物に操られている可能性があります。植物の魔物は、『種子』を残すことがある。恐るべきことに、その種子にも意識が残っていて、ただひとつの目的のために、宿主を利用して発芽のための養分を溜ため込むことがあるのです」

　ただひとつの目的──そう言われて、想像はついた。

　自分を倒した探索者を、魔物がどう考えているか。倒されたなら仕方がない、などと思っているわけがない。

「そう……危険ではありますが。ソフィさんに、魔物が敵視している人物が近づくと、魔物の種子が反応する可能性があります」

「それは……発芽なんてしたら、ソフィは今度こそ……」

「身体の中に入った種子を安全に摘出できる技能の持ち主がいれば良かったのですが……医療技能に長けた人物は、今は探索者として上位の区にいます。そして、容易に私達の要請に応じてくれることはないでしょう」

「……ソフィは、このままだとどうなるんですか？」

「種子に『養分』を吸い取られてしまい、命の危険があります。しかし、早めに発芽させてしまえば、そのような事態は逃れられます。そして、種子を摘出できる可能性もある」

　それは賭かけでしかないと、治癒師ヒーラーの女性もわかっている。それでも、俺をここに連れてきた──ソフィが生き残る可能性を少しでも残すために。

「分かりました。俺を残して、部屋を出てもらえますか。おそらく他の人がいると、『発芽』は起きないでしょう」

「……申し訳ありません。救助をしただけでも、あなたの行為は尊いものです。さらに危険を強いるなど、前途ある冒険者にしていいことではありません……」

「いや、気にしないでください。敵の本体を最初に叩たたいたのは俺なんです。たぶん、最も敵視されてるのは俺だと思いますから」

『バックスタンド』を使い、スリングを『蔓つる草くさの傀く儡ぐつ師し』の本体に撃ち込んだときの、凄すさまじい悲鳴。それほどの打撃を入れた俺のことをしっかり覚えて、復ふく讐しゆうのときを今か今かと待ち望んでいるはずだ。

（……リスクは可能な限り排除したいが。ここでソフィを見殺しにするのは、違うよな）

　治癒師ヒーラーの女性に外に出てもらう。しかし、テレジアは部屋に残った。

「テレジア、俺以外がいると魔物が反応しないかもしれない。一いつ旦たん、外に出て……」

　彼女は首を振る。これから始まることが危険だと理解して、俺から離れるまいとしてくれているのだろう。

　敵の有利な条件に合わせてばかり居る必要もない。仲間が近くにいてくれるなら、そちらの方がいいに決まっている。

「……分かった。テレジア、そこに居てくれ。俺に何かあったら、すぐ外に助けを呼びに行ってくれるか」

　テレジアはこくりと頷うなずく。俺はソフィに近づく──白い髪を揺らし、ソフィは顔を動かしてこちらを見た。

　生気のない瞳。彼女を本当に、元に戻してやれるのか。

　そう考えた瞬間。俺が知覚するより速く、ソフィの手が動き、俺の手を摑つかんでいた。

（……っ!?）

　患者が身につける簡素なシャツ。その袖そで口ぐちから現れた蔓草が、俺の手に絡みつく。

「……あなたも一緒に……私と一つになりましょう」

　青ざめた唇が言葉を紡ぐ。次の瞬間に視界が歪ゆがみ、意識が持っていかれる──。

　気がつくと俺は、光の届かない真っ暗な空間で膝ひざをつき、身動き一つ取れなくなっていた。

（っ……この、草は……ここは一体……精神世界ってやつか……？）

　全身に蔓草が絡みついて、身動きが取れない。そんな俺の眼前に、白いものが浮かび上がる──それは、俺と同じように蔓草に絡め取られ、磔はりつけにされたソフィの姿だった。

「ソフィ……！」

　呼びかけても反応はない。代わりに、辺り一帯に張り巡らされた蔦ツタが生き物のように動き、絡まり合って、俺の前で一つの巨大な蕾つぼみのようなものを作り出す。

　蕾は俺の前で開く──『蔓つる草くさの傀く儡ぐつ師し』の本体と同じ、白い花。その花の中から現れたのは、一人の少女だった。

　花の化身という表現にふさわしい姿。花弁のようなもので身体の一部だけを覆い、無感情な瞳でこちらを見ている──植物らしいといえばそうだ。

「おまえが……蔓草の傀儡師の正体……なのか？」

「……ソフィと意識を融合させたことで、私は『この私』を形成した。この場でおまえを従わせることで、私はおまえを支配下に置く」

「普通に話せるのか……魔物が喋しやべるっていうのは、初めてだな」

「養分は黙って吸われていればいい。おまえの精気はなかなか吸い取りがいがあるから、しばらくは生かす。働きが良ければ、長く使ってやってもいい」

　随分と増長している──見た目は十歳前後の少女にしか見えないのだが、彼女は魔物だ。

「……さっきのは、痛かった。剣で切り刻まれるよりも、槍やりで貫かれるよりも、弓で撃たれるよりも、おまえの攻撃が最も痛かった」

「ぐっ……！」

　絡みつく草が、万力のような力で全身を締め上げる──まるで、巨大な蛇にでも締められているかのようだ。

「さあ……私の支配を受け入れろ。それとも、精神を砕かれる痛みを味わうか？　それで壊れない生物などいない」

（やはり、今攻撃されているのは俺の精神……ソフィをここで解放しなければ、彼女は元に戻らない……！）

　装備もなく、『支援』できる仲間もいない。この状態で、何ができるのか──支配を受け入れて機会を窺うかがうなんて甘いことを考えれば、それこそ一巻の終わりだ。

「……随分と……魔物ってのは、陰湿なやり方をするんだな……」

「手段を選ばないのは人間も同じ。我らを森ごと焼き払おうと考える者もいた。生きたまま焼かれる苦しみが、おまえにわかるか」

「……それは、想像するしかないが。俺は、そんなやり方は選ばない」

「……なぜ笑う。身体を砕かれればどうなるかは教えたはず。脅しではない」

　言われてみて気がつく──俺は笑っている。全身を締め上げられて激痛に喘あえぎながら、それでも泣き言は頭に浮かばない。

「自分で言うのもなんだが……俺は、諦めが悪い上に……瘦やせ我が慢まんが、得意なんだ」

「……ならばいい。片方の腕を砕く。後悔しても……」

　──遅い。そう『蔓つる草くさの傀く儡ぐつ師し』が口にする前に。

「──ッ!!」

　俺の眼前に割り込んできたもの──それは。

　一部が鱗うろこに覆われ、蜥蜴トカゲの尻しつ尾ぽを持つ裸の女性。ここに来られるはずのないテレジアが、蔓草の傀儡師に向けて蹴けりを繰り出していた。

「ぐっ……！」

　蔓草の傀儡師は精神世界とはいえ、その姿通りの膂りよ力りよくしか発揮できず、テレジアの蹴りを受けきれずによろめく。

「テレジア……どうやって、ここに……」

「……迷宮に侵しん蝕しよくされた魂……私たちと同じ……そうか。私の身体を自らに突き刺し、『印』のつながりを辿たどって……」

　俺のことを見守っていてくれたテレジアは、自ら『蔓草の傀儡師』の蔓つるを自分に突き刺して侵蝕させ、精神世界に入り込んだらしい。

　後ろ髪で隠れているが、テレジアの首の後ろには『隷属印』が刻まれている。それは俺との間に、確かな結びつきを形成している──彼女はこれを辿って助けに来てくれたのだろう。
















「……っ！」

「呪縛に抗い、人間を助けるか。魔物にもなりきれぬおまえに何ができる」

　テレジアは後ろ姿を俺に向けている。精神だけの姿となった彼女は、特徴的な蜥蜴トカゲのマスクを被っていなかった。

　──首元にかかるほどの長さの黒髪。彼女に守ってもらっているのに、そんな場合でないと知りながら、その姿に意識を奪われそうになる。

「『武器を持たぬ者』に、私を倒すことはできない。ここに引き込まれたところで、おまえたちの負けは決まっていたのだ」

　蔓草が何本も立ち上がる。闇に淀よどんだこの空間の中で、逃げ場は一つもない──それでもテレジアは両腕を広げ、一歩も引かなかった。

「──これ以上、私の邪魔をするなっ！」

　蔓草の鞭むちがテレジアを襲う。打ち据えられればただでは済まない──だが。

　それは、『テレジアを守るもの』が何もなければの話だった。

「テレジア、『支援する』っ！」

「っ……!!」

　俺はテレジアの後ろにいる。たとえ精神体であろうと、位置関係が後ろであるならば、それは『後衛』だ。

　見えない壁が、蔓草の『攻撃』を弾く。もし、テレジアを拘束しようとしていたら、俺の『支援防御』は働かなかっただろう。

　そこまで狙っていたのかはわからないが、テレジアは見事に蔓つる草くさの傀く儡ぐつ師しの行動を誘導し、『攻撃』をさせた。それゆえに生まれた、絶好にして唯一の機会だった。

「──頼むっ、テレジア！」

「……ふっ……!!」

　久しぶりに、テレジアの呼吸を聞いた。繰り出された蹴りが、俺の『支援攻撃』によって強化され、精神体による体術に『支援ダメージ11』が加算される。

「くぅっ……!!」

　蹴りを受けた蔓草の傀儡師が、吹き飛ばされる。

　ダメージを受けるはずがないと思っていただろう敵にとっては、それが勝負を決するほど重い一撃となった。

　俺とソフィを絡め取っていた蔓つる草くさが枯れ落ちる。残された蔓草の傀儡師──白い髪の少女に、テレジアは静かに近づいていく。

「…………」

　蔓草の傀儡師は、ぴくりとも動かなかった。彼女の本体である花がそうだったように、打撃には極端に脆もろいようだ。

　蔓草の傀儡師がソフィの意識に触れて作り出した、人間の姿。それは、ソフィをそのまま一回り幼くしたような姿にも見えた。

　支援攻撃がここまで有効に働くとは思わなかった。魔法攻撃には支援がかからなくても、『精神体による直接攻撃』には働く──こんな情報を得ても、今後役に立つかは分からないが。

　テレジアが来てくれたおかげで、俺は窮地を逃れた。腕から侵蝕していた蔓草も消えて、多少の痛みはあるが問題はない。

　ソフィと蔓つる草くさの傀く儡ぐつ師しの身体が光り始め、薄くなっていく──そして、消える。後は、ソフィが無事に目覚めることを祈るしかない。俺たちの精神体も薄れ始めている。

「……テレジア。助けに来てくれて、本当に……」

　感謝の言葉を伝えようとする。テレジアは、少し躊躇ためらってからこちらを振り返ろうとする。

「…………」

　薄れていく視界の中で、確かにテレジアが何かを言うように唇を動かした。

　しかしその素顔が見える前に、俺の意識は現実に引き戻されて──気がつくと、ソフィの病室に戻っていた。

　ソフィに摑まれた手に、後ろから身を乗り出したテレジアの手が重ねられている。ソフィはベッドの上で伏せている──意識を失っているようで、まだ彼女が元に戻ったのかは確かめられない。

「……ありがとう。心配かけて、済まない」

　謝ると、テレジアは手を引き──そのまま、後ろから抱きついてきた。

　俺は驚いていたが、けれど不思議と落ち着いていて、胸のところの服を摑んでしがみついてくるテレジアの手に、今度は自分の手を重ねた。

　無事で良かった。言葉はなくとも、彼女はそう伝えてくれているのだと思った。

（……ん？）

　ふと、視界に何か、精神世界に引き込まれるまでには無かったものが映って、そちらに注意を向ける──すると。

　ベッドの上に、種のようなものが落ちている。精神世界で気絶しただけで、『蔓草の傀儡師』はまだ生きているということだ。

　これの処遇は、俺が決める。それくらいのことは自由にしていいだろう。手のひらに乗るくらいの大きさになった強敵をどうするか、俺は幾つかの案を考えていた。





六　解体屋と商人






　治療師ヒーラーの女性を呼び、ソフィを魔物から解放したことを伝え、容態を見てもらう。

「昏こん睡すいから覚めてみないと確かなことは言えませんが……先ほどまでと比べて、状態が良くなっています。魔物の種子を取り除いたので、私の自己回復を促進する技能にも反応が見られます」

「良かった……取り出した種子は、俺が持ち帰らせてもらいます。それとも、何かの研究に使ったりしますか？」

「い、いえ……お恥ずかしいことですが、こちらの施設では、魔物の研究をするような設備はございませんので。アトベ様にお持ちいただけるのなら、それが一番私どもとしても安心ではあります」

　魔物牧場に持ち込んで契約を結べば、俺の言うことは聞くようになるだろう。『名前つき』が調教テイムできるとしたら、場合によっては強力な戦力となる。

「この種子を悪用したりはしないので、安心してください」

「はい。お手数をおかけしますが、よろしくお願いいたします。ゲオルグさんは今眠っていますが、お会いになりますか？」

「いえ、起きたらよろしく伝えてください」

　さっきは取り乱していたが、安静にしていると言うなら無理に起こすことはない。少しでも早くソフィのことを伝えて、安心させてやりたいとは思うが。

「……ん……」

「っ……ソ、ソフィさん、お気づきになられましたか？　気分はいかがですか？」

「ごめん、騒がしかったかな。じゃあソフィさん、お大事に……」

「……待って……」

　テレジアと共に出ていこうとすると、ソフィに呼び止められる。彼女は横たわったまま、顔だけをこちらに向けている。

　ゲオルグともう一人が取り合うというのが、分からないでもない──元は快活な女性なのだろうと想像させる顔立ち。しかし今は俺を見るなり、目を潤ませ、細い声で言う。

「……夢を……悪い、夢を見てた……草に縛られて……でも、あなたが……」

　精神世界で拘束されながらも、彼女の意識はわずかに残っていた。それで、俺とテレジアに助けられたと理解しているのだろう。

「……早く、元気になるといいな。何もかも、まずはそれからだ」

「……はい……ありがとう。あなたの名前を、聞かせてもらってもいい……？」

「俺はアリヒト＝アトベ。彼女はテレジアって言うんだ」

　蜥蜴トカゲのマスクを被ったテレジアを見て、ソフィは少なからず驚いている。精神世界では、テレジアはマスクを着けていなかったからだ。

「……亜人の、呪い……それが無ければ……あなたは、とても……」

　全て言い終える前に、ソフィは再び眠ってしまった。まだ衰弱していて、今は一時的に意識が浮上しただけのようだ。

　ソフィの頰に伝う涙を拭ぬぐっていた治療師ヒーラーの女性が、彼女の様子を確認する。俺は彼女に後のことを改めて頼み、病室を後にした。

　医療所の廊下を歩きながら、俺はテレジアの横顔を見やった。

　ソフィが何を言おうとしたのか。俺が想像する通りなら──マスクのないテレジアの素顔を見たソフィが、感じたことを言おうとしたのだと思う。

「…………」

「あ、ああいや。さっき、助けに来てくれただろ。その時、マスクを着けてなかったなと思ってさ」

「……!?」

　今さら気がついたのか──それほど、蔓つる草くさの傀く儡ぐつ師しを倒すために集中していたのか。

「…………」

「ソフィは見えたみたいで、俺は後ろに居たから惜しいことをしたなと思ってさ。いや、素顔が見たいって言われても、テレジアは困ると思うけど……好奇心半分と思われても、仕方ないよな」

　テレジアは首を振る。見られてもいいと思ってくれているなら、関心を持つことは悪いことではない。

　しかしマスクを取った彼女とでは、いくら彼女がそうしたいからといって、一緒に風ふ呂ろに入ったりしたらまずいのではないだろうか。

「…………」

「うわっ……テ、テレジア、大丈夫だから。別に熱とかはないぞ」

　俺も考えていることが顔に出やすいようなので、気をつけなくてはならない。心配したテレジアに、額に触れられ、熱を測られてしまった。

「…………」

　自分と比べると熱い、とテレジアは主張してくる。冷んやりとした蜥蜴トカゲのマスクと比べれば、それは熱いのだろうが──あまりに心配性な彼女を見て、思わず笑ってしまった。

　と、気づくのが遅れたが、テレジアは手の甲に怪我をしている。俺を助けるために、蔓草を自分の手に刺した時の傷だろう。

「テレジア、少しの間だけ前を歩いてくれるか」

「…………」

　テレジアは俺の指示に従う。しばらくすると『支援回復』が発動し、テレジアの傷が癒える──確かめさせてもらうと、傷は完全に消えていた。

「良かった、綺き麗れいになったな。もし痕あとが残ったら……」

「…………」

　無言で首を振るテレジア。それを見て、俺は彼女が何を伝えようとしてくれているのかを考える──そして。

「……俺は、自分で全部守れるっていう勘違いをしてた。誰かが前に居てくれて初めて、何かができる職だっていうのにな」

「…………」

　次は首を振りかけて、テレジアは途中でやめた。そして再び俺より前に歩いていき、振り返って右腕を曲げてみせる。

「俺が後ろにいると強くなるって？」

「…………」

　こくりと頷うなずきが返ってくる。そして綺麗になった手を改めて見せてくれた。

　今でも、助けに来てくれた時の光景を頭の中で繰り返すほどには、テレジアに感謝している。裸で蹴りを繰り出す勇敢な姿に見とれたなんて、とても言えやしないが。




　オレルス夫人邸の中庭にある簡易工房に入ると、メリッサがツナギを身に着けていた。

「……おかえり」

「ああ、ただいま。素材の輸送を手配したから、加工を頼めるかな」

「もう届いた。『フィアートレント』を解体するために、斧おのとのこぎりを持ってきた。『ダーティマッシュ』はナタだけで解体できる」

　メリッサの職業『解体屋』は、解体に使える武器なら全て装備できるということか。

　しかし相変わらず、ビスクドールのような美び貌ぼうを持つ少女が刃物を手にして微笑む姿は、何とも言えず迫力がある。

「このフィアートレントから、何が作れる？」

「木製の装備なら一通り作れるし、木材にもなるからそのまま売ってもそれなりの値がつく。スリングの改造に使うと、『テラーボイス』の効果がある音が鳴るようにもできる」

「そ、そいつは不気味だな……確かに強そうだが」

「他にはヘッドギアの材料にすると、『防音１』の効果を持たせられる。音で攻撃してくる魔物は、音耐性も持っているから」

「ヘッドギアか。じゃあそいつを一つ頼めるかな」

　あとの材料については二、三個装備が作れるというので、仲間に後で作れる装備のリストを見せて、希望を聞いてみることにする。

　話していると、工房の奥にいたマドカがこちらに出てきた。彼女には一つ調べ物を頼んでいたが、その結果が出たようだ。

「アリヒトお兄さん、お疲れ様です。今回も、すごく大変だったって聞きました」

「無傷とはいかないが、『北極星ポーラスター』のメンバーは全員無事だ。何とか救助できて良かったよ」

「お兄さんたちは、いつも沢山の人を助けてます。それでどれだけの人が、勇気づけられているか……私も、勇気をもらってます。頑張らなきゃって」

「そう言われると照れるが……でも、俺たちが戦えてるのはマドカのおかげでもあるからな。留守中も仕事を任せてすまない」

「そ、そんなこと……遠慮せずに何でも言ってください、少しでもお兄さんたちの助けになれたらって、思っているので」

「ありがとう、これからもよろしく頼むよ。それで、結果はどうだった？」

　俺がマドカに頼んでいたこと──それは、ジャガーノートを倒した時に手に入れたが、未だに用途が分からずにいた『破は軍ぐん晶しよう』についての調査だった。

　銀色に鈍く光る、半透明の水晶。中に、何か紋様が浮かんでいる──それだけ見るとルーンにも似ているのだが、似て非なるものだ。

「これは八番区で今まで発見されていない素材です。上位の区で似たものが見つかっていますが、同じものではありません」

「そんなに貴重なものなのか……一体、何に使うものなんだ？」

「それが……『未登録』になっています。加工をされた記録は一切残っていません。所持しているパーティが何かに使ったということも、商人ギルドでは把握していないです」

　しかし、ライセンスでは『破軍晶』を取得したという情報が出たのだから、何も情報が無いというのは違う。

（ギルドが把握している以上の情報を、ライセンスは表示することがある。そう理解するしかないが……じゃあライセンスって、一体誰が作ったんだ？）

　疑問が頭をよぎる。転生するときにライセンスを渡してくれた案内人は、普段は迷宮国で暮らしていると言っていたが──それが本当なら、会えた時にはライセンスを誰が作ったのかを聞いてみたい。簡単に教えてはくれなさそうだが。

「とにかく、名前だけしか分からないっていうことが分かったと。それだけでも、収穫といえば収穫かな」

「すみません、ご期待に添えなくて。私、やっぱりレベルが低いから……」

「いや、助かったよ。レベルが上がるとできることも増えるのかもしれないけど、現時点でも十分にありがたい」

「……アリヒトさん」

　マドカが思い詰めているので、彼女が被っている商人のターバンの上から手を置き、ぽんぽんと撫なでる。彼女は驚いていたが、恥ずかしそうにはにかみ、ターバンを押さえた。

「……アトベはそんなに撫でるのが上手いの？」

「い、いや、普通だと思うけど」

「そう。マドカを見ていると、上手なのかと思って」

　メリッサは短く返事をするだけで、本当にただ聞いてみただけのようだった。マドカは耳まで真っ赤になり、言葉もない様子だ。

「そ、それで……『ダーティマッシュ』は何に加工できる？」

「白い軸は食べられる。傘の部分を割くと、中に魔石が入っていることがある……手足は使えないし、食べると中毒を起こすから切り取る。あと、芯しんの部分に模様がある個体がいて、その部分は薬の材料になる」

　ダーティマッシュ五体は、一体あたり十キロはあろうかという重さだ。その軸の部分が食用に適しているので、ある程度の値で売れるという。可食部が五キロで五体分だが、値段としてはそこまで高くなく、しめて二十五キロで金貨十五枚にしかならない。

　しかしメリッサに傘が破れていないダーティマッシュをさばいてもらうと、四体目で魔石が見つかった。

「……混こん乱らん石せき。そのスリングにもついてるけど、十個集めて圧縮すればルーンになる」

「先は長いな……まあ、いつかは集まるか。それで、芯の部分に模様があると、何の薬に使えるんだ？」

　尋ねると、メリッサはちら、とマドカを見た。そしてマドカの耳に両手を当てる。

「えっ、えっ……どうして聞かせてくれないんですか？」

　戸惑うマドカの耳をしっかり塞ふさいで、メリッサは俺の方を見やると──ほんの少しだけ頰を赤らめて、聞き取るのがやっとという声で言った。

「……強壮剤。うちのお父さんが、男性には高く売れるって言ってた」

「な、なるほど……」

　体に良いとか、栄養剤的な用途ではなく、大人の用途に使うものということか。そういうものでも意外な用途で役に立つかもしれないので、手に入るものならキープしておきたい。

　俺はメリッサに誤解されないようにと祈りつつ、ダーティマッシュの芯に模様があるかどうか、一体ずつ確認してもらうことにした。
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一　戦乙女ヴアルキリーと剣士の悩み






　ダーティマッシュ百体につき一体の頻度で見つかるという、強壮剤の材料。それがたった五体倒しただけで見つかったのも、ミサキのおかげかもしれない。

　薬の材料を薬屋に納品すると、サンプルが貰もらえるという。マドカが町の薬屋に手配してくれたので、薬ができあがり次第強壮剤が届くわけだが、特に用途が思いつかない。

　そのまま使うのでなく、調合の材料になったりしないだろうか。どのみち、使う時が来るまで倉庫で眠らせておくのが平和そうだ。

「まだ、魔物が生きていたなんて……後部くん、テレジアさん、無事で良かった」

「ヒヤリとしましたが、何とか切り抜けられました。すみません、心配かけて」

「警戒心が強いようだから、アリヒト一人でないと反応しなかったでしょうね。でも、テレジアは同室に居ても大丈夫だった……」

　エリーティアは話を聞きながら、ソフィの病室で起きたことを想像しているようだった。

　──『蔓つる草くさの傀く儡ぐつ師し』はテレジアのことを、「魔物にもなりきれない」と言っていた。

　亜人は迷宮で命を落とした人間が変化した姿だと、傭よう兵へい斡あつ旋せん所のレイラさんが言っていた。亜人として蘇そ生せいしたとき、探索者は魔物の特性を得るのだと考えられる。だからこそ、テレジアは俺と同室に居ても『蔓草の傀儡師』の警戒を受けることがなかった。

　その特性のおかげで、俺は危ういところを救われた。亜人だったからこそ魔物の隙を突くことができたというよりは、蔓草を自分の手に刺してまで助けてくれたテレジアの勇気が大きいのだが。

　彼女は席につかず、今日も部屋の端で俺のことを見ているが、呼ぶ前にやってきて、皆と同じようにテーブルに着いた。

「ミサキとスズナはどうしてる？」

「あの子たちなら、一緒にお風呂に入ってるわ。水気を含んだ土の上で戦ったから、かなり汚れてしまってたしね」

「三人ずつくらいなら一緒に入れるけど、後部くんたちが帰ってきた時に誰もいないっていうのも何だから、私たちは二人で話でもして待っていようと思って」

「……と言っても、アリヒトの話をしていたんだけど。いつもテレジアと一緒だけど、たまには連れていく人を変えたりしないのかしらって。私も用心棒ならできるわよ」

　エリーティアは腕を組みつつ言う。五十嵐さんは話の内容をエリーティアが暴露すると思っていなかったのか、お茶を変なところに入れてむせていた。

「んっ、けほっ、けほっ……べ、別に留守番が嫌ってわけじゃなくてね。あまり気にしないでいいのよ、後部くんはテレジアさんと一緒が一番落ち着くと思うし……」

　確かに──と言いたいところだが、それはそれで恥ずかしいというか、何というかだ。俺が照れるくらいなので、テレジアはすでに茹ゆで上あがったように赤くなっている。

「……、……」

「……順番でもいいっていうこと？　そうじゃなくて……ああ、アリヒトが連れていく人を指名するっていうことね」

　実際そう伝えたいのだと思うのだが、エリーティアの言葉に対して、テレジアは頷かない。

「そう思ったけど、やっぱり後部くんについていきたいっていうこと？　後部くん、テレジアさんにどれだけ慕われてるのよ……分かってるつもりだったけど」

「まあ……入浴のお世話までするくらいだから、相当なものよね。アリヒトが誘ったのでなければ、自発的にそうしたっていうことになるし」

「…………」

（なぜか風ふ呂ろに関しては恥ずかしがらないんだよな……いや、微妙に赤くなってるか。赤くなりすぎると一緒に入れなくなるから、我慢してるのか？）

　だとしたら、健気にもほどがある。しかしできるだけ一緒に入浴はしてはいけないというのが、俺の良心からの訴えだ。

「……え、えーと。今日の夕食は何ですかね」

「『湿地の水牛マーシユオツクス』のステーキですって。なかなか町の食堂では食べられないそうよ」

「戦うとお腹がすくから、沢山栄養を取らないとね。最近は食欲が出てきたし」

　エリーティアは少し恥ずかしそうに言う。まだ成長期だと思うし、皆には常にうまいものを食べて、健康でいてもらいたいものだ。

「その前に……お風呂なんだけど……」

「次は五十嵐さんとエリーティアが一緒に入りますよね。じゃあ俺は、一番最後で」

「…………」

「っ……だ、駄目よ。いい、テレジアさん、男女が一緒に入浴するのは、基本的にはしちゃいけないのよ」

　五十嵐さんの説得に、テレジアはどう応じるか──もしかしたら素直に聞いてくれるかも、という俺の期待はあっさり空振りし、テレジアは首を横に振る。

「ア、アリヒトとテレジアの関係は尊重したいけれど……それだけでは私たちも、待っていて落ち着かないという問題があるのよ。それは分かる？」

「…………」

　テレジアは少し間を置いてから、小さく頷うなずく。それを見て五十嵐さんとエリーティアは、揃そろって安心した様子だった。

「じゃあ、今日は私達と一緒に入って、後部くんとは別で……」

　その提案に対する反応は早く、明確だった。テレジアは横に首を振り、五十嵐さんは困り果ててテーブルに突っ伏してしまう。

「あ、あの……五十嵐さん、俺とテレジアが一緒だとそんなに落ち着きませんか？」

「っ……あ、あのね。そういうことを面と向かって聞くのは、あんまりだと思わない？」

「ま、待って二人とも。分かったわ、テレジアの行動を強制することはできない。それなら交代で、様子を見させてもらいたいというか……私はアリヒトのことを信頼しているし、そんなことは無いと思うけど、この目で見て安心できたら、もうこの件については言わないわ」

「あ、ああ、それでエリーティアが納得できるから……って、あれ？　今なんて……」

　なぜかエリーティアが席を立つ。そして、自分の部屋に戻っていこうとして、俺たちを振り返って言った。

「……もう、ミサキとスズナが上がってくるけど？」

「エ、エリーさん、確かにそういうことも考えたけど、本当にするとなると、心の準備が……っ」

「女性が三人で、アリヒトには恥ずかしい思いをさせるけど……これも、皆の心の安定を保つためだから。悪く思わないでね」

　エリーティアが部屋に引っ込んでいき、慌てて五十嵐さんも追いかけていく。

「ふぁ～、さっぱりした。お兄ちゃん、いいお湯でしたよ～」

「……あの、皆さんで一緒に入られるんですか？　アリヒトさん、すみません、エリーさんがどうしてか、すごくアリヒトさんとテレジアさんが一緒にお風呂に入ることを気にしていて……」

　パーティメンバーのメンタルケアも重要だが、必ずしも一緒に風呂に入らずにおくこともできたはずなのだが──こうなってしまったら、腹を括るしかなさそうだ。




　迷宮国では、『湯浴み着』というものが普通に売られているらしい。町の公衆浴場は男女問わず利用できるスパのようなものなのだが、そこでは裸というわけにはいかないので、湯浴み着を着たままで湯に浸かるのだ。レベルの低い宿舎だと公衆浴場を使う必要があるので、本来なら迷宮国に来たばかりの探索者には必需品となるそうだ。

　それを自由行動時に服屋で見つけたとき、五十嵐さんは良くわからなかったが、利用する時が来るかもしれないと思って何となく買ったらしい。

　ロイヤルスイートの宿舎には、湯浴み着が二着置いてある。しかし四人で入浴することは想定外なのか、俺の分までは足りなかった。

「……俺もそれを買ってきて、着た方が良かった気がしますね」

「い、いいのよ……私たちが無理を言ってるんだし、あまり後部くんに面倒はかけられないわ」

「テレジア、早くアリヒトを洗ってあげましょう。いつもどうやって洗ってるの？」

「…………」

　エリーティアとしては、俺を先にバスタブに入れてしまえば一安心であるとそういうことらしい。確かにそれは一理あるが、なぜ俺が自分で身体を洗うという選択肢は用意されていないのだろう。

「い、五十嵐さん。この状況はやっぱりおかしいですよ。いつもなら五十嵐さんが率先して、ダメだって言うところじゃないですか」

「し、仕方ないでしょう。テレジアさんが後部くんに感謝を伝えてるのに、私たちが何もしないなんて……お礼をしたいのは、私たちだって同じなんだから」

　五十嵐さんとエリーティアが話していたのは、俺がテレジアに変なことをしないか心配だとか、そういうことなのだと思っていたが──どうやら全然違ったようだ。

「お、俺もみんなのお陰でここまで来られたわけで……どちらかにお礼をするとか、そういうのも違いますよ。こういう言い方も恥ずかしいですが、いつも支え合ってるものだと俺は思ってます」

　腰にタオルを巻いただけの格好で、こんなことを言っても格好がつかない──と思ったのだが。五十嵐さんもエリーティアも、感銘を受けたような顔をしている。

「……アリヒトはそういうふうだから、みんなやきもきしてるのよ。その気持ちが、私にも少しずつ分かってきたわ」

「本当に……後部くんはずっと宿舎にいて、私が養うくらいでないと、恩返しできないのにね。どんどん助けられて、返せなくなっていっちゃう」

「…………」

　ここまで言われて遠慮してばかりでは、逆に良くない──それくらいは俺にも分かる。

「……風呂でお礼っていうのは、びっくりしますけどね。本当は俺も嬉うれしいですよ」

　そう言ってしまえば、今後の『お礼』に風呂で背中を流すことが含まれてしまうと分かっていたが──湯浴み着のおかげである程度落ち着いていられるので、絶対に駄目というわけでもなくなったと思う。

「じゃ、じゃあ……早速始めるわね」

「最初に一度、身体を流すわね。少し、迷宮の泥がついているから」

「…………」

　テレジアが桶おけに汲くんだ湯を適温に調節して、俺の肩からかけてくれる。静かにかけても水が跳ねて、俺の周りにいる三人にある程度かかってしまった。

　──そして三人が身体を流してくれる段になって、俺は致命的な見落としに気がつく。

（……湯浴み着の下に何も着てないと、水で濡ぬれるのはまずいんじゃ……？）

「後部くん、手を広げて……指の間まで、しっかり洗わないとね……」

「……アリヒト、どうしたの？　身体が何だかこわばってるけど」

「い、いや……そうでもないよ」

「ふふっ……そんなに緊張しなくてもいいのに。私たちは、ちゃんと服は着てるんだから」

　三人が現状の自分たちの姿に気がつくことなく、この入浴時間を終わらせられるのだろうか。そのうち水着のようなものが入手できればより安全になるので、可能ならば入手したいものだ──と、今は思考を逃避させるしかなかった。





二　八人の宿舎






　俺が一足先に風呂から上がり、五十嵐さんたち三人にはゆっくりしてもらうつもりだったのだが、全員が長湯をせず、しかし真っ赤になって上がってきた。

「えっと……あの、キョウカお姉さん、何があったのか聞いてもいいです？　聞くまでもない気がするんですけど、エッチなことは間違いなくしましたよね」

「っ……な、何言ってるの。そんなことするわけないじゃない、私はただ、後部くんへの日頃の感謝を伝えるために……」

　ミサキの直球を受けきれずに、五十嵐さんは大いに動揺している。エリーティアは自分の部屋に逃げていきかけて、スズナにそっと袖そでを引かれて引き止められた。

「あ、あの。キョウカさんの言う通りなら、私は何も疑ったりはしませんから。エリーさんも、お水を飲んで休憩してください。お風ふ呂ろ上あがりの水分補給は大切ですよ」

「え、ええ……で、でも……何というか、私たちの注意が足りなかったというか、アリヒトは何も悪くないけど、アリヒトがいると今は落ち着かないから、一晩休んでリセットさせてもらってもいい？」

「あ、もしかして服を着てれば大丈夫なんて思ってたら、だんだん恥ずかしくなったとかそういうことだったり？　三人共乙女ですねー、私も人のことは言えませんけど」

「…………」

　テレジアも乙女と言われて恥ずかしがっている。真っ赤になっている三人を、うちわでもあれば扇いであげたいくらいだ。

　やましいことは何もない、とはとても言えない。俺としてはとても申し訳ないと思っているが、服が透けた件については三人とも怒ってはいなくて、非常に気まずいものの、不可抗力ということで折り合いはつけていた。

　しかし俺の記憶には、さっき見たものが刻み込まれてしまっている。女性とパーティを組むなら聖人のような心を持たねばと思うのに、今の俺は全くなっていない。

「……ん？　ど、どうしたスズナ、そんなにじっと見て」

「い、いえ。アリヒトさんも、水分補給をしっかり……」

「スズちゃんもアリヒトお兄ちゃんに感謝してるから、背中を流したいって言ってたんですよ。待ってる間、いっぱいため息もついてましたし」

「ち、ちがっ……もう、ミサキちゃんっ……！」

「赤信号もみんなで渡れば怖くないですよね。アリヒトお兄ちゃん、そういうことでひとつお願いしまーすっ」

「お、おい、何のことを言ってるんだ……？」

　ミサキは説明せずに、自分の寝室に引っ込んでいってしまった。残されたスズナは、いつもは落ち着いているのに、俺の視線を受けてびくっと肩を震わせる。

「……その……私も、アリヒトさんに感謝しているのは、みなさんと同じなので……日頃の感謝を伝えたいなって、そう思ったんです。焼やき餅もちとか、そういうことじゃ……」

「……スズナ、そんなに遠慮しなくても、アリヒトなら分かってくれているわ。私だって、そんなに付き合いが長いわけじゃないけど、背中を流させてくれたもの」

「ま、まあ……驚きはしたけど、あまりアタフタしてても大人としてどうかと思うしな」

「そんなに落ち着いちゃって……最初は後部くんの方が恥ずかしがってたくせに」

　五十嵐さんについては、一番服が濡れた件について恥ずかしがっているように見える。それは無理もない、彼女は胸が大きいので、濡れた布地の張り付き方もピッチリとしていて──と、想像すると顔に出そうだ。

「……カルマって、パーティを組むと上がらなくなるの？」

「い、五十嵐さん、勘弁してください。俺は捕まりたくないですよ」

「今のところ、両者合意しているから反応していないみたいだけど……ライセンスに見張られているみたいで、あまりいい気分はしないわね。気をつけないと」

　エリーティアはグラス一杯の水を少しずつ飲んで空にする。そろそろ今日は休んで、明日に備えた方が良さそうか。

「そういえば、メリッサとマドカは？　今日からここに泊まるのよね、私たちのパーティに入ってくれたんだから」

「あ……それもそうね。部屋割りを決めないと」

　エリーティアと五十嵐さんに言われて、俺もようやく気づく。彼女たちは今、どこにいるのか。

　そう思っていると、ドアがノックされた。そして、外から声が聞こえてくる。

「アリヒトお兄さん、只ただ今いま戻りました。マドカです。メリッサさんも一緒です」

「ああ、よく来たな。今鍵かぎを開けるよ」

　ドアを開けると、マドカとメリッサが入ってくる。解体作業をしていたメリッサはどうやら気を遣って外で風ふ呂ろに入ってきたらしく、マドカもそれに付き合ったようで、いつも着けているターバンを外していた。ボブカットの黒髪が、少ししっとりしている。

「外でお風呂に入ってきたのか？　遠慮しないで、ここの風呂を使ってくれてかまわないぞ」

「は、はい……ありがとうございます、お兄さん。でも、今日はメリッサさんが家でお風呂に入りたいというので、一緒にお邪魔してきたんです。私も、外に出る用事がありましたから。シオンちゃんにもついてきてもらいました」

「そうか。シオンは外の小屋に戻ったのか？」

「……すごくいい子。強いのに、よく言うことを聞いてくれる」

　メリッサも犬好きなようで、わずかながら笑顔が見られる。いつものツナギではなく、私服のワンピースタイプの服を着ていて、いつもぼさぼさ気味の髪にもしっかり櫛くしが通されている──マドカが風呂上がりに世話をしたのだろうか。

「これが、薬師さんにお願いしていたものです。強壮剤ですね」

「っ……そ、そうか。意外にすぐ作れるんだな。ありがとう、手間をかけたな」

「いえ、これが私のお仕事ですから、お役に立てて嬉しいです」

　礼を言って、今のところは流そうとするが、五十嵐さんが聞き逃すわけもなかった。

「強壮剤って、滋養強壮に効くとかそういうこと？　ドリンク剤みたいなものが、迷宮国にもあるのね」

「キノコ系の魔物から作れるっていうけど、ダーティマッシュからでも作れたっていうこと？　ミサキがいるから、希少な素材が取れたみたいね」

「キノコは毒が含まれているものもありますが、健康にいいものもありますし、その成分を抽出したものっていうことですね」

　五十嵐さんは仕事の時にたまに栄養ドリンクを飲んでいたが、同じようなものだと思って興味を持っているらしい。

　メリッサは特に何も言わない──さっきは強壮剤だと言いにくそうにしていたので、てっきりそっち方面に使うものだと思っていたが、そうでもないのかもしれない。

「じゃあ、疲れが溜たまってる人がいたら、飲んでもいいですよ」

「えっ……いいの？　でも、貴重なものなんじゃ……」

「ダーティマッシュなら狩ろうと思えば狩れるので、二度と手に入らないほど貴重でもないですからね。すごい味かもしれないので、誰かに味見してほしいっていうのもあります」

「アリヒトったら……でも、確かにそうね。味がひどかったら、使うべきときに使えないかもしれないし」

　連日の探索で疲れている仲間がいたら、回復の役に立つといいのだが。後生大事に持っているよりはその方がいいだろう。

　じゃあ俺が味見をしろという話なのだが──迷宮での収穫は共有財産なので、みんなが最初の一口を体験する資格を持っているのである。決して腰が引けているわけではない。

「琥こ珀はく色いろをしてて、見た目は美味しそうだけど……香りはどうなのかしら」

「なかなか踏ん切りがつかないものはあるわね……」

「ミサキちゃんたちも飲みたいかもしれませんから、後で聞いてみましょうか。テレジアさんは……興味があるみたい……ですか？」

「…………」

　テレジアは頷うなずかない。気が進まなければ飲ませるつもりはないのだが、こうなるとみんな身構えてしまって、誰も手をつけようとはしなかった。




　その後、居間からみんなが出ていった後に、初級鑑定の巻物を使ってどんな効果なのか見てみると、こんな結果が出た。





◆ダーティスピリット◆




・飲むと一定時間、『強壮』状態になる。

・使用時に副作用が生じることがある。






（飲まなくてよかった……リスクが大きすぎる。副作用って、一体何が起こるんだ）

　ダーティマッシュなのでダーティというのはわかるが、『スピリット』で飲み物というと、これは酒なんじゃないだろうか。

　ダーティマッシュの芯しんの色づいた部分を、酒に浸して浸出させたとか、そういう飲み物だとしたら未成年に飲ませるのは良くない。迷宮国に未成年という概念があるのかは、確かめていないが。

『強壮』自体はスタミナがつくとかそういうことだと思うが、副作用があるものを試しに飲んでみるのは、さすがに蛮勇というやつだ。俺はダーティスピリットの瓶を居間の戸棚に置いて、自分の寝室に戻った。

「あ……アリヒトさん、鑑定の結果はどうでしたか？」

「どうも酒っぽい名前だから、未成年は飲まない方がいいかもな」

「そうだったんですか……迷宮国のお薬は、お酒も材料に使ったりするんですね」

　今夜もスズナと同室で、彼女はベッドに座って何事かを考えていたようだった。毎日クジで部屋を決めて移動するのも大変なので、部屋替えはまた明日だ。

「スズナ、同じ部屋で大丈夫か？」

「はい、良く休めていますし、その……私の方こそ、アリヒトさんは同室でいいのかなって……ミサキちゃんなら、いっぱい盛り上がるようなお話もできますし」

「寝る前くらいはさすがに静かな方がいいな。盛り上がるっていっても、ミサキの話題は俺を茶化すことが多いし」

「ふふっ……ミサキちゃん、気に入った人にはいつもそうするんです」

　気を引きたくてからかうとか、子どもの頃にはよくある話だ。ミサキにとって俺がその対象というのは、喜んでいいのかどうか分からないが。

「俺は寝てる時静かにしてるか？　って、スズナも寝てるなら分からないか」

「とても静かです。私の方が、息がうるさかったりしないか心配なくらいで……」

「大丈夫、何も聞こえないぞ。まあ少しくらいはいいんじゃないかと思うしな。寝相が悪くて、布団を跳ね飛ばしたりするのは困るけど」

「ふふっ……ミサキちゃんはそういうことがあるので、一緒の部屋になったら、お腹を出さないように言ってあげてくださいね。ミサキちゃん、アリヒトさんの言うことなら素直に聞いてくれますから」

　同室になった仲間がお腹を出して寝ていたとして、俺に何ができるだろう──そっと毛布をかけるくらいか。まあ、俺も一度寝ると眠りが深いほうなので、夜中にふと目が覚めることもそうないが。

「……あっ、す、すみません。私、ミサキちゃんがいないところで、こんなこと……噂話してるみたいで、いけませんよね」

「悪いことを言ってるわけじゃないから、いいんじゃないか。あいつの寝相が悪いって言われても、それは日頃のイメージ通りだしな」

「アリヒトさんには、あまり恥ずかしいところは見せたくないと思いますから。ミサキちゃん、本当にアリヒトさんのことを尊敬してるので……」

「ほ、本当か……？　ミサキはいつも調子がいいからな、話半分で聞いておくのがいいかと思ってるんだが」

「ふふっ……今は、そうしてもらった方がミサキちゃんも居心地がいいと思います」

　こうして話していると、本当にミサキと同い年なのだろうかと思う。俺が高校生のときは、スズナほど落ち着いてはいなかった。

「アリヒトさんの、人の心にいたずらに入り込まない距離感が、皆さん心地いいんだと思います……私も、そうですから」

「俺は、そこまで気が回る方じゃないけどな。単に鈍いだけかもしれない」

「あ……そ、それは、自覚があるんですね……」

「ん？　スズナ、今なんて？」

「っ……な、何でもありません。こういう男性って、お話の中だけなのかと思っていましたけど、本当に……すごい……」

　そんなふうに頰を赤らめて見つめられると、勘違いしそうになる──しかし今のスズナは、あまりプラスの意味で『すごい』と言っているようには見えない。

「……あっ。す、すみません、私、何かまた失礼なことを……」

「いや、気にしてはないけど。何にせよ、色々話せるようになってきて良かったよ。スズナも思うところがあったら、いつでも……ん？」

　スズナのベッドサイドに置かれたチェストが、淡いネオンブルーに輝いている。

　それは、スズナのライセンスだった。何かを知らせるように、光は周期的に強まったり、弱まったりすることを繰り返している。

「これは……アリヒトさん、見てもらえますか？」

「あ、ああ……」

　ベッドから出て、スズナのライセンスを見せてもらう。そこには、こんな表示が出ていた。





◆通知◆




・『アリアドネ』が『スズナ』に『霊れい媒ばい』の使用を要求






「これは……アリアドネからの連絡？　こんなところで『霊媒』を使えって……」

「……ライセンスには全てが表示されるわけではありませんが、今のところ間違った表示がされたことはないので、これはアリアドネさんからのお願いで間違いないと思います」

『曙あけぼのの野原』の四層にいるアリアドネと、ライセンスを通じて連絡できる──とまではいかないが、向こうが『霊媒』を求めてきているのは、何か理由がありそうだ。

　ライセンスの表示を疑うつもりは俺にもないし、何か緊急の要件があるのだとしたら、このままスルーするのは得策ではない。

「スズナ、俺がついてるから、『霊れい媒ばい』を使ってみてくれるか」

「ありがとうございます。アリアドネさんはきっと、私たちに何かを伝えようとしてくれているんだと思います」

　スズナは律儀にも俺に頭を下げると、ベッドの上で正座をする。そして目を閉じて集中し始めると、彼女の身体を霊気とも言うべきものか、神秘的なオーラが包み込む。

「……この憑より坐ましの身に降りて、世に御声を聞こしめし給え……」

「っ……！」

　小さく呪文のようなものを唱えた、その瞬間──『月つく読よみ』を発動させたときと同じように、スズナを包むように青い光の柱が立ちのぼる。

　しかし、『月読』と決定的に違うのは、スズナの後ろに、彼女ではない何者かの気配が生じていることだった。

「……そこにいるのは『後衛』か。まだ巫み女この視界を借りることに慣れていないため、視認性に問題がある。正しければ返事をしてもらいたい」

「ああ、俺だ。アリヒトだ。今日は助けてくれてありがとう、本当に助かった」

　スズナの髪の色が変わり、口調もアリアドネのものになっている。スズナは『霊媒』を使って、アリアドネの霊体のようなものを、自分の身体に降ろしたと考えられた。

　迷宮の底で眠っていたアリアドネの瞳ひとみには、感情の光がなかった。スズナに宿ってもそれは同じで、生気のない瞳に見つめられると、思わずぞくりとさせられる。

「念のために聞くが、君は本当にアリアドネなのか？」

「それを示す証は、巫女の容姿と、身体の一部に現れる。我の精神体は、契約した者たちの持つ『誓約の札』を目印として、このように干渉することが可能となる。『霊れい媒ばい』という技能を用いた場合は、この位置に我の『神しん紋もん』が現れる」
















「っ……ま、待て、見せなくていい！　スズナの身体なんだ、彼女のことを尊重してくれ」

　スズナに宿ったアリアドネは、寝間着のボタンを外して胸を見せようとする──いきなり胸のところのボタンから外したので、二つの膨らみの間の部分が視界に入ってしまう。

　確かにそこには、光る印が浮かび上がっていた。これがアリアドネの『神紋』──左右対称な幾何学模様で、大きさは大人の親指の先程度だ。

「……人間は羞しゆう恥ち心しんを持つ。『霊媒』状態でも、巫女は状況を把握している。止めてくれてありがとう、と思っている」

「わ、分かった……それも内緒にしておいてくれた方がいいな」

「了解した。問題のある挙動は修正していく。我は学習機能を有しているが、それほど優秀なものではない。繰り返し学習することで、人間の脳における神経回路と同等の、情報回路ニユーラルネツトワークが形成される」

　アリアドネと話していると、迷宮国の中世的な風景に似つかわしくない、高度な機械文明が彼女を生み出したように思えてならない。

　スズナの身体を借りて淡々と話すので、違和感がかなり大きい。しかし最初は目に感情の光が無かったが、少し輝きが感じられるようになってきた。

　つい気になって瞳を注視してしまう──するとアリアドネがつい、と目をそらしてしまった。

「……これが、恥ずかしいという感情。スズナの感情はかなり強く、貞操観念が強い。しかし、アリヒトに対しては特例として……」

　アリアドネは言いかけて、途中でやめる。どうやらスズナの抗議が激しいようだ。それは当たり前だ、考えていることを全部言われてしまいかねないのだから。

「……今後も『霊媒』の要請に応じる代わりに、スズナが望んだ時以外は、彼女の代弁はしないという取り決めになった」

「ああ、それがいいな……それでアリアドネ、俺たちに何か伝えたいことでもあるのか？」

「そう。新しく入手した『黒い箱ブラツクボツクス』について、警告するために来た」

　ライセンスに取得したものが表示されるということは、アリアドネにも伝わるということだ。

　蔓つる草くさの傀く儡ぐつ師しから取得した黒い箱。それは、俺が持ち歩いている革の荷物入れに入っている。取り出して見せると、アリアドネは頷いてみせた。

「これの、何が危険だって言うんだ？　前回はアリアドネの所に行くための鍵かぎと、大量に宝というか、金貨と装備品なんかが入ってたが……」

　アリアドネは首を振る。そして、俺の手の上にある黒い箱を指差して言った。

「ブラックボックスには、『アーマメント』が入っていることがある」

「アーマメント……？」

「そう。正式名は、アーマード・アタッチメントという。我たち秘神には、パーツがあるという話をした。本来パーツは、ブラックボックスに入っている。我が使用するべきパーツは、ジャガーノートのブラックボックスには含まれておらず、身体の一部に代わりのものが入っていたはず。小さな結晶体」

　そう言われて、すぐにピンと来た──マドカに詳細を調べてもらったが、結局正体不明のままだった『破は軍ぐん晶しよう』。

「これのことか？　何に使うのか、良くわからないんだが……」

「それは、『剣』に対応する『神じん器ぎ操そう晶しよう』。アーマメントに装着することで、使役可能な状態となる」

「ジンギ、ソウショウ？」

「アーマメント・コントローラーと言ってもよい。アーマメントは、秘神の装備するパーツ……つまりは、神器だといえる。神器は意志を持ち、自律的に行動する。そして、自らが『取得されない』ように、基本的に自衛をする」

　新しい単語を連続で聞かされて、頭の中の整理に苦労する──一応、こんなこともあろうかと買っておいた手帳を物入れから取り出し、アリアドネから得た情報を書き留める。

「つまり、黒い箱を開けると、意志を持つ神器っていうのが出てくることがある……そいつは、自分を手に入れようとする存在を攻撃する。そういうことか」

「肯定する。その場に居合わせた者全てが、戦闘に巻き込まれる危険がある」

　ファルマさんには、箱を開けてもらったらすぐに外に出てもらった方がいいということだ。そしてミサキ、あるいはスズナも、戦闘には加わらない方がいいかもしれない。

「我が契約者、揺るぎなき『後衛』よ。我は貴方に加護を与える存在として、神器の攻撃を防ぐために有効な手段の一つを提案する」

「あの、機械の腕……『ガードアーム』か。防ぐ自信はあるのか？」

　アリアドネは自分のことを、廃棄されたとか、はずれという言い方をした。秘神が装備する神器の攻撃を、彼女が防げるのか──俺は信じたいが、無理をして守ってくれとは言えない。

　彼女はしばらく考えている様子だった。ベッドの上で正座をしたまま、俺をじっと見ている──アリアドネにも、悩むということがあるのだ。

「信仰値が十分であれば、『ガードアーム』によって軽減できるダメージをその分増やすことができる。そのために、協力を願いたい」

「信仰値……俺たちに加護をくれる秘神、つまりアリアドネを信仰してるってことを、何かで示せばいいのか？」

「そう。信仰とは、我が貴方がたに加護を与えることで、自然に得られるもの。それ以外にも、貴方がたとの『信頼関係』を強固にすることでも得ることができる。信仰は消費されるものではなく、高められるほどに我の加護は強くなる」

　リヴァルさんが『空から来る死』に攻撃されたとき、アリアドネの『ガードアーム』はそれを見事に防いでいた。俺の『支援防御』でも防ぎきれなかったと思われるので、かなり強力な防御手段だと考えていい。それをさらに強化できれば、防げるダメージの上限はさらに上がるだろう。

　しかし信頼関係を強固にするというと、どういう方法があるのだろう。会話をするだけで信頼が深まるというほど、俺の話術は巧みでもない。

「信仰値を上げれば、神器の攻撃を防げるようになると考えていいんだな」

「……そのための方法として、巫女に『霊れい媒ばい』をしてもらった。我が貴方がたに感謝されるようなことをすれば、信仰は自ずと深まる。その一環として、我を宿した巫女が貴方と交わることにより……」

「っ……い、いや、それ以外の方法で何とかならないか。スズナだって、そういうことをするためにアリアドネを『霊媒』したわけじゃないんだから」

「しかし、その方法が最も時間を必要としない。巫女と貴方の信頼関係も深まるし、もし子を成したとしたら結婚をすればよい」

「あ、あのなあ……」

　おそらくスズナは物もの凄すごく抵抗しているだろう──俺がアリアドネの言葉に従おうものなら、一生軽けい蔑べつされてしまうどころか、憎まれてもおかしくない。

　しかし巫女が教えを広めたりするために男性に抱かれたりするというのは、自分とは関わりのない時代の話だと思っていた。歩き巫女というのはまた違う話だし、スズナもそういう意識で巫女をしていたわけではないだろう。

「と、とにかくだ……俺はパーティのリーダーとして、たとえパーティを強化することにつながっても、そういうことはできない」

「……同意は、得られて……何でもない。これ以上言うと、霊れい媒ばいを解除されてしまう。巫女の許容する範囲のことで、信頼関係を築く」

（……待てよ。信頼関係って、アリアドネの信頼度を上げればいいってことか？　それなら……）

「アリアドネ、こういう方法はどうだ？　俺に背中を向けて座ってみてくれ」

「了解した……この行為における論理的な意味を問いたい」

「もう少し待ってみてくれるか。定期的に発動するはずだから」





◆現在の状況◆




・『アリヒト』の『支援回復１』が発動　→『スズナ』の体力が全快






「……？　身体が温かくなり、代謝が増した。この回復行動に、何の意味が？」

　この表示を見た限りでは、スズナに『支援回復』を発動させても、アリアドネの信仰値が上がるわけではないようだ。

「今、俺の技能でスズナを回復させたんだ。回復は信頼を築く行為だからな。アリアドネの精神体は、魔力みたいなもので維持されてるのか？」

「肯定する。秘神の精神体は魔力で構成されている」

「そういうことか……じゃあ、時間はかかるが、これでどうだろう」

　俺はアリアドネの背中に手をかざして念じる──魔力を回復させる行動なら、アリアドネの信頼値を向上させられるかもしれない。

（アリアドネに魔力を分け与える……『アシストチャージ』）





◆現在の状況◆




・『アリヒト』が『アシストチャージ１』を発動　→『スズナ』の魔力が回復

・『スズナ』に憑ひよう依いしている『アリアドネ』の魔力が回復

・『アリアドネ』の信仰値が上昇






「んっ……」

　先程と違って、アリアドネの様子に変化が見られた──俺の方を省みるアリアドネは、わずかに頰を上気させている。

「……魔力を補助する技能。これほど直接的な、信頼関係を築く手段だとは思わなかった。我の精神体の一部は、現在貴方の魔力で構成されている」

「じゃあ、時間を置いて何度か続けてみようか……ライセンスにも、信仰値が上昇したって出てる。これはどれくらいなんだ？」

「……感覚としては、大きくはないが、確かに上昇している。『ガードアーム』の防御力を向上させるために、何度か続けることを推奨する」

　アリアドネは再び俺に背を向け、背中にかかった髪を前に流す──すると白いうなじが露わになって、思わず動揺してしまう。

（高校生に対してそんなこと考えるとか、俺は大人としてどうなんだ……しかし、やましいことをしてるわけじゃないからな。邪念を捨てて集中しよう）

「我の持つ技能に、魔力を供与するものがある。それを使い、アリヒトの魔力を回復させれば、『アシストチャージ』によって回復する量はもとより多くなる。そのため、ただ回復するだけならば、我とアリヒトの間で永久機関を構築できる」

「それは凄すごいな……回復した魔力をアリアドネが皆に与えれば、常に全回復した状態で敵と戦えるわけか」

「残念ながら、我の魔力供与は契約者である貴方にしか使えない……ん……」

「あっ……わ、悪い。チャージする前に断った方がいいか」

「……特に断る必要はない。巫女の身体は、とても感覚が鋭い。感度を落とす」

　アリアドネが『霊れい媒ばい』を要求したのは、俺達に警告しようとしたため──俺たちに加護をくれる存在なので、そうすることは何もおかしくないし、感謝したい。

　しかしスズナの身体に憑依した状態で信仰値上げを行うとどうなるのか、俺はまだこの夜には気がついていなかったりするのだった。





三　エナジーシンク






　スズナが『霊媒』でアリアドネを宿した状態で、『アシストチャージ』を行い、チャージした魔力を返してもらい、再度『アシストチャージ』を使う。

　理論的にはそういうことなのだが、実際に魔力を返してもらうためのアリアドネの技能を使ってもらう段になって、俺は思いがけず緊張を強いられた。

　アリアドネの『エナジーシンク』という技能は、同期シンク──つまり、技能の使用者と、対象者の魔力を等しい状態にすることができる。

『アシストチャージ』を使用すると俺の魔力は減るが、減少量より多くアリアドネは回復する。減った分を『エナジーシンク』で補ほ塡てんし、もう一度『アシストチャージ』を使う。こうすると、『エナジーシンク』によって俺の魔力は毎回同じ量まで回復するので、何度でも繰り返すことができる。

　できるのだが──『エナジーシンク』を発動するには、身体のどこかが触れていないといけない。当たり障りのない場所に触れば問題ないとは思うものの、実際にやってみようとすると、どこを触っても差し障りがある気がしてくる。

「あ、あの……アリヒトさん、私はどこでも触っていただいて大丈夫ですので、お気になさらないでください」

「おおっ……ス、スズナ。『霊媒』を発動してる間でも、喋しやべろうと思えば喋れるのか？」

　思わず大げさに驚いてしまう──先ほどまでアリアドネの淡々とした口調だったのに、いきなり素のスズナに戻ったからだ。

「アリヒトさんがすごく遠慮をされているので、アリアドネさんに代わってもらいました……すごく不思議な気分です」

『霊れい媒ばい』中に、スズナが全く自分の意志で動けないということではない。しかし自分で身体を動かせるようになったばかりのときは、少し違和感があるようで、スズナは落ち着かなさそうにしていた。

「……『ガードアーム』……それを強くするには、アリヒトさんにいっぱい魔力を送ってもらわないといけないんですね」

「あ、ああ……アリアドネに対する信仰度を高めれば、防御力を高められるらしい」

「そうしたら、強い攻撃を受けても、防げる可能性が高くなりますね……今夜中に、できるだけ信仰を深めましょう」

「協力してもらえると、俺も助かる。いや、俺というよりパーティ全体の話になるな」

「はい、パーティのために……一人は皆のために、皆は一人のために。ですね」

　スズナは珍しく、冗談めかして言う。俺が皆を守ろうと思っているのと同じで、彼女もそう思ってくれているというのは、そのままパーティの結束の固さに直結する。

　誰かと誰かの仲が悪いということは、幸いにして全くなく、俺たちは全員仲がいい。しかしそこに慢心して気遣いを忘れてはならないのが、人間関係というものだ。特に俺は男で、皆は女性なのだから、俺が一番気をつけなくてはいけない。

「……あ、あの。そろそろ『エナジーシンク』を使いますので、触れていただけますか？」

「あ、ああ……じゃあ、どこがいいかな。指示してもらえるとありがたいんだが」

　スキンシップくらい変に意識せずこなすべきだと思うのだが、もしそこがスズナにとってくすぐったい場所だったりすると良くない。ここは石橋を叩たたいて渡るべきだろう。

「背中のどこでもいいので、触ってみてください」

「分かった……じゃあ、このあたりで」

　肩甲骨の間のあたりに手を触れる。スズナは祈るように手を合わせる──『エナジーシンク』を発動しているのだ。





◆現在の状況◆




・『スズナ』が『アリアドネ』の『エナジーシンク』を『代行』

・『アリヒト』と『スズナ』の魔力が均衡






「……あたたかい。私の魔力がアリヒトさんに移って、アリヒトさんの魔力が返ってきて、均一になっていくのがわかります」

「この技能を複数人で使えると、特に消耗したパーティメンバーを補いつつ、全員一定の魔力にできるんじゃないかと思うんだけどな」

　そんな俺の推論に対し、スズナはもう一度アリアドネに交代して答えてくれる。

「肯定する。今はリーダーであるアリヒトに対してしか使用できない。しかし、秘神の技能はパーティが成長するほどに強化される。パーティのレベルがある数値を超えれば、我の技能は第二段階に変化する」

　アリアドネが『曙あけぼのの野原』の深層から出られるようになったら、パーティに参加してもらうこともできるのだろうか。そうしたら、彼女の持つ技能を自分自身で行使できる。

「パーツを集められれば、そのようなことも可能になる」

「な、なるほど……霊れい媒ばいしてても、俺の考えは伝わるんだな」

「肯定……否。それについては未確定とする。人間は、私的な時間を秘匿する傾向にある。我はアリヒトがどのような思考をしているか、他者に情報を提供してはならない」

「確かに、そうして貰もらえると助かるな……いや、考えが伝わってること自体はいいんだが、呆あきれられないかは少し心配だな」

「我は人間の感情について、理解したいと思っている。より理解を深めるには、やはり、男女の交渉を持つことが……」

「だ、だからその話はだな……」

　スズナといつ入れ替わってもおかしくないし、彼女もこのやり取りを聞いている。俺にできることは、アリアドネに可能な限り、男女はみだりにそういうことをしないものだと説くことくらいだった。




　アリアドネの信仰度は、パーティの状況に応じて限度があるらしく、現時点では１００まで上げることができた。

『アシストチャージ』を繰り返すたび、俺は何となく、後ろを窺うアリアドネの仕草が変わったように感じていた──触れることを、意識されているというか。

「アリアドネ、大丈夫か？」

「……感情に、引きずられる。憑より代しろの影響が……」

「ど、どうした？　具合でも悪いのか」

「……否。そうではない。我も、巫み女この体調も万全といえる。問題はない」

　アリアドネは胸に手を当てて主張する。目に光がないので、やはり見つめられると吸い込まれそうというか、妙な気分にさせられる。

　さんざん『人間を理解したい』と言われ続けたので、俺も気持ちが動いてしまっているのだろうか。それも健全な男性なら仕方のないこととして、大目に見てもらいたい。

「信仰度は高まった。これで、『ガードアーム』を使用して、貴方がたを守ることができる。本来なら、防御に長けた仲間がいるとなお安全となる」

「なるほど、そうか……『シルバーハウンド』のシオンが、今のところうちの防御担当なんだが、護衛獣との相性はどうだ？」

「我は獣の加護には特化していない。相性が良いのは『人型の戦士系』で、金属製の装備をしている者がよい」

　そうなると、うちのパーティでは五十嵐さんかエリーティアということになるが──エリーティアは攻撃特化で、五十嵐さんは受けるより回避した方が安全だ。

（防御特化の、金属装備といえば……ギルドセイバーのセラフィナさんがそうだな。しかし彼女は、もう八番区から引き上げているか）

「分かった、色々とありがとう。アリアドネ、すぐに力を借りることになると思うが、そのときはよろしく頼む」

「承った。我も……貴方がたと対話することができて……回路の保全が……」





◆現在の状況◆




・『スズナ』の『霊れい媒ばい』が解除






　かくん、とスズナが急にうなだれてしまう。『霊媒』は、一定時間で切れてしまうものなのだろうか。

「スズナ、大丈夫か？」

　声をかけてみると、スズナはゆっくり目を開け、目の前にいる俺を見て──小さく後ろに飛んで、両手で口を押さえた。

「ど、どうした？　ごめん、急に目の前にいたから驚いたかな」

「……い、いえっ……私、アリアドネさんの中で見ていましたから……彼女は、一度眠りにつくと言っていて……」

　スズナはしきりに耳を触ったり、ベッドを撫なでたりして落ち着かなさそうにしている。

　俺と二人部屋というのを、今さら意識しているということも無いと思うのだが。しばらくすると、スズナは俺が見ていることに気付いて、またその場でビクッとする。

「え、えーと……俺、水でも持ってくるよ。ずっと集中してたから一息入れよう」

「っ……い、いえ。私が行ってきます、アリヒトさんはそのまま楽になさっていてください……で、ではっ」

　いつも落ち着いているスズナだが、今は珍しいほどに慌てている。

　彼女も高校生なのだから、どんな状況でも常に沈着冷静というわけでもないのだろう。それは分かるのだが──今のスズナをミサキが見たら確実に勘違いするので、何とか朝までには落ち着いてもらいたいところだ。




　てっぺんを回ってから就寝し、朝食の三十分ほど前に目が覚めた。

　今日の朝食は各自選択ができるというので、俺はワイルドボアという魔物の肉で作ったベーコンのサンドウィッチを選んでみた。猪系の魔物だというのだが、果実の搾り汁につけて臭みを抜いてあり、非常に柔らかい。作りたてなので、嚙かむとジュワッと肉汁が溢あふれ出てくる。

（しかし、豚肉っぽい味だ……豚といえば生しよう姜が焼きだよな。醬しよう油ゆがなければ絶対に出せないあの味……何とかもう一度味わえないものか）

　五十嵐さんは魚のグリルを選び、それを口に運んで美味しそうにする。

「迷宮国でも新鮮なお魚が食べられるって、本当にありがたいわね」

「スズちゃんのお母さん、朝はよくお魚焼いてたよね。うちのママも……あれ？　スズちゃん、どうしたのぼーっとして」

「……はい？」

　生返事のスズナを見て、みんなが驚く。朝から微妙に様子がおかしいと思ってはいたが、やはり夜更かしをしたのが良くなかったのだろうか。

「……お兄ちゃん、スズちゃんにえっちなことした？」

「っ……す、するわけがないだろ。なんてことを言うんだ」

「でも、スズナがこんなに動揺しているなんて……何かあったと思うのが自然ね」

　エリーティアの指摘に、新しく朝食の席に加わったマドカはあたふたとしており、メリッサはもくもくとチリビーンズを口に運んでいる。

「あ、あの……お姉さんたちは、アリヒトお兄さんと、そういったことは……」

「っ……な、無いわよ、そんな。後部くんは真面目だから、そういうことはちゃんと、将来のことまで考えた上で……」

「キョウカお姉さん、やっぱりお兄ちゃんのことには一番詳しいですね。あ、そうだ。お兄ちゃんに元カノがいたかどうかは聞いておかないと」

「……いない……と思うけど、どうかしら……休みの日はよく私と仕事をしてたし、仕事中に電話が来て抜けることも少なかったし……」

「そういうところも見てたのね……キョウカ、アリヒトのことばかり見てたんじゃない？」

「そ、そんなこと……」

　五十嵐さんは困り果てている──助けてあげたいのだが、『そんなに見られてなかった』と言うのも何か間抜けな気がする。実際はパワハラ気味なほど、俺が離席すると彼女はかなり気にしていたわけで。

「……そ、それより。後部くん、スズナちゃんに何かあったの？」

「え、ええ……何かというか、昨日は少し夜遅くまで、スズナにも付き合ってもらいまして」

「つ、つきあう……それってお兄ちゃんもがっ」

「あなたはそろそろ自重しなさい、ミサキ。話が進まないじゃない」

　エリーティアが実力行使でミサキを静かにさせる。俺も大事なことをみんなに相談したいと思っていたので、そろそろ切り出すことにした。

「みんなにも報告しようと思ってたんだが、ゆうべ、アリアドネから連絡があった。スズナの技能を使うと、アリアドネの精神を呼び寄せて、会話することができるんだ」

「そんなことがあったのね……それで、どんな話をしたの？」

「黒い箱を開けると、中から秘神のパーツが出てくることがあるそうです。それは、取得しようとしたものを攻撃してくる……つまり、箱屋で開けてもらったとき、戦闘になる可能性があります」

　そう説明すると、みんなは真剣な面持ちに変わる。先ほどまで上の空だったスズナも、平常の様子に戻った。

「その攻撃を防ぐために、ゆうべスズナに協力してもらって、アリアドネの信仰度というものを上げたんです。でも、今の段階で箱を開けるより、レベルを上げてから開けた方が安全といえば安全です」

「……そうね。もし、そのパーツというのが凄すごく強かったりしたら……」

「でも、アリアドネさんのパーツなのよね。それなら、アリアドネさんの力で攻撃を防ぐことができる可能性は高いんじゃないかしら。彼女だって、とても危険なことなら提案しないと思うし」

　エリーティアと五十嵐さんの意見、両方が俺の中でせめぎ合っている。

　ここであえてリスクを冒さず、箱を開けずにとっておくか。それとも、黒い箱からパーツの他に、魔法の装備などが得られることを期待して開けるか。

（……やはり、リスクは冒せないか。『ガードアーム』でダメージを防げるという保証も……）

「……私は、アリヒトさんについていきます。もう、そう決めていますから」

「そうね……少し重い判断になるのは、申し訳ないけど。私は、アリヒトがいるならそうそう負けることはないって思ってる。今までも、勝てそうにない魔物を倒せたのは、アリヒトがいてくれたからだもの」

「…………」

　テレジアは無言で俺を見る。彼女はどんな時も、俺に従ってくれるのだろう。

　慎重であることに越したことはない。しかしアリアドネのパーツが手に入る可能性が高いというのに、安全を期して後回しにするのは、何か違うという気がする。

「……俺は、黒い箱を開けたい。危険かもしれないが、得るものが大きいとわかってるから」

「ええ、分かったわ。七番区に上がると魔物も強くなるし、このタイミングで一つでも装備を更新できれば、将来的に安全になるから」

　エリーティアは一も二もなく頷うなずいてくれる。彼女は全く臆おくしていない──いや、このパーティのことを信じてくれているのだ。

「後部くん、士気解放を使えるようにしておいた方がいいんじゃない？　準備に時間がかかるけど、その価値はあると思うわ」

「お兄ちゃんに頑張れ、って十回も言ってもらえるんですね。何か体育会系っぽくていいかもですねー」

「アリヒトさんの声を、そんなにいっぱい聞けるんですね……」

「あ、ああ……いつも通りだが。スズナ、大丈夫か？」

「はい……大丈夫です。私、今日は何だか、いつもより力が出せそうなので……」

　スズナはいつもより妙に艶つやっぽい──というか、何か身体からオーラのようなものが出ている。

　ライセンスを見ても、特に状態変化があるわけではない。しかし、ライセンスにその都度表示されない要素が幾つかあるのを、すでに俺は知っている。

（『アシストチャージ』で信頼度が上がった……のか？　だ、だとすると……わりとものすごい回数繰り返してしまったんだが……）

「やっぱりスズちゃんが、急に、さなぎが蝶ちようになる感じになってないですか……？」

「そういうのは、お年頃の時はよくあることじゃないかしら……後部くんに責任があるとしたら、同室になったときに説明してもらいましょう」

「い、いや。スズナじゃないと、同じことは試せないので……変な意味じゃなくてですね」

　魔力回復の無限ループができるのは、スズナがアリアドネを『霊れい媒ばい』したときだけだ。

　しかしそうでなくても、『支援回復』は一つ間違うと就寝中に信頼度を上げ過ぎてしまうことがあるわけで──寝返りを打たなくなる技能が、今の俺というか、このパーティに最も必要な気がしてしまうのだった。





四　二つ目の黒い箱






　メリッサの実力を見られればパーティに参加してもらうことも考えられたが、彼女はマドカと共に、基本的に生産職として動くことを優先するとのことだった。

「……加工なら私もできる。いい素材を持って帰ってきて」

「お兄さん、皆さん、くれぐれもお気をつけて……」

「ああ。マドカ、また大量に武器防具が手に入ると思うから、その時はよろしく頼む」

「はい、良い金額でお取引できるよう、組合と交渉します」

　二人に見送られ、俺たちは宿舎を出る。そして、シオンも伴って七人で箱屋に向かった。

（……ん？　あれは……）

　ギルドの近くを通り過ぎるとき、ルイーザさんと話している鎧よろい姿の一行が目に入る。

　あれはギルドセイバーのパーティだ。八番区を離れるので、挨あい拶さつをしているということだろうか。

「……あっ、アトベ様。良いところにいらっしゃいました」

「え……俺ですか？」

「はい、昨日『北極星ポーラスター』の方々を救助されたことで、ギルドセイバーのセラフィナさんが改めてお礼に上がられたのですよ」

　セラフィナさんは緑がかったさらりとした髪をかき上げつつ、俺の方を振り返った。相変わらず美人だ──だが、ルイーザさんや皆の手前、顔は引き締めておかなくては。

「彼女の言うとおり、改めて礼に上がった。あなたがたのパーティには、『セイバーチケット』を贈与させてもらいたい。これがあれば、ライセンスを介して救助要請が送られ、私達の力を借りることができる」

　俺の前に差し出されたのは、長方形の角を丸くしたような形をした、薄い金属片だった。水色の金属──何の素材なのかわからない。

「セイバーチケット……これって、貴重なものなんじゃ……」

「『クリスダイト』という金属でできている。傭よう兵へいチケットの、さらに上位のものと考えていい。この区で雇える傭兵のレベル上限は５で、ギルドセイバーは最低でも８からしか加入できない」

　レベル８以上──その話を聞いて、俺の中に一つの考えが生まれる。

　エリーティアと互角か、それ以上の力を持つ人に、盾役を頼めたなら──一時的でいい、黒い箱を開ける前に、最初の一撃を凌しのぐために少しでも防御力の高いメンバーが欲しい。

「セラフィナさん、一つ聞かせてもらってもいいですか」

「問題ない。救援要請も今のところ入っていないし、本部に戻るまでは時間がある」

「ありがとうございます。その大きな盾を見る限り、セラフィナさんは、パーティの前衛というか、守備担当ということですか」

「私は『機動歩兵ライオツトソルジヤー』の職についている。元々は、機動部隊……治安維持のために活動する集団といえば、伝わるだろうか」

（機動歩兵……まさか、軍人……！　軍には女性もいるっていうが、そういう人も転生してたんだな……）

「この『ライオットシールド』は、敵の攻撃を防ぐこと、そして制圧するためにも使われる。この世界には銃器がないので、私は武器として杖ロツドを用いるが、迷宮国においては私の職業は防御に特化している」

　彼女の持っている盾は、覗のぞき穴あなのようなものがついている。銀色に輝く金属製で、鏡のように磨き上げられている──この八番区では到底手に入らないだろう、上質な装備だ。

　そして、迷宮国では近代装備がないので、女騎士のような見た目になることがわかった。持っているロッドも、先端に重りが取り付けられ、相当な破壊力がありそうだ。

「教えてくれてありがとうございます。少し相談したいことがあるので、待っていてもらえますか」

「了解した」

　セラフィナさんに待ってもらい、俺は後ろで待っていた仲間たちの元に向かう。

「後部くん、もしかして……『セイバーチケット』っていうもので、あの人に手伝ってもらおうと思ってるとか？」

「さすがですね、五十嵐さん。せっかくですから、少しでも防御力の高い人に参加してもらいたいと思いまして」

「最初の一撃がどれくらい危険か……ギルドセイバーでも受けられないなんてことは、ないと思いたいけど。シオンは装備が整っていないから、『カバーリング』で受けてもらうのは危険だものね」

　シオンは行儀よくお座りをして、スズナに身体を撫でられている。エリーティアの言うとおり、護ご衛えい犬けんであっても、防具をつけていないと攻撃を受けたときが心配だ。

「あの防具よりすごいの、この辺りで見たことないですよね。絶対かっちかちですよ」

「そうですね……あの鎧を着ていても軽々と動いていて、すごい……」

「…………」

　全員の意見が一致している。テレジアもセラフィナさんを見ているが、特に警戒したりはしていないようだ。

　通行を邪魔しないようにギルドの壁際に寄って待ってくれていたセラフィナさんに、俺は先ほど受け取ったセイバーチケットを差し出した。

「セラフィナさん、もし都合が合えば、これから俺たちのパーティに加わって、『箱』を開けるのに立ち会ってもらえませんか」

「……それは……パーティ外の人物に箱開けを見せることは、基本的に推奨されない。箱は、パーティで獲得した共有財産であるから」

「それが……俺たちの見つけた箱を開けると、敵が出てくる可能性が高いんです。俺たちはどうしても、それを倒す必要がある。未知の攻撃を受けるために力を借りるというのは危険ですから、もちろん断ってもらっても大丈夫です」

　セラフィナさんはじっと俺の目を見る──思わず目を逸らしたくなるほど澄んだ瞳ひとみだ。この髪色などは、転生者なら地毛ではないのだろうが、迷宮国で暮らすうちに幻想的な色に変化したのだろうか。

「そういった用件であれば、チケットは必要ない。私たちは、特に有望なルーキーを補助することも、任務の一環として活動している。箱自体が貴重なものであるため、それほど多くはないが、箱の罠わなで全滅するケースも定期的に見られる。そういった事態は、可能な限り防がなくてはならない」

「っ……あ、ありがとうございます……！　でも、何かの代価は払うべきです。俺たちだけが特別扱いをしてもらうわけには……」

「『北極星ポーラスター』を救助した手際だけではない。医療所に運び込まれた患者が意識を取り戻したのも、あなたのしたことによるものだと聞いた。個人的に、私はあなたがどのような探索者であるのかに興味を持っている。それゆえ、遠慮をする必要はない」

　可能なら、俺の『後衛』としての技能は広く知られるべきではない。

　しかし俺の技能を利用しようという考えがある人が、危険だと分かっていて箱開けに立ち会うというのも考えづらい。

「……最後は、そちらの判断に従う。私は、可能であれば一時的であれ、協力したいと思っている。これから見たものについては、絶対に口外をしない。もし約束を破ったら、私のことを好きにしていい」

「っ……わ、分かりました。そんな、脅すみたいなことを言わないでください」

「脅す……そのようなつもりはない。信用を得るために必要な代価を払うことを提案しただけにすぎない」

　アリアドネもそうだが、自分の貞操を淡々と扱いすぎではないだろうか。俺もそのたびに動揺するのは何なので、年齢相応に落ち着きたいものだ。

「……日本人は、無骨な女を好まない傾向にあるように思う」

「そ、そんなことは全くないんじゃないかと……セラフィナさんは無骨という感じでもないですし」

「む……そ、そうだろうか……そう思ってもらえるのなら、それに越したことはないのだが……ギルドセイバーとしては、鍛え方が足りないとも言える……ん、んんっ」

　真剣に悩むセラフィナさん。しかし部下たちが見ていると気づくと、はっと我に返るような素振りを見せ、こほんと咳せき払ばらいをして気を取り直した。

「セラフィナ様、そちらの探索者ご一行に同行されるのですか？　夕方に帰還予定となっていますから、午後三時には移動を始めたいところですが」

　セラフィナさんの側近らしい女性が、控えめに進言する。セラフィナさんは広場にある時計を見る──朝九時、まだ時間には余裕がある。

「ええと……改めてお願いします。俺たちと一緒に来てもらえますか」

「了解した。皆には、『周辺の警ら』を命じる。ギルドからの要請には各自応じてもらいたい」

　セラフィナさんの部下の男女五名はずっと直立不動だったが、命令を受けた途端に表情がほころんだ。

『警ら』と言いつつも、事実上の自由行動ということだからだろうか。一人残ったセラフィナさんは、散開する部下たちを敬礼して見送った。

　まず、セラフィナさんにも『支援高揚』をかけておきたいところだ。時間はかかるが、これがあると無いとでは、戦闘に大きく響いてくる。

　協力してもらうことに決まって、仲間たちもこちらにやってくる。これから自己紹介タイムということになりそうだ。




「まあ……二つ目の黒い箱を見つけるなんて。アトベ様の顔を見てもしやとは思っていましたが」

「恐縮です。今回は、箱を開けたらファルマさんにはすぐに転移するようにお願いしたいんですが……戦闘になると思うので」

　ファルマさんはさらに驚くかと思ったが、思ったよりも落ち着いていた。

「箱から魔物が出てくるときは、罠を解除しているときに分かります。ですので、開ける直前にお知らせしますね」

「そうなんですね……それじゃ、よろしくお願いします」

「かしこまりました。エイク、プラム、少しお留守番をお願いね」

「うん、わかった！　アトベ兄ちゃん、みんな、気をつけてね！」

「エイクお兄ちゃんと一緒に、ここで待ってる！」

　俺たちは子どもたちに見送られ、地下への階段を降りて転移扉へと向かう。

　シオンの母犬、アシュタルテは不在だった。レベル13の彼女は、上の区に行ってギルドの仕事をすることもあるというので、それで出ているのだろう。

「……前衛を務めるのであれば、敵の注意を引きつける技能について言っておく。私は幾つか、敵対度……いわゆるヘイトを引きつけるための技能が使える。単独の敵に対してよく使用するのは『プロヴォーク』という。成功すれば、敵の攻撃はまず私に向かう」

「分かりました。セラフィナさん、俺は後ろからあなたの戦闘を補助できます。攻撃、防御を高めるなどですね……」

「さきほど、士気を高めてもらったが……私は士気を最大まで上げたことがない」

「士気を最大まで上げると、『士気解放』ができるというのは知っていると思いますが……どういうものかは分からないってことですね」

　セラフィナさんはこくりと頷うなずく。厳格な軍人気質と思ったのは初めだけで、パーティに加わってからの彼女は、素直さが全面に出ていた。

「『士気解放』が確実に戦闘向きかはわからないんですが……切り札として使うかもしれません。一度使ってしまうと、再使用までかなり時間がかかるので、試し撃ちをすることはできないんです」

「何が起きるか分からないのなら、あなたの言うとおり、使用については最後の手段と考える。それでよろしいか」

　そこまで話したところで、五十嵐さんが気になったことがあるらしく、話に入ってきた。

「あなた、だと一瞬誰のことを言っているのか迷うから、名前で呼びあった方がいいんじゃないかしら」

「あ……そうですね。俺のことは、どう呼んでもらっても大丈夫ですよ」

「では、アトベ殿と呼ぶことにする。パーティのリーダーである以上、隊長と呼ぶべきではあるが」

「そういえばさっきの敬礼、すごくかっこよかったですよねー。アリヒト隊長、私も隊長と呼びたいのであります！」

　ミサキのギャンブラーとしての技能は、戦闘でどれくらい役に立つのか。それに期待する部分と、どうしても防御の脆もろい彼女を今回参加させることへの迷いが半々くらいだ。

「ミサキ、今回は、さすがに危険だから……」

「アトベ様、そんなときこそ、シオンの力を信じてあげてください。この子はお母さんのように、どんどん強くなっていきますから」

「バウッ」

「はぅっ……も、もしかしてファルマさん、私が置いていかれそうな空気を読んでくださったんですか？　ママって呼んでもいいです？」

「ふふっ……私、そういうことには敏感なほうなんです」

　そうやって唇に指を当てて笑うファルマさんは──こんなときに思うのもなんだが、旦だん那なさんが長く不在でいるうちに艶つやっぽさが増してしまっているように見えてならなかった。




　今回、転移扉に表示されている番号は『25』だった。前にファルマさんが言っていた通り、箱開けに使用する部屋は、他のパーティが使用していない空き部屋になるようだ。

　扉を開けて通過すると、前と似たような広い部屋に出る。ファルマさんは転移扉の近くで、すぐに脱出できるように位置取りをする──俺たちも、隊列を組んで戦闘に備えた。





◆現在のパーティ◆




１：アリヒト　※◆＄□　レベル５

２：テレジア　ローグ　レベル５

３：キョウカ　ヴァルキリー　レベル４

４：エリーティア　カースブレード　レベル９

５：スズナ　巫み女こ　レベル４

６：ミサキ　ギャンブラー　レベル４

７：シオン　シルバーハウンド　レベル４

８：セラフィナ　機動歩兵ライオツトソルジャー　レベル11






　これが八人のフルパーティ。セラフィナさんのレベルが11──そして大盾を装備している彼女は間違いなく、このパーティで最高の防御力を持っている。

　先頭にセラフィナさん、二列目にエリーティア、五十嵐さん。三列目にテレジア、シオン──その後ろにスズナ、ミサキが並び、俺は最後尾となる。

「それでは、解錠を始めます。ああ……もう一度こんなに難しい箱を開けられるなんて……」

　相変わらずむやみに色っぽいのだが、俺とは位置が離れているので、色気にあてられずに済んだ。今はとにかく、箱が開く瞬間に集中しなくては。

　ファルマさんが左手に乗せた箱に右手をかざす。そして展開された、立体的な魔法陣──結界錠は、前回の黒い箱よりもさらに大きく、複雑なものだった。

（なんだ、この……禍々しい感じは……）

「これは……ああ、なんてことなの……こんなに強い力が……これを、外に出さなければいけないなんて……そうしなければ箱が、開かない……っ」

「──みんな、来るぞ！」

　迷路のような立体魔法陣に、ファルマさんが魔力を通す──その迷路の途中にある、赤い光のようなもの。

　そこに魔力を通さなければならないのに、塞ふさがれている。つまり、赤い光に、ファルマさんの魔力が触れる他はなく──その瞬間。

　──箱が、開いた。前回は、箱の表面に青い光の筋が生じて、光が溢あふれた──しかし。

　辺りを貫いたのは、紫色の光。視界に焼き付くような暴力的な光が、広い部屋に溢れる──ファルマさんはその場に座り込み、眼前の光景に震えている。

「ファルマさんっ、しっかりしてください！　ここは俺たちだけで切り抜けます！」

「っ……！」

　辛うじて立ち上がると、ファルマさんが転移していく。そして、暴れまわっていた紫の光が落ち着き──俺たちの視界には、黒い箱の中に格納されていた、辺りを埋め尽くす金貨と武具の海と。

　空中に浮かぶ、一本の剣。紫電をほとばしらせる、日本刀のようなシルエットをした武器が現れていた。

　──星機剣インテリジエンスソード　自己防衛起動アウエイクン──





◆遭遇した魔物◆

？意志を持つ武器　戦闘中　レベル６　ドロップ：？？？






　浮かんでいるだけではない──揺らめくように上下に動いている。

　刀の周りに雷が走り、稲光と共に全身を貫くような殺気が放たれる。最後衛にいる俺ですら、戦う前から死を連想させられる。

「黒い箱……その中に、剣が……あれは、カタナ……？」

「──セラフィナさん、『支援』します！　アリアドネ、頼む！」

　瞬きの間に、空中に浮かぶ刀はまるで生きているかのように、最前列のセラフィナさんに斬りかかってくる。

『我が名はアリアドネ。信仰者とその盟友に、加護を与える！』

「受けきる……それが私の務め……！」

　セラフィナさんの声が聞こえる──彼女の盾を俺の『支援防御』による不可視のバリアが覆い、さらに彼女の前に『一つの手』ではなく、機械の『両腕』が出現し、襲い来る刀を受けとめる。

　これが信仰値を上げた成果。前回アリアドネの力を借りたときとは、全く違う──これが進化した『ガードアーム』だ。

（頼む……この一撃を凌しのがなけりゃ、何もならない……！）





◆現在の状況◆




・『アリヒト』が『支援防御１』を発動　→対象：『セラフィナ』

・『アリヒト』が『アリアドネ』に一時支援要請　→対象：『セラフィナ』

・『アリアドネ』が『ガードアーム・ツイン』を発動

・『セラフィナ』が『防御態勢』を発動

・『セラフィナ』が『オーラシールド』を発動

・『？意志を持つ武器』が『天地刃』を発動　→『セラフィナ』に命中






　上段の振りかぶりからの、稲光を纏まとった斬撃──それを、『ガードアーム』が白刃取りする。斬撃は止めても、繰り出された威力の余波が残り、盾を構えているセラフィナさんに襲いかかる。

「くっ……うぅ……！」





◆現在の状況◆




・『天地刃』に付随して『衝撃余波』が発生　→『セラフィナ』にダメージ

・『セラフィナ』が『カウンター』を発動　→『セラフィナ』が技能即時発動






（ダメージはほとんど軽減したが、無傷じゃない……何度も続けては受けられない。いや、彼女は受けるだけで終わりじゃない……！）

「──はぁぁぁぁっ！」





◆現在の状況◆




・『セラフィナ』が『シールドタックル』を発動　→『？意志を持つ武器』に命中　支援ダメージ11






「手応えが……金属の敵に通った……！」

　受けきっただけではない──セラフィナさんはそのまま押し返し、刀を弾き飛ばした。すかさず『支援攻撃１』を入れて、固定ダメージが入ったことを確認する。彼女も驚いているようだが、俺の方も安あん堵どしている──鷲わし頭あたまの巨人兵にも通ったとはいえ、刀に打撃を与えられるかは確証がなかった。

　刀は弾き飛ばされたあと、回転して元の方向に向き直る。しかし、すかさず攻撃を仕掛けてくるわけではなく、空中に浮遊していた。

「はぁっ、はぁっ……今現れた、機械の腕は……」

「説明は後……っ、セラフィナ、もう一度来るっ！」

「私もかわせるから、負担を軽減しないと……っ！」

「無理はしないでください！　敵の攻撃の威力は尋常じゃありません！」

　エリーティアと五十嵐さんが動く──エリーティアなら、技能で加速すれば刀の動きについていけそうだ。五十嵐さんの『ブリンクステップ』も、攻撃を散らすために貢献できるが、短期決戦しか選択はない。

「今まで通り、俺の技能の効果でダメージは入れられる！　隙を見て攻撃を……」

「っ……!?」

　次に刀が狙ったのは、エリーティア──エリーティアは瞬時に反応し、『緋の帝剣スカーレットエンペラー』で刀を受け止める。

「くっ……！」

　袈け裟さ斬り、払い、突き──刀の動きは流れるようで、エリーティアは切り返すことができずに防戦に回る。受けるだけでは攻撃として判定されず、刀に固定ダメージを入れることはできていなかった。

（早く割り込んで隙を作らないと……だが飛び道具は使えない。確実に当てるには……）

『皆かい中ちゆう』で確実に当たるようにすれば、あの刀に当てられる。だが、今の斬り合いにはやはり割り込めない。

「──エリーさん、逃げなさいっ！」

「キョウカ……！」

　俺の予想を超えて、動いたのは五十嵐さんだった──今までの彼女とは、動きの俊敏さがまるで違っている。

（そうか、『群ぐん狼ろうの構かまえ』で能力が上がって……一撃なら、割り込めるかもしれない……！）

「やぁぁぁぁっ！」





◆現在の状況◆




・『キョウカ』が『ダブルアタック』を発動

・『？意志を持つ武器』が一段目を回避

・『？意志を持つ武器』に二段目が命中　支援ダメージ11

・『？意志を持つ武器』が『返し斬り』を発動

・『キョウカ』が『ブリンクステップ』を発動　→『返し斬り』を回避






「くぅっ……か、躱かわせたけど……なんて速さなの……!?」

　全員が辛うじて、一度刀から距離を取る。ただの物理攻撃だけではなく、刀のまとっている雷もまた、明らかに危険だ──近づきすぎるのはまずい。

　セラフィナさんも体勢を立て直し、戦列に戻る。最初の、確実な殺意を込めて放ってきた一撃を止められた──しかし、あまりに敵の動きが速く、まとまったダメージを入れることが難しい。

（敵の注意を引きつけられれば、エリーティアの『ブロッサムブレード』も、俺たちの攻撃も入れられる。何としてでも、動きを止めないとな……）

　浮遊する刀が再び攻撃態勢に入る。そのときセラフィナさんが、事前に言っていた技能を発動させた。





◆現在の状況◆




・『セラフィナ』が『プロヴォーク』を発動　→『？意志を持つ武器』の『セラフィナ』への敵対度が上昇

・『セラフィナ』が『反攻の構え』を発動　→カウンター成功率が上昇

・『セラフィナ』が『不動の重心』を発動　→『吹き飛ばし』が無効化

・『セラフィナ』が『制圧進軍』を発動　→『？意志を持つ武器』の移動範囲に干渉






「私の後ろには行かせない。『前』で止まってもらう……！」

「──みんな、一度目と同じようにセラフィナさんが受ける！　敵の攻撃を止めたら、集中砲火を浴びせるぞ！　五十嵐さん、テレジア、ミサキ！　士気解放を頼む！」

「ええ……っ、行くわよ、みんな……『ソウルブリンク』！」

「……っ！」

「忘れないでいてくれて、ありがとうございます……っ、『フォーチュンロール』！」





◆現在の状況◆




・『キョウカ』が『ソウルブリンク』を発動　→パーティ全員に『戦せん霊れい』が付加

・『テレジア』が『トリプルスティール』を発動　→パーティ全員に『三さん奪だつ』効果が付加

・『ミサキ』が『フォーチュンロール』を発動　→次の行動が確実に成功






　全員の戦せん霊れいが出現し、攻撃の手数が二倍に増える。セラフィナさんも驚いていたが、すぐに何が起きているのかを察してくれた。

　これで一気に勝負をかける。

　俺は敵の刀が揺らめくように動く瞬間を見ていた──セラフィナさんが攻撃を受け止め、全員で反撃に転じる、そのチャンスを決して見逃さないために。





五　反転






　パーティメンバーが八名、戦せん霊れいを加えて十六名。この人数で総攻撃をかければ、固定ダメージだけが通るとしても、これまでで最大級の瞬間火力となるはずだ。

「……受け止める……！」

　敵対度を上げる技能を使ったセラフィナさんの言葉に反応するように、刀が刃の面を彼女に向け、まるで車輪のように猛烈に回転し始める。

「セラフィナさん、今出現した戦せん霊れいを上手く使ってください！　あなたの意志通りに動きます！」

「戦せん霊れい……これは、私の分身……それなら……！」

　ここで『支援連携』を習得していれば、さらに戦術の幅は広がっていただろうと直感する──だが、今はあるものを活かして、この戦いを切り抜ける。





◆現在の状況◆




・『セラフィナ』が『オーラシールド』を発動

・『セラフィナの戦せん霊れい』が『オーラシールド』を半減発動

・『オーラシールド』の効果が強化






　戦せん霊れいの技能は、本体の二分の一の性能となる。それでもセラフィナさんのライオットシールドを包む光は、並んで技能を発動した戦せん霊れいの盾と合わさって、大きく力強さを増していた。





◆現在の状況◆




・『？意志を持つ武器』が『車懸かり』を発動






「なっ……！」

　ただの武器ではない──『技能』を使う、意志を持つ武器。

　俺たちの使う技能が物理法則を無視することがあるように、その刀が繰り出す斬撃もまた、俺たちの常識を超えていた。

（全体──いや、複数攻撃……！）

　車輪のように回転する刀が、斬撃を飛び道具のように次々と撃ち出す。セラフィナさんだけでなく、後ろにいるエリーティアと五十嵐さんにまで、弧を描くような軌道で斬撃が襲いかかる──しかし。

「──通さないと言ったっ！」

「アリアドネ、頼むっ……！」








◆現在の状況◆




・『セラフィナ』が『ディフェンスフォース』を発動

・『セラフィナ』の防御範囲が拡張

・『アリヒト』が『アリアドネ』に一時支援要請　→対象：『セラフィナ』

・『アリアドネ』が『ガードアーム・ツイン』を発動

・『アリヒト』が『支援防御１』を発動　→対象：『セラフィナ』

・『セラフィナ』に一段目が命中　→ノーダメージ

・『セラフィナ』に二段目が命中　→ノーダメージ

・『セラフィナ』に三段目が命中　→ノーダメージ

・『セラフィナ』に四段目が命中　→ノーダメージ






　まさに、不動の盾──何者も通さない壁。セラフィナさんの盾が瞬間的に面積を増し、刀が打ち出した斬撃を阻む。

『ガードアーム』二つが、一つずつの斬撃を止める。そして、セラフィナさん自身の盾が二回の斬撃を受け止める──しかし。

「セラフィナ……ッ！」

　エリーティアが叫ぶ──敵の攻撃は四段では終わらなかった。最後の一撃を浴び、セラフィナさんの身体がぐらりと傾く。彼女はそれでも倒れず、髪を振り乱して声を上げた。

「倒れるわけには……っ、はぁぁっ！」





◆現在の状況◆




・『セラフィナ』に五段目が命中

・『セラフィナ』が『ファナティック』を発動　→ステータス上昇

・『セラフィナ』が『シールドスラム』を発動　→『？意志を持つ武器』に命中　固定ダメージ11

・『？意志を持つ武器』がスタン

・『セラフィナ』の体力、魔力が回復　ドロップ奪取失敗






　渾こん身しんの盾による打撃が、刀の回転を止める──斬撃を放ったあとの一瞬の失速を、セラフィナさんは見逃さなかった。反撃した分だけ彼女の体力が回復し、その身体が淡く輝く。

　彼女の作り出してくれた隙。そこに俺たちは、攻撃がかち合わないようにタイミングをわずかにずらして、連撃を叩たたき込こんでいく。まず切り込んでいったのは、『ソニックレイド』で加速したエリーティアと彼女の戦せん霊れいだった。その後に続けて、五十嵐さんが槍やりを構えて追従する。さらに次には、三列目にいたシオンも続いていた。

「──砕け散れっ！」

「はぁぁっ……！」

「ワォォンッ！」





◆現在の状況◆




・『エリーティア』が『ブロッサムブレード』を発動

・『？意志を持つ武器』に十二段命中　戦せん霊れいの付加攻撃　支援ダメージ２６４

・『キョウカ』が『ダブルアタック』を発動

・『？意志を持つ武器』に二段命中　戦せん霊れいの付加攻撃　支援ダメージ44

・『シオン』が『クロスクロー』を発動

・『？意志を持つ武器』に二段命中　戦せん霊れいの付加攻撃　支援ダメージ44

・『エリーティア』の体力、魔力が回復　ドロップ奪取成功

・『キョウカ』の体力、魔力が回復　ドロップ非所持により奪取失敗

・『シオン』の体力、魔力が回復　ドロップ非所持により奪取失敗






　火花が散るほどの、怒ど涛とうの連撃──それを余すところなく叩き込まれても、刀はまだ健在だった。バリアのような光の膜を展開し、それを少しずつ削られながらも耐えしのいでいる。

　残る四人での総攻撃──その指示を出そうとして、俺の脳裏に何か、得体の知れない不安がよぎる。

「──スズナ、ミサキ！」

「はいっ……！」

　テレジアにも短刀を投げるように指示することができる。しかし彼女は、俺が指示しなくても自分から動くはずだった──あえて攻撃しないことに、俺は理屈を超えたものを感じ取っていた。

（俺たち三人で詰める……これで、押し切る！）





◆現在の状況◆




・『ミサキ』の攻撃が『？意志を持つ武器』に命中　戦霊の付加攻撃　支援ダメージ22

・『スズナ』が『皆かい中ちゆう』を発動　→２本連続で必中

・『スズナ』の攻撃が『？意志を持つ武器』に２回命中　戦霊の付加攻撃　支援ダメージ44

・『ミサキ』の体力、魔力が回復　ドロップ非所持により奪取失敗

・『スズナ』の体力、魔力が回復　ドロップ非所持により奪取失敗






「当たったっ……で、でも、手応えがあんまりっ……」

「矢は届いてない……アリヒトさんの力しか、効かない……っ」

『支援攻撃』は効いているはずだ──スリングを打ち込めば、さらに一手分のダメージを稼げる。

（だが……何なんだ、この嫌な感じは……まさか……！）





◆現在の状況◆




・『？意志を持つ武器』の緊急回避行動　→『？意志を持つ武器』の状態異常が回復

・『？意志を持つ武器』が『籠かご之の鳥とり』を発動






　──攻撃を受けるばかりだった刀が、突如として幾つもの本数に分かれ、俺たち全員をぐるりと取り囲む。

「なっ……」

「──アリヒト、逃げてっ！　この攻撃は……っ！」








◆現在の状況◆




・『アリヒト』が『鷹たかの眼』を発動　→『？意志を持つ武器』の本体を看破






　最後方にいる俺の、さらに後ろから生じた、凄せい絶ぜつな殺気。

『後衛』の弱点。一番後ろにいる俺を直接攻撃された時に脆もろい──その対策をとらねばならないと、分かっていたのに。

「後部くんっ……！」

　五十嵐さんの声がする。俺は、少しでも早く振り返ろうとする──敵の攻撃を防ぐまともな方法など持っていない、スリングを盾にして致命傷を避けることなど、可能なのか。セラフィナさんがあれだけ守備技能を重ね、アリアドネの力を借りて、ようやく耐えた攻撃だというのに。

（だが……後ろから刺されて死ぬよりは、まだいい。正面から受ける……！）

「──うぉぉぉぉぉぉっ……！」

　振り向き、後方にスリングを振り抜く。まともな防御になっていなくても、腕を切り飛ばされようが、死ぬことだけは避けてみせる。

「っ……！」

　テレジアはこの可能性を予見していた。

　彼女だけが、俺を守れる位置にいた。攻撃に加わらず、後ろに引いて──だが。

（──来るな、テレジア！）

　彼女を二度死なせるわけにはいかない。だから俺は彼女に近づかないようにと念じた。





◆現在の状況◆




・『？意志を持つ武器』が『流星突き』を発動






　刀がわずかに後ろに下がる──まるで、人が構えているかのように。その直後、突き出されるところを、俺は確かに見た。

　その動きが、『遅くなる』。

　俺の身体に迫る剣尖から身をひねって逃げる、それが可能になるほどに。





◆現在の状況◆




・『アリヒト』が『殿でん軍ぐんの将しよう』を発動　→パーティの人数分ステータスが上昇






「くっ……！」

　胸板を薄く削って、刀の刃が通り抜ける──火のような痛み。しかし、心臓を貫かれることは避けられた。

「──っ!!」





◆現在の状況◆




・『アリヒト』が回避　ダメージ軽減

・『テレジア』が『ウィンドスラッシュ』を発動　戦せん霊れいの付加攻撃

・『？意志を持つ武器』に命中　ノックバック中　支援ダメージ22

・『テレジア』の体力、魔力が回復　ドロップ非所持により奪取失敗






『アクセルダッシュ』で加速したテレジアが刀を押し返してくれる──そして風圧で刀が一瞬だけ下がった瞬間を見逃さず、俺は渾身の力を込めてスリングを放った。

「──うぉぉぉぉぉっ！」





◆現在の状況◆




・『アリヒト』が『フォースシュート・スタン』を発動　戦せん霊れいの付加攻撃

・『？意志を持つ武器』に２回命中

・『アリヒト』の体力、魔力が回復　ドロップ非所持により奪取失敗

・『？意志を持つ武器』を１体討伐






　なぜこれほどの力が出るのか──スリングがきしむほどの力で引き、そして打ち出した魔力弾は、刀の柄の部分に命中すると、銃弾でも命中したかのような音を立てた。

「はぁっ、はぁっ……い、痛ってえ……」

「……!!」

　テレジアが駆け寄ってくる──ハードレザーの鎧よろいでは、この刀を前にしては紙のようなもので、胸の装甲がすっぱりと切り裂かれ、その下に一文字の傷がついている。

「後部くんっ……！」

「アリヒトっ……ここはポーションを使って。スズナ、何か手当てをするものを」

「はいっ……包帯なら、手作りのものを用意していますので……でも、すぐに医療所に行きましょう」

　かなり出血しているし、痛いのだが、みんなに心配されすぎて申し訳なくなる。

　戦闘が終わって、戦せん霊れいが消滅する──そして俺はライセンスの表示を見て、自分に何が起きていたのかを確認した。

『殿でん軍ぐんの将しよう』。この技能が発動したおかげで、背後に現れた敵の動きについていけた──そして、無傷とはいかないが、生き残ることができた。

（……テレジアが、この技能を取るように勧めてくれたおかげだ。この技能が無かったら、今頃俺は……）

　もし戦せん霊れいの数も、『殿軍の将』の説明に書いてある『前に仲間が多くいるほど、自分の能力が上昇する』という条件の中にカウントされるとしたら。俺は自分の戦せん霊れいも入れて、16名のパーティにおける『殿軍の将』となり、能力が向上したということになる。

　セラフィナさんも一撃を受けて、額の鉢金が割れ、鎧の胸甲に傷がついている。しかし『三奪』の効果で回復できたのか、出血は見られなかった。俺も同じだ──しかし回復したといっても、出血が即座に止まるわけではなく、傷口の再生が緩やかに始まり、痛みが和らぐ。

「凄すさまじい……後衛が、このような破壊力を叩き出すなどと。スリングショットというものについて、認識を変えられた気分だ」

「常にこんな威力は出せないですが、条件次第では……しかし、危なかった。セラフィナさんにも、危険な役回りをお願いしてすみません」

　セラフィナさんはふっと笑う。厄介事を押し付けられたなんて顔はしていなくて、その笑顔はどこまでも晴れやかだった。あまり笑わない印象があったので、とても新鮮に見える。

「このような貴重な経験ができたことに、こちらこそ感謝したい。黒い箱には、このような敵が潜んでいることがあるのか……」

　シオンが落ちている刀を警戒しつつ、見張ってくれている。俺は応急処置をしてもらったあと、刀に近づいた。





◆？意志を持つ武器◆




・『自己防衛機構』が休眠している。






　鑑定してみなくては、何も分からない──もしくは、アリアドネに見てもらうか。

（……休眠しているって、目覚めたらどうなるんだ……また襲ってくるなんていうのは、勘弁してもらいたいが）

　その刀は、『後衛』の俺でも装備できるのか、柄を握ると手に吸い付いてくるようだ。しかしスリングが主な武器なので、まずアリアドネに渡すべきだろう──これが彼女の『パーツ』であれば、おそらく、アリアドネは一部の力を取り戻すことができる。

　周囲に散乱している宝の山、そして勝利に安あん堵どしている仲間たちを見ると、ようやくやり遂げた実感が湧いてきた。





六　叢むら雲くも






　しかし、刀を普通に持ってしまったが、もし呪われた装備だったらと思うと軽率だった気もする──アリアドネの言うとおりこれが『アーマメント』であれば、持つだけで危険なら事前に知らせてくれただろうし、実際に大丈夫だったので問題はないのだが。

「アトベ殿、ここに持ってこられたナップザックが光っているようだが……」

「ん……な、何だ？」

　見ると、戦闘中は手放していたナップザックが、青い光を放っている。

「お、お兄ちゃんっ、その刀まで光ってますよっ、危なくないですか？」

「いえ……危険な霊気は感じません。きっと、悪いことは起こらないと思います」

「…………」

　テレジアが凄すごく心配してくれているが、スズナの言うとおり、俺も凶兆というか、不吉な気配は不思議と感じなかった。

　よく見ると、刀の柄の部分に窪くぼみがあり、そこが淡く青い光を放って、刀全体を包み込んでいる──まるで、脈動しているかのようだ。

（青というか、水色というか……アリアドネの髪の色にも似ている……これは、やはり秘神との関わりを示しているのか）
















　ナップザックの中で光っていたのは、『破は軍ぐん晶しよう』だった。アリアドネは『剣』に対応する『神じん器ぎ操そう晶しよう』だと言っていたが、『刀』であっても呼応しているということは、迷宮国において二つは同じ括りの武器種として扱われていると考えられる。

「その宝石を、柄のところの穴に嵌はめ込むってことなのかしら……？」

「……アリヒト、気をつけて。私もスズナの直感を信じているけど、何が起きるか分からないわ」

「バウッ」

　五十嵐さん、エリーティア、シオンも見守っている。セラフィナさんもこれから何が起きるのかと緊張しているようで、ずっと目を見張っていた。

「……アトベ殿、私も、このような重要な場に立ち会っていいのだろうか」

「セラフィナさんにも一緒に戦ってもらって、戦闘の後まで立ち会ってもらえるなんて、むしろこちらが感謝しないといけないですよ」

「そ、そうか……そう言ってもらえるのなら。私も決して口外しない。今はこの部隊パーテイの一員として、見せてもらおう」

『破軍晶』を手に取った途端に、痛みは無いが、音もなく火花が散った。

「っ……いや、大丈夫だ。しかしこれは……予想以上に、とんでもないことになりそうだ……！」

　柄の窪みに『破軍晶』を嵌め込む。その瞬間、刀身全体に回路のように青い光が波及し、形状が変化する──日本刀のような見た目から、刃と鍔つばの部分などが展開していき、外見が大きく変化する。





◆現在の状況◆




・『？意志を持つ武器』の所有者を『アリヒト』に変更

・『？意志を持つ武器』の第一銘が『ムラクモ』と判明






　──我が名はムラクモ。『アリヒト』をマスターとして認証し、これより秘神『アリアドネ』の管理下に入る。

「っ……！」

　頭の中に響いてきた声は、戦いに入る前と同じ無機質なものだった──だが、今はこちらを排除するという意志は感じない。

　俺は刀の柄を手放していた──刀はそのまま浮遊し、何もないところで止まると。

「……刀に宿る、霊体……さっきまで、生きているみたいに動いていたのは……」

　囁ささやくようなスズナの声を聞いて、俺は一つの推論を立てる。

　刀が生きているように動いていたのではない。車輪のように回転する技だけは刀が独自に動いていたのだろうが──それ以外の、まるで熟練の剣士のような動きを可能にしていたのは、ムラクモに宿る霊体によるものだった。

　その霊体が急速に実体を結んで、俺たちの前に姿を現す。刀の柄を握り、こちらを無機質な瞳ひとみで見つめている、一人の少女。

　アリアドネを幼くしたような見た目で、明らかに異質な装いをしている。迷宮国で見られる文明とはかけ離れた、言うなれば機械的な、肌に張り付くポリマーのような素材のスーツを着ており、頭にはヘッドギアのようなものをつけている。

「君が……この刀に宿っている意志。今までは、姿が見えないようにしてたってことなのか？」

　ムラクモは口を動かさず、ただ頷うなずきを返す。頭に響いてくる声はおそらく彼女のもので、アリアドネと同じような方法で語りかけてきているが、実際の声は発しないようだ。

「ふぁぁ……すっごーい。なんか、一人だけ宇宙にいけちゃいそうな、なんとかスーツみたいな感じじゃないですか？　これって」

「本当ね……それにしてもこんなに可愛い女の子が、あんなに激しい攻撃をしてきてたなんて、噓みたいね」

　ミサキも五十嵐さんも感心しきりだ。可愛いと言われても、少女──ムラクモは、全く表情を動かさない。

「質量のある映像っていうことかしら。さっきは、完全に見えなかったけど……」

　ムラクモは頷かない。映像というのは少し違って、姿が見えるようにするのも、隠すのも、霊体である彼女は意志次第で切り替えられるということだろう。

　俺は胸の内で、アリアドネに質問する──ここに彼女の声は届くだろうか。

『……貴方がたが無事で良かった。私の管理下に『星せい機き剣けん』が加わったことは、先ほど確認することができた。私の力が少しでも役に立ったのなら、望外の喜びを覚える』

（そうか……そこまで言ってくれると、こっちも嬉うれしくなるな。俺たちが生き残れたのは、アリアドネの加護もあってのことだ）

『私の手で星せい機き剣けんの一撃を阻んだとき、私も貴方と共に戦うことができているのだと感じた。私は、貴方のような契約者に巡り会えたことに感謝している』

　出会ったばかりの頃と比べると、アリアドネの言葉に熱を感じる──淡々としているのだが、今までとは確実に変わっている。

　それも信仰値を上げたことに関係しているのかとも思うが、どちらにせよ、信頼関係が順調に築けているのはいいことだ。

『……認識コードを受け取った。ムラクモは、私のパーツとしても能力を発揮するが、所有者として認めたアリヒトが装備しても良いし、誰かが使ってもよい。装備者は限られるが、おそらく七番区まで上がっても見ることのない強力な武器となる』

（そうか……アリアドネのパーツとして、届けに行かなくてもいいのか？）

『貴方が所有しているだけで、私の管理下に置かれている。私は、ムラクモを手元に召喚することができる。あと一つパーツを揃えれば、パーティ全体に転移の効果を広げることができる。しかし、転移時の装備の欠落などの欠点はある』

（それは、非常時には有り難いな……帰還の巻物の効果がないところでも使えたりするといいんだが）

『秘神の技能を使用すると、そういった人間の持つ技能を道具として使えるようにした場合とは、異なる理論で転移をする。原則として、使用できない環境はない』

　話せば話すほど、今回の収穫は大きいと感じる──やはり、箱開けに挑戦してみて良かった。

　アリアドネとのやりとりを終えると、ムラクモがこちらを見ていることに気づく──少し、その姿が薄れかかっている。

「顕現していられる時間は、ごく少ない。我がマスター、私を装備し、輸送するべき」

「っ……しゃ、喋しやべることはできるのか。分かった、俺が持って歩けばいいのか？」

「本当は言葉を発するべきではない。武器は、武器であるべきだから」

「……か、可愛い……この子、実はちょー可愛くないですか？」

「ミサキ、あまり軽率に抱きついたりとかはしないようにな」

「わ、分かってますけど～……私ってこう見えて母性本能が豊かだったりして……」

「……こうしてお会いしてみると、とても可愛らしい方だったんですね」

　先ほどの激しい戦闘から打って変わって、ムラクモを囲んだ俺たちの空気は平和極まりない。もう味方になったのだから、皆が受け入れてくれるのはいいことだ。

　ムラクモは言葉通りに可視化を終えて、再び見えなくなる。変形していた刀も元の日本刀の姿に戻った──マドカに頼んで専用の鞘さやを手配してもらい、背中に背負うのが良さそうだろうか。

「バウ、バウッ」

「シオンちゃん……偉いわ、何も言ってないのに、お仕事してくれてるのね」

　シオンは散乱している大きめの装備をくわえて、俺のところに持ってきてくれていた。特に魔法がかかっていなさそうなものも多いが、その中にはこれはと思うものも混じっている──何人かの装備を更新できそうだ。

　そして俺たちはそれから二時間ほどかけて、黒い箱の中身の宝を集め、整理した──金貨にして五千五百枚、銀貨、銅貨も含めればかなりの額で、見たことのない金属のコインも混じっていた。

　中には『北極星ポーラスター』のメンバーが落としたものだろう装備も含まれている。

　今まで手にしたことのない魔石がいくつかと、そしてルーンも二つ手に入った。

　ファルマさんにはとても世話になったので、通常の料金に加えて、成功報酬として金貨を百枚ほど渡した。それ以上渡そうと思ったのだが、彼女は受け取るとしてもそれが限度と決めているそうだった。

「お金は、どれだけあっても困るものではありませんよ。七番区に上がられても、必ず入り用になる場面があります。それに金貨百枚なんて、私達の家族にとっては、ありあまるほどの金額ですし……箱を開けただけで受け取るなんて、申し訳ないかぎりです」

「いえ、危険な箱開けをしてもらいましたから。ファルマさん、本当にありがとうございました」

「いえいえ……私こそ、アトベ様方と出会ってから、驚くことばかりで。私も皆さんのような冒険がしたかったといつも思います。でも、お話を聞くだけで、十分に嬉しいですから」

　そこまで言ってもらえて、皆も照れている──俺も同じ気持ちだ。





七　関門






　ひとまず黒い箱から出てきたものを、『運び屋』に運んでもらうことにした。

　箱屋でしばらく待っていると、ファルマさんが手配してくれた運び屋が訪ねてくる。愛想のいい、俺と同年代くらいの男性だった。どうやら、日本人のようだ。

　迷宮国でわざわざ仕立てたのか、それとも転生したときに着ていたのか、運送業者の作業着にしか見えない格好をしている。まあ、俺も転生したときに着ていたスーツを未だに持っているし、みんな転生時の服は貴重品と思って大事にしているようだ。

「ちわーす、運び屋の『金きん猫ねこ商しよう会かい』から来ました。箱から出てきた処分品を運んでもらいたいってことで、依頼者はアリヒト＝アトベさん。間違いありませんか？」

「はい、俺がアトベです」

「お噂はかねがね伺ってます。前回はうちの新人と一緒に担当させていただいたんですが、いや、ものすごかったですね。あんなばかでかいオーク、見たことありませんよ」

　ジャガーノートの輸送も、『金きん猫ねこ商しよう会かい』が担当してくれたようだ。山のように巨大な魔物だったが、それでも運んでしまう彼らは、まさに運送のプロフェッショナルだといえる。

「あ、貴重品や価値のあるものは持ち出されてますね。残してあるものは全て売却されますか？」

「いや、初級の装備品なんかは寄付します。売ってもそれほどの金額にならないですし、もともと初級探索者ノービスが、不慮の事故で落としたものだと思うので……」

「ああ……それは、確かに。迷宮は危険ですからね、運び屋といえど絶対安全とは言えません。専門の技能がありますんで、相当危険なところからでも運ぶ自信はありますが」

「それは凄いな……『金猫商会』さんは、七番区でも営業されてますか？」

「えっ……七番区に上がられるんですか!?　そいつはめでたい！　勿もち論ろん『金猫商会』は営業しておりますよ、担当者は私よりレベルの高い者に変わりますが」

　俺は今後も世話になる旨を伝え、名刺を受け取った。彼の名前はナオマサ・サカイというらしい──『境直正』と、漢字の名前も併記してあった。

「ではご指示通りに運ばせていただきます。手数料は、変形している貨幣などをこちらで処分しまして、それで賄わせていただくということで。余剰金は銀行にお戻しいたしますね」

「はい、よろしくお願いします」

　境さんは被っていた帽子を整えると、軽い足取りで階段を下っていく。後から三人ほど部下らしき人たちが入ってきて、境さんの後に続いた。

「アトベ様、もしよろしければ、これからもシオンを連れていっていただけますか？」

「えっ……いいんですか？　俺たちは助かりますが、ファルマさんたちの護衛としても、シオンはとても優秀だし……」

　ファルマさんは微笑み、待ちくたびれて椅子に座ったまま眠っているエイクとプラムに近づくと、その頭を優しく撫なでながら言った。

「可愛い子には旅をさせよ、と言います。アシュタルテも、主人と一緒に旅をして強くなりました。シオンにも同じ経験をさせてあげたいと思いまして……もし難しいようでしたら、そのときは、アトベ様のおっしゃる通り、この家で一緒に暮らしていこうと思います」

「……それも、とても良いことだと思います。でもシオンがいて、何度も俺たちは助けられてる。できれば今後も、一緒に探索していければと思ってます」

「ありがとうございます。ふふっ……シオンも嬉しいみたい。なかなか無いんですよ、この子がこんなふうに尻しつ尾ぽをぱたぱたすることって」

「バウッ」

　シオンは確かに、お座りをしたまま尻尾をぱたぱたと動かしている。犬好きな五十嵐さんはどう反応するだろう──と視線を送ると、もうメロメロになっていた。

「はぁ、可愛い……モフモフしたい。シオンちゃん、あんなに後部くんになついて……どうやったら私にもなついてくれるのかしら……」

「……私は本物の動物より、ぬいぐるみの方が……」

「エリーさん、何か言いました？」

「っ……な、何でもないわ。ところでアリヒト、これからどうするの？　まだセラフィナがギルドセイバーの人たちと合流するまで、時間があるけど」

　夕食の前には彼女たちは帰還しなくてはならないそうなので、あと数時間はある。この時間でできることといえば、何があるだろう──昼食時なので、どこかで食事でも摂るか。

「……っ」

　ぐぐぅぅぅ、と何か音が聞こえてくる。みんな顔を見合わせるが、俺は間の悪いことにセラフィナさんに話しかけようとしていたので、彼女のお腹が鳴ったのだと気づいていた。

　彼女は隠しきれないと悟ってか、お腹に手を当てる。胸甲はかなり分厚いのだが、腹部までは装甲が覆っておらず、下に着ている鎧よろい下が見えている──それは軽量化の工夫なのだろうが、十分過ぎるほど重装備ではある。

「……そ、装備が重い者は、燃費が悪く……一日に五回ほど食事を摂る必要がある。今回は、弁当を持参していないので、その……」

「セラフィナさん、いつもはお弁当を作ってるの？」

「うむ……いえ、いつもは自炊をしています。携帯食料では味気ないので、一日二食分は自分で作っています。私が使っている宿舎は、厨ちゆう房ぼうの設備が充実していますので」

　軍人口調は仕事中だけということか、急にセラフィナさんの言葉遣いが柔らかくなる。

「そう言っても、硬い丸パンを割って、野菜と燻くん製せい肉を挟む程度のものですが。チーズが手に入るときは、そのようなものでもご馳ち走そうに変わりますね」

「ああ、いいわね……私、ラクレットが好きなのよ。癖が強いチーズは苦手だけど」

「和食を作れる人もいるというので、少し楽しみにしています……でも、そういった料理人の方は、とても忙しくされていますよね」

　スズナは和食派ということらしい。俺はどちらでも構わないが、牛丼屋やハンバーガーショップ、定食屋に通った日々を思い出すと、とにかく濃い味だったり、ジャンクな食べ物を身体が欲する感覚がある。

「まあ、今のところは八番区の味を楽しむとするか。できれば明日から七番区に行くとして、今日でしばらくこの街とはお別れになるからな」

「そうね……アリヒト、やり残したことがないようにしてから行きましょう。これまでお世話になった人たちにも挨拶できるといいけど」

　エリーティアはかつて五番区に行くまで、どんなふうに別の区へと移っていたのだろう。

　俺も自分で言っておいて、いざ離れるとなると、八番区の街並みに感慨を覚える。まだ転生してから、一週間も経っていないのに。

「え、えっと……私が偉そうに言うことでもないけど。どこに行っても私たちが一緒なんだから、そんなに寂しがらなくても……ああっ、どういう言い方をしてもなんだか……っ」

「キョウカさんのおっしゃる通りです。アリヒトさん、パーティのみんなが一緒なら、きっとどこに行っても寂しくないですよね」

　スズナが朗らかに言う。ミサキも今は茶化さずに、照れ笑いをしていた──この正反対の二人が親しいのは、互いの考え方を認めあっているからなのだろう。

「……このパーティの関係性には、見習うべきところがある。アトベ殿が、特定のメンバーと深い関係でないからこそ、均衡が保たれているのだな」

「はは……セラフィナさん、やっぱりそっちの口調の方がしっくりきますね」

「私もそう思う。淑やかな振る舞いをしていると、いざというとき気合いが入らない」

　さっきお腹が鳴っていたときのセラフィナさんはある意味、今までで一番奥ゆかしかったのだが──そういった姿は基本的に見られない、貴重なものになりそうだ。

「なんだか、もうセラフィナさんがパーティの一員になったみたいな気分ね」

「ですよねー、でもレベルが段違いですからね。それに、ギルドセイバーさんですし」

「探索者とギルドセイバーの間には、それほど大きな差はない。レベルを満たせば所属できるし、一ヶ月前に申告すれば離脱することもできる。私は二年ほどギルドセイバーを続けているが、そういった者が珍しいほど、新人の入れ替わりは多いのだ」

　ギルドセイバーという組織の構造についても興味が湧くが、それは聞ける範囲で昼食の時間に聞いてみるとしよう。




　俺たちは町の食堂に入り、テーブルを囲んで思い思いのメニューを頼んだ。

　俺とエリーティアが頼んだのは、レベル３程度ではかなりの難敵だという『ガンフィッシュ』のグリルだ。頭に筒のような角がついていて、そこから圧縮した水弾を撃ち出してくるそうだが、肉は白身で柔らかく、癖もなくて旨かった。七番区には上位の魔物『カノンフィッシュ』が生息している迷宮があり、後衛殺しとして有名だと教えられた──そういったところで情報が得られることもある。

　五十嵐さんはチーズの話をしていて惹ひかれたのか、水牛の乳で作ったチーズを使ったパスタを頼んでいる。セラフィナさんも五十嵐さんと同じメニューで、ミサキは魚介のパエリアをスズナ、テレジアとシェアしていた。シオンはスイートバードの丸焼きを店員さんに切り分けてもらい、食べやすくしてもらってありついている。

　まだ見たことのない魔物も食材として出てくるが、それは俺たちがまだ入っていない、八番区の三つの迷宮から獲れたものだ。

　ほとんどの探索者が、一つか二つの迷宮を攻略するのにかなりの日数を要し、それでも完全攻略できずに立ち止まることもあったりするので、迷宮国のギルドは、『全ての迷宮を攻略する必要はなく、各区の序列一位となった者は昇格試験を受けること』と方針を示している。

　セラフィナさんによると、一つ上の区に上がると、下の区の迷宮の情報は請求すると得られるようになるそうだった。ただ、ギルドにとっては重要な収入源の一つだそうで、情報料はお安くないらしい。

「ギルドの資料館が奇数番号の区に設置されている。司書に頼めば、必要な資料を探して持ってきてくれるだろう。私も時間が空いたときなどは利用している」

「それって、図書館みたいなものですか？　私は静かにしなきゃいけないので苦手ですけど、スズちゃんは何時間でもいられるんですよー」

「本を読むのが好きなんです。学校の図書室にはよく通っていました」

　俺も本は嫌いではないので、七番区に行ったら一度は立ち寄りたい。セラフィナさんの話を聞いていると、気持ちが自然に上がってしまう。

「アトベ殿、このような話でも、参考にしてもらえているだろうか……？」

「ええ、俺も七番区に行くのが楽しみになりました。そういえばセラフィナさん、レベル11だと、適正な難度の区は、四番区くらいになるんですか」

「そうなる。アトベ殿たちのレベルは、八番区の段階で平均的に２ほど高い。エリーティア殿は五番区まで上がられていると思うが、五番区の探索者はレベル８から９といったところだ」

「セラフィナさんが盾を構えると、どんな攻撃も通じないっていう迫力があるわよね。レベル11……私たちもそこまで強くなれたら、凄すごいパーティになりそうね」

　ただ安全に生きていくだけなら、テレジアを人間に戻し、エリーティアの仲間を救うことができたら、あとは無理をせずに暮らしていけばいい。今の俺達の資産は、数年は遊んで暮らせるくらいにはなっているだろう──ある意味、転生前の俺にとって、働かなくていいというのは夢のような話ではある。

　しかし、立ち止まるということは、ゲオルグたちのように迷宮で壊滅したパーティを助けられる機会もなくなるということだ。

　少しでも上を目指して迷宮に潜る間に、見かけたパーティを助けるくらいのことはしてもいいだろう。俺達の実力がなければ双方全滅ということもあるので、強くなろうとする向上心は常に持っていたい。

「いつかセラフィナさんに追いつける頃に、また……いや。その前に、セイバーチケットを使ってしまうかもしれませんが。もう一度、俺達と一緒に戦ってくれますか」

「あ、後部くん……それってちょっと、まだ会ったばかりにしては、熱がこもりすぎてない……？」

「そ、そのようなことはない……一緒に戦いたいと言ってもらえるのは、戦士の誇りだ。アトベ殿、そしてパーティの皆とも、また再会できるときを楽しみにしている」

　ここでパーティを組めたのも何かの縁だろう。俺は将来、彼女が前衛としてパーティに加わってくれたりはしないだろうかと想像する──しかしそうならなくても、いつか彼女に追いつけるよう、たゆまず前に進んでいきたい。




　ルイーザさんに黒い箱の二つ目を開けたことを報告し、夕食を共にしたあと、彼女とは宿舎に戻る前に分かれ、それぞれの帰途についた。

　彼女もまた俺達の担当官として七番区に移ることになっているので、名残惜しそうにしていたが、今日は泊まりということにはならなかった。今日の夜のうちに、荷物をある程度整理しておく必要があるからだ。

　宿舎で待っていたマドカに武具を鑑定してもらい、装備を変更できれば変えようと思ったが、性能が近かったために即交換できる装備はなかった。しかし、魔石の収穫は大きい──『陽よう炎えん石せき』『土ど竜りゆう石せき』『爆ばく裂れつ石せき』の三つが新たに手に入り、属性付加の幅が増えた。

「控えの装備を用意して、迷宮ごとに違う魔石がついた装備を使うというお話もよくうかがいます」

「ああ、そうだな。装備は倉庫を借りて収納しておこう。装備棚でも用意して整理した方がいいかもな。マドカ、予算を出すから、倉庫の改装を頼めるか。七番区に上がってからでかまわない」

「は、はいっ……そんな大きなお仕事を任せていただけるなんて……ありがとうございます、お兄さん……っ」

　マドカはしきりに恐縮しているが、彼女がいてくれて本当に助かっている。できるなら、彼女がやってみたいと思うことを、俺がスポンサーとなったような気分で色々やらせてやりたい。

　そんなやりとりを横で見ていたメリッサが、少しうらやましそうに言う。

「……私も、早く役に立てるといい。これまでは、それほどのことはしてないから」

「そんなことはないが……意外にミサキの技能が役に立つから、なかなかメンバーチェンジの機会がないんだよな」

「あ、でも私、実はか弱い女子なので、ちょっと連日の冒険で疲労こんぱい気味です。こんぱいってどういう意味ですか？」

「疲れてる、みたいなニュアンスだろうが……そうか、疲れてるよな。それも考慮に入れて、疲労が蓄積していかないようにローテーションするか」

「それなら、私も一緒に行ける。『解体屋』は探索中だけ使える技能もあるから、久しぶりに使いたい」

　いつものように口調は淡々としているが、やはり留守番でエネルギーが有り余っているのか、メリッサの目からかなりのやる気を感じる。

（ライカートンさん、ファルマさん。大事な家族を預かりますが、必ず無事に戻ってきます。長い旅になりますが、安心して待っていてください）

「どうしたの？　後部くん、神妙な顔しちゃって」

「ああ、いえ。七番区に行ったら、世話になった人たちに手紙を書こうかと……」

「じゃあ、その時はみんなで手分けして書きましょうか。そんなことしなくても、向こうに行ってもお世話になるんだから、大丈夫だと思うけど」

「それもそうですね……すみません、急にセンチメンタルというか、そんな感じになってて。いい年した男が何を言ってるんだって、自分でも思いますが」

　五十嵐さんは俺の話を呆あきれたりせずに聞いてくれていた。何かそんな優しい目で見られていると、益体もない話を続けてしまいそうになる。

「お兄ちゃんがさみしいなら、テレジアさんが一緒に添い寝してくれますよ。あ、スズちゃんでもいいですけど」

「っ……そ、そんなこと……アリヒトさんと一緒のお部屋になれるならいいけど、そうじゃなかったら、不自然だと思う」

「……えっ？　それだと、スズナは一緒の部屋だったら、アリヒトと……し、してないわよね？　添い寝はちょっと早いというか、アリヒトも男だから……」

　エリーティアが微妙にひどいことを言っている気もするが、俺もスズナに真意を確かめたくなるような発言だった。添い寝を熱望してるわけじゃないし、ありえないとは思うのだが──と葛かつ藤とうしていると、案の定というか、テレジアが俺をじっと見ていた。

「…………」

「……い、いや。風ふ呂ろはその、他のみんなと入るのが自然で、添い寝よりもある意味では危険であってだな……」

「…………」

　無言の圧力が、俺の正論を受け流す。そして今日に限っては、皆が助け舟を出してくれない。

「今日で、この宿舎で過ごすのは最後だから……それを考えるとね」

「また一緒に入って止めたりしたら、その方がアリヒトも困るしね。私たちは、おとなしく順番を待っていましょう」

「な、なんですかこの空気……テレジアさんが公認お兄ちゃんの背中流し係ってことになっちゃってます？　アミダで決めません？」

「あ、あの……それだと、私とメリッサさんも、当たったらお兄さんと入っていいことになりませんか？」

「……？　ごめんなさい、話を聞いてなかった」

　メリッサは自分の名前を呼ばれて反応するが、自分の世界に入っていたようでぼーっとしている。彼女に恥じらいという感情は希薄そうだが、どうなのだろう──というのは失礼か。

「……いいのか、こんなおっさんと風呂に入って。テレジア、のぼせないように気をつけるんだぞ」

「おっさんっていうにはまだ若いですよ、お兄ちゃんは」

「そうですよね……十歳の差くらいなら、まだ許される範囲内ですね」

「……スズナが何か心配だから、ちょっと様子を見てないとね。キョウカもそう思わない？」

「え、ええと……後部くんが何かしたとしても、それはきっと、自覚がないと思うから、責めづらいわよね」

　確かにこのままスズナがふわふわした状態では心配なのだが、戦闘中に上の空というわけでもないので、緊急で対策が必要ということでもない。

「アリヒトさん、ゆっくり温まってきてくださいね」

「あ、ああ……皆の順番もあるし、できるだけ早く上がるよ」

　テレジアが席を立って浴室に向かう。俺が逃げないかどうか気にしたのか、振り返って確認してくる──彼女を待たせるわけにもいかず、俺は皆に微笑ましそうに見られながら着替えを取りに向かった。




　翌朝、早朝に支度を終え、俺達はミレイさんに挨あい拶さつして、短い間世話になったオレルス邸をあとにした。

　庭先にメイドさんたちが並び、俺たちを見送ってくれる。泣いている人もいた──それくらい俺達の昇格を喜んでくれているのか、それとも案じてくれているのか。

「皆様、必ずまたこの屋敷にお越しください。私たちはいつでもここにおりますから」

「ああ、また顔を出すよ。色々ありがとう、ミレイさん」

　俺は握手をして、お世話になった人たちと再会を約束した。

　──そして、外に出ようとしたそのとき。

　もう、医療所を出ることができたのだろう。ゲオルグたちパーティが、外からこの屋敷にやってくる。

「アリヒト……もう、行くのか……？」

　ゲオルグ、ジェイク、ミハイル、タイラー。そして──蔓つる草くさの傀く儡ぐつ師しに操られていた、ソフィもいる。

「ああ。最後に挨拶できてよかった。俺達が見つけた『北極星ポーラスター』の装備は、運び屋の人に届けてもらった。部屋に戻ったら確認してみてくれ」

「そこまでしてくれたのか……ありがとう。あんたは、俺たちの命の恩人だ。ソフィも、昨日目が覚めてから、ずっとお礼をしたいと言ってて……」

　ベッドの上で光のない目をしていた儚はかなげな女性は、今はしっかりとその目に輝きを取り戻していた。真っ白になっていた髪に、わずかに色が戻っている──体調が回復したことが、これほどすぐに髪色に影響を与えるものなのか。

　元は栗色の髪をしていて、パーティの男性陣が取り合いをするのがよくわかる、落ち着いた雰囲気の美人だった。彼女は俺の前に立つと、ひどく緊張しながら、それでも何かを伝えようとしてくれる。

「……ありがとう。あなたと、亜人の彼女がいなかったら、今頃私は……」

　俺とテレジアが、ソフィの精神世界に入って戦ったことを、彼女も覚えているようだ。

　どういたしましてというだけでは済まないようで、何かすべきかと考えて──俺は、ソフィともミレイさんと同じように握手を交わした。

「元気になって良かった。大変なことも色々あると思うけど、俺たちでよければ力になれると思う。気をつけて頑張ってくれ」

「ええ……しばらく休んでから、また探索を再開したいと思ってる。序列が大きく下がってしまったから、みんなでばらばらの小さな宿舎からやり直しね」

「そいつは大変だな……だが、一度は八番区の序列一位になったパーティだ。ゲオルグ、かなり落ち込んでたが、もうすっかり元気じゃないか」

　ゲオルグのゴーグルは修復されており、怪我が治っている。派手に出血していたが、ポーションを飲ませた途端に傷がふさがり始めていたので、この短期間で完治したのだろう。

「またあんな『名前つき』が出たらって、不安に思う気持ちはある。でも、やっぱり諦あきらめたくはないと思った。『北極星ポーラスター』には、迷宮国で一番星を目指すって意味もあるんだ。だが、アリヒトたちにはかないそうにもないな」

「そんなことはない。未来のことは、誰にもわからないからな」

「……日本のサラリーマンは、会社の犬だなんていう思い込みをしてた。でも、違ったんだな。アリヒト、あんたはサムライだ。サムライとニンジャは、俺のあこがれなんだよ」

　ゲオルグが握手を求めてくる。そこで彼は、俺が実際に刀ムラクモを背負っていることに気づき、ヒュウ、と口笛を吹いた。

「なんだ、本当にニンジャじゃないか。道理で強いわけだ」

「そういう職業を書いてみてもよかったかもな。意外に、適性があったかもしれない」

　冗談を言うとゲオルグは顔をくしゃっとさせて笑った。そして固く握手をすると、彼らは俺たちに道を開けてくれる。

「……アリヒト、パーティの名前を決めておくといいんじゃないか？　通り名があると、他の区にも名前が届きやすくなる」

「ああ、考えておくよ。それじゃ、またどこかで会おう」

　挨拶を終えて、俺達はオレルス邸を離れる。通りに出て、門が見えなくなるまで、表に出たミレイさんたちと、『北極星ポーラスター』の面々が見送ってくれていた。




　八番区の西側にある、区を隔てている高い壁。その壁を越えて七番区に行くには、『関門』を通らなくてはならない。

　七番区から八番区に戻ってきた探索者の姿もあるが、それほど関門の近くは賑にぎわっていない。俺たちは手続きを済ませると、見上げるほど大きな鉄扉が左右に開くまで待って、七番区への通路に入る──すると。

　そこには、見覚えのある姿をした女性がいた。迷宮国に転生するとき、案内をしていた彼女だ。

「いやはや驚きましたね、こんなに短い期間で、七番区に行く資格を得てしまうなんて。間違いなく迷宮国が始まって以来の、最速記録ですよ」

　彼女は紫色の髪を三つ編みのおさげにして、帽子を被っている。前はシャツにキュロットだったが、今日は上からジャケットを羽織っている。それが、関門の職員たちが着る制服ということらしい──ここに入る前に、外で同じような格好をしている女性を見た。

「あなたは、ここで働いてる人だったんですね」

「はい。あ、でも、働いてるといっても下っ端じゃなくて、それなりに権限は持っているので。あなたがたが七番区に行く資格を得たと聞いて、ここの係を回してもらったんです」

　彼女は俺達のパーティを眺め、そして微笑むと、俺のライセンスを受け取って操作する。すると、『七番関門通行許可』という文字列が表示された。通れる関門が増えるたび、ライセンスのページに情報が追加されていくようだ。

「ですが、八番区はあくまで初心者の人たち向けの、いわば練習用の区です。そこで序列一位になったとしても、七番区では……あっ、なんですか、脅かそうと思ったのに、もう飛び級で順位が上がってるじゃないですか。記録的な貢献度ですよ、これって」

「確か、現時点で２９４位ですね。七番区は、どれくらいの探索者がいるんですか？」

「一万人です。その中で２９４位ですから、すでに上位ですね。宿舎のランクも、八番区で使っていたものとそう変わらない物件が用意されますよ」

　それは有り難い話だ──オレルス邸の住み心地に慣れると、なかなか宿のランクを落とすことは難しい。

「さて……もう少しお話したいですが、関門を開けられる時間は限られているんです」

「分かりました、じゃあ俺達はこれで……」

「はい。お決まりの文句ですが、言わせていただきますね」

　女性は悪戯な調子で笑うと、案内役らしく手を上げて通路の先へ進むように促しながら言った。

「ようこそ、ルーキーのみなさん。ここからが迷宮国の、本当の始まりです」

















書き下ろし番外編　解体屋と商人　～もう一つの後方支援～









　アリヒトたちが昇格試験、そして『北極星ポーラスター』の様子を見に行くため、『呼び声の森』に向かっているあいだのこと。マドカとメリッサは待機組として、二人でオレルス夫人邸に残っていた。

　マドカは一度倉庫に行き、素材などの在庫確認をする。そして、スタンピードの際に得た収穫のうち、『空から来る死』の素材が持ち出されていることに気がついた。

（これは、メリッサさんに加工をお願いした素材……鎧よろいにするって言ってたけど、まだ完成してないみたい。何かあったのかな？）

　後でアリヒトに聞いてみようと考え、マドカは倉庫の片付けをしたあとで屋敷に戻る。

　そして中庭にある簡易工房の様子を見に行くが、メリッサの姿がどこにも見当たらない──彼女が大事にしている肉斬り包丁ブツチヤーズナイフは、布を巻いて加工台の上に置かれている。

　少しだけ席を外しているのかもしれない。マドカはそう考えて、改めて周囲を見回した。

　いつも魔物素材が加工されている建物内は微かに血の匂いがするようで、いかにも不気味に感じてしまう。

　なんとなく心細くなる。思えばアリヒトと最初に『曙あけぼのの野原』の入り口前広場で会ったとき、同じ日本からの転生者だからというだけでなく、落ち着いた語り口にどこか安心感を覚えたものだった。

（こんなとき、アリヒトお兄さんがいてくれたら……う、ううん。そんなこと言ってたら、子どもだって思われちゃうよね……）

「……わっ」

「きゃぁぁ！」

　後ろから囁ささやくような声が聞こえた気がして、マドカはビクッとその場で跳ね、悲鳴を上げる。

「……びっくりした？」

「あ……メ、メリッサさんだったんですね。駄目ですよ、隠れんぼなんてして……」

　胸むねを撫なで下おろし、布を頭に巻き付けたような形の帽子を整えつつ、マドカは振り向く。しかし、そこには誰の姿もない。

　ぞくぞくっ、とマドカは背中に冷たいものを感じる。

（や、やだ……こんなところでお化けが出てきちゃうなんて。まだ明るいのに……っ）

　マドカは特にホラー映画などが嫌いというわけでもなく、怖がりではなかったが、理解を超えた状況に思考がついていかず、全く冷静になれない。

　──しかし、彼女が腰砕けになり、その場にぺたんと尻しりもちをついたとき。

「……んっ……」

「メ、メリッサさん……？」

　誰もいなかったはずの、マドカの正面の空間に、すっと人間の輪郭が浮かび上がる──そして。

　眩まばゆい光と共に、マドカには一瞬、一糸まとわぬメリッサの姿が見えた。それはほんの一瞬のことで、すぐに全身にぴったりと張り付くような素材のスーツを身に着けた、色素の薄い髪をシャギーヘアにした少女の姿が現れる。

「……おかえり」

「は、はい、ただいま戻りました……あ、あのっ、メリッサさん、今透明になってませんでしたか？」

「そう……『迷めい彩さい石せき』をつけた、『ステルススーツ』の実験をしてた」

「す、すごいですね……メリッサさん、そんな凄すごい性能の防具を作れるんですねっ」

「魔石を素材に組み込むくらいなら。ルーンの付与はできないけど……解体屋には、『魔物細工』っていう技能があるから」

「いいな……私も、自分で商品を作れる技能がいつか手に入るとは教えてもらったんですけど。まだ、自分が何の『商人』に一番向いているのかが分からなくて」

「……私が作った装備は、商品として見てどう？」

「八番区の探索者さんたちなら、すごく欲しがる人が沢山いると思います。それは、アリヒトさんたちが倒した魔物の素材がとても貴重ということもあるんですけど、メリッサさんのお仕事はとても丁寧で、見ていて惚ほれ惚ぼれしてしまうくらいです……近くで見てもいいですか？」

「……ん」

　メリッサの返事はごく短いもので、表情から感情を読み取ることも難しい。しかし拒絶している様子はないと感じたマドカは、そっとメリッサの腕に触れ、スーツの手触りを確かめた。

「な、なんだかぬめっとしているようで、サラサラもしていて、ひんやりしていて、それでいて温かいような……」

「そう……不思議な感じがする。色々な耐性があると思う。でも、『迷めい彩さい石せき』をつけたら問題が出てきた」

「あ……す、すみません。それって、もしかして、透明から戻る時に、一瞬服を着てないみたいに見えちゃうってところでしょうかっ」

　マドカに聞かれ、メリッサは小さく頷うなずく。そしてスーツの前を閉じているファスナーを開いた。

（青白いくらい、真っ白な肌……メリッサさんは、普通の人とちょっと違う……何だか、少し不思議な感じがする。どうして……？）

　女性同士とはいえ、マドカは少し頰を紅潮させるほどには恥じらいを覚えていたが、当のメリッサは気にしていない。その様子を見て、マドカはパーティのある人物のことを思い浮かべる。

　テレジア──亜人の少女。蜥蜴トカゲのマスクで顔を常に覆っている彼女は、いつも口元しか見えず、その唇は引き結ばれていることが多い。アリヒトの近くにいると、そうでもないのだが。

「……このスーツ、裏地がないから。何か加工をしないと、『迷めい彩さい石せき』の力で周囲の風景に溶け込むときに、スーツが透明になって、肌が見える瞬間がある。それを何とかしないと、使えない。たぶん、あのリザードマンの子に使ってもらうことになると思うけど。サイズが私と近いから」

「テレジアさんは、亜人さんですけど、装備の全部がリザードマンの外せない装備というわけじゃないんですよね」

「そう。女の人が亜人になると、顔の全部が隠れないことがある。なぜかは分からないけど」

　他の亜人たちは、顔まで特徴的な魔物の覆面のようなもので覆われてしまい、顔が見られない。普通リザードマンというと、蜥蜴トカゲ頭の半獣人を思い浮かべるところだが、テレジアは蜥蜴トカゲを模した装備を身に着けた人間という表現が近いとマドカは思っていた。

　しかしそれよりも、メリッサの言葉に、マドカはわずかな引っ掛かりを覚える。テレジア以外にも亜人を知っている。メリッサは暗にそう示している──彼女の、いつもどこか遠くを見ているような眼差しが、今は違うものに変化していた。

　その瞳ひとみを、マドカは知っている。共働きの両親が、なかなか帰ってこない時の子どもにも似ている。洗面台の鏡に映っていた、寂しさを隠しきれない自分の姿──。

　それでも前世において、自分が愛されていなかったわけではないとマドカは思っている。もう転生してから一年ほどが経つが、昔の思い出を思い返しても、寂しかった以外には、両親が優しかったという記憶と、祖母の笑顔が思い出されるだけだ。

「……泣いてる？」

「あ……」

　気がつくと、マドカの頰を涙が伝っていた。メリッサはそれを、そうすることが自然だというように、右手の人差し指で拭ぬぐう。

「す、すみません……少し、考えごとをしてしまって。だめですよね、急に泣いたりしちゃ。もう、子どもじゃないんですから」

「……いいと思う。泣けるのなら、泣いた方が。私は、泣けない」

「え……そ、そんなこと……」

　マドカにはメリッサの言っていることが、すぐには分からなかった。しかし、それが本当のことなのだということは、彼女の目を見れば分かった。

「名前……」

「え、えっと……私はマドカ＝シノノギと言います。日本だと、漢字で名前を書くんですけど、そのときはこういう字を書きます」

　マドカはライセンスの自由描画欄を呼び出すと、『篠しの之の木ぎ円まどか』と指で描く。メリッサはそれに応じて、自分の名前を描く──その文字は、アルファベットだった。

「父さんに教えてもらった。これは地球の字で、迷宮国の字だと、こうやって書く」

「そうなんですね……」

「マドカの名前は覚えた。装備を作ることがあったら、ネーム入れもできる」

「ありがとうございます。ちゃんと名前を書いておいたら、無くさないですよね」

　マドカはあどけなく微笑む。それを見たメリッサは、彼女にそっと手を伸ばし──今度は、ターバンの上から頭を撫でた。

「……笑った。笑った方がいいから、良かった」

「メリッサさん……」

　マドカはメリッサの受け答えが淡々としていて、あまり他人に興味がないのではないかと思っていた。そういった最初の印象は、ただの思いこみだったと心の内で反省する。

　魔物を解体しているときのメリッサは、巨大な肉斬り包丁ブツチヤーズナイフを使うこともあって少々迫力があるのだろうと思うが、それは仕事に熱心であるということだ。

「私は、笑うのも上手くできないから……マドカや、ミサキが羨うらやましい。アリヒトも、みんなといるとよく笑ってる。難しい顔もよくしてるけど、それはうちの父さんも同じ」

「お兄さんは、パーティの皆さんのことを、いつも心配しているんですよね……だから、難しいというか、すごく真剣な目をしてることがあります」

「そうだと思う。最初に会ったときから、そうだった」

　メリッサが自分と同じように感じていた。そのことが、自然にマドカを笑顔にする。

　──それに、つられるように。

　上手く笑うことができないと言ったメリッサが、表情を和らげ、細い眉まゆを下げ、口元を微かに緩める。

　笑えなくなることなど、ないのだ。マドカは転生したあと、商会で与えられた仕事をするうちにいつの間にか、泣いている時間が少なくなっていったことを思い出す。

　そしてこれからは──アリヒトのパーティに入ることができた今は。もっと、昔を思い出して泣くことは少なくなっていくのだろうと思った。

（……お父さん、お母さん。おばあちゃん……愛美お姉ちゃん、妹の胡桃くるみ。みんな、元気で幸せでいてね。私も頑張るから）

　祈り、そして笑う。メリッサは何も言わず、微笑んだかに見えた表情はいつも通りの無表情に戻っていたが、そうしたいのだというように、マドカの頭をもう一度撫でる。

「……シオンも触り心地がいいけど、マドカも次くらいにはいい」

「そ、そうですか……？　でも、あんまりしちゃ駄目です。私も一人前の商人なんですから」

「そう……私も、一人前の解体屋と名乗れるように頑張る」

　ひとしきり撫でたあと、メリッサは名残惜しそうに手を離す。その少し寂しそうな仕草が、マドカにはとても微笑ましいものだと思えた。

　まるで、猫じゃらしを遠ざけられた猫のような──というと自分が遊ばれているようだが、まさに猫のような目をしているのだから、そう思ってしまう。

「……怖がられてるかと思ってたから、良かった。私、普通とは少し違うから……」

「違う……ですか？」

「お母さんが、『ワーキャット』……猫の亜人だから」

「あ……す、すみません、教えてもらう前に私、メリッサさんの仕草が猫みたいだなって……」

「……ばればれ？」

「そ、そうじゃないです。猫さんみたいで、その……可愛いなって、思ってしまって」

「可愛い……そんなこと、言われたことない」

　メリッサの反応を、マドカは戸惑っているのだと受け取る。

　感情の起伏が少なくても、心は動いている。つまり、それはどういうことか──。

（言葉がなくてもテレジアさんと気持ちを通じ合わせてるアリヒトさんなら……私よりもっと、メリッサさんのことが分かるのかな。そうなってくれたらいいな）

　そうアリヒトに期待しながら、マドカはすでに心に決めている。

　自分のことを気遣ってくれたメリッサと、もっと親しくなりたい。彼女がどんなことを考えているのか、実はとても優しい性格なのだということを、みんなにも広めていきたい。

　そしてマドカは、自分が何をするためにメリッサを探していたのかを、今になって思い出す。

「メリッサさん、お茶をしながら、もっとお話しませんか？」

「……ん」




　こうして、『商人』『解体屋』という職業の二人は、探索に出ないときは全面的に協力しながら動いていくことを約束する、『後方支援パーティ』としての役割を見出した。

　アリヒトたちが帰ってきたあと、入浴の順番待ちがあったので、マドカとメリッサは一度メリッサの家に行き、風ふ呂ろを借りてから戻ってきた。

　そのあと、マドカとメリッサは同室で休むことになったのだが──そこに、まだ寝付けないので話がしたいというミサキがやってきた。

「今日も大変でしたよー、草の魔物に操られちゃってるパーティの人がいて、助けて欲しいって頼まれちゃって……みんなのおかげと、私のささやかな活躍のおかげで切り抜けましたけどね」

「すごいです、ミサキさん。ギャンブラーさんって、トランプを投げて戦ったりもするんですか？　鉄のカードっていう武器が、ときどき商会の在庫に入るみたいですけど」

「こうカードを投げて、カツーンって壁に刺さったりして。今夜大切なものをいただきに参ります、怪盗より……みたいな？」

「……かっこいい」

「えっ、メリッサちゃんってもしかしてノリがいい方なの？　私のことはしゃぎすぎとか、適当なこと言い過ぎって思ったりしない？　スズちゃんがいないと大暴走とか」

「そんなことないです、ミサキさんとお話してると楽しいです、元気がもらえますし」

「私も。歳が近い子と話すことが、あまりないから。騒がしいほうがいい」

「ふ、二人とも……よよよ。私も高校デビューがそんなに上手く行かなくてね、中途半端にギャルっぽく振る舞ってるわりにはね、友達とか少数精鋭だったんだよね。ほんとは友達百人くらい欲しいなと思ってるんだけどね。というわけで、二人は今日から友達！　よろしくね！」

「っ……い、いいんですか？　私、年下なのに……」

「……友達……初めて。一生できないかもしれないと思ってた。父さんも喜ぶ」

「はぁぁぁぁ～！　そういう泣けるリアクションはほどほどにして！　涙でマスカラが流れちゃうから！　って、マスカラなんてしてないやんけー！　ベタベタでごめんね！」

「あはは……ミサキさんこそ、泣いちゃいそうな顔になってますよ？」

　こうして彼女たちの夜は更けていく。

　共に歩いていくパーティの未来に、それぞれの思いを馳はせながら。








あとがき









　初めまして、とーわと申します。一巻から引き続きご覧いただいている読者の皆様には、改めて御礼を申し上げさせていただきます。またお会いできて光栄です。

　早速、第二巻の改稿内容について触れたいと思います。一巻で優しくなった五十嵐さんについては前回説明させていただきましたが、今回も継続してソフトになっています。また、迷宮探索ものとして重要なデータ部分の表記などを修正し、戦闘場面についても、描写がおとなしかった部分を加筆しております。マドカ・メリッサについてはパーティに加わった前後の心境などにあまり触れられていませんでしたので、彼女たちを中心としたエピソードを書き下ろさせていただきました。今後もパーティメンバーの個別のお話を可能な限り加筆したいと思っております。

　今回も大変なお手数をおかけしました担当編集様、そして校正様には、地面に頭がめり込むくらいの勢いで御礼申し上げます。次からは諸々改善に努めさせていただきます。

　イラスト担当の風かざ花ばな風ふう花か先生、本作の世界観を素晴らしいビジュアルで構築していただきありがとうございます。毎回イラストを拝見するたびに作者の視力が改善されております。

　最後にご存知の読者様もいらっしゃるかと思いますが、コミックウォーカーの「異世界コミック」コーナーで、力りき蔵ぞう先生による本作のコミカライズが連載開始しております！　作者もあまりの素晴らしさに思わず声が出るほどの内容ですので、皆様ぜひぜひご一読ください。

　それではまた、三巻でお会いできますことを切に願いつつ。
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　魔王になったので、ダンジョン造って人外娘とほのぼのする　電子特別お試し版　（著：流優　イラスト：だぶ竜）
















　異世界転生したユキは、気付くとダンジョンの魔王になっていた。「今度は自由に生きる！」と決意した直後、覇龍と遭遇！

　戦闘……にはならず、何故かユキの出すお菓子の虜になりそのまま居候に!?　さらに、次々と人外娘を拾い……。

　チートな強さで人外娘達を助けたり、便利なカタログ通販（？）でダンジョンに凶悪な罠を仕掛けたり、日本の玩具で遊んでみたりとやりたい放題！

　自分の自由と人外娘達の平和のために、快適＆最凶ダンジョン造りを目指す!!








プロローグ　なんか翼が生えてる









「あー……」

　手鏡に映る自分の顔や姿を、色んな角度からまじまじと見詰める。

　黒髪黒眼の、今まで何度も見てきたその容よう貌ぼう。言う程特徴も無い普通の顔立ちで、若干眼めつきが鋭いのが特徴と言えばそうかもしれない。

　背丈も大して高くも無ければ低くも無く、身体からだ付きもゴツくも無ければヒョロくもない。

　まあ、ここまではいい。

　ここまでは。

　こんなじっくり自分を見ているのは、別に俺がナルシストだからという訳じゃない。とある確認を行っているのだ。

　俺は、手鏡の角度を変えて背中を確認する。

　そこに映っているのは──翼。

　俺の背中の肩甲骨辺りから、コウモリだかドラゴンだかわからない真っ黒い翼が生えている。

　慣れない感覚だったのでちょっと大変だったが、意識を集中させるとしっかりパタパタと動いたのを見るに、これはやはり俺の身体の一部ではあるらしい。

　そして──眼。

　黒眼と言ったが、実際は片方だけで、もう片方の眼は紅あかく染まっている。真っ赤っ赤である。

　どうやらこれは種族が持つ固有ユニークスキルの、いわゆる魔眼というものらしいんだが……これなんて中二よ。自分にも漏れなく訪れた黒歴史を思い出すようで、すげー恥ずかしいんだけども。

　しかも、そんなナリをしているくせに、今身に着けているのがジーパンとＴシャツというラフな恰かつ好こうをしているせいで、酷ひどくチグハグな印象を受ける。ヘタなコスプレのようだ。

　つかこれ……もしかして翼の付け根の部分のＴシャツ、破けてないか？　見えてないけど、絶対破けてるよな？

「………………ハァ、寝よ」

　もうなんか色々疲れてしまった俺は、そこで思考を放棄し、ＤＰ──ダンジョンポイントで布団を出現させ、それを玉座の間に敷いて、寝た。





◇　　　◇　　　◇






　──時間は、少々遡さかのぼる。

　何が起こったのかと言うと、話は簡単だ。

　輪りん廻ね転生である。

　何の面白みも無く事故死して、もう一度生まれ変わったらしい。

　それは、意識が戻った瞬間に理解した。自分が一度、確実に死んだ感触がまだ残っていたからだ。

　事故で撥はね飛とばされ、骨がバキバキになり、身体中が悲鳴を上げて潰つぶれていく感触。全身から力が抜け、自分の血がどんどん体内から外へと溢あふれ出していくのがわかるのに、痛みも何も感じず、目の前が徐々に真っ暗になっていく悍おぞましい感覚──。

　ぶるりと身震いし、大きく深呼吸して、嫌な記憶を頭の中から追いやる。

　とにかく、一度死んだはずが気が付くと俺はここ──『玉座の間』っぽい場所で倒れていた。

　品の良いシャンデリアに、柱と壁。窓は無く、奥行きはそこまで広くない。

　そして俺の背後に鎮座しているのは、飾りは少ないが荘厳さを十分に感じさせる、造りの良い玉座。そこから真っすぐレッドカーペットならぬブルーカーペットが対面の壁まで敷かれ、そちらにはこれまた装飾は少なめだが、一目見ただけで重厚さを感じさせる扉がある。

　何と言うか……あれだ。全体的に悪役っぽさの漂う趣の部屋だ。ゲームのラストダンジョンに出て来る魔王のいる玉座の間を、幾分と縮小した部屋、といった感じか。

　しばらく呆ほうけてから俺は、とりあえず現状を把握しようと立ち上がり──そして、目線が高くなったことにより、玉座の裏にソレがあることに気が付いた。

「何だ、これ……？」

　そこにあったのは、丸い、バスケットボールを一回り小さくしたぐらいの、虹にじ色いろに光る宝玉。

　俺は、何とはなしにそれに向かって手を伸ばし──。

「ッ!?　がああアああアアアッッ──!?」

　宝玉を触れた瞬間、突如襲い掛かる、強烈な頭痛。

　まるで脳みそを直接弄いじられるかのような、不快な感覚が全身を襲う。

　思わず膝ひざから崩れ落ち、床に両手を突く。

　眼の端から涙が滲にじみ、あまりの痛みから視界がぐらつき、吐き気がこみ上げる。

　そのまま俺は、絶叫を迸ほとばしらせ、床の上をのたうち回り続けた。




「──ハァ……ハァ……なるほどな……」

　その地獄のような頭痛が、やがて波が引くようにして消えていった後。

　荒く息を吐き出しながら、俺は──その語句を、唱えた。

「……メニュー」

　すると同時、目の前に透明なガラス板のような──要するにゲームのメニュー画面のようなものが、突如として目の前に出現する。

　これは、唱えた者が一番使いやすい形で現れる。

　例えばこの世界にもいるゴブリンなどの原始的な種族が『メニュー』を唱えると石版が出て来るし、他の人間に近い生態の種族の場合は、大抵が本の形で出現する。

　俺の場合は、ゲームをよくしていたせいか、この形が一番使いやすいと判断されたようだ。

　そんな知識が、まるで脳内に辞書があるかのように、俺の頭にポンと浮かぶ。

　……いや、本当に脳みそに直接知識を植え付けられたんだろうな。

　ふらつく頭を押さえながらメニューへと視線を向けると、そこに表示されているのは、上から順に『ステータス』、『ＤＰカタログ』、『ダンジョン』、『ガチャ』の四つの項目。

『ガチャ』の項目がすんげー気になるところだが……とりあえず上から見ていくことにして、スマートフォンを操作するのと同じような感覚で『ステータス』の項目をタッチしてみると、俺のステータスらしい数値が表示される。

「へぇ……って、種族がアークデーモンて」

　あの、いつの間にか俺、人間じゃなくなってるんすけど……。


名：ユキ

種族：アークデーモン　クラス：魔王　レベル：１

ＨＰ：２１００／２１００　ＭＰ：６７００／６７００

筋力：６５１　耐久：６８５　敏びん捷しよう：５５０　魔力：８９７　器用：１２５０　幸運：70

スキルポイント：５　固有ユニークスキル：魔力眼、言語翻訳

スキル：アイテムボックス、分析アナライズ[image: ]１

称号：異世界の魔王　ＤＰ：１０００



　つか、よく見たら俺、人間やめてる上に、クラスが『魔王』じゃねーか。字面が物騒だなオイ。

　……いや、どうやらここ──ダンジョンを管理するダンジョンマスターのことは、総じて魔王と呼ぶらしい。脳内ウィキ〇ディアに載ってた。

　名前も苗みよう字じが無くなり、カタカナでユキとなっている。自分でも女っぽい名前だと思っていたが、ますますそうなったな。

　ステータスは比較するものがないからよくわからんが、とりあえず幸運値の圧倒的低さよ。

　……まあ、事故死するぐらいだから、そんなもんなのかもしれんが。

　器用値が頭一つ抜けてるのはよくわからない。趣味が手芸とか、そんなことはないのだが。

　次に、表示されているスキルへと指を滑らすと、その詳細が表示される。

　分析アナライズやアイテムボックス、言語翻訳はよくある感じのヤツだ。分析アナライズは、スキルレベルの上昇に伴い表示される内容が増え、アイテムボックスは保有する魔力によって収納出来る量が増える。言語翻訳は言わずもがな。

　魔力眼は……どうやら種族特性のスキルらしい。相手の放つ魔力を可視化出来るようだが、有用性はまだようわからんな。

　スキルポイントは、スキルの横にある数字、スキルレベルを上げることが出来るようだ。スキルレベルの最大値は10で、それが上がるのに比例して必要ポイントが多くなっていく仕様らしい。

　スキルの下の称号はと言うと……。


異世界の魔王：異世界から現れた者。固有ユニークスキル『言語翻訳』を取得。



　あ、うん、やっぱり異世界なんすね、ここ。まあそうだろうとは思っていたけど。

　とりあえず一通り確認したステータス画面を閉じ、次にメニューの『ＤＰカタログ』を押す。

　どうやらこれはそのまま、ステータスに載っていたＤＰ──ダンジョンポイントで交換出来るものを表示する機能のようだ。

　剣や盾、防具、杖つえなどのファンタジー的なものから、歯ブラシやコップ、食料品、果ては必要ＤＰがクソ高いがテレビゲームなども交換出来るようだ。通販かよ。いや、便利でいいですけども。

　もしかするとこのＤＰカタログってのは、ダンジョン自体に元から備わっている物と、俺の認識によってゲット出来る物の二種類があるのかもしれない。そうでなければ、この異世界感ぶち壊しの品々はカタログに載らないだろう。

　ただ、地球産の品々はこの世界の品に比べて軒並み高い。入手するのはもう少し先になるか。

　気になっていた項目である『ガチャ』は、そのままガチャだ。一回１００ＤＰ、１０００ＤＰ、１００００ＤＰ、１０００００ＤＰの四つがある。何が出るかは回すまでわからない仕様らしい。

　残りの『ダンジョン』は、ここのダンジョンの階層を増やしたり、拡張したり、モンスターを召喚したりなど、ダンジョンを造る上での主要な機能が詰まっているようだ。

　まあ、細かい検証は、後ほど行うことにしよう。




　──ダンジョンとは、生物だ。




　この世界特有の、『魔素』のある場所で生まれる。

　生まれたばかりのダンジョンは、他の生まれたての生物同様に力が弱く、簡単に潰されてしまう。

　特に潰しに来るのは、人間らしい。ダンジョンの心臓であるダンジョンコア──先程の虹色の宝玉を狙いに、よく襲撃に来るらしい。

　確かに、見るからにレア度高そうだからな、アレ。

　また、この世界の野生生物である『魔物』なんかも、ダンジョンコアに込められた莫ばく大だいな魔力に吸い寄せられ襲いに来るようだ。

　──要するに、周り全てが敵なのだ。ダンジョンは。

　そこでダンジョンは、自身の身を守るために管理者を召喚し、自身の生存率の向上を試みることにした。共生することに、生き残る道を見出した訳だ。

　魔王とはそうして召喚された、ダンジョンを守護し、管理する存在である。

　大抵の場合は、近場に棲せい息そくする魔物を呼び込んで、魔王として生まれ変わらせるようだ。

　が、しかし。このダンジョンの生まれたのが魔素濃度の濃い場所だったため、他のダンジョンよりも力を持つことが可能だったらしく、その力の大半を用い、より魔王として適した存在を、と召喚した結果が、どういう訳か異世界で死んで魂だけになっていた俺だったと。

　俺、どうやら人より魔王に適しているらしい。非常に心外である。

　俺が人間からアークデーモンに転生したのも、ダンジョンの自己防衛機能の一つだ。人間に転生させるよりは、人外に転生させた方がより生存率が上がると判断されたのだ。

　ダンジョンに植え付けられた知識によると、これは適性のある魂でなければ出来ないことだそうだが……まあ、うん、あれかな。俺がメッチャやり込んでたゲームのキャラの種族が『上位魔族アークデーモン』だったから、ってのが反映されたのかもしれない。んな訳ねーか。

　……ただ、力があるのは悪くない。知識を植え付けられたから理解したが、こっちの世界は前世よりも大分物騒だ。魔物いっぱい戦乱いっぱい。おまけに知能の低いバカな魔王があちこちで人間とか殺しまくってるから、魔王に対するヘイトも高い。

　そんな世界に魔王として生まれてしまったからには、俺自身の生存率を上げるために、少しでも力があった方がいいだろう。

「…………」

　俺は、あの強烈な痛みを与えてくれたクソ忌々しい宝玉──ダンジョンコアを睨にらみ付ける。

　魔王の器生成にはダンジョンの力が多大に影響しており、ダンジョンが死ねば魔王は死ぬ。

　魔王にリソースの大部分を割いているため、魔王が死ねばダンジョンの力が大きく弱まり、結果的にダンジョンもまた滅ぶ。

　──つまり、一いち蓮れん托たく生しようなわけだ。

「……ったく、厄介な世界に呼びやがって」

　だが──コイツがいなければ、俺が意識を取り戻すことは二度と無かったことも、確かな事実だ。

　虹色の宝玉へそっと腕を伸ばし表面に触れる。もう、痛みを伝えて来ることはない。

　これは、俺のもう一つの心臓だ。

　……せっかく得ることになった、二度目の生だしな。

　今度こそ好きに生きられるように……コイツを守るのもまあ、悪くはないだろう。

　そんなことを考えながら、とりあえずアークデーモンとなってしまってからの自身の姿を確認してないなと思い、ＤＰカタログで一覧を開き手鏡を出現させた──。





◇　　　◇　　　◇






　翌日。

　とりあえず寝て頭をすっきりさせた俺は、布団一式をアイテムボックスにしまってから、ＤＰカタログを表示させ朝食となる食料品を探す。

　アイテムボックスは、発動すると虚空に亀裂が生まれ、そこに物を突っ込むという仕様だ。

　これ取り出す時どうすんの、と思ったら脳内にリストのようなものが浮かび、それを念じながら虚空の裂け目に手を入れると物を取り出せるようだ。便利だなオイ。

　ちなみに、何故窓が無い部屋で翌日とか朝食とか時間がわかるのかと言うと、メニュー画面の右上に現在時刻と日付が表示されているためだ。

　ゲームか！　とツッコミそうになったが、よく考えてみたら俺の知っているゲーム画面が元になっているんだった。

　そんなこんなで朝飯の食パンとベーコンを出現させた俺は、普通の椅子はなかったので玉座に腰を下ろし、もそもそとそれを食べ始める。

　ＤＰの確保も考えなきゃいけんな。初期ポイントらしく１０００ＤＰあるが、これは今の俺の生命線だ。消えていくばかりというのは少々心もとない。

　このＤＰの確保の方法には、

　・ダンジョン内に、自身が出現させた配下以外の魔物がいる状態（強さにより取得ＤＰ上昇）

　・ダンジョン内で侵入者を殺す（強さにより取得ＤＰ上昇）

　・ダンジョン内で魔物の死し骸がいや糧となる何かを吸収する（物により取得ＤＰ上昇）

　・自然回復（ダンジョンの範囲により取得ＤＰ上昇）

　の四つがある。

　これを見ればわかるように、ＤＰ収入はかなり侵入者頼りのところがある。

　侵入者に殺されないよう管理者を生むくせに、侵入者がいなければ飯の確保が出来ないとは、ままならないもんだ。

　まあ、それが弱肉強食か。ダンジョンも生物だしな。その頸くび木きを逃れることは出来ないのだろう。

　自然回復はあるものの、これは三時間で１ＤＰ回復とかなり微々たるものなので、今後どうなるかわからないが、今はまだあまり当てには出来ない。

　早急にダンジョンとして体裁を整える必要があるが、そのためにはダンジョンや魔王がどんな存在でどういう認識をされているのか。後は周辺の地理か。その辺りを早めに知らなければならない。

　あれだ、需要を知らなければ供給は生まれないとか、そんな感じ。前世のうろ覚え知識。

　というのも、ダンジョンに強制的に植え付けられた脳内ウィキ〇ディアさんの情報では、あくまでダンジョン側の視点としての侵入者の記述しかなかったので、よくわからなかったのである。

　曰いわく、「我々を殺しに来る悪魔のような者達」とのこと。

　まあ、うん、そうね。自分を殺しに来る存在は悪魔に見えるだろうね。

「さて、と……」

　朝飯を食い終わった俺は、ぱんぱんと手のパン屑くずを払い、視線をこの部屋唯一の扉へと向ける。

　とりあえず今、俺が喫緊でしなければならないことは、この先を確かめることだろう。

　何が広がっているのか確認するのは、興味半分恐ろしさ半分といったところだが……まずはここからやらないと、何も始まらない。

　少々ＤＰカタログで準備を整えてから立ち上がった俺は、部屋の対面へと向かうと、恐る恐るといった様子で美麗な扉を開いていき──。

「……洞どう窟くつ、か？」

　扉の外に広がっていたのは、一つのでっかい空洞。

　何年物なのか気になる水晶のような鍾しよう乳にゆう石せきがぶら下がり、そして洞窟天井部の小さな裂け目から差し込む光を反射して、周囲をほんのりと照らしている。

　少し窪くぼんだ場所には水が溜たまっており、不純物が少ないのかかなり透明で奥まで透き通っている。

　なかなか、幻想的な光景だ。

　どうやらこの扉は、洞窟の中に生成されたものだったようだ。

　まだダンジョン領域はあの玉座の間だけのはずなので、この洞窟はダンジョンによって造られたものではなく自然物なのだろう。

　周囲に別の生物がいないことを確認した俺は、少し先に見える洞窟の出口らしい──いや、入口らしい場所から差し込む陽の光を目指して歩を進める。

　カツン、カツンと反響する俺の足音。

　空気がひんやりとしていて、肌に心地良い。夏場は冷房いらずだ。

　やがて、入口まで辿たどり着ついた俺の視界は、一気に開け──。

　──澄み渡る、無限の蒼そう穹きゆう。

　一面を埋め尽くす緑の大森林。風が木々を揺らし、耳を澄ませば木の葉の擦れる音まで聞こえる。

　陽ひの光に照らされ、キラキラと輝くのは、長く長く続いている大河。

　どこまでも広がる地平線と、雲を突き抜け、見る者全てを圧倒する雄大な山脈。

　地平線の果てに見える広大な青は、海だろうか。

　また、彼方かなたの空には島のようなものが浮かんでおり、そこから流れている滝が空から大地へと降り注ぎ、虹にじが掛かっている。

「うおぉ……」

　あまりの景色の美しさに、思わず目頭が熱くなる。

　そこに広がっていたのは、俺の貧弱な語ご彙いでは決して表現がままならない、神秘的なまでに壮大な、世界の姿だった。

　……俺も、人間やめて翼生えてる訳だし、その内この空、飛べるようになったりしねーかな。さぞかし気持ちが良いことだろう。

　ちなみに、今俺の背中に翼は生えていない。

　寝る時になんか邪魔だったので、どうにか小さく出来ないかとか、もっと綺き麗れいに折り畳めないかとか色々やってたら、フッと消えた。

　この翼、どうやら俺のまだよくわかってない力、魔力で構成されているらしく、任意で出したり消したり出来るみたいだったので、それ以来消しっぱなしなのだ。便利な身体なこって。

　しばしそうして景色に魅入っていた俺は、ふと我に返り、本来の目的、周辺の地理確認に戻る。

　どうやらここは、山の中腹のようだ。中腹と言っても、こんな景色が見られるぐらいだから、標高はそこそこ高いのかもしれない。人里らしきものは……近くには無さそうだな。

　振り返った俺の視界に映るのは、切り立った崖がけ。

　今出て来た洞窟は、この崖に出来たものだったらしい。

　あー……こっちは進めなさそうだな。とりあえず、上に行ってみたいんだが。

　そう考えた俺は、どこか登れるような場所がないかと、山の中を歩き始めたのだった。













　この続きは現在配信中の『魔王になったので、ダンジョン造って人外娘とほのぼのする』にてお楽しみください


(C)Ryuyu, Daburyu 2017
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「小説家になろう」で活動している関東在住のライトノベル作家です。今回は「迷宮国」における迷宮がどのような危険性を持つか、パーティを壊滅に陥らせる危険のある「状態異常」とは何かなど、迷宮の一筋縄ではいかない点が多く出てきます。次々と訪れる困難を、アリヒトたちは装備や技能を強化し、互いに話し合いながら着実に乗り越えていきます。毎日が波乱続きの彼らですが、ごゆるりと見守っていただければ幸いです。
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